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　東とう和わ七なな姫ひめの時代。

　東和と呼ばれるその土地で、宮みや姫ひめと呼ばれる東和の巫女みこ姫ひめ達。

　微睡まどろんだ太たい平へいが過ぎて、幾年。

　誰だれもが長い繁はん栄えいを夢見た後、彼女達は現れた。

　この頃ころ、誰もが彼女達の名前を知り、その立ち姿を遠目に見た。




　一いち宮みやシンセン都市の黒こく曜よう姫ひ殿でん下か。

　長大な黒こく衣いと異国の黒帽子を好む、孤高で聡そう明めいな姫。




　二にの宮みやスズマ都市の翡ひ翠すい姫。

　真実の旗を掲かかげて人々に愛される、気け高だかく純粋な姫。




　三さん宮みやナツメ都市の常磐ときわ姫。

　山々の息い吹ぶきと長ちよう刀とうを背負った、生き真ま面じ目めで頑がん固こな姫。




　四しの宮みやツヅミ都市の琥こ珀はく姫。

　その都市と称号を失った、可か憐れんで幸さち薄うすい姫。




　五いつ宮みやクラセ都市の浅あさ黄ぎ姫。

　妹姫と手を携たずさえて、平和の世を望む姫。




　六むつ宮みやマキセ都市の萌もえ葱ぎ姫。

　姉姫と声を揃そろえ、荒れる世相と向き合う姫。




　そして、最後の一人ひとり。

　七なな宮みやカセン都市の空から澄すみ姫。

　勝ち続ける将しよう軍ぐんと大だい臣じんを両りよう輪りんに、一いち躍やく、時の人となった姫。




　東和七姫の時代。

　多くの人々が彼女達の名を知り、その志向と言葉を話題にした時代。

　時に争いの火種と疎うとまれながら、事実、戦火の旗となりながら、彼女達は愛された。

　彼女達の過ごした日々は、その時代が終わっても忘れられることなく、様々な形で東和と、それに触れた人々の間に伝えられるだろう。

　それが、俗に七姫物語と呼ばれた時代の光景。













　　　序節　藤色風







　視界いっぱいに高い空。

　ただただ広がるのは、薄うす青あおい色。

　青と白の柔らかい空気の色が、見上げた先に広がっていた。

　流れる雲は細く遠い筋すじ雲ぐもで、このまま見つめ続けていれば行く風の方向を教えてくれる。

　高いところには高いところの風が吹く。

　私には少し遠い。

　身体からだが小さいからじゃなくて、今、周りで初夏の空気が穏おだやかだから。遠く高いところを行く雲を目で追うだけで、何だか気持ちが満足してしまうからだと思う。

「遠いなあ」

　空を見上げた私が呟つぶやくと、側そばにいた方が小さく咳せきをされる。

「七なな宮みや！　しっかりしろ」

「あっ、はい」

　抑え気味の小声で注意されて、慌てて顎あごを引いて見上げるのを止やめる。

　しまった。

　お姫ひめ様らしくなかった。

　ぼんやり空を見ているのは、艶あでやかな姫装しよう束ぞくの私がやっちゃいけないことだった。

　それは、カラさんやカラカラさんの時にのんびりやること。

　町娘さんや見習いさんの時と違って、今の私は七宮のお姫様だから、とりあえず、いつでもどこでもお姫様顔を心得ていないと駄だ目めだった。

　白地に夕ゆう色いろの夏なつ衣ごろも。柔らかい袖そでの先から出る両手をお腹なかの前で合わせ、お姫様らしく背筋を伸ばしてから、出来るだけ余裕があるように、ゆったりと傍かたわらに立たれる方に顔を向ける。

　見上げたのは、この方が年上で背せ丈たけがあるからだけではなく、私が白しら木きの椅い子すに着座しているからだというのもある。

「常磐ときわ姫ひ殿でん下かもお座りになったらいかがですか？」

　三さん宮みや姫の称号を持たれる武門の姫は、これまた姫らしくない腕組みの上、両足を開いて立っている。真まっ直すぐに立たれる姿は凜りんとしているけれど、常磐姫は常磐姫で、この方も宮みや姫ひめとしては、ちょっとまずい気がする。凜り々りし過ぎると言いますか。

　いつもの常磐緑みどりの活動的な装束から、落ち着いた様式の式典礼れい装そうへ更衣されているが、この方は堅苦しいと言わんばかりのご様よう子すだ。

　こちらの案内の方に勧すすめられた白しら木きの長なが椅い子すにも、最初から一度も座ろうとせず、こうして立ち続け、四方に睨にらみを利かせている。

「七なな宮みやは客人だ。私はそなたをここへ誘った水先案内人。ならば、あれらに引き合わせるまでは座るわけにはいかん」

　この方は私のことを、たいていは七宮と呼ぶ。

「はあ、そうですか」

「とにかく今日きようは私に任せておけ」

　常磐ときわ姫ひめには常磐姫の筋すじがあるようで、私と顔を合わせることなく一人ひとりで頷うなずかれる。

　まあ、お姉ねえさんには逆さからいません。と言いますか、私は小さい頃ころから年上の方にはあまり逆らったことがなかった。

　多た分ぶん、私は大人おとなの方を見上げるのが好きなんだと思う。

　小さい子や動物と遊ぶのも好きだけど、何だかこうしているのが一番落ち着く。

　施し設せつにいた頃は一人っ子みたいだったから、兄きよう弟だいや姉し妹まいに憧あこがれがあるのかも知れないと、たまに、ちょっと思う。

「どのような方なのでしょうか、あちら様は？」

　空を見上げるのを止やめて、傍かたわらの方を見上げる。

　そちらは、ちょうど他所よそを向かれたところで、いつも高い位置で結ゆわえていた黒髪が、低めの位置で短たん冊ざく飾かざりで纏まとめられているのが目に入る。

「耳にはしているのだろう？　あの右う将しよう軍ぐんと左さ大だい臣じんから」

　問い返された声は少し硬い響ひびき。

　テン様とトエ様。私の擁よう立りつ者しやで後見人な人達。

　私は好きなんだけど、あまり気にしないで強引な真似まねをされる方々なので、方々から嫌われているお二人ふたり。

　で、やっぱり、この方も、あのお二人のことを快く思っていないらしい。お言葉に尖とがった響きがある。

「柔らかい物もの腰ごしと穏おだやかなお人ひと柄がら。温和なご気き性しようと聞き及んでおります」

　とりあえず、トエ様に言われたことを思い出す。悪いことは何も言っていなかった。

「まあ、そうだな。それで間違いない」

　常磐姫が頷くと、束たばねられた後ろ髪がその動きに上下した。

　少し間がある空気が流れてから、顔を見せないまま、三の姫は言葉を続け始める。

「それだけなら、七宮も琥こ珀はくも大差ない。だがな、お前と琥珀は違う。そうであったように、今日、会う輩やからも違う」

　そなたと、さっきは私に呼びかけていたけれど、結局、この方は気安くお前と呼び始める。

　気がついているのかいないのか、判別しにくいけれど、何となく好きな感じ。

「肩に力を入れなくていい相手だ。だが、あちらは見た目より腰が据わっているぞ。生まれた時から姫ひめ役やくを背負っているような輩やからだ。七なな宮みやや私のように、ある日から任を背負ったわけではない」

　良家に生まれ、それに相応ふさわしい育ち方をされたということだろうか。

　考え込んでいたら、ほんの少し、私の方に視し線せんが向けられるのを感じた。

「お前は好奇心があるな。琥こ珀はくや私より」

　ちょっと、大人おとな色いろの声。

「そうした欲が強いそうです。自分では分かりませんが、よく周りの方に注意されます」

　主に衣い装しよう役やくさんにたしなめられる。

　そうなのだろうか。人より欲が強いのだろうか。普ふ段だん、気がつかないけれど、たまにそうだと思うけれど、強過ぎるとは思わない。

　だって、テン様やトエ様が、とても欲深げだから、きっと、私は普通くらいだと思う。

「恐こわくないか？」

　主語が見えない問い。

　それでヒカゲさんの灰はい色いろの羽は織おりを何となく思い出す。

　それから、黒帽子と黒こく衣いの背中。

　何かと言わないで何かを告げる人達。

　たまに、問い返さなくてもいい距きよ離りがある。それが好きだったから、見上げた先に笑って頷うなずいた。

　そうしていると、待っていた頃ころ合あいが来た。

　遠く笛の音がしたのが合図。

　低めの音で長い音ね色いろ。

　やがて、それに続いて短い笛の音が重なり始め、幾いく重えにもなる。

「来たか」

「そのようですね」

　私は腰を上げて、常磐ときわ姫と並んで立つ。

　二人ふたりして、周囲を見渡す。

　藤ふじ花ばなの匂においがした。

　私達の前後左右に広がるのは、よく手入れのされた植しよく樹じゆの庭園。

　藤棚に広がる藤波。そこに咲き誇る花々は薄うす紅べにと薄紫むらさきで、幾つかの品種が交互に植えられているらしく、風音に揺れていた。

　春が遅い東とう和わでは、こうして初夏にまで見られる光景。

　藤波が香りを、そして、木々の向こうに控える楽師の方々が静かな曲をこの場に届ける。

　そして、藤棚の隙すき間まに細く延びる小こ径みちに人ひと影かげが見えた。

　柔らかな藁わらで編あまれた編あみ笠がさを頭に被かぶり、笠の縁へりから垂れ下がる薄うす絹ぎぬの膜まくで容よう貌ぼうと姫装束を半なかば以上隠した人ひと影かげが二つ並んでいる。その背後には、大朱しゆ傘がさと茶器を携たずさえた女官の行列。

　どくんっと、胸の奥が勝手に何かを感じる。

　東とう和わの姫ひめ達。

　以前、琥こ珀はく姫と会ったように、この傍かたわらの人と会ったように、あの人と会ったように、私はまた人と会う。

　この藤ふじの花を、春と初夏の花をその象しよう徴ちようとして、この庭園で日々を過ごされてきた方々。

　いつかはお会いするかと思っていたけれど、こんなに早くお会い出来るとは思っていなかった方々が、しずしずと進まれてくる。

　三本竹の意い匠しようがあしらわれた袖そでが傍らで揺れて、あちらを見つめていた常磐ときわ姫が両手の指をお腹なかの前で組み合わせる礼を取る。多た分ぶん、私にも分かるよう大きく袖を動かしてくれた促うながし。

　慌てて私もそうしてから、不ぶ躾しつけな視し線せんを向けぬよう俯うつむき加減に瞳ひとみを閉じて、歩まれる様よう子すに耳を澄すました。

　穏おだやかな笛の音ねに交じり、小こ径みちを行く足音が耳に届き始める。

　やがて、足音が急に小さくなる。

　女官の方々が控えて立ち止まり、歩まれる方が二人ふたりだけになったからだと気がついた時には、ほんの少し前で立ち止まる気け配はいが感じられた。

　砂じや利りを踏むのも優やさしい音。履はき物ものが柔らかいのでなく、立たち振ふる舞まいが優しいと思えた。

「お待たせしました」

「私共が揃そろうのが遅れてしまい、お二ふた方かたにはご迷めい惑わくをお掛けしました」

　私達に向けられた、初めて耳にするお声。

　二人分。

　だけど、まるで同じ人が語ったように、同じ色合いのする声。

　笠かさを外はずして背後の女官に手渡す気配が終わってから、常磐姫と私は礼の姿勢のままで顔を上げる。

　優しい染め具合の姫装しよう束ぞくが瞳に映った。

　浅あさ黄ぎ色いろと萌もえ葱ぎ色いろ。

　その色を名に持つ方々。

　常磐姫の前に浅黄色の立ち姿が、私の前に萌葱色の立ち姿が静かに立っていた。

　風に藤の花が揺れるように髪飾りを揺らめかせ、色違いなだけの姫装束で、ほぼ同じ背せ丈たけの、ほぼ同じ顔立ちの姫達。

　私より二つ、三つ年上のはずだけれど、何だか、少女という幼げな言葉がひどく似合う微笑ほほえみ。だけど、幼げに見えても、幼い子と違って動作に無む駄だがない立ち姿。

　それで慌てたから、覚え込んできた言葉が早口になる。

「七なな宮みやの空から澄すみです。両姫ひ殿でん下かには初のお目見えとなります。この度たびは集つどいの機き会かいをお作りくださったこと、並びに、このような景けい観かんの地へお招きに預かりしこと心より感かん謝しやいたします」

「七なな宮みや様のこと、私共も三さん宮みや様から聞き及んでいます。こちらこそ、お会い出来て光栄です」

　目の前で萌もえ葱ぎ色いろの姫ひめが微笑ほほえんで

「畏かしこまらなくて結構です。私共も貴女あなたとは是非お会いしたいと常つね々づね思っておりました」

　その傍かたわらに立つ浅あさ黄ぎ色いろの姫が続く。

　同じ顔、同じ声にとまどう私に、二人ふたりの姫は静かに頭を下げて、それから、声を揃そろえてこう告げた。

「ようこそ、クラセとマキセへ。五いつ宮みやクラセの浅黄と六むつ宮みやマキセの萌葱。我われら両名、両都市の象しよう徴ちようである宮みや姫ひめとして、三宮常磐ときわ姫と七宮空から澄すみ姫のご来訪を謹つつしんで祝福させて頂きます」

　それは、とてもとても品のある声で、巫女みこ姫ひめらしい立たち振ふる舞まいで、それが嬉うれしくて、私はただただ笑え顔がおのまま陶とう然ぜんとしてしまった。

　困ったことに、私は立派なお姫様にも憧あこがれていたけれど、巫女らしいお姫様にも憧れていたと、今いま更さらに気がついたりした。

　空澄と呼ばれる月の始まり。七月色の空の下。姫装しよう束ぞくを揺らし過ぎて行く風に、初夏の匂においがあった。

　これが、私が五宮マキセ都市の浅黄姫、六宮クラセ都市の萌葱姫と、初めてお会いした時の出来事だった。
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　　　一節　夏風の小径







　四人の姫ひめが一堂に会した時、庭園から少し外はずれた東あずま屋やの前で十人ほどの老人達が肩を寄せて佇たたずみ、事の成り行きを見守っていた。

　誰だれもが式典のための正せい装そうで、それぞれ、高い役やく職しよくにあると一目で知れる出いで立たちだ。

「この度たびのお引き合わせ、サイ家のご尽じん力りよくの賜たまものですな」

　老人の一人ひとりが、一団の中で一人だけ歳としの離はなれた若者に声を掛けた。

　両都市の仲介役である燈とう色いろの衣が印象的な、やや細身の青年が頭を下げて応じる。

「そう持ち上げられては面おもはゆいものです。皆様のご助力あっての成果です。そして何より、私共の両姫ひ殿でん下かが率そつ先せんして動かれたことが大きいのです」

　燈色の青年ハルセ・サイは謙けん遜そんする顔を作らなかった。

　生き真ま面じ目めに受うけ応こたえて、ありのままを素直に認める顔をした。

　それが受けたのか、政界の大人おとな達は大きく笑った。

　その笑いが、無む闇やみに大人臭いとハルセは額ひたいにしわを作る。

　双ふた子ご都市と称するクラセとマキセ。その中間に位置する幾つかの離り宮きゆうや庭園は両都市の象しよう徴ちようである双子姫が好んで滞たい在ざいする拠きよ点てんだった。

　その一つで若わか夏なつの離宮と呼ばれる場所が、この度、空から澄すみ姫と常磐ときわ姫を招いた先である。

　四都同どう盟めい。

　そう呼ばれる巨大な連合を結成する手始めとして、各都市の代表者達は裏に表に動き、互いの象徴である宮みや姫ひめ達の引き合わせへとこぎ着けた。

　大商家サイ家の筆ひつ頭とうであるハルセは、両姫、両都市の使者として、三さん宮みやナツメ都市と七なな宮みやカセン都市に自ら足を運び、その根回しに奔ほん走そうした経けい歴れきを持つ。

　これは彼の財ざい産さんになる仕事だった。

　暗に旧四しの宮みやツヅミ都市をも引き込んだ大たい計けいに、二十歳はたちそこそこの彼が大きく名前を残したのは偉業と言える。おそらく、祭さい祀しに携たずさわる巫女みこ姫ひめ達以外で、この若さで世間に活かつ躍やくが認められているのは彼だけだろう。

　もっとも、その世間は財界なり政界なりの狭い範はん囲いだけだ。

　庶しよ民みん達の間では宮姫達が率先して、この度の顔合わせが叶かなったことになっている。風ふう聞ぶんでサイ家の名前が挙がることもあるが多いとは言えない。

　今は、それでいいとハルセは思う。

　目立ち過ぎると身の危険を感じるからだ。

　この老人達、クラセとマキセの実力者達と語るとつくづく思う。

　彼らは四都同どう盟めいが立ちゆかなくなった時、ハルセを切り捨てるだろう。切り捨てなかったとしても、その責任処理にハルセとサイ家を立ち回らせる。

　彼らは自ら責任を取ることは少ない。責任を取って財ざい界かいや政界から引退する時があるとしても、それは傷を最小限にするための最後の手だてとしてだろう。

　狡こう猾かつではなく、周しゆう到とうで老ろう獪かいなのだろう。そうでなければこの歳としまで生き残るのが困こん難なんな世界がある。それはひどく広い範はん囲いに力を及ぼすが、ひどく狭い範囲の世間。

　父が、叔父おじ達が、歴代のサイ家当主達が属した領域に、ハルセは息苦しさを覚えるが、すぐに若者らしい顔を続けることに努めた。

「若じやく輩はいの自分にはまだ先が読めない流れが多々あります。この顔合わせ、本当に吉きちと出ましょうか、逆さか手てに取られないか心配です」

　気弱な顔で老人達の機き嫌げんを取る。

　彼らが若者に見せるわけにはいかない弱気をハルセが見せることで、上の世代との距きよ離りを円えん滑かつにする配はい慮りよだった。ここに居並ぶ老人達はハルセの亡ぼう父ふはおろか祖そ父ふと同年代なのだ。

　功を奏そうしたのだろう。老人達の代表格がハルセの肩を叩たたいた。

「我われらも遊んでいるわけではない。鍛冶かじ屋やにも木こりにも話は通してある」

　鉱山を持つ三さん宮みやナツメ、林業と紙業を持つ七なな宮みやカセンを隠いん語ごで鍛冶屋、木こりと呼んだ表現が、少し相手を小こ馬ば鹿かにした感を持つ。中央により近い双ふた子ご都市は、あちらより都会だと言外に匂におわせている。

「彼らはいいとしても、問題は厄やつ介かい者ものの二強ではありませんか？」

　七宮の左さ大だい臣じんの顔が真っ先に頭に浮かんだが、ハルセは別口の可能性を口にした。

　中央都市にして旧王都一いち宮みやシンセン都市。そして、そのほんの東側に位置して天下の副都を自認する二にの宮みやスズマ都市。

　そちらはハルセの管かん轄かつ外がいだったから、いささか気軽に話題に出来た。あちらへの根回しと謀ぼう計けいには彼が負う責任がない。

「案ずるな、若人わこうどよ」

　肩を叩いた老人が満足げに続ける。

「あやつらの仲は、その長い歴史の中でも今が最悪じゃ。どちらも今は手が離はなせん」

「では、やはり、噂うわさ通りなのですか？」

　そちらにも軽い情報は得ていたから、喉のどを鳴らして危き機き感かんのある問いをした。

　老人達は誰だれもが同じように厳きびしい顔をして、少し沈ちん黙もくしてから代表格の老人が語り始める。

「一宮シンセンと二宮スズマは、今いま頃ごろ、既すでに戦争を始めておる」

　重い声に、膝ひざから下の感触がおかしくなるのをハルセ・サイは感じた。







　シンセン都市とスズマ都市はかなり近い。

　東とう和わでも、もっとも肥ひ沃よくな中央付近に位置する二つの都市は、今こん日にちまで競きそい合うように拡大成長を続けてきた。それが対立となってどれだけの日々が過ぎたか、百年の説もあれば、ここ半世紀とも囁ささやかれる。

　だが、はっきりとした争いは少なかった。

　小こ競ぜり合いの枠わくを越えることは今日まで無かった。互いが相手を恐れたためであり、シンセンがスズマを本気で相手にしていなかったためでもある。

　それが崩れた。

　以前から懸け念ねんとされていた幾つかの領土争い。その一角で住民の大だい規き模ぼな決起集会が発生し、シンセンからの離り脱だつ。スズマが主宰する真しん都と同どう盟めいへの参加表明が為なされる事件が発生していた。

　これにより、一いち宮みやシンセンは暴ぼう動どう鎮ちん圧あつのため軍を派は遣けん。

　一部暴徒の暴挙を止めるためにとの派兵である。

　当然、二にの宮みやスズマは住民保ほ護ごのため動く。

　民衆の自主的な政治活動を護まもるための派兵である。

　先に動いたのはシンセン軍だったが、素す早ばやい展開で街道を押さえたのはスズマ軍だった。

　数は一宮シンセン側が六千、二宮スズマ側が二千。

　数で三倍する一宮の指揮官が戦端を開いたのが、全すべての始まりだった。

　弓ゆみ矢やが飛び交い、槍やり穂ほが血に染まり、騎き馬ばが歩兵を踏みつぶす。

　係けい争そうの所在地は小都市チドリ。そこに戦場が生まれた。







「退ひくなっ！　この地の住民は真都の志こころざしを持つ我われらが同志！　守り抜けっ！」

　スズマ軍の指揮官代理は喉のどを嗄からして叫んだ。

　おおうっと、頭上から降る矢や雨あめに盾たてを掲かかげる若者達が怒ど声せいで応じる。

　街道の関所に突とつ貫かんで造られた丸太砦とりでは、あちこちで火に巻かれていた。

　寄せ手のシンセン軍は倍する数で三方から砦を囲み、莫ばく大だいな数の火ひ矢やを放っていた。

　遭そう遇ぐう戦せんでまず敗退して、この砦で巻き返しを図ったスズマ側だが、兵力の差、そして装備の差に圧倒されていた。

　それでも、砦に残る将しよう兵へいの士気は高い。

　彼らは真都同盟に参加する青年達で、打倒一宮シンセンに燃もえていた。士気だけなら、シンセン側を圧倒する勢いを持っていたが、残念ながら相手が悪かった。

　一宮シンセンは本来の東和の首都。その兵力は最大で、その兵達も他国に負けるわけにはいかない立場である。たとえ、その内側が大きく腐敗していようと、ここではその面めん目もくを保つだけの力を示していた。

「ここは撤てつ退たいを！　街まで下がれば住民の参加も期待出来ます！」

　興こう奮ふんする高級将しよう校こうの一人ひとりが、前ぜん線せん指揮を執とろうとする指揮官代理に進言した。

　彼らの軍ぐん装そうは全く同じだった。

　本来の指揮官が最初の遭そう遇ぐう戦せんで討うち取られて、それ以降、指揮官代理は高級将校達から選ばれた一人の青年だった。元は肩を並べていた盟めい友ゆう同士なのだ。

　歳としもそう違わない。見けん識しきも大きな差はない。

　だが、指揮官職しよくにあれば見えてくる物が違う。

「退ひけば住民を戦火に巻き込む。我われらはここでシンセンの悪軍を止めねばならん」

　撤退は出来ないと首を振る指揮官代理。

「しかし、このままでは全滅です。数が違い過ぎます！　この撤退は恥ではありません。現実を見ずして将兵を死なせるのは指揮官として失格です」

「我らがここで食い止めている間に、住民が一人でも多くスズマ側に逃れられれば、それだけでこの戦線は成功だ！」

　その言葉に、進言し続けてきた将校も絶句する。

「女子供だけでも後詰めの部隊が助けてくれれば、その者達が我らの分も生きていてくれる」

　指揮官代理の言葉は続けられ、それから抜ばつ刀とうする。

　軽い革かわ鎧よろいと草くさ色いろの胴どう。

　手にするは真新しい初うい陣じんの刀。炎と陽光を刃やいばが映す。

　寄せ手のどよめきが近くなり、砦とりでの門が焼け落ち始めていた。

　残兵は千ほど。

　寄せ手は大きな損そん害がいは受けていない。数の違いは消しよう耗もう度どの違いを作る。

　門が完全に焼け落ちれば、煙を裂いて襲おそい来る矢や雨あめは凌しのげなくなる。

　だが、逃げ出す者は周囲に見られない。

「お伴します」

　撤退を進言していた将校も抜刀し、流れ矢を打ち落とした。

　見つめ合い、男達が力強く頷うなずいた時だった。

　新たな喚かん声せいがその地に響ひびき渡った。沸わき上がる声の力が空気を振動させる。

　集団が吠ほえる人の声は人の耳に力を持って響く。

　続いて、重なり鳴り響くのは鳴り物の金音。

　後方からだった。

　振り向いた指揮官代理は目を見開く。

　こちらへ駆けてくる騎き馬ばの一軍を、その背後に広がる歩兵達の猛たける進軍の姿を。

　見み慣なれた軍装に、澄すんだ翠みどり色いろの幟のぼり。

　そして、大たい書しよされた真しん都との飾り文字。それこそは彼らが掲かかげる旗の色だった。

　だから、それを目にした男達の目に涙が浮かぶ。

「間に合ったか、増援！」

　指揮官代理の絞り出した呟つぶやきに、安あん堵どと感動が混じり合っていた。







　もう少しで、暴ぼう徒とに協力する二にの宮みやスズマの民兵を撃げき退たい出来る。

　そんな時に、千から二千の増援が駆けつける事態が起きた。

　だから、一いち宮みやシンセン軍の指揮官は馬上で天を仰あおいだ。

　燃もえ上がり半はん壊かいする城門を挟んだ街道の一方。その小高い丘で悲ひ嘆たんにくれる。

「冗じよう談だんではない。我われらは一部の扇せん動どう者しやを取り押さえ、現地の治安を回復するために来ただけなのだぞ？」

　それが、どんどんとおかしな展開になっていった。

　偶ぐう発はつ的てきに街道で出会った二宮側と状況が分からないままに交戦となった。それを撃退した時も、事態が分からなかったが、進軍してみれば街道は彼らによって封ふう鎖さされ、もう目的の小さな街はスズマ側の領土、住民はスズマ側の住民であると旗が立てられ宣告されていた。

　理解出来なかった。

　いつもなら、スズマ側とは政治的な解決がされるはずだった。

　睨にらみ合いの末、お互いが譲じよう歩ほし合い、軍は引き上げられる。もはや、慣かん例れいでさえあった。

　それが今回は駆け引きの無いぶつかり合いの連続だった。

　それでも、力押しで勝てるはずだった。勝てば何とかなる。勝って力を示して事態を解決すればいい。それだけの兵力と装備があった。

　まずは勝ってから、目的の拠きよ点てんに到着してから、上層部に次の指示を仰ぐ予定が、だんだんと非現実的な装よそおいになっていく。

　まだ兵力的には充分に勝まさっているが、楽に勝てる相手ではなくなっていた。

「退ひくぞ。東とう軍ぐん殿どのに指示を仰ぐ」

　シンセンの四方を管理する四将しよう軍ぐん。この方面は東軍と俗に呼ばれる東とう方ほう将軍が取り仕切る範はん囲いだ。この兵員もその人物の麾き下かにある。

　こちらは砦とりでを攻める二千前後の兵を前面に、指揮官を最後方に配した三段重ねの布ふ陣じんで、充分な余力がある。崩れている向こうが増援と連れん携けいするには時間が掛かるから、ゆったりと陣を退き、安全圏まで下がれる。

「何なに故ゆえ、かような事態となった？　スズマは本気で一宮シンセンに逆さからう気なのか。それとも、やむにやまれぬ事情があるのか？」

　考えられるのは、例の噂うわさだった。

　一いち宮みや側による二にの宮みやの大たい師し暗殺未み遂すい事件。二宮弱体を狙ねらう一宮の有力者が大師の毒殺を図ったと噂うわさされる事件が数ヶ月前に起きていた。それ以来、向こうの大師は生死の境をさ迷い続けているらしい。

　だが、それも確かく証しようのない風ふう聞ぶんだった。大師が倒れたのは事実らしいが、毒物によるのか病やまいによるのかもはっきりしない。真しん都と同どう盟めいが行った発表も詳細には触れていない。何より、件くだんの大師は既すでにかなりの高こう齢れいで、健康問題に関しては何があっても不ふ思し議ぎではないのだ。

　だが、真都同盟の本ほん拠きよである二宮スズマ都市では、一宮の仕し業わざであると信ずる人々が多い。

　それ故ゆえか、事態は混迷を深める様相を呈ていした。

「ぬうっ、あれは？」

　撤てつ退たいを指示する指揮官の目が、増援の向こうにさらなる一軍を認めた。

　数は多くない。集団の密度からして五百程度と知れた。

　遠くて視認し難がたいが、最初の増援に比べて遅い速度で行軍している。ほぼ台形の布ふ陣じんは整せい然ぜんとしていて、訓練が行き届いた様よう子すを見せていた。

　増援の本隊。それも高位の指揮官が率いる精せい鋭えいの可能性が高い。あるいは、そう見せる偽ぎ装そうかも知れないが、ここは退ひいた方が安全だった。

「退けっ！　退けっ！　後こう衛えいの陣で再集結せよ」

　指揮官が周りの将しよう校こうに命ずる間に、敵の砦とりでで新たな声が湧わき上がり始めた。

　何事かと、再度、敵陣に目を走らせれば、その声が歓かん喜きの声だと知れた。

　真しん姫ひめ。

　そう叫ぶ声が耳に届いたから、まさかと耳を疑い、本隊と覚おぼしき敵軍の後方を凝ぎよう視しした。

　台形の布陣の真ん中に、御み輿こし車ぐるまが見えた。

　その周囲に大旗をはためかせる旗持ち将校が控えていた。

　御輿車は朱しゆ色いろの台車に透すき通った翠みどりの屋根。そして、はためく旗印は翡ひ翠すいの宝ほう玉ぎよくをあしらった図案に金糸の飾り。

「馬ば鹿かな、あの旗は、あの色は、あちらの宮みや姫ひめの姫旗ではないか?!」

　沸き立つスズマ側に対し、シンセン側に明らかな動揺が走った。

　歩兵も騎き馬ばも足が止まる。

　炎が逆さか巻まく砦の向こう、鮮あざやかな姫旗を囲む集団がつぶさに見えてきて、それが二宮スズマでの高級士官の軍装を示す翡翠色だと判別出来た。

「まさか、真都同盟、二宮姫の親衛隊か」

　彼らが護まもる御輿車は御み簾すが降ろされ中の様子は窺うかがえない。だが、彼らが護る人物は原則、ただ一人ひとりである。

　東とう和わ二宮、あるいは東和真姫と呼ばれる翡翠姫。その人だけである。







「ほらほら、大きいよ、これ」

　大おお柄がらな青年が茶ちや化かして

「何の、まだまだだよ」

　同じ年とし頃ごろの小柄な青年が応じる。

「王手」

　ぺちっと。

「甘い」

　ぺちぺちっと。







　まだ炎の収まらぬ砦とりででは、人々の歓かん喜きの声が、勝利の雄お叫たけびがこだましていた。

　自軍に倍する軍勢。それも積せき年ねんの宿敵である一いち宮みやシンセン軍を後退させた。その事実に誰だれもが感動し、感かん涙るいさえしていた。

　このまま追つい撃げきしようという声も少なくない。

　冷静に考えれば、一時撤てつ退たいしただけの一宮側は損そん害がいも少なく、勝利と呼ぶにはスズマ側の方が傷つき過ぎていたから、追撃等などは無む謀ぼうと言うより夢想だった。

　そんなことは彼ら自身もほとんどの者が知っていたが、現実的でなくても、そう叫びたくなる空気がその場に満ちている。

　そんな彼らの熱あつい心と眼まな差ざしは、一人ひとりの少女に向けられていた。

　その名前と同じ貴き石せきを各所にあしらった法ほう衣い。それが、その少女が身に纏まとう姫ひめ装しよう束ぞくで、その染め色も、また澄すんだ翡ひ翠すい色いろ。

　東とう和わスズマ都市が掲かかげる宮みや姫ひめ、二にの宮みや翡翠姫ひ殿でん下か。

　その姫が御み輿こし車ぐるまから降車して、その親しん衛えい隊たいの円えん陣じんに護まもられながら、人々に深々と頭を下げていた。

　ゆっくりと頭を上げた彼女は、自らを取り囲み固かた唾ずを吞のんで見守り始めた兵達を見渡した。

　彼女と親衛隊は美しい翡翠色に汚れ一つ無い。だが、周囲に立ち並ぶ人々は先ほどまで戦せん闘とうの最中にあったため、誰だれもが薄うす汚よごれ、血と汗にまみれていた。

　まだ姫の周りに集まれる者達はいい。

　手当を受けていて動けぬ者、明らかに手当がもう必要ない者、そうした悲ひ惨さんな光景も、彼女の瞳ひとみは捉とらえて、悲しげに細められた。

　燃もえさかる炎の中から、柱が焼け落ちる音が響ひびく。

　涙声の呻うめきも聞こえる中、真しん姫ひめとも呼ばれる少女は口を開く。

「皆様方」

　ゆっくりと、一人ひとり一人の顔を確かく認にんするように、もう一度見渡しながら

「皆様方」

　澄すんだ声が語りかける。

「私共の援軍が遅れたこと、この翡ひ翠すい、心よりお詫わび申し上げます」

　滅めつ相そうもないと、負傷兵達の間ででざわめきが起こる。

　誰だれもが、まだ信じられなかった。

　幾らスズマから近い地域とはいえ、このような危険な場所に清せい楚そな立ち姿の、この姫ひめがこうして現れたこと。そして、争いを好まぬ宮みや姫ひめが援軍を率いて駆けつけてくれたこと。

　どちらも信じられない話だった。

　まず何より、この姫とこれほど身近で接する機き会かいが滅めつ多たにある出来事ではなかったのだ。

　それなのに、あろうことか謝しや罪ざいの言葉が掛けられるとは、誰もが当とう惑わくしていた。

「私と議ぎ会かいの方々の力が足りぬばかりに、本来なら話し合いで済ませられたこの街の委い譲じようはこうした武力衝しよう突とつとなり、皆様方への過か酷こくな負担となってしまいました。傷つかれた方、亡くなられた方にはお詫びのしようもありません。どうか、これよりは、まだ額ひたいに汗を搔かかぬ私共にこの場をお任まかせください。皆様方には後方にて傷を癒いやされますよう、この翡翠、伏してお願ねがい申し上げます」

「いいえ、姫ひ殿でん下か！　我われらはまだ戦えます。どうぞ、重傷者以外はこのままお側そばに置かせてください」

　頰ほおに深い傷を負った指揮官代理が、その姫の前に跪ひざまずき声を上げた。すぐさま、それに続く声が大きく上がる。

「その心意気には感かん銘めいいたします。でありますが、私はシンセンと様々な形で戦わなければなりません。戦場はここだけではありません。ここは私共だけで凌しのいで見せます。どうか、皆様はご無理をなされませぬようお願います」

　澄んだ声の色に、紛まぎれもない労いたわりの響ひびきが揺れていた。

　だから、居並ぶ男達は逃げ出すような真似まねはしなかった。

「まずはここからです。ここで姫のお役に立つことがスズマと真しん都とのために、そして、床とこに臥ふされた大たい師し様のためになるのです」

　そう告げたのは名もない青年将しよう校こうの一人で、そうだそうだと周囲が続く。

「噂うわさ通りなら、大師様に魔まの手を伸ばしたのは一いち宮みやの黒くろ姫ひめ一派。このまま引き下がるわけにも行きません」

　指揮官代理の言葉に、翡翠姫は表情を曇くもらせた。

「滅多なことを口にしてはなりません。あの者とて仮にも宮姫です。憶おく測そくは禁物です」

「一宮以外、他ほかにどこの誰がおりますか!?」

　新たな声は、起き上がれぬ負傷兵の遠い声。

「どこにでもおります」

　翡ひ翠すい姫ひめの返答はきっぱりしていた。故ゆえに周囲がたじろぐ。

「私共、真しん都と同どう盟めいは東とう和わ改革派の最大勢力。保守層から、成り上がりの新しん興こうからも疎うとまれることがあるやも知れません。誰だれからも、どこからも狙ねらわれる。大きくなれば、そのような理り不ふ尽じんな攻こう撃げきが誰彼ともなく起きやすいのです」

　両手を広げ、血の匂においと汗の匂いが入り交じる空気を彼女は吸う。心地ここち良さとは無む縁えんの焦こげ臭くさい空気にも、その立たち振ふる舞まいに異変は見受けられない。

　その頰ほおと額ひたいに炎が照り返すが、浮かぶ表情も実直で誠実なまま、彼女は言葉を紡つむぐ。

「私共は国こく難なんにあります。一いち宮みやはこのような暴ぼう挙きよに出て、各宮都市は己おのが欲望のまま結けつ託たくを図っております。さらには有う象ぞう無む象ぞうの輩やからが徘はい徊かいもしております。ですが、弱みは見せません。私共は戦い続けます。その戦いは明日あしたも明後日あさつても続くのです」







「攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよ」

　ぺち。

「まあ、都合が悪い時は攻撃してればごまかせるよね」

　ぺち。







　黒帽子と黒こく衣いの背が、長い回廊を歩いていた。

　旧王都一宮シンセン都市。

　深い庭園に囲まれた古城の奥深く、黒騎き士しを背後に控えて、燭しよく台だいの薄うす明あかりに浮かぶ廊下を音もなく歩む少女の名は東和一宮黒こく曜よう。その胸元に静せい謐ひつに輝かがやく黒曜石から授けられた名前。

「五いつ宮みや六むつ宮みやが二人ふたりの仙やま姫ひめを呼び寄せ、そして、二宮は自ら動きましたか」

　歩みながら、黒衣の姫が言葉を発する。

　東和七姫。南に流る刑けい中ちゆうの琥こ珀はく姫を除く東和の宮姫がそれぞれ動いていた。

「四都同盟、正式な宣言はまだなされていませんが、近日中と見て間違いありません」

　姫と黒騎士に挟まれる形で従う政治顧こ問もんの老人は狼狽うろたえ気味だった。

「困りますよね。そんな小こ細ざい工くを弄ろうされては？」

「二宮も焦あせっております。強引に領土拡大を狙い、我われらに楔くさびを打ち込んで参りました」

「四都同盟を潰つぶしに掛かれば我ら一宮シンセンに背後を狙われかねません。そして、大たい師し殿どのの仇かたきを取りたい真都の方々は、このシンセンをどこよりも憎く思っております。こちらと戦いたいと思う気持ちを翡翠姫も止められませんか」

「二宮姫の参戦、あちらの本意ではありませぬか」

　政治顧こ問もんより、さらに後ろに控える騎き団だん長ちようの言葉に、振り返らないまま黒くろ姫ひめは同意の頷うなずきを示した。

「始まってしまったから、やむを得なくでしょう。不本意な戦いであろうと私なら、そのそぶりは見せません。彼女もそうでしょう」

「ならば、二にの宮みや側がわが撤てつ退たいするよう仕向けますか。我われらとしましても四都同どう盟めいを瓦が解かいさせねばなりません。ここで二宮と対決してもあまり意味がありません」

　老人の進言には騎団長が頭かぶりを振った。

「顧問殿どのはそう仰おつしやりますが、既すでにスズマの民意はシンセン打倒で熱あつくなっている様よう子すです。そして、このシンセンも敗退のままでは国民から諸しよ公こうまで我が慢まん出来ないでしょう。少なくとも、奪うばわれた小都市は取り返さなければなりません。武力で奪われた以上、武力をもってです」

「騎団長のお言葉通りですね。少なくとも領土はそうです。領民のお心は政治で取り返さなくてはなりませんがね」

　姫が同意を示す。

　領民の心を懐かい柔じゆうしたのは真しん都と同盟の手腕であり、その民意が離はなれたのはシンセン中央政府の腐敗による面が大きい。

「我らが戦う隙すきに四都同盟が既成事実として世間に認知される恐れがあります。この際、此こ度たびの争いは長引かせぬようご配はい慮りよくださいませ」

「私は宮みや姫ひめ。和の巫女みこ姫ひめです。争いに関する決定権けんはほとんど持ち合わせておりませんよ。ただ議ぎ会かいの皆様、将しよう軍ぐん方がたの総意をくみ取り、承認するのが役目です」

　強引にツヅミ遠征を行ったのは例外だったと、黒姫の声に笑いの色が見えた。

「この御ご前ぜん会議、どう流れるか予想がつきません」

　老人が首を振る道行き、廊下の先に見えてきた玉ぎよく座ざの間に続く大扉。

　まるでその向こうに神聖な闘とう技ぎ場じようがあるかのように威い圧あつ的てきな造りは、歴代の王や摂せつ政しようが通ってきた道だと雄ゆう弁べんに物語っていた。

　いつからか、シンセン城のこの通路は半分閉へい鎖さされていた。

　ここ何代かの王はこの道を通らず、もっと使いやすい通用口を利用したがっていた。それが王室の腐敗を示していた一つの象しよう徴ちようであったから、黒こく衣いの姫はこの道をあえて使用する。

「せいぜい、大人おとなの顔をしておきましょう。彼らが望む役をしておきませんと、いい加減、私の立場も危あやういですからね」

　どこまで本気なのか、振り返らないままで自じ嘲ちよう気味に笑う主あるじを、その側近達は不安げに見守った。

　幼い頃ころから、この姫の心情は見えにくい。過ぎてしまえば、分かりやすいと思うことも多かったが、危き急きゆうの時こそ、この姫は誰だれにも相そう談だんしない。

　問えば応こたえてくれる姫だった。

　ただ、どう問えば応こたえてくれるのか、彼らには見えず、結局、その背中を追いかけ、その身辺を護まもることしか出来なかった。

　そして、姫ひめの前で大扉が左右に開かれ始める。

　その向こうでは、一いち宮みやシンセンの有力者達が多くの難なん問もんを抱えて待ち受けていた。







　ぺち。

「あっ」

「詰つみ」

　大おお柄がらな青年ががくっと頭こうべを垂れ、小柄な青年が笑った。

　駒こまが異常に多くて複雑な将しよう棋ぎは、宮きゆう中ちゆうや貴族の間で遠い昔に流行はやった代しろ物ものだ。

　近年では廃すたれてしまい、駒の動かし方を知る者はよほどの好こう事ず家かだけだ。

　テン・フオウとトエル・タウ。彼らは間違いなく好事家だった。

　どこかの蔵を漁あさって見つけ出した遊ゆう戯ぎ盤ばん。遊び方を覚えている老人達を探し出して教えて貰もらうと、勝手気ままに様々な戦術を試す。

　幸いなことに、この二人ふたりの将棋指しとしての力量に優ゆう劣れつは少ないらしく、どちらか片方が勝ち過ぎることもなく、負け過ぎることもない幸せな展開が続いていた。

　それも、今日きようまでだった。

「やめだ、やめ！　僕、もう厭あきた！」

「僕って言うなよ、君が言っても可愛かわいくないよ」

「てめえっ、自分は可愛いつもりかよ？　狸たぬき軍ぐん師しが！」

「君、それ言いふらしていないかい？　カセンでもツヅミでも僕のことを狸呼ばわりする心ない連中が増えて困っているんだ」

「俺おれ様は可愛い貂てん！　お前は狸！　分かりやすくていいじゃねえか」

「貂って、えげつない狩りするからね。その点、狸はまだ愛あい嬌きようがあるよ」

　そんな馬ば鹿かな話をしてから、二人して少し反省。

「どっちもさ」

「強そうじゃないよね」

「そうだ、虎とらとか竜りゆうで行こう」

「今いま更さらかい？」

　反省しても馬鹿話なので、近くで見物していた者が苦笑する。

「なるほどな、東とう征せい将しよう軍ぐんとその軍師は竹ちく馬ばの友ともと噂うわさされるのは本当のようだ」

　鶸ひわ色いろの羽は織おりに、肩に担かついだ長ちよう刀とう。

　キリハ・ラサ。傭よう兵へい将軍の異い名みようを持つ男は、ここ数日、この二人と行動を共にしていた。

　ツヅミ郊外の砦とりで。

　物もの見み櫓やぐらの上で、ここ何日か世間話をした。

　東とう和わのこと、中ちゆう原げんのこと、異国のこと、気の向くままどうでもいいことから、緊きん迫ぱく感かんを持つ話まで、とりとめもなく話した。

　一度は明めい確かくに敵対した相手だったが、今は同どう盟めい関係にある。

　彼らから交友を求められれば断る理由は稀き薄はくだった。

　キリハの所属する三さん宮みやナツメ軍としては馴なれ合あいを止やめさせたいのだろうが、ナツメとカセンの府ふ中ちゆう組ぐみは融ゆう和わを求めていた。

「やはり、キリハ殿どのは我われらに同行しませんか？」

　遊びから切り替えて、トエルは少し真ま面じ目めな声を出した。

「ここを押さえるのが私の役目です」

　実直な返事にテンが笑う。

「まあ、常磐ときわ姫ひめにシドウ将しよう軍ぐんがお付きだ。傭よう兵へい将軍まで来られちゃクラセもマキセもおっかねえだろうな」

　四都同盟のために行われる四姫の顔合わせ。

　他勢力を刺し激げきさせぬため、空から澄すみ姫と常磐姫はそれぞれ三千の兵を供にしただけで、有力な将軍や眷けん属ぞくをなるたけ帯たい同どうせぬよう出しゆつ立たつした。

　一行の総責任者に選ばれたシドウ将軍だけが名の知れた人物で、悪あく名みよう高い七なな宮みやの二人ふたり組ぐみも空澄姫に随ずい行こうしなかった。テンは無名ながら実力派の副将を空澄姫の護ご衛えい団だんに二人配置したが、それでも、宮姫の安否が気になるらしい。

　結局、迎えに行く兵団をツヅミで編へん成せいし、こうして出立の時を待っていた。

　その編制の最中、こうして暇ひまを見つけては遊びにふけり、たまにキリハと話した。

「五いつ宮みや六むつ宮みやとの信頼関係のためとはいえ、幼い姫を送り出したのは不安です。僕らは行かせて貰もらいます」

　トエル・タウの言葉は本当だが、全すべてではない。

　この四都同盟は七宮側では府中組が積せつ極きよく的てきだった。好戦派である東とう征せい将軍や、その身内と目される左さ大だい臣じんは今回は疎うとまれていた。宮姫を二人が独占的に利用していると非ひ難なんも多かったから、彼らなりに折れなければならなかったのだろう。

「お早い再会と速すみやかな帰国を期待しております。その間、このツヅミの治安は我らラサ一門がお引き受けします」

　ツヅミは重要拠きよ点てんだった。カセンから他ほかの宮都市に行き来するにはツヅミを経由するのが一番だった。ナツメも同じくである。

　ここを押さえられるかどうかで、東和のあらゆる血流が変わる。軍も経済も人材も、あらゆる流通がである。

　そして、ここに何かがあれば、事態は一変する。

　このツヅミを三さん宮みやナツメが占領し封ふう鎖さしてしまえば、五いつ宮みや六むつ宮みやに向かったカセンの姫ひめ軍ぐんは帰る道を失い路ろ頭とうに迷うだろう。

「お任せいたします。東とう和わの未来のため、ナツメとカセンの同どう盟めいが末永く続くことを我われらは願ねがっております」

　だから、トエルは将しよう棋ぎの駒こまをしまい終わると、キリハと向き合い、切実にその職しよく務む遂すい行こうを願う顔をした。

　対照的に薄うす笑わらいを浮かべるテンと目が合い、キリハ・ラサは少し苦笑した。

　そうしていると、大河を渡る船の手はずが終了したと下方から報告の声が上がる。

　声を掛け合うこともなく、連れ立つ二人ふたり組ぐみ。

　その背を見送る傭よう兵へい将しよう軍ぐんの下へ、距きよ離りを置いて控えていた侍じ従じゆう役やくの少年が駆け寄ってくる。

　明らかに、七なな宮みやの二人組を敵視する少年の眼まな差ざしが目に入り、キリハはまた苦笑する。

「お迎えに上がりました」

　まだ十代前半の少年が、何か言いたそうな響ひびきのある声で軍隊式の礼を取り、キリハの長身を見上げていた。頷うなずいたキリハは組くみ紐ひもを用いて長ちよう刀とうを肩から背へ移す。

　遠えん慮りよがない子供の眼差しと、大人おとなになりたい背伸びな躊躇ためらいが揺れる感触。

　それが笑いたくなるくすぐったさで、キリハは少年と向き合わなかった。

　軽く頷いただけで、少年を連れて歩き始める。

　彼には彼の任された一軍があり、指示を待つ者達も多い。

　考えること、やらねばならないことは多いが

「七宮が憎いかね？」

　横顔だけ見せて、背後に従う少年が求めている理解を口にしてみた。

「父の仇かたきです」

　少年はこのツヅミ出身だ。

　七宮カセンへの先兵として出陣し、彼の父は帰らぬ人となった。

　おかげで、残された家族は離り散さんし、少年も路頭に迷った。敗戦したツヅミでは軍は解体、再さい編へんされ、戦死した兵の遺い族ぞくには何の補償も与えられなかったのだ。

「家族で生き残ったのは自分だけです。家族の仇でもあります」

　続いた暗い含みを持つ言葉に怒りが滲にじんでいる。

「シドウ将軍が拾ってくれなければ、自分もどうなっていたか分かりません」

　そんな言葉を少年は言いたいだけ口にして、キリハは歩きながらそれを耳にした。

　三宮ナツメのシドウ将軍が養子扱いで引き取った子供だった。ツヅミ出身であるからと、シドウ将軍がキリハの侍従として置いていった。

　東とう征せい将軍テン・フオウを一度は長刀で血に染めたキリハ・ラサを尊敬していた少年だが、ここ数日の馴なれ合あいを苦にが々にがしく思っているのが一目で分かる。

「今日きようから七月、空から澄すみの月です。なのに、七なな宮みやは結局、ここまでツヅミに居座りました。夏までに撤てつ退たいすると言い続けながら、今日まで、奴やつらは何だかんだとツヅミに兵を残してきました。やっと、出て行くかと思えば、帰りもツヅミ都市経由だとか、人を馬ば鹿かにしています」

　息い吹ぶき月づきの頃ころ、一度は空澄姫ひめを守しゆ護ごして東とう征せい将しよう軍ぐんとその精せい鋭えいはカセンに帰き還かんした。だが、水みな面も月づきとも呼ばれる六月に彼らは宮都市による同どう盟めいに参加する動きを見せ始めた。

　三さん宮みやナツメが双ふた子ご都市五いつ宮みやクラセ、六むつ宮みやマキセと同盟を結び、それに呼こ応おうする形で、七宮カセンも同盟への意志を示し始める。

「クラセやマキセに招かれたならば、カセン都市はこのツヅミを経由して行くしかあるまい」

　キリハの言葉は現実的だ。大都市ツヅミは交易路と結びつき、各都市への街道を幾つも有している。東とう和わの西外はずれにあるカセンから川を隔へだてた東側に位置する双子都市へ向かえば、ツヅミ経由が唯一の経路である。

　ツヅミを避ければ、とんでもない大回りな上に、ろくな舗ほ装そうもない田舎いなか道みちを渡り歩くこととなる。それは宮姫を掲かかげる都市の代表が取れる選択ではなかった。

「空澄姫を送り出すとか言って、結局、ツヅミには押さえの軍を入れ替えて配置し続け、ツヅミ旧勢力であるシノギ調ちよう和わ党とうを潰つぶしたりしてきた奴らは卑ひ劣れつです。奴らの約束は上うわっ面つらばかりで信頼には遠くありませぬか」

「ツヅミ旧勢力に圧力を掛けたのは私達もだ。そして、取り込みも行った」

　裏に表に、このツヅミ内部では駆け引きが続いていた。

　七宮カセンと三宮ナツメだけではない。

　五宮と六宮からはサイ家からその筆ひつ頭とうと親族が動き、一いち宮みやと二にの宮みやもこの機きを逃すまいと多くの手を打っている。宮都市ほどではないが、それなりの力を持つ各地方都市や諸しよ勢せい力りよくも遊んでいるはずもない。

　ここ数ヶ月、このツヅミ都市では東和史には残らないだろう、見えない戦いが続けられていた。そうして、小しよう康こう状態な今に至る。

「嫌いやな感じです。七宮もこの街も」

　元々、ツヅミ出身故ゆえに複雑な想おもいがある少年なのだろう。

「気持ち良く戦える相手は少ない。剣でも、商あきないでもな」

　大人おとなの言葉はその通りで、それが少年を落ち込ませる。

「もう七宮とは戦わないのですか。自分は、もう父の仇かたきを討うつ機会がないのでしょうか」

　問いかけには弱過ぎる響ひびき。

　高ぶり過ぎた感情が涙を誘っているのだと、キリハは背中で感じる。

「倒すならばテン・フオウだな。トエル・タウでも空澄姫でもなく、あの強大な男だ」

　だから、高い言葉を口にした。

　安い同情は互いを安売りする。

「強くなれば勝てるでしょうか？」

　この少年も軍属にある。槍やりの練習を毎日している。

　槍は剣より間合いが長く実戦的だ。技術の習得も刀剣を極きわめるより幾らか早いだろう。それでも、少年が狙ねらう相手とは絶望的な力の差がある。

　体格も力量も何もかもだ。

　少年が近寄ることはなかった。距きよ離りを置いて相手の顔を見ただけだった。

　それでも、その鍛きたえ上げた肉体と、窺うかがい知れる強い人格に圧倒される。

　遊んでいるようで隙すきだらけに見える男だが、わざと見せている隙ではないかとも思えた。武芸の稽けい古こを積つめば積むほど、見えている隙が実は罠わなではないかと感じる。

「背後から隙をつけば人は死ぬ。私もテン・フオウもな」

「そうは思えません。今、キリハ様に刃物を向けても容易たやすく返かえり討うちに遭あいます。それに……」

　少年は口くち惜おしそうに続ける。

「それは男のすることではありません」

　少年に見えないところでキリハの口元が引かれた。

「そうだ。だから、シドウ将しよう軍ぐんも盟めいがある限り東とう征せい将軍の背を狙うこともあるまい。あの方こそ、誰だれよりも多くの部下をあの男のために失われた人物でありながらな」

「養父を尊敬しています。そして、常磐ときわ姫ひめやキリハ様も。ですが、ですが、このまま父の仇かたきを討てずに生きていくのは苦しいのです」

「お父上は軍人だった。軍人は覚悟を抱いて槍を手にする」

　激げき情じようの交じる少年の声に、淡たん々たんとした大人おとなの声。

「母も、祖そ母ぼも、幼かった弟もこの動乱で失いました」

　覚悟を決めた軍人だけが死んだのではない。

「戦争の責任は誰も取れんよ。軍が背負うのは戦場の責任だ」

「では、次の戦場はどことなりますか？」

　質問に疲れてきたと、少年の声がやるせない響ひびきを見せたから、キリハ・ラサは立ち止まって振り返ると柔らかな顔をして見せた。

「戦場を望むのかね？　我われらの宮姫が、今、何をしているのか思い出したまえ」

　少年がどう答えていいかと俯うつむき悩むと、キリハは少年の向こうに視し線せんを向けた。

　七なな宮みやの二人ふたり組ぐみが引き連れた一軍が旗を掲かかげ、出しゆつ立たつする様よう子すが見えた。

　高らかに太鼓が鳴り響く空に雀すずめの群れが逃げまどう。

　彼らは川かわ辺べへと進み、大小様々な渡わたし舟ぶねを用いて渡と河かへと移る。そうやって、三さん宮みやと七宮の姫達も東とう和わの東側へと進んだ。

「彼らが出向く先が戦場か、あるいはこのツヅミかな」

　遅れてきた答えに、少年が俯うつむくのを止やめ、顔を上げる。

「どうして、このツヅミが？」

　何者の策さく謀ぼうかと、声変わり前特有の少年の声が甲かん高だかくなった。

「ここを取った者が東とう和わの覇は者しやだ」

　抑よく揚ようを見せない大人おとなの声に少年は絶句し、その続きを待つ。

「ここを抑えられれば、僻へき地ちを本ほん拠きよとする七なな宮みやは東和各都市と向き合えん。そして、三さん宮みやのような都市も物流の大半を失う。ここは要所だ。それ故ゆえに、東和のどこよりも豊かに発展してきた。一いち宮みやも二にの宮みやもカセンやナツメと直接戦うより、ここを勢力圏に収めた方が早い」

　七宮の軍勢を眺める武人の背を、少年は見上げ続ける。

「ここ十年、誰だれもがこのツヅミを狙ねらっていた。そして勝ち上がったのが七宮だ」

　征服にしろ取り込みにしろ、多くの動きがあった。

　少年自身、幼い時から、そんな空気は感じていた。見上げた大人達がそんな噂うわさをしていたのを覚えている。ただ、本当はどうなのか、誰も知らない話だった。少し幼かった頃ころのことを漠ばく然ぜんと考えながら、少年は傭よう兵へい将しよう軍ぐんの言葉が続くのを待った。

「手にした地から、ほぼ全軍を引き上げるのは勇気のいる行為だ。たとえ、一時的にしろな」

　その要地を任された男の背には、細く優ゆう美びな長ちよう刀とう。

「テン・フオウもトエル・タウも、七宮の姫ひめも、カセンに帰りたければ中央大河とこの地を通るしかない。それでも、ここをこのままに先へ進んだ」

「同どう盟めい国こくである我われらナツメを信頼してくれたのでしょうか」

　そして、この東和で最強の一人ひとりであろう男の立ち姿を。

「裏は山のようにあるだろう」

　キリハの声に笑った気け配はいが交じったのは、少年の気のせいではないだろう。

　しばらく、軍列の旗が揺れる行軍を、立ち止まった二人ふたりは眺めていた。

　やがて、一いち陣じんの風が、垂れ下がっていた軍旗をはためかせる。

　戦争の匂においが、その風に含まれているだろうか、少年は呼吸を深くしてみせた。

　初夏の季節風。そこからは、まだ、何も分からなかった。
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　　　二節　浅黄色、萌葱色







　四人で長細い卓たくを囲めば、何だか胸が高鳴って興こう奮ふんしてしまう。

　傍かたわらに常磐ときわ緑みどりの羽は織おり姿すがた。暮れなずむ空から意い匠しようされた私の姫ひめ装しよう束ぞくより凜り々りしい立ち姿。

　そして、向き合う先には水みず浅あさ黄ぎの姫装束と、香り立つ若草を思わせる萌もえ葱ぎ色いろの姫装束。

　三さん宮みやの仙やま姫ひめである常磐姫と、七なな宮みやの仙姫である空から澄すみ姫。私達は永なが姫ひめや空そら姫ひめと市し井せいでは呼ばれているそうだ。

　同じように、向かい合う二人ふたりも俗に、水みな姫ひめ、香こう姫ひめと呼ばれる。

「高たか夏なつまでにお会い出来ればと願ねがっておりましたが、こんなにも早く席を設けられたのは望外の喜びであります」

　祭さい祀しに用いられる言葉のままに、水姫とも呼ばれる浅黄姫が傍らに小首を傾かしげれば

「これも、皆様方のお力添えのおかげでありましょう」

　香姫である萌葱姫が同じように振ふる舞まう。

　うわぁ、そっくりだ。

　何だか目がおかしくなったような、変な光景に思える。

　容よう貌ぼうだけではなく、声も仕し草ぐさもほとんど同じだから、こんな方々と向き合ったのは今日きようが初めてだから、どう対応していいか分からないで、とにかく笑ってしまうのが私。

　それに対して、こちらは免めん疫えきがあるからか、常磐緑の姫は小さく咳せき払ばらいする。

「君らの仲なか睦むつまじさは変わらんな。こちらが困るほどだ」

　生き真ま面じ目めな態度で向き合うこの方は、年ねん齢れい的てきにはこの中で一番年長だ。十七歳のこの方から一つ下になるのが双ふた子ご姫、双子宮とも呼ばれる浅黄姫と萌葱姫だ。

　常磐姫から四つ下で十三歳の私からは誰だれもがお姉ねえさんだ。宮としても、三宮姫、五いつ宮みや姫、六むつ宮みや姫に続く七宮が私だから、一番下になる。

　かといって、宮姫は年齢順ではなく、本当は名乗った順である。

　生まれた順では二にの宮みや翡ひ翠すい姫が東とう和わ七姫で一番年長らしく、次は四しの宮みや姫だった琥こ珀はく姫、三番目が一いち宮みやの黒こく曜よう姫、その下に私達が続くらしい。

　もっとも、一宮と二宮は主しゆ導どう権けん争いをしていて、自分達の掲かかげる姫が、より年長になるよう生まれた月を早めに公式発表しているとも噂うわさされている。

　実際、私が出会ったクロハさんは恐こわい顔をすると、すごく大人おとなに見えたけれど、笑え顔がおの時は常磐姫より年下にも見えた。新しく出会えたお二人と同じくらいに思えて、初めて会った時はちょっとだけのお姉さんかとも思っていた。

　何度かお会いした今では、とても年上のお姉ねえさんだと思っているけど、実際、あの人のことで正せい確かくな記き録ろくは東とう和わのどこにもないそうだ。

　それだから、一いち宮みや姫ひめの正当性に疑問が広がり、私達、他ほかの姫達が乱立する事態が生まれたのだと、私の左さ大だい臣じんさんは言う。

「ずるいでしょうか？　二人ふたりで結けつ託たくしていますと？」

「どうしましょう、私達？」

　浅あさ黄ぎ色いろと萌もえ葱ぎ色いろ。顔を見合わせるご様よう子すが、やっぱり鏡かがみみたいで不ふ思し議ぎな感じ。

　私にもそっくりな姉し妹まいがいたらあんな感じなのだろうか。カラさんとカラカラさんが向き合う姿を想像したりする。

　すごく、変な気持ち。

「まあいい、私は七なな宮みやと友人だ。こちらも苦く難なんを乗り越えてここまでやってきた」

　そうだなと、常磐ときわ姫が私の方を向いたので頷うなずいて返す。

　この方は好きだ。トエ様やテン様、衣い装しよう役やくさんやヒカゲさん、そしてあの人。そうした方々が好きなように、私はこの方の頑がん固こな立たち振ふる舞まいが好きだった。

　この方がこうして隣となりにいてくれると、本当にお姉さんがいるみたいで嬉うれしいとも思う。

　ただ、迂う闊かつに仲良くなり過ぎるわけにはいかなかったりもする。

　私達は同どう盟めい関係にあるけれど、難むずかしい隣りん国ごく関係にある。だからだろうか、常磐姫も少し距きよ離りのある関係を取ろうとしている。

　取ろうとしているだけな気もするけれど。

「私は……」

　今度は私が喋しやべる番だと思った。

「お二ふた方かたの睦むつまじさを羨うらやましく思っております。そして、この席に特別な想おもいがあります。東和のために、私共が同様に睦まじく過ごすことは大きな意義があると考えて参りました。ご友人の一人ひとりとして私を認知されることを願ねがっております」

　覚え込んできた言葉から始めてみる。

　トエ様達から離はなれる前に、夜遅くまで時間を掛けて沢たく山さん用意してきた言葉の一つ。

　姉妹としての認知ではなく、友人としての認知を先に申し出ておく作戦。

　お姉さん方に押し切られないよう、妹姫としての立場をあまり強きよう調ちようされないようにするのがトエ様からの指示だ。

　宮姫同士で同盟条約の難しいことが決められるわけではない。各宮みや都と市しの実権を握る議会の話し合いで決められる。

　私達の顔合わせも半分は様式的な友好の印でしかない。

　だけれど、この様式が東和に広く伝えられる。

　対等な友人関係を形だけでも作ってみせないと、条約の効果にも影えい響きようが出てくるから、色々と気をつけないといけない。

　とても大変なので、本当はトエ様か誰だれかが側そばにいて欲しいのだけれど、トエ様達は目立ち過ぎて各勢力から睨にらまれているから、ここは私だけで何とかしないといけない。

　まだ続けようとすると、横から常磐ときわ姫ひめが双ふた子ごの姫達に身を乗り出した。

「双子宮の同どう盟めいに我わが三さん宮みやナツメが加わった。この三都同盟に、この度たびは七なな宮みやカセンが加わる順であるが、我がナツメと七宮のカセンは春先からの同盟関係にある。ナツメとカセンは対等だと承知していて欲しい」

　三宮ナツメの方も孤立は避けたいのだと、トエ様が言っていた。

　七宮カセンより優ゆう位いでありたいが、距きよ離りがある双子都市と単独で友好関係を保つのは難むずかしい。

　だから、結局、七宮と手を組んでなければならない。七宮の私が弱くては困るから私の肩を持ってくれることもある。

　私は基本的に常磐色の姫を信じていいと言われている。信じ過ぎてはいけないと、頼ってはいけないと言われているけれど。

　この方にも沢たく山さんの事情があるのだから。

「四都が対等であるよう心がけましょう」

　浅あさ黄ぎ姫がそう言えば

「私共もこの日々を大切にしたいと考えております」

　萌もえ葱ぎ姫が続く。

　さらに、また浅黄姫に戻り

「皆様方の閣かく僚りようが足並み揃そろうまで」

「我われらの宮で緩ゆるやかに過ごされますよう願ねがっております」

　萌葱姫が引き取って行く。

　息の合った言葉の繫つなぎ合あいに、私は驚おどろいて、常磐姫は何だか複雑そうな顔をした。

「やっぱり、お前ら、その芸止やめろ」

　うわっ、今、何かすごいことを常磐の姫ひ殿でん下かさんが仰おつしやられた気がしますが、私だけでしょうか。お前らって言った気がする。聞き違いだと思いたい。

「好まれませんか？」

「私共は幼い頃ころから好きでやってるのですが」

　お二ふた方かたも懲こりないから、常磐姫は天を仰あおぐ仕し草ぐさをした。

「七宮、こいつらと私が親しくなかった理由が分かって貰もらえるか？」

　分かりますけど、ここで同意するわけにはいかないと思う。きっと、同意してはいけないと思う。特にこいつらってのがまずいと思う。

　とにかく、困った時の笑え顔がおを作ってみる。何だか、こればっかだけれど。

「だが、私はナツメの宮としてな、ここにこうしている。浅黄と萌葱もな」

　今度は呼び捨てで、この方が生なまのご自身を晒さらされているのだと理解出来た、だから、私も頷うなずく。

「私も空から澄すみの姫ひめを真ま面じ目めにこなそうと思います」

　常磐ときわ姫から、目の前の浅あさ黄ぎ姫、萌もえ葱ぎ姫へと視し線せんを移す。

　穏おだやかな容よう貌ぼうの、巫女みこ姫ひめらしい清せい楚そな方々が柔らかに私を見ていた。

　続けるよう、促うながしてくれる表情だったから

「七なな宮みやの空澄は宮みや姫ひめとして東とう和わの方々が望む役割を果たしに来ました」

　用意していた言葉を自然に言えたと思う。

　微笑ほほえみ合う二人ふたりの姫が、二人の間で肩を寄せ合い手を揃そろえる。

「なるほど、七宮様も確たしかに宮姫なのですね」

「どうかよしなに、そして、お手柔らかに」

　お二ふた方かたに対して、私はお姫様らしく出来たのだろうか、よく分からない。

　そのうち、双ふた子ご宮の侍じ従じゆうの方々がお茶を用意に現れる。

　それから、当たり障りのない柔らかな世間話が始まる。

　季節のこと、気候のこと、川を渡る時のこと。

　最初の顔合わせは、そんな風ふうに過ぎていった。







　川越えを含めて十日掛かる。

　ツヅミ都市から四人の宮姫が揃う双子宮の離り宮きゆうまでの荷に駄だを伴う行軍である。

　軽装な先行部隊なら六日で行く。

　テン・フオウは出しゆつ立たつからすぐに予定を変えた。

　総兵力は三千。

　空澄姫の護ご衛えいに付けた三千と合算して六千になれば、他国に友好条約で入る軍としては大軍である。そのままでは人心に威い圧あつ感かんを与えるだろう。

　そうした配はい慮りよで精せい鋭えいの千騎きだけ先行させる。その中にテンとトエルが入る。荷物を背負った歩兵中心の二千は少し遅れて追従することになる。

「ツヅミで異変が起きた場合、後方部隊が戻れるように見せろ」

　大声で出されたテンの指示は偽ぎ装そうだ。実際、ツヅミで何らかの戦せん闘とうが起きれば、渡と河かの準備までしなければならない七宮軍が戻るのは間に合わないだろう。だが、備えがあると諸しよ勢せい力りよくに思わせれば、それなりの効果がある。

　玄人くろうとは欺あざむけなくても、有う象ぞう無む象ぞうの輩やからは抑えられる。それだけでも治安に効果がある。

「僕らの姫は大丈夫だろうかね？」

　トエル・タウは馬車の横窓から顔を出し、騎馬に跨またがる相あい棒ぼうに声を掛けた。

「何もしなくていいって教えたんだろう？」

「そうだよ。そうだけどね」

　思し案あんする声にテンは笑う。

「どこの宮みや都と市しも姫ひめ達に勝手な真似まねはさせまい。シドウ殿どのもサイ家もな。常磐ときわ姫だって、うちの姫様を可愛かわいがっているんだろう？」

「だからさ、他ほかの姫と仲良くなり過ぎて、後で厄やつ介かいなことにならないかが恐こわい」

「姫様が情に悩むと？」

「違う。それは想定内で台本を用意してある、そうでなくて、向こうを悩ませるのが恐い。向こうが情に流されて、意外な流れが生まれるのが恐いんだよ」

　ふんっと、テンは笑って視し線せんを正面に向けた。

「ツヅミはどうか？」

　軍師役に別の話題を振る。

「良好だ。姫様だけを送り出してまで僕らが残った効果はあるよ。何よりも、川の流れが速くなった」

　夏になり、中央大河に山々からの雪どけ水が大量に流れるようになれば、その水の流れは急になる。平地だけを行く大陸の川ではないから、自然と川の流れは速くなる。

　水面みなもが穏おだやかな冬から春先ならば、頑がん張ばれば出来た遡そ上じようも、この時期にはどのような風が吹こうと無理だった。川下りさえ、慣なれない者には厳きびしくなる。

　一いち宮みやや二にの宮みやのような敵対勢力が川を下って進軍するのには覚悟がいる。帰りは陸路しかないし、船せん舶ぱくをほぼ使い捨てにしなければならなくなる。

　完全にツヅミを押さえる予定でなければ、大河上流から軍を送り込むことは無む謀ぼうとも言える。

　さらに、紛ふん争そう中ちゆうの一宮と二宮には、他国への方面軍を計画的に編へん制せいする余裕はなかった。大軍を送り込むには、どこも多くの準備がいるのだ。

　もし、ここで旧四しの宮みやツヅミ都市を強きよう襲しゆうする大軍があるならば、それは即断と即決が許される独裁的な権力者が率いる勢力のみだろう。

「俺おれならやるよ。ツヅミ制圧」

　将しよう軍ぐんは軽く言って

「僕も企くわだてるね。だけど、まともな神経ならやらない」

　軍師も軽く相づち。

　互いに、野心家だけがする顔だった。

　損は覚悟で博打ばくちが打てる人間の顔。

「まともじゃないのが動いたらどうする？」

「そのために四都同どう盟めいをやるんだ」

「けっ、狸たぬきが。残されるキリハが可哀かわい想そうに」

　薄うす笑わらいを浮かべるテンに、トエルは目を細める。

「それはどうかな。彼は今度こそ、あの町を護まもる将しよう軍ぐんとして名めい声せいを得るかも知れない。彼が何か別の物を望まなければね」

「奴やつはどう動く？」

「動かないで欲しいから懐かい柔じゆうはした。したけど、何の保証もないよ」

　トエル・タウとしては確かく約やくは何もない。

「そりゃあそうだよな」

　テン・フオウもそうだった。







　茶会が終わって、双ふた子ご姫ひめ達は私達に見せたい物があると、一度、別室へ移動することを促うながした。

「お疲れですか？」

　来らい賓ひん用ようの瀟しよう洒しやな建物に引き上げると、今まで距きよ離りを取って控えていた衣い装しよう役やくさんが私の衣装と髪を直しに来てくれた。

「興きよう味み深ぶかい体たい験けんでした。あのような方々もいるのですね」

　同じ方が二人ふたりいるようで、お互いに相手をものすごく理解している二人の姫。

　私の側そばのお二人も仲がいいけれど、こちらはまた別の意味で深い関係なのだろう。

「興こう奮ふんされてますか？　頰ほおや耳が赤くなりますと、こちらの心情を見抜かれやすくなります。お気を付けください」

　白粉おしろいがしてあっても、儀ぎ式しき用ようの強い白ではないから、そうした注意が重要だ。

　そうなのだけど、少し前まで、七なな宮みやカセン都市の有力な方々に距離を取って面会していただけの空から澄すみ姫な私としては、今回の面めん談だんはとても難むずかしい。頭が少し熱あつくなっている。

「政治的な話し合いは議ぎ会かいの代表方が今も行っております。宮様方は、ただ友好的に振ふる舞まっていればよろしいのです」

　衣装役さんが言うことは、トエ様達にも言われていることで、私達と一いつ緒しよに双子都市に送られてきた府ふ中ちゆうの使節団にも告げられている話だった。

　ナツメからもツヅミからも政治家の方や役人方が送り込まれて、五いつ宮みや、六むつ宮みやの府中と話し合われている。そして、ほとんどが予定されている段取り通りらしい。

　お飾りなのは相変わらず。

　それでいいと思う。

　ただ、恐こわいのはトエ様もテン様もここに来るのが遅れていることだった。

　僕は嫌われているからね、などと笑っていたトエ様。さらに悪名高い将軍のテン様は特に他都市から警けい戒かいされているから、この顔合わせの席を見合わせられた。

　本当に他ほかの姫ひめ達と友好を深めていていいのか、私としてはお二人ふたりの真意が読めない。

「あの二人は目立ち過ぎました。こちらにもやりにくいと思われる方が多いでしょう」

　私が沈ちん黙もくして考え込んでいると、衣い装しよう役やくさんがその辺まで察してくれる。

「仮に彼らの思おも惑わくが何もかも潰つぶれても構いません。どうせ、ろくでもないことしかしないでしょうから」

　この人はこの人で、うちのお二人に手て厳きびしい。昔なじみだからか、あの人達が失敗されるのを願ねがっているような口く調ちようをされる。

　昔、何かあったのだろうか。尋たずねたい気持ちと知らない方がいいかと思う気持ちが半分ずつ。

「こちらは上手うまく行くと思えます。うちのお迎えが来て、七なな宮みやカセンが四都同どう盟めいに正式に参加する宣言をするまで行けると思います。常磐ときわ姫ひ殿でん下かも浅あさ黄ぎ姫殿下も萌もえ葱ぎ姫殿下も、至らぬ私に微笑ほほえんでくれます」

　ここにはまだ足りない姿がある。

　それは、この東とう和わにいる残りの宮みや姫ひめ達。

　黒こく衣いの背中と、翡ひ翠すいの法ほう衣いを思い浮かべる。

　そちらも、私にはまだ見えない真意を持たれているはずだった。

　あの黒こく曜よう姫殿下が何もしないはずがない。そして、あの黒くろ姫ひめを敵に回して立たち振ふる舞まい続けてこられた真しん姫ひめが無策とも思えない。

　そう思えば、頭がどんどん熱あつくなるから、目を閉じて深く息をしてみる。

　集中しよう。

　今は目の前のお姉ねえさんな姫達と向き合うことを考えようと思う。

　そうじゃないと、きっと、目の前にある色いろ々いろなことを見過ごしてしまう。

　いつだって、私は遠くのことに気を取られて、後から色々な失敗に気がつく。そんな繰くり返かえしを反省しないといけない。

　こんな時、いつも思い出すのは琥こ珀はく姫との記き憶おく。

「どうなされました？」

　あまり感情的にならない衣装役さんの声は、いつだって私を安心させてくれる温度。

「恐こわくなりました」

　素直に言ってみる。

「どこかに上手く行かないことでも？」

「いいえ、上手く行き過ぎる恐さです。思わぬ落とし穴がどこかにありそうな、漠ばく然ぜんとした感じがしまして」

「健全な心持ちとお見受けします」

　私の髪を直し終わった衣装役さんは正面に立たれると、姫姿に満足した時の顔をされた。







「もっと恐こわい方かと思っていました」

「案あん外がいと素直な方ですね」

　五いつ宮みや浅あさ黄ぎと六むつ宮みや萌もえ葱ぎは、館やかたと館を繫つなぐ吹き抜けの渡り廊下を歩んでいた。

　互いの会話が周囲に洩もれぬよう、前後を固める侍じ従じゆうも大きく距きよ離りを取っての歩み。

　肩を揃そろえた姉し妹まいは、穏おだやかに語り合う。

　実の姉妹故ゆえか、この二人ふたりが意見を違たがえることはほとんど無い。

　それどころか、この姫達が声を荒げる姿を見た者は皆かい無むとも言われるから、その柔らかな物腰は東とう和わの宮みや姫ひめ随ずい一いちなのであろう。

「三さん宮みや姫は何か懸けん案あんがあるご様よう子すでしたね」

「あの方はいつもそうです。いつも背に荷物を背負われている」

　そんな会話を続けながら先へ進むと、渡り廊下の角に、片かた膝ひざをついて頭を下げる人ひと影かげが現れた。

　燈とう色いろの鮮あざやかな衣い装しようが、その素す性じようを明めい確かくに表す。

　赤みがかった頭髪に、やや細身な若者。

　それが誰だれなのかよく知るから、宮姫二人はその前で歩みを止めて声を揃そろえる。

「お顔をお見せください。サイ家筆ひつ頭とう」

　浅黄姫に促うながされた若者は略式の礼を示してから顔を上げた。

「大任を果たされて、まずはお祝いの言葉を申し上げさせて頂きます」

「いえ、まだこれからです。それに、サイ家の方が大変でありましょう」

　萌葱姫が逆に慰い労ろうする。

「やりがいのある仕事であります。サイ家は先代より双ふた子ご都市のために働くのを何よりの喜びとしております。そして、この度たびの四都同どう盟めいは平和のためと同時に全すべての商家のためにもなりましょう」

　四都同盟による各都市での自由な交流が保証されれば、各都市の商家は公然と巨大な商あきないを行えることとなる。

　三宮ナツメ都市と七なな宮みやカセン都市だけではない。その周辺にも中小の町や村落が点在し、それらは大きな市場となる。

　何より、運河を有した商都ツヅミが存在するのだ。

　ここで四都同盟を成立させれば、おそらくは莫ばく大だいな利益が見込める。そして、そこにサイ家の功こう績せきがあれば、商家としての地位は不動となるだろう。

「商いが健全に行われる世を作る。それが、先代から引き継いだサイ家の夢であります」

　ハルセは夢という言葉を使った。

　商いが自由になるには、自在となる経路が無数になければならない。各都市が対立する乱世にそれは遠い。

「その夢が双ふた子ご都市の今を作りました」

「広げるために四人揃そろいました」

　裏表のない微笑ほほえみが似合う姫ひめ達。

　それが眩まぶしくて、それで夢という言葉を使ったのがハルセという若者だ。

　意い識しきしないで他人に笑え顔がおを向けることが出来なくなっている若者だから、目の前の姫達が眩しい。眩しいが目をそらさない。

「それで、いかがでしたでしょうか。手て応ごたえはおありでしょうか？」

　ハルセの言葉に、より近い位置にいた萌もえ葱ぎ姫が頷うなずく。

「好ましい方でした。七なな宮みやの空から澄すみ姫は誰だれもが妹に欲しくなる人です」

「ですが、賢かしこい方ですから、お心は見通せません」

　続いた浅あさ黄ぎ姫の言葉にハルセは視し線せんを落とす。

　トエル・タウ。七宮の左さ大だい臣じんの名前と眼まな差ざしが頭に宿った。

「色いろ々いろと言い含められているのでしょう。幼い姫に心ないことを」

　七宮の姫にハルセは遠くから礼を取っただけで、まともな対面をしたことがない。同年代の子供と比べて、少し小こ柄がらな姫だと知っているぐらいだった。

　そんな子供を軍師気取りの政治屋が操あやつっていると思えば、怒りに似た思いが湧わく。

「宮みや姫ひめは誰もがそうです」

「あちらも受け入れているのでしょう」

　どちらの順か、俯うつむき加減だったハルセは見逃した。

　慌てて仰あおぎ見れば、二人ふたりの姫は柔らかな眼差しで見下ろしていた。

「もっとも、ご聡そう明めいな一いち宮みや様と」

「二にの宮みや様は違うかも知れませんがね」

　姉の言葉を妹が引き継ぐ。

　そのお得意の図式が、ハルセに外へと意識を向けさせる。

「動いています。あちらも」

　四都同どう盟めいに参加していない二人の姫と、その宮都市。

　一宮シンセン都市と、二宮スズマ都市を背負う姫に、それを囲む勢力。

「ですが」

　ハルセは深く頭を下げ、姫達に臣しん従じゆうの意を示す。

「四都同盟は必ず成し遂げます。いかなる敵が迫ろうと、この宮姫方の交流を無む駄だにはさせません」

　頭を下げた視線の先、浅黄色と萌葱色の姫装しよう束ぞくの裾すそが寄り添っている。萌もえ出る新緑の草木を思わせる柔らかな色の重なり合い。

「サイ家と皆様方のご尽じん力りよく、それが私達の追い風となりましょう」

　下げた頭に二人ふたり重ねて降り注がれる声は、優やさしい色がいつもより深かった。







「あいつらがどう動くか。叔父おじ上うえはどう思われる？」

　こちらの姫ひめは庭園に張り出す窓辺で、その宿しゆく将しようと向き合っていた。

　東とう和わ七姫で一番背せ丈たけのある姫より、その叔父でもあるシドウ将軍は幾分か小こ柄がらだった。

　初老と言われる年ねん齢れいだが、張りのある肉体が強い存在感を持ち、叩たたき上げの軍人なのが、その簡かん素そな軍服からも見て取れる。

「どこの輩やからですかな？」

　距きよ離りを置いているが、姫と将軍を護まもる衛えい兵へいが幾人も控えている。そうでなくても、この将軍は慇いん懃ぎんな姿勢を崩すことがないだろうが、姫に自重を促うながすよう、さらに慇懃な声を出す。

　だが、常磐ときわ姫は気づかない顔をする。

「一いち宮みやと二にの宮みやだ。いつものように適当に手打ちする気か、このまま潰つぶし合う気か。あいつらがいつも信用出来ない」

　二宮の軍が本腰を入れ始めたと風ふう聞ぶんが流れていた。

　噓うそか誠まことか、二宮翡ひ翠すい姫が親衛隊を動かしたともある。

　山間都市である三さん宮みやナツメではどうしても遅れた情報が、この地ではかなり早く伝わる。

　それだけ中央に近いのだと実感するから、常磐姫は事変に敏感になる。

「潰し合って貰もらいます。中央が争っている間に、此こ度たびの同どう盟めいを確かつ固ことして実益を手にしなければなりません」

　そのために、諸しよ国こくが動いている。政治力が弱い三宮ナツメだが、一宮と二宮が不仲になるよう働きかけはしていた。ナツメでさえそうだから、この五いつ宮みやマキセと六むつ宮みやクラセが何もしていないはずがない。

　七なな宮みやカセンも、旧四しの宮みやツヅミも何をしているか、含みのある様よう子すがどこでも見え隠れしている。見えない流れは一つや二つではないだろう。

「ふんっ、ツヅミでの争いを画策した奴やつらが、今度は足下を掬すくわれるか。いいざまだな」

　ツヅミを巡る春先の争い。三宮ナツメと七宮カセンが向き合った戦いではあるが、それは中央が画策した話だとも噂うわさされる。

　ツヅミ侵攻による七宮カセンの台たい頭とうに対し、東和を統すべるはずの中央政府は、三宮ナツメが兵を挙げるまで何もしようとせず、七宮への適当な警けい告こくや曖あい昧まいな恫どう喝かつをしただけだった。

　争いが起きてから治安回復を名目に遠征軍を送り込んだ一宮や二宮は、三宮と七宮を共倒れにさせるか、兵を挙げた悪者として処置するかを望んでいたのだろう。

　商都ツヅミとその交易路を七宮カセンに抑えられた三宮ナツメが都市として生き残ろうとすれば、あの春に動くしかないと誰だれが見ても分かるのに、中央政府たる一いち宮みやも副都を自称する二にの宮みやも実質的には何もしなかった。

　常磐ときわ姫ひめが強い不信感を大国に持つのは自然なことだった。その地元都市であるナツメでも、そうした世せ論ろんは強い。

「だが、戦争で民たみ百ひやく姓しようが泣くのは辛つらいな」

　そうも思う常磐姫だったが、実際、より中央であるほど、そこに生きる人々は財ざいを有し、豊かな暮らしを甘かん受じゆしていた人々である。

　民百姓と言うより、豊かな市民層が多いから、山間部で辛しん酸さんを舐なめた人々を背にする常磐姫としては、実感がひどく薄うすい言葉になる。

　実感の薄さが危あやういと自覚するからこそ、あえて、信頼するシドウ将しよう軍ぐんに対して口にしたのだろう。

「四都同どう盟めいが平和の礎いしずえとなれば、彼らへの抑よく止し力りよくとなりましょう」

　争う二大勢力に四都同盟が対抗勢力として立つ。それも場合によっては平和を訴える手法で。

　これは大きかった。

　東とう和わの主しゆ導どうを、連れん携けいする同盟都市群が握る可能性を抱いた遠望。

　長く東和を支配していた中央主しゆ権けんの流れを打破するやも知れない。そう思えば、地方豪ごう族ぞく出身である常磐姫も心が躍おどる。

　四都同盟を考えたのは彼女ではなく、サイ家を始めとする有力者達だろうが、その最初の一歩は彼女が世に示している。

　財産になる成果だった。都市国家として干上がりかねない前年における敗戦から、階段を駆け上がったのだとの想おもいがある。

　大事にしたいから、常磐色の羽は織おりの上で、その姫が思し案あんの表情をしてみせる。

「場合によっては、奴やつらが和わ睦ぼくして、こちらに攻め入る可能性はないだろうか？」

　二宮スズマは平和都市を標ひよう榜ぼうする真しん都と同盟が支持母体である。勢力も大きいが大き過ぎるほどではない。双ふた子ご都市を圧倒する力はないし、三さん宮みやと七なな宮みやが支援すれば戦力的には恐こわくはない。

　だが、一宮シンセンは違う。

　その総力は四都同盟の結集より明らかに大きく、何よりも本来の王都であり中央政府だった一大勢力である。

　スズマを退しりぞける。あるいは適当な和睦で黙だまらせれば、彼らが四都同盟に圧力を掛けるのは簡かん単たんだ。大軍による実力行使もある。

　二宮が潰つぶされれば、その勢いでこちらも食われると思えば、四都同盟もいきなり危うい。

「七宮が姫を迎えるためと軍をよこしました。東とう征せい将軍が率いる精せい鋭えいなのは間違いありません。彼かの者達もそこに危き機き感かんを持っているのでしょうな」

　そう言えばそうだが、姫は違和感があると眉まゆを寄せる。

　東とう和わ七なな姫ひめで一番凜り々りしい眉まゆをしている姫だ。こうすると厳きびしい表情が生まれる。

「そっちもだ。そちらの輩やからも信用出来ない輩だ。いいのか？　あいつら、川を渡りツヅミを空あけて、こんな遠地までのこのこやって来て？」

　彼らが留守中、ツヅミに大軍が南下したら誰だれが止めるのか。

　ツヅミの半解体状態な軍は頭数程度でしかない。有力なのは、このナツメ側から出向いて駐ちゆう屯とんしているキリハ・ラサとその一門。それに付けた数千の兵だけだ。

　ここにはトエル・タウだけを送り込むべきだった。それも、七なな宮みやの姫を支える補佐として当初から付き従わせるべきだと常磐ときわ姫は思う。

　剛ごう胆たんなテン・フオウを留守役として置いておけば安心だろうし、政治的な駆け引きは左さ大だい臣じんがここで当初から引き受ければ話が早いはずだった。

　なのに彼らは遅れてこの地に向かう。

　周到な野心家が後ご手てを続けるのは不自然と、常磐姫が問えば、シドウ将しよう軍ぐんも頷うなずく。

「彼らの府ふ中ちゆうが彼らを疎うとんじているようです。四都同どう盟めいは政治家主しゆ導どうでありたいと、トエル・タウに一歩引かせたのは間違いありますまい。問題は東とう征せい将軍。奴やつがカセンからもツヅミからも離はなれるのは誰だれの目にも不自然であります」

「キリハにツヅミを任せたと思えば、こちらとしては心地ここち良いが」

　傭よう兵へい将軍を信任していると、言外に含んだ常磐姫の口く調ちよう。

「隙すきは見せられませんな。あちらにも」

　シドウ将軍は明快な断定はまだ避けるべきとして、話を終わらせようとした。

　常磐姫も同意して、それから、叔父おじでもある宿しゆく将しようの白しら髪が交まじりの髪を目にした。少し、以前より白い部分が増えたように思えた。

　だから、気になって

「叔父上も気をつけてな。その身は我わがナツメの要石だからな」

　たまには姪めいらしい顔をしてみた。

「姫も御旗であります。この同盟をよく思わぬ不ふ穏おんな輩もいるのをお忘れ無きよう」

「うん、そうだな。気をつける」

　お互いの身に何かあれば、これから先を見失うと改めて確かく認にんし合う。

　それから、シドウ将軍が持ち場に戻ると退室すると、常磐の姫はまた困った顔で眉を寄せる。

「しかしなあ、あっちは大丈夫なのか」

　張り出しから望む庭園は奥行きのある造りで、由ゆい緒しよある離り宮きゆうの歴史を感じさせた。かつて、ここには先王も滞たい在ざいしたことがあると聞かされている。

　よく手入れされた椿つばきの木立を眺め、一人ひとり呟つぶやく。

「七宮の空そら姫ひめ。あんなの一人で送り込むなよ」

　いつも何だか危なっかしい。そんな感じがする小さな姫を思えばぼやきたくなる。

　ぼやく相手がいないから、一人ひとりぶつぶつやっていると、迎えがやってきた。

　居室の両開きの扉を開く侍じ女じよ達。

　その主あるじが深々と頭を下げていた。

　浅あさ黄ぎ色いろの姫ひめ装しよう束ぞくが淡あわく、そして艶あでやかに目に入った。







　蜂はち蜜みつ入り焼き菓子はとても甘い。

　双ふた子ごの宮みや姫ひめ達からの贈おくり物で、私宛あて。

　なんだけどなあ。

　ヒカゲさんが食べている。

　黙もく々もくと一人で食べている。

「毒味役。何かあると大変だ」

　いつも通りに平坦な声。

「そんなに食べたら毒とか沢たく山さんで死んじゃうよ」

　一応、心配してみる。

「平気。小さい頃ころに訓練した」

　本当だろうか。東方の島国の神秘が、この灰はい色いろ髪の男の子には内包されているのだろうか。

　だとしたら、どうして甘党なのだろう。

　まあ、すごく多く貰もらったから、どんなに食べられても平気だけど。でも、何だかちょっと悔しい。

　それで、ちょっとだけ意地悪な気持ちになった。

「ねえ、ヒカゲさん」

「ヒカゲ」

　いつものやりとりをしてから、こほんと咳せきをしてみる。

「似合うね。その格好」

　ぴたりと、お菓子を手にした少年の動きが止まった。

　いつもの灰色の羽は織おりに黒の内着な格好じゃない。

　紺こん色いろと白を基き調ちようとした侍じ従じゆう団だんの礼れい装そう。今回は見習いの役だから、とても品のある服装なヒカゲさん。それが落ち着かないのだろう。複雑な顔をしていた。

　ヒカゲさんなりに複雑な顔。

　ちょっと微妙な表情の変化で、だから、それが判別出来るのが何だか妙に楽しい。ヒカゲさんに対して通になった気持ち。

「……食うか？」

　しばらくしてから、無表情に一個差し出してくれるけど、受け取れない。

「姫ひめ様は駄だ目めです。間食は次への支障となります」

　間かん髪はつ入いれずに控えていた衣い装しよう役やくさんにそう言われるから、私としては辛つらい立場。

　お茶の席、晩ばん餐さん会かいの席、出ないといけないお席が沢たく山さんあるから、ここで食べてしまうと色いろ々いろと困る。あちらは手の込んだ料理を用意してくれるだろうから、お腹なかがいっぱいではまずい。

「ヒカゲは他ほかのお姫様見た？」

「遠くから。浅あさ黄ぎ色いろと萌もえ葱ぎ色いろ。常磐ときわの姫」

　簡かん素そな返事。

　でも、この人は山育ちの私より目がいい。きっと、遠くからでも姫達の姿がよく分かるのだろう。

「どう思った？」

「姫」

　ああ、この人らしい返事だな。

　だけど、そこから先が気になる。

「お姫様らしかったよね？」

　少し探りを入れてみる。

　だいたい、七姫は私以外はお姫様らしい。

　綺き麗れいだった琥こ珀はく姫、それに武家姫らしい常磐姫。近きん隣りんにおられた姫様達でさえ、かなりお姫様らしかったし、大国の黒こく曜よう姫ひ殿でん下かは恐こわい気品を持っている。二にの宮みやの翡ひ翠すい姫殿下だけはお会いしたことがないけれど、伝え聞く限りお心が強い姫らしい。

　そして、浅黄色と萌葱色の姫達は、その姫装しよう束ぞくからして、私や他の姫達より巫女みこ姫ひめらしい清せい楚そな出いで立たちだった。

　穏おだやか、そしてたおやかな方々。

　それで、ちょっと自信を無くした。

　巫女姫らしいお澄すましぐらいは自信があった私だけれど、あのお姫様達が祭さい祀し用ようの巫女装束で立つ姿を想像したら、並んで立つのが難むずかしい。どう考えても私はお付きの一人ひとりぐらいになってしまう。

「巫女らしかった」

　ヒカゲさんの返事が思った通りだったから、ちょっと苦にがい顔をしちゃう。

「そうだよね。だから、この先が大変なんだよね」

　他の姫達と交わりの無かった空から澄すみ姫は、ほとんど、他の姫達と比べられることがなかった。

　少なくとも、琥珀姫と艶あでやかさを比べられたり、常磐姫と凜り々りしさを比べられたりはなかったと思う。トエ様が適当に流した噂うわさや、テン様が勝手に断言したお話が、幾らでもまかり通っていたりしたのだから。

　でも、これからは違う。

　常磐ときわ姫ひめと並んでツヅミの人達に挨あい拶さつしたように、今度は双ふた子ご宮みやと五いつ宮みやクラセや六むつ宮みやマキセで民衆の前に立つことがあるはずだった。

　ただでさえ、一番に小さい私は、どう考えても他ほかの姫の陰に隠れてしまう気がした。

「このままでよろしいでしょう」

　ヒカゲさんの代わりに衣い装しよう役やくさんが声を掛けてくれる。

「目立ち過ぎて叩たたかれているのが、うちのお二ふた方かたです。その分、姫様は控えめなお人ひと柄がらで他国と融ゆう和わを心がけましょう。七なな宮みやカセンはお調ちよう子し者もの揃ぞろいと思われないよう、姫様が慎重に振ふる舞まわれるのが肝かん心じんかと存じます」

　衣装役さんが言ってくれると、すごく説得力がある。

　同じことをトエ様やテン様が口にすると、すごく胡う散さん臭くさくなるのに。

「そうですね。お二人ふたりが今回は遠えん慮りよしてくれた分、私が宮みや姫ひめらしくしていればいいのでしょうね」

　変に大きなことを言ったりやったりしない。

　七宮カセンは東とう和わの安定を望んでいると示す。

　それが、私を送り出す時に、トエ様に言い含められたこと。

　ここで、七宮カセンは東和に野心を抱いていると他勢力に思われないようにするのが、今回のお役目なのだ。

　そうしないとまずい。

　五宮クラセと六宮マキセに、三さん宮みやナツメの常磐姫が急接近したこの春、それに追従して四都同どう盟めいに参加しないと、七宮カセンは孤立しかねない状況だった。

　平和のための同盟。参加しなければ、どこの誰だれに何を言われるか。

　ツヅミを挟んだ三宮ナツメとの関係も不安定なままで、私達に他に道はなかったらしい。

　この話を教えてくれた時、サイ家のハルセさんにしてやられたと、トエ様は笑っていた。

　やられたけれど、それはそれで使えると考えるのが、トエ様だったりテン様だったりする。

　四都同盟を利用して大国に対抗する算さん段だんが、毎晩、遅くまでお二人の間で繰くり広げられたらしい。

　どこまでが作戦で、どこまでが成り行き任せなのか、不安になるお二人の戦略会かい議ぎ。私はただ見ていただけ。

「姫ひ殿でん下か、よろしいでしょうか」

　部へ屋やの外から、室内へと声が掛かる。

「何事でしょうか、侍じ従じゆう長ちよう殿どの？」

　取り次ぎに衣装役さんが両開きの入り口に歩み寄るうちに、ヒカゲさんはお菓子を食べるのを止やめて、部屋の隅すみに音もなく移動する。

　何事もなかったように、ずっとそうしていたように、部屋の隅で見張り役のように立つ姿はこの人らしい。

「六むつ宮みや様が、お迎えに参られました」

　侍じ従じゆう長ちようさんの声に、私も衣い装しよう役やくさんも驚おどろく。

　使いの方ではなく、六宮の萌もえ葱ぎ姫ひめその人自身が迎えに来てくれるとは思っていなかったのだ。

「お通しを、いえ、私が出迎えます」

　左右へ引かれる両開きの引き戸。

　出迎えに歩む私の前に、その侍従を左右にした萌葱色の姫が頭を下げていた。

　私も、扉の横へと控えた侍従長さんと衣装役さんも礼を深々と取る。

「お迎えに参りました」

　その言葉に顔を上げてみれば、萌葱色の姫装しよう束ぞくの上で、穏おだやかな笑え顔がおが私に向けられていた。







「なんで、別々だ？」

　回廊になった板張りの廊下を歩む浅あさ黄ぎ色いろの背に、武門の姫が問う。

「いささか、ずるいかと思いまして」

　振り返りながらの声に

「ずるい？」

　ふんっと、鼻で笑う常磐ときわの姫。

「二人ふたり掛かりでたたみ掛けたと思われては心外です。一対一で語るべきことも多いでしょう」

　浅黄姫の言葉に、常磐姫は頷うなずく。

「意外と、世間を知っているのだな。水みな姫ひめ」

　俗称で呼ばれて、浅黄姫は口元に夏なつ衣ごろもの袖そでをやって笑った。

「常緑の緑みどりを背負う永なが姫ひめが、そちらの名前でしたね」

　世間の噂うわさ話ばなしぐらいは知っていると、その声が言っていた。

　二人が歩む回廊は屋根付きで、幾つかに分かれた平屋棟を繫つなぐ代しろ物ものだ。古式奥ゆかしい庭園造りの様式だが、赤く塗り上げられた柱が、初夏の陽ひ射ざしに少し眩まぶしい。

　庭園の木立が夏色で、曲きよく水すいの水面に木陰を落とすのが、山育ちな常磐姫には綺き麗れい過ぎると苛いら立だつ光景だった。造り過ぎと感じるから好きになれない景け色しきだった。

「随ずい分ぶん、余裕のある別宅だな」

　浅黄と萌葱の双ふた子ご宮みやは、片方の都市だけに一人ひとりで長く居住することが少ない。

　季節的に身体からだに厳きびしい時以外は、このような離り宮きゆう、御ご用よう邸ていで二人一いつ緒しよに過ごすことが多い。

　古い武家屋や敷しきを改かい築ちくした屋敷一つ以外、そうした財ざい産さんを持たない常磐姫には、ひどく贅ぜい沢たくに見える過ごし方。

　棘とげのある響ひびきが背中に向けられても、浅黄姫は笑ってみせる。

「厳きびしいですね。倹けん約やく家かで名高い永なが姫ひめ様は」

「民たみ百ひやく姓しようの税で暮らしているのが宮みや姫ひめなり華か族ぞくだ。武家はまだ軍人として働いているが、我われらは働きらしい働きをしていない。その分、節度ある暮らしを心がけなくばならん」

　彼女なりの信念だった。

　事実、この姫は東とう和わの誰だれよりも私し財ざいが少ない。

　次に私財が少ないのは幼い空から澄すみ姫だが、あちらの方は補佐役達がかなり派は手でに使い込みをしているので、あまり断言は出来ない。それに、七なな宮みやの姫は東和のどの姫よりも衣い装しよう持ちとの噂うわさもある。

「私共も見習いましょう。何いずれ、そのかたちをお見せします」

「かたち？」

　曖あい昧まいな表現に眉まゆをひそめるが、招かれた立場の人間がする態度ではないと思い直したのか、常磐ときわ姫は頭かぶりを振る。

　後ろで一ひと纏まとめに結わえた黒髪を揺らし、一つ息をついて

「……なあ、浅あさ黄ぎ。私と七宮は良いかたちか？」

　どこかで、躊躇ためらいの交じる問いかけ。

　浅黄色の姫は振り返り、立ち止まる。

「以前、琥こ珀はく色いろの姫と三さん宮みや様が肩を並べようとして出来なかったのは、東和の持つしがらみの所為せいです」

「そう言って貰もらえると助かるが……」

　二人ふたり、立ち止まり見つめ合えば、常磐姫は気恥ずかしくなった。

　向き合う姫の方が年下で小こ柄がらだった。

　三宮ナツメ都市と四しの宮みやツヅミ都市。食い詰め者と山地に追いやられた民が作った都市と、その側そばで繁はん栄えいを続けた人々の都市。

　しがらみがあった。

　生まれた時から、出会った時から。それで離はなればなれになった。

「私共は恵まれておりました。クラセとマキセは睦むつまじき隣りん国ごく同士。私と萌もえ葱ぎは同じ身体からだと心を持ち合わせていました。同じ背せ丈たけ故ゆえ、肩を並べることは東和の誰よりも容易たやすくありました」

　浅黄姫。東和五いつ宮みやクラセの巫女みこ姫ひめは、その名が持つ淡あわい色と同じように、淡く微笑ほほえむ。

「それも、今や危あやうい」

　はっきり言う。

「なればこそ、お二人が今ここにおります」

「いいのか、それで？」

　短くて深い問いに、淡い笑え顔がおが頷うなずいた。







　萌もえ葱ぎ色いろのお姫ひめ様は、とても柔らかい表情をされる。

　私より二つも三つも年上だけど、華きや奢しやな肩の線せんだからだろうか、そんなに年上だと意い識しきしなくて済む気がした。

　いつも、背高なテン様や偏へん屈くつなトエ様を見上げているからだろうか、衣い装しよう役やくさん達に囲まれているからだろうか、出会ったばかりのこの方の方が割と接しやすく思えた。

　そう言えばと思う。

　東とう和わ六むつ宮みやなこの方は、東和七なな宮みやである私にとって一番近い姉姫なのだ。

　宮みや姫ひめの中でも、一番、年とし頃ごろが近いはずだ。双ふた子ごの浅あさ黄ぎ姫も同じだろうけれど、気分的にこちらの方が身近に思える。

「七宮様はお一人ひとりで心細くありませんか？」

　並んで回廊を案内してくれる萌葱姫は、育ちの良さが見える歩き方をされる。

　揺れない花のような姿に気を取られていたら、尋たずねられたことを理解するのが遅れた。

「あっ、はい、大丈夫です。侍じ従じゆう長ちよう殿どの達がおりますし、三さん宮みや様も優やさしくしてくれます」

　慌てて笑え顔がおを作ってみれば、六宮の姫が小首を傾かしげた。

「いつも傍かたわらに左さ大だい臣じんや右う将しよう軍ぐんといった方々が控えていたと聞き及んでおりますが、その方々が、どちらも遠くては心細くありませんか？」

　ああ、やっぱり、あのお二人ふたりのことを言われた。有名なのだろう。きっと、私より、あの騒さわがしい人達の方が。

　上じよう手ずに答えようと思う。

　あのお二人は私にとって、知恵と力の権ごん化げで、人様にとっては謀ぼう略りやくと暴ぼう力りよくの象しよう徴ちようなのだから、きっと気をつけて喋しやべらないとまずいと思う。

「父ふ兄けいのように思うこともありますが、あの方々から学ぶことが多い反面、離はなれて他ほかの方々から学ぶことも大切だと知りました」

　父兄という言葉はまずい気もした。でも、子供な私から見上げた感じは、そんな言葉が一番、単純な気持ちが出るとも思う。はっきり、そう思ったのは言葉にしてからで、考えるのが遅いかとも思う。

　いつも、私は口にしてから色いろ々いろ思い返す。

　私だけだろうか。他の人は違うのだろうか。

　そんな私に姉姫の眼まな差ざしが静かに向けられる。

「いつ、お知りになったか教えて頂けますか？」

　問われたから、正直でいようと思う。

「同じ宮姫の立場にある方と出会った時です。七姫の物語を知っているかと、その方に問われて、その時はまともに何も返事を返せませんでした」

　クロハと名乗った。黒こく衣いの人。

　そして、四しの宮みや琥こ珀はく姫ひめとお会いした。三さん宮みや常磐ときわ姫と向き合った。それから、ここまで来た。

「今なら、その問いにお返事が出来るような気がします。宮みや姫ひめの皆様と言葉を重ねて、世界の音を耳にして、この地に来られて、知らなかったことを知れた気がします。まだ、この手に掬すくったほどの小ささかも知れませんが」

　そんなことを思いつくまま語ってみれば、東とう和わの六むつ宮みや姫は微笑ほほえんでくれた。

「良い出会いをされたのですね」

「私には得る物がありました。ですが、そのお返しが出来ていません」

　私はテン様やトエ様に拾われて、外の世界を知った。そこには衣い装しよう役やくさんやヒカゲさんがいた。それから、クロハさんがさらに広げてくれて、琥珀姫と常磐姫が歩んだ先に立っていた。

　それは、きっと、ありがたいお話だった。

　幸福な記き憶おくが多いと思うから、多た分ぶん、そうだと感じる。

　なのに、私は誰だれにも何もお返しをしていない。

　与えられた何かに対して新しい何かを、私は出会った方々に示せるだろうか。それは、誰かに喜んで貰もらえるだろうか。

　人のことを思う。

　テン様やトエ様のお役には立てた気もするけれど、七なな姫ひめ達にはどうだろうか。うちのお二人ふたりはあんな人達だから、そんなに気にしなくてもいい気がする。でも、それで終わりたくもない。

　私は一人ひとりしかいないから、一人分のお仕事しか出来ない。

　それで、広がる人との関係や世の中に何かを返せるだろうか。

　返せたら、私は本当に東和七なな宮みやの空から澄すみ姫になれる気がする。そうすれば、他ほかの姫達と、あの黒衣の姫と並べる気がする。

　そんなことを考えていると、いつの間にか私達は立ち止まり、庭園の中庭を眺めていた。

　そうしてみれば、中庭を囲む回廊、私達とはす向かいな位置に、歩み行く姫姿を見つけた。

　水みず浅あさ黄ぎの姫装しよう束ぞくと、常磐緑みどりの姫装束。

　まだ、あちらはこちらに気がついていない様よう子すで、赤い柱の間を進んで行く。

　あちらはあちらで何か話し込んでいるご様子なのを、私達は静かに眺めた。

　やがて、はす向かいの水浅黄の姫姿とよく似た姫が、あちらから私へ視し線せんを変える。

「常磐の姫は貴女あなたを大切な妹のように思われています。あの方はあの方で、七宮様から得ることがあったのでしょう」

「そうでしょうか？　私はあの方と琥珀姫の間に立った者です」

　大事にしてくれているとは感じる。だけど、それは、生せい来らいにあの方が持つお人ひと柄がらだと思えた。

　あの方は、年少者には誰にでも面めん倒どう見みのいい姉のように接することが出来る気がする。

「以前のあの方は硬い鎧よろいを着ておりました。言葉通りではなく、お心の話です。それが、今は軽かろやかになられたと感じます。浅あさ黄ぎはそう言っております」

「それは、多た分ぶん、三さん宮みや様がご自身で学んだ事こと柄がらです。琥こ珀はく姫ひめを失われた故ゆえに」

　あの方は悩まれて強くなられたのだと思う。その悩み事の一端に私が立っていた。それだけだと思う。

「控えめなお考えですね。ですが、あの春のツヅミ騒そう乱らんはそれほど小さな出来事ではなかったと思われますよ。多くの方が動いたのですから」

　その言い方が、何だかクロハさんを思い出させた。宮みや姫ひめらしい物言い。

　それで、そのまま頷うなずく。

「そうかも知れません。小さな話ではなかったと思います」

　そう考えないと、あの争いの重さを見失うかも知れない。そんな風ふうに思い直した時、あちらの姫達がこちらに気がついた。

　私達とあちらの姫色は似たような色の組み合わせで、向かい合ってみれば鏡かがみをのぞき込んだような不ふ思し議ぎな気持ちになった。

　向こうでもそう思ったのだろうか、そんなことを考えてみるけれど、そこまで分かるはずもなく、ただ見つめ合うだけだった。
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　　　三節　翡翠と黒曜







　その少女は静かに佇たたずむ姿が似合いだった。

　四都同どう盟めいのために四人の姫ひめが手を取り合う時、東とう和わに残された二人ふたりの姫は最大なる渦か中ちゆうの人となっていた。

　領土争いが引き金となった一いち宮みやシンセン都市と二にの宮みやスズマ都市の対立は激はげしさを増し、二つの勢力はその精せい鋭えいを向き合わせていた。

　一宮シンセン、いや旧王都である中央政府と、二宮スズマの母体組そ織しきである真しん都と同盟の半世紀に亘わたる戦いが、その最終段階に来たと誰だれもが口にする事変。

　係けい争そうの地になった小都市に、翡ひ翠すい姫の親しん衛えい隊たいが陣じんを敷しき、それを支えようと二宮の大軍が集結し始めれば、それを包囲するのが一宮シンセンの東軍である。

　互いに万の軍勢を用いた対陣は、既すでにこの春に起きた三さん宮みやと七なな宮みやの対決を上回る様相を示していた。互いに本ほん拠きよ地ちが近く派兵が容易なため、そして、元々の戦力規き模ぼが多大なためである。

　この争いに一人ひとり立つ宮みや姫ひめが、おそらくは東和七姫の中で一番、民衆の支持を受ける翡翠色の姫である。東和二宮、あるいは真しん姫ひめと称される少女。

　真新しい社しや殿でんの舞まい舞ぶ台たいに、その姿はあった。

　静かに佇み、目を閉じて思索にふける一人姫。

　鎮ちん守じゆの森に囲まれた平屋の社殿は少し小高い地にある。東和特有の円えん錐すい形けいの小山の上に造り上げられたそんな社殿は、真都同盟が出資して、この地に建こん立りゆうした真新しい建物だ。

　淡あわい外光を取り入れた板張りの床ゆかに伸びる影かげが揺れて、閉じていた瞼まぶたを開き顔を上げる姫。

「ご用件は？」

　振り返ることなく、背後への問いかけ。

　舞舞台の端に、音もなく立つ灰はい色いろの影への問いかけであった。

　そこに控えるのは、東和よりさらに東方、海の向こうに住む異国の人々が持つ灰色の髪をした壮年の男。

「手の者より報しらせです。シンセンはこの地に増援を送るため部隊を編へん制せい。明日あしたにも、五千の増援が出しゆつ立たつの手はずを整ととのえます」

　淡たん々たんとした報告に、翡翠色の姫はため息をつく。

「大軍ですね。簡かん単たんにそれだけの兵を用意出来る。さすがは一宮シンセンですか」

　そう口にしても、感かん嘆たんした様よう子すはない。

　むしろ、呆あきれた声の色がある。

「この地が真しん都とに帰属を求めている事実、彼らは認めぬのでしょうか？」

「そこが問題とされているようです。真都に帰属するのか、二にの宮みやに帰属するのかと」

　その言葉に翡ひ翠すいの姫ひめは笑った。

　髪飾りから下げられた翡翠の宝ほう玉ぎよくが揺れる。

「二宮の呼こ称しようは私共が名乗り始めたわけではありません。シンセンがうるさく文句を言うから仕方なく使用しているだけの仮かり初そめの名。真実は真都にあります」

　東とう和わ中央政府としてシンセン都市が機き能のうしなくなった時、彼らは一いち宮みやシンセン都市として東和の代表権を主張した。

　まずは真しん姫ひめと呼ばれる宮みや姫ひめを二宮として黙もく認にんする。これで、順列を世に示した。続く独立都市の流れにもその枠を当てはめることで、世界の様式を設計した。

　一宮シンセンが頂点と、誰だれにでも思わせることが出来る順列の様。これにより、統治権が弱まったこの時代の中でもシンセンはその存在を誇示出来る。

「顔を立ててあげたのは我われら真都。今いま更さら、使い分けと罵ののしりでもする気でしょうか」

　真都同盟を母体とするスズマ都市側は、対外的に二宮スズマ都市の呼び名を使用してあげたのだ。没落した一宮シンセンが行った延命工作に乗ってあげたのだ。

　スズマが二宮の地位を受け入れてあげなければ、東和の争いはどうなっていたか、シンセンの立場はどうなっていたか。

　この事実は間違いなく、東和史に残る現実だった。

　澄すんだ声で、その姫は言葉を続ける。

「貸しはあっても借りはない。それが、一宮と私共の関係です」







「貸しはあっても借りはない。それが、二宮と私共の関係です」

　朱しゆの玉ぎよく座ざに黒こく曜よう石せきの宝玉が揺れた。

　胸元に宝玉を、その細い身体からだを長大な黒こく衣いに包み、一宮の姫は言葉を紡つむぎ続ける。

「暴ぼう走そうするスズマは、私の腹違いな妹やも知れない幼おさな子ごを宮姫と担かつぎ、東和に混乱の種を蒔まきました。我わがシンセンが一宮として位置する緩ゆるやかな体制造りをしなければ、偽にせ姫ひめを担ぐ反乱軍として処断されるしかありませんでした。そうなれば、スズマが、いえ、東和が戦国乱世となっていたでしょう」

　一宮シンセンが二宮スズマを認める。この形が無ければ、本来の王都であり正統政府であったシンセン側は戦争に踏み切るしかなかった。

　東和内部に独立国を作るわけにはいかなかった。東和の安定のため、東和という国体の継続こそが大切と考えれば、スズマ都市には東和の一部としてあって貰もらわなければならなかった。

　東和内戦を避けるために、苦肉の策として、宮姫とそれを掲かかげる宮都市としての自治権を認めたのだ。

　シンセンが二にの宮みやの地位を用意してあげなければ、東とう和わの争いはどうなっていたか、スズマの未来はどうなっていたか。

　この事実は間違いなく、東和史に残る現実だった。

「皆様方がご承知の通り、我われらシンセンが東和全土を収める力を一時的に失ったのは確たしかな実情であります。そうではありますが、東和の中心として威い信しんを取り戻す時期はもう来ていると言えるでしょう。このスズマが行った民衆蜂ほう起きの扇せん動どうを契けい機きに、シンセン健在を世に示さなければなりません。これが、我が府ふ中ちゆうから、そして、シンセンに生きる民衆よりの声として、宮みや姫ひめの耳に届くことです」

　宮姫としての言葉に、居並ぶ閣かく僚りよう達が揃そろって頭こうべを垂れる。

　一いち宮みや黒こく曜よう姫ひ殿でん下かの第一声は、あらかじめ用意された範はん囲いそのままだ。

　御ご前ぜん会かい議ぎでの宮姫の立場はそれほど強くはない。むしろ、一番下とも言える。

　宮姫は王室の代表であり、王室を取り巻く府中の代弁者である。だが、残念なことに王室にも府中にも有力な者は不在で、さらに、この姫はそれらと友好的な関係にはない。

　十代の姫が出来ることは少なく、ただ役割をこなすことだけを望まれている。それが、宮姫だった。

　ただ、この姫は聡そう明めいで、他ほかの姫達と違う。そう思わせるだけの見けん識しきと威い厳げんを身につけていた。

　それが、シンセンの閣僚達からは誇りに思えている。さすがは、自分達、正統政府が選んだシンセンの姫であると他国の姫に格の違いを感じさせてくれるからだ。

　その反面、シンセン内部の問題を見み透すかしてくる眼まな差ざしを知っているから、扱いづらいと疎うとんでもいる。

　玉ぎよく座ざの間に集つどう閣僚、将しよう軍ぐん達はそれ故ゆえに、この姫に対して慇いん懃ぎんに距きよ離りを取る。

　宮姫の任期はほとんどが十年前後。そう思えば、この姫の任期は半分を過ぎているのだから、事なかれで向き合い、自分達のやるべきことに専念した方が利り口こうだった。

　彼らは二十年、三十年と今の地位にある。何いずれ、いなくなることが決定している姫にはあまり触れない。見み目め麗うるわしい姫を上手うまく立てておけば、国民の視し線せんはそちらに向けられるとも考えれば、事実上の指し導どう者しやである自分達はより安定する。

「東和を乱す此こ度たびの事変、二宮スズマによる暴ぼう動どうの扇せん動どう。これを鎮ちん圧あつするための派兵。この認にん識しきでよろしいでしょうか、議会の皆様方？」

　居並ぶ者の気持ちを知っているのか、一宮姫は教えを請う物言いをした。

　発言の許可をその眼差しが与え、中央軍の有力者が立ち上がる。

「姫殿下のご高察と民衆の声は、まさしくその通りです。彼かの地は百五十年前より、シンセンの一群として広く認知されております。一部の市民を懐かい柔じゆうして吸収しようとする二宮のやり方は正してみせるのが中央の務めであります」

「これによる万の派兵。これより二万、三万にも膨ふくれる可能性もあるのでしょうか？」

　姫ひめの問いに、次席の軍服姿が続いて立ち上がる。

「既すでに一万の兵が彼かの地チドリを包囲しております。増援は万全の用意が整ととのいつつあります」

　二万五千までは用意があると、最初の有力者が続けるが、右う翼よくの軍人側に対して左翼の議ぎ会かい側が難なん色しよくを示す。

「畏おそれながら、姫ひ殿でん下か。議会としましては、将しよう軍ぐん方に苦言を申し上げなければなりません。この事変に過剰な兵力を投入すべきではありません。我われら、議会が政治的に二にの宮みやスズマを抑える用意があります」

「お続けください」

　左右に政治顧こ問もんの老人と、騎き団だん長ちようを従えた姫は、聞き手役に徹てつすると淡たん々たんと振ふる舞まう。

「スズマの賢けん人じん団だんと話し合いをしております。彼らもシンセンと真剣勝負で勝てるはずがないのを知っております。必ず、折れると断言します」

　すかさず、軍の側が発言を求め、了承されるより早く声を上げる。

「既に戦いは始まっております。我わが方の死傷者の数は、昨今、最多の二百人を超えております。もはや、話し合いは無用な状況にあります。現場に立たない座ざ業ぎようの方々の認にん識しきは甘いと言わざるを得ません」

　大国であるが故ゆえ、大軍による威い圧あつで戦うことなく勝利することが出来ていたシンセンだからこそ、乱戦のある小国と違い、その軍が大きな損そん害がいを出すことが滅めつ多たになかった。

　その傾向が争いでの傷に敏感になる。

　二宮スズマが二倍、三倍の損害を出そうと、釣り合わないと感じる。こうなったら大勝を摑つかまなければならないと、政治家達を座業と呼ぶような粗さが出る。

　議会の方は挑ちよう発はつには乗らないと、聞き流す顔をする。

「シンセンに忠節を尽くす軍の方々が多く亡くなられたのは遺い憾かんです。ならばこそ、これ以上の犠ぎ牲せいを出すことなく折れさせる必要があります。軍人の死が平和への礎いしずえになるのは、いつの世でも真理なのです」

　議会側二席からの声。

「どちらにも真理はあります。熱あつくなり過ぎませぬよう」

　黒こく衣いの姫が涼やかな声で仲ちゆう裁さいをする。

　綺き麗れい過ぎる容よう貌ぼうから冷れい淡たんな印象が強い姫だから、こうした言葉が強い効果を持つ。

「姫殿下のお心はどうなのでしょうか？　さし支えなければ、ご意向を賜たまわりたく存じます」

　議会側の中なか程ほどから、そんな発言が出る。

　有力者からの声でないのが、下位の者が代弁者役になっているのだと、この席に座る者ならば誰だれもが知る構図だった。

　当然、黒衣の姫も、それを承知でその問いに頷うなずく。

「宮みや姫ひめは和のために在位する王室の代表者。王室は東とう和わの象しよう徴ちようであります。東和の民たみが亡くなることには常つねに逆さからいます。スズマに生きる東和の民にも哀あい悼とうの気持ちを抱きます。彼ら、彼女らもまた宮姫が愛いとしむべき対象であります。ただ、彼かの地の方々は意い固こ地じに間違った方向に走り、刃物を振り回しております」

　シンセンだけが東和ではないと、スズマも当然、自国の一部だと、この姫は口にする。

「我わが東和のために私共が働かなければならない事実がここにあります。そして、この戦いが五年、十年、二十年先まで尾を引かぬよう、最善の方策を用意して頂きたいと考え、私はここにおります」

　東和のためならば、戦いそのものは止めないが、先を見据えた方策でなければならないと黒い姫は告げる。

　その態度は具体的な提案を示さない格好だったが、それがありがたいと思う者も、この席には多い。裁さい量りよう権けんが彼らに預けられるからだ。

　具体案を提示してくれる指し導どう者しやとして、宮姫を上座に置いているわけではなかった。指導者はシンセンから選えりすぐられた自分達なのだ。この姫は立場をわきまえている。そう思えればこの席は纏まとめやすい。

　そう思いながらも、指導者的な発言が欲しいと贅ぜい沢たくな気持ちもどこかにある。

　それを知るから、黒こく衣いの姫が発言を続ける。

「スズマの二にの宮みや姫が親しん衛えい隊たいを率いているならば、私が出るべきかも知れませんが、よろしくはないでしょうね」

　一いち宮みやの姫が親衛隊である黒こつ騎き団だんを率いて戦地へ立てば、それが何よりも巨大な戦意高こう揚ようとなるだろう。

　だが、それは過か激げきな話だった。

　何よりも、一宮姫と二宮姫が対等に向き合う争いの図式を避ける方が、シンセンとしては重要だった。

　対等になる。あるいは対等であると世間から見られる構図は避けるべきだと、黒くろ姫ひめは自ら告げているのだ。

「先のツヅミ遠征で姫ひ殿でん下かは動かれました。此こ度たびはご足労はさせません」

　軍の最前列に位置する有力者が、用意してあった言葉で話を引き取る。

「そう願ねがえますか？　私も出しゃばりな姫と東和の民に笑われたくありません」

　動く気はないと、その意志を示す姫。

　それがどこまで本気なのか、誰だれもが疑問に思う中で会かい議ぎは粛しゆく々しゆくと進められていった。







「一宮姫は動かないはずです」

　翡ひ翠すいの姫ひめは高台の張り出しから、自じ陣じんとして周囲に展開する軍勢を見下ろしていた。

　数千の規き模ぼだった軍は、スズマからの増援に次ぐ増援で、今では一万を優ゆうに超えていた。

　公称では二万と人々に告げている。

　実際、万の規模の軍勢など、ほとんど見たことがないのが普通の人間だ。

　一万の軍勢も二万と言われれば、そう見えてしまうことが多い。

　全体など、鳥の高さで俯ふ瞰かんしなければ見えないし、見えたとしても、死角になった周辺に散る別働隊がいると言われれば、己おのれの目で見たことにも確かく証しようが無くなる。

　真しん都と同どう盟めいやスズマ都市がよくやる手だった。

　多かれ少なかれ、東とう和わ各都市も、中ちゆう原げんと呼ばれる異国も同じようなことを繰くり広げる。

　特に七なな宮みやカセンの将しよう軍ぐんと軍師の悪あく辣らつさはスズマの倍以上とも噂うわさされる。いつの時代にもある誰だれもが繰り返す手口なのだろう。

　陽ひが傾くにはまだ早いが、姫が見下ろす光景は薄うす暗ぐらい。

　曇くもり空の下に広がる人々の様よう子すを、翡翠姫は静かに見つめる。

　一万の軍勢。

　兵はそれだけだ。だが、それを支える人々、奉ほう仕しする者、支援に回る者の数も多く、野営地と化した休耕地には活気が溢あふれていた。

「二万の軍勢。あながち噓うそではありません。ここにはそれに近い皆様方の姿があるのです」

　独り言にも聞こえる言葉に、背後に控える六人の腹ふく心しん達が頷うなずいて同意を示す。

　だが、発言はしない。

　今は、心しん酔すいする指し導どう者しやの言葉を待つ時間だった。

「こうした光景をシンセンの指導者達は見ないでしょう。人々の営いとなみと向き合わないシンセンの軍勢には民衆との一体感がありません。それ故ゆえに、彼女達は敗退しております」

　彼らと言わずに、彼女達と口にした。

　一いち宮みやの黒こく曜よう姫を意い識しきしたのか、暗に他ほかの姫達への問題提起を含んでいるのか、その言葉の重みに、控える者達は思し慮りよ深ぶかく頭こうべを垂れる。

「一宮の姫がどうして、先のツヅミ騒そう乱らんに黒くろ騎き士し達を投入したか、今ならばよく分かります。彼女は知っていたのでしょう。一度、大きく動いてみせれば、次の事態では自分が出なくて済むと」

　その言葉に、腹心達もざわめく。

　彼らはスズマの、あるいは真都同盟の要よう職しよくを担になう一いつ線せん級きゆうの幹部達だ。

　その彼らが思いも寄らぬことを、翡翠姫は淡たん々たんと続ける。

「ツヅミで黒い姫が活かつ躍やくして、さらに次の動乱にも同じことが続いては、シンセン内部での権力構造はいかなる様相となるでしょうか。内部分裂が激はげしいシンセンではそれが許されません。必ず、黒くろ姫ひめが動かないように閣かく議ぎは決定されます」

　一いち宮みや黒こく曜よう姫ひめは、シンセン内部のどの派は閥ばつとも均等に距きよ離りを取ることで、派閥間での権力争いに傷つくことを避けてきた。

　ある意味で、何もしない先王のやり方を受け継ぎながら、その反面で身内である王室、貴族には粛しゆく正せいを続けた姫だった。

　それが可能だったのは、黒くろ姫ひめの用意周到さだったと一部の識しき者しやは言う。

　動く時は激はげしいが、それが終われば静かになる。何事も他の権力者達にいいようにさせる。

　ある意味で、一宮で力を持つ者達にとって都合のいい便利屋な役をやる。

　そうして、宮みや姫ひめの地位を不動としてきた。

「ツヅミでの彼女は本気で争う気がまるでありませんでした。最初から真しん都とと各勢力に睨にらみを利かせるだけの遠征でした。戦いで傷つく可能性が低いと知っていた行為です」

　ざわめく腹ふく心しん達が、ようやく、一人ひとり

「本格的な戦いになる此こ度たびを見越して、楽な道を先に選んだとお考えですか？」

　控えめに問えば、背中を見せる姫は首を縦たてに振る。

「まず間違いありません。彼女の全すべての行為には次への作為がにじみ出ています。おそらくは英えい邁まいな方です。惜しむべきは、シンセンに生まれ、シンセンに生きて、私達と民衆の敵となってしまったことでしょう」

　黒こく衣いの姫のことを思ったのか、小さなため息。

「もし、私の側そばに生まれて、皆様方と一いつ緒しよに生きていれば、肩を並べて生きることを知っていれば、あのような無ぶ様ざまな生き方をしなくても済みましたのに残念です」

「大たい師し様は先王の代から、王室との対話を熱ねつ望ぼうしておりました。それが実現していれば、あの姫も真都の仲間であったかも知れません」

　沈痛な声は、腹心の中でも長老格な老政治家。

「その小さな成果として、先王とお祖父じい様の末娘がよしみを結んで私がここにおります。ですが、腐敗した王室にも亡くなられた先王にも私は興きよう味みがありません。あの姫のように生きたいとも思いません」

　空を見上げた。

　地上で生きる人々の頭上に広がる灰はい色いろの空。

　雨が降るのだろう。

　夕暮れに小こ雨さめ程度だろうが、野営地に集つどう人々には大きなことだ。

「空そら姫ひめ達のように曖あい昧まいな安定を望みもしません。空がどうであろうと人々は日々を生きます。私も空模様に左右されない心で生きて行きます」

　翡ひ翠すいの姫は緩ゆるやかに眼まな差ざしを下げ、後方へと振り返る。

「ここは退ひきません。一宮の行う全すべての政治的駆け引きを無視して、こちらの力と意志を示します。当然、四都同どう盟めいなる戯ざれ言ごとも黙もく殺さつします。真実は常つねに一つ。それは真都同盟が東とう和わに必要とされる千年悲ひ願がんの成じよう就じゆにあります」

　その言葉と眼まな差ざしに感かん銘めいし、孫の年ねん齢れいである少女に腹ふく心しん達は深く頭を下げて跪ひざまずく。

「今こそ、真しん都と千年の和を」

　口を揃そろえ、彼らは宣言する。

　真実なる和の精神に基づいた社会。

　それは千年の平和社会。そのために、彼らは真都同どう盟めいを発展させ続けてきた。

　熱あつく復唱してから、腹心達は持ち場へと散って行く。

　一人ひとり、その場に残された姫ひめは法ほう衣いを翻ひるがえし、また地に広がる人々と、遠くまで続く灰はい色いろの空を瞳ひとみに映す。

　まるで、空と地にある距きよ離りを測ろうとする眼差し。

「青過ぎる空で目は凝こらせません。人の目は強過ぎる陽ひ射ざしには耐えられない。人は木陰を求め、家を造り、田畑を耕す」

　一人、誰だれにでもなく自分に語る。

　視界の下方、地に広がる人々がいるのは長く放置されてきた休耕地だ。

　乾いた土つち色いろに草花が散る平らかな場所。

　この土地を耕していた人々は農業だけではやって行けず、生活に苦しみ、職しよくを探し、苦く難なんの中で真都同盟と出会った。そして、シンセンからの離り脱だつを決意した。

　一いち宮みやシンセンの経済失策が生んだ一つの結果がこれだ。ここだけでなく東とう和わ全土で、どれほど多くの農家が苦しめられただろうか。

　疲ひ弊へいした生産者達の苦労をシンセンの貴族達は考えない。考えても、何も有効なことはしなかった。

　ある者は商都として成功していたツヅミに流れ、ある者は七なな宮みやカセンのような新しん興こう都市に荷か担たんし、そして、多くの者達が改革を志す真都同盟スズマに身を寄せた。

　改革を訴え、あらゆる方向で躍やく動どうするスズマ都市を中心とした真都の繫つながりは人々に居場所と誇りを与え、時には雇用をも約束した。

　目の前の軍属の者達も、膨ふくれ上がった難民を軍ぐん役えきに就つけることで成り立つ。

「黒こく曜よう、貴女あなた方がしでかした東和の大混乱。我わがスズマが全力で押しとどめてきましたが、それも限界です。この増え過ぎた軍、人々の願ねがいはシンセン打倒に燃もえております」

　いつしか、見下ろす姫の姿を見つけた人々が声を上げ始めた。

　真しん姫ひめを慕したい、真都を信じ、明日あしたを夢見る若者達の声が、だんだんと広がり始める。

「もう曖あい昧まいな関係はありえません。真都同盟スズマは旧王都一宮シンセンに宣戦を布告します」

　足元から、歓かん声せいが沸き起こり始めていた。







「冗じよう談だんじゃありません。スズマと戦いたくなんかありませんよ」

　御ご前ぜん会かい議ぎが終わり、引き上げる廊下を歩む黒こく曜よう姫ひめは素っ気ない。

「しかし、民衆は姫ひ殿でん下かが翡ひ翠すい姫を打ち倒すため黒こつ騎き団だんと戦地へ赴おもむくのを期待しております」

　追従する政治顧こ問もんの老人は懸けん命めいだった。

「曖あい昧まいでいいんです。向こうの都合でこちらが兵を挙げるのは疲れます。我わが一いち宮みやシンセンは財ざい政せい再建に力を注がなければなりません。戦争で若者が大量に死んで働き手が失われれば、用意された財政再建の計画も練り直さねばなりません」

　事なかれな態度を取る黒い姫に、政治顧問も騎団長も困こん惑わくする。

　会議の出席者達も驚おどろくほど、長大な黒こく衣いを着た姫は素直に人々の言葉に耳を傾け、ほぼ全すべてをそのまま受け入れた。

　それ故ゆえに、困ったと眉まゆをひそめる有力者も幾人かあった。

「姫殿下が強硬なお立場を取ると推察し、そのための根回しもされておりました。これでは、一部の好戦家達が図に乗ります」

　黒くろ姫ひめの騎士団が出しゆつ撃げきすれば、他ほかの将しよう軍ぐん達が活かつ躍やくの場を幾分か失う面を持つ。さらに、一部の将軍達が功こう績せきを挙げ過ぎないよう、黒姫が戦いに立つことを期待する者も中にはいた。

「私が出るのは望まれない。しかれど、私が戦いたい振りをするのは望まれていましたか？」

「姫を抑えることで、成果を上げたい政治家方もおりました」

　それで、政治家達は軍部に顔が立つ実績を一つ手に入れる。

「いつもならそうするのですが、今回はそうはいきません」

　先を行く姫は足を止めることも振り返ることもなく、少しだけ笑う声をした。

「何なに故ゆえでしょうか？」

「翡ひ翠すいが私と戦いたいと本気で思ってるからです。相手が戦いたい時に戦えば損そんです。戦争とは相手が戦いたくない時に行ってこそ価値があります」

　笑い声に冷たさを感じさせる言葉。

「我がシンセンと姫が本気なれば、後おくれを取る可能性はありませんぞ」

　正面からぶち当たって勝てる。それだけの国力があるから、シンセンは今でも東とう和わ各都市から一目置かれているのだと老人は力を込めた。

「本気ですか？」

　不意に姫の足が止まり、追従する者達もその場に立ち止まる。

　ゆっくりと、東和一宮の姫は振り返り、その涼しげな眼まな差ざしを追従者に送る。

「それがあちらの狙ねらいですよ。ここらで本気でシンセンと戦って、自分達に都合のいい情勢を作る予定です。増え過ぎた力を持て余すスズマは、膨ふくれ上がった力をこちらとの戦いで消費するしか無くなっているんです」

　綺き麗れい過ぎる顔で無表情に言われれば、年かさの男達も冷たい汗が出そうになる。

「勝っても負けても、あちらはいいのだと仰おつしやりますか？」

　軍人である騎き団だん長ちようが、自分の領域であると問う。

「そうですよ。スズマ本ほん拠きよ地ちが近い以上、危なくなれば本ほん陣じんは上じよう手ずに退しりぞけます。勝てばスズマは活性化します。負けてもシンセンへの恨みを増大させて、その結束を高める方策が用意してあるでしょう。何せ、彼らは巨大な国家権力に立ち向かう市民団体なのですからね」

「彼らは既すでに国家の様相ではありませんか？　本人達もスズマこそ真の市民王国とよく口にしていると耳にします」

　騎団長の言葉に老人も大きく頷うなずく。

「ええ、事実上の独立国ですよ。東とう和わの中に生まれ、東和に寄生した一つの国です。本人達は都合に応じて独立国と市民団体を使い分けていますがね」

　一いち宮みやシンセンから命令されれば独立性を声高く叫び、一宮シンセンが間違えれば東和の一員として許せないと叫ぶ。

　半世紀、これをやってきたのが二にの宮みやスズマ都市であり真しん都と同どう盟めいである。

　時により、都市スズマと、市民団体である真都同盟の二つの顔を使い分け、中央政府に叛はん旗きを翻ひるがえし続け、今こん日にちに至るのが彼らだ。

「スズマは、真都同盟は潰つぶせません。彼らは大きい」

　老人の声が力無くて、黒くろ姫ひめは目を細める。

「姫ひ殿でん下かは、チドリの争いを放置して、他ほかに力を入れるべきとお考えですか？」

　自らの騎士団を率いる者に問われた姫は、少しだけ表情を和やわらげる。

「四都同盟を放置する方が問題ですよ。あれが、もしスズマと手を組んでシンセン包ほう囲い網もうを完成させたらどうなると思いますか」

　東和の主な都市は七つ。ツヅミを含んだ六都が正式に手を携たずさえて連合したならば、事実上、一宮シンセンは中央としての威い信しんを全すべて失い、内部から瓦が解かいする可能性も出てくる。

「そ、それはありえますまい。真都に組み込まれることを他都市も倦けん厭えんしております。例の七なな宮みやの成り上がり者も、二宮は潰つぶす等などと公言していると噂うわさにあります」

　口にしながら政治顧こ問もんの老人も、声に自信がないと自覚していた。

　七宮のトエル・タウなる人物は信用出来る人間ではない。五いつ宮みやと六むつ宮みやもサイ家の若い筆ひつ頭とうは先代の方針を受け継いで真都と距きよ離りを取っていると話にあるが、商家であるサイ家はスズマと多くの取引をしている。三さん宮みやはナツメ都市自体が財ざい政せい難なんで喘あえぎ、豊かなスズマからの誘いを無む下げに断れる状況にはない。さらに旧四しの宮みやツヅミは、保身と返り咲きのために何をしでかすか分からない。

「ここで二宮と戦えば、その間に四都同盟は強くなります。強くなった四都と、単身でシンセンに立ち向かう雄スズマが結びつく方向だけは避けなければなりません」

　そう言いながら、黒こく衣いの姫は小さく笑った。

「ですが、そうも行かないようです。軍の方々は往年の宿敵を前に理屈にならないお気持ちのご様よう子す。スズマとは一戦交えるしかありませんね」

　私は参加しませんがと付け加えてから、黒こく衣いを翻ひるがえして、また歩き始める黒こく曜よう姫ひめ。

「もっとも、まだ裏がある戦いですがね」

　その最後の呟つぶやきは小さくて、誰だれの耳にも届かなかった。







「裏が多いね」

「君が言うな、君が」

　テン・フオウとトエル・タウは渡と河かした先で街道沿いの宿場町に入っていた。

　先行する彼らが、ここで一晩休み、彼らが出しゆつ立たつする頃ころに後続が入れ替わりでここに入る。

　一度に入れられる客数が多くない宿場町では、そのやり方が助かると喜ばれていた。

　二日、三日と入れ替わりで大量の客が入れば、一度で通過するより落とされる金銭も多く、どの宿場町も潤うるおいやすい。

　それを知っているから、二人ふたりが与えられた二階の宿やど部べ屋やはかなり格が高い。

　障しよう子じ紙がみと曇くもり硝子ガラスの窓から街道の前後が広く見渡すことが出来て、異変にも対応しやすい。

　隣りん室しつには屈強の者達が控え、腕に覚えのないトエルはテンとの相部屋。

　敵対する諸しよ勢せい力りよくが仕掛けてきても、相応の抵抗が出来るだろう。

「野営すれば安上がりで済むけど、ここで上客になっておけば、交易八路の一つを懐かい柔じゆうしやすい。次に繫つながるよ」

　七なな宮みやカセンは羽振りがいいと噂うわさを流しておくことが、次の次に繫がる。

「そんでさ、一いち宮みやは三万動かす？」

　街道を見下ろして、行き交う若い女性に手を振るテン。

「そうだね。二にの宮みやが一万と少しだろうから、三倍の兵力を動員する。三倍で囲むのが兵法の理ことわりだよ」

　同じようにしていて、色っぽい商売をしていそうな女性と目が合ってしまい、慌てて捕まらないよう視し線せんを外はずすトエル。

「止やめとけばいいのに。お馬ば鹿かさんだね」

　三万の軍勢。

　その力は圧倒的で、別に難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいに陣じんがあるわけでない二宮軍を簡かん単たんに覆おおい尽くす。

　それ自体は正しい。

　相手を甘く見ないで、全力を尽くすのは素す晴ばらしい。半端な派兵は多くの場合に泥沼な状況を作るからだ。

　だが、一宮シンセンは多くの負ふ債さいを抱えた都市国家である。

「僕が翡ひ翠すい姫ひめの軍師なら、一いち宮みやが迫ったところで降伏して、一戦も交えずに国へ帰るよ」

　チドリを明け渡し、安全な国元まで後退すれば、スズマの側に大きな痛手はない。

　一見、大国の力を示し、無血の勝利を得たシンセン側だが、実際はかなり苦しい面を持つ。

「三万分の軍費、気が遠くなるな」

　テンの言う通り、一万のスズマに対して三万のシンセンは莫ばく大だいな人員故ゆえに予算を使う。

　その上で、チドリを無傷で取り戻したとしても、別にシンセンの新しい領土が増えるわけではない。勝っても増収など見込めないのだ。

　対する真しん都と同どう盟めいは元々が市民団体であり、営利団体ではない。その多くが無む償しようで動く有志なのだ。スズマ側は正規兵以外には、人件費が掛からない。

　金銭だけで考えれば、シンセン側は圧倒的に損そん失しつが多い。

「それがスズマの狙ねらいかな」

　大国を消しよう耗もうさせる戦術だが、宮みや姫ひめまで出したならば危険な話である。

「仕方無しだろう。大たい師しが倒れて一宮への怒りが沸ふつ騰とうしているんだからよ」

　成り行きで始まった戦い。

　それを最大限に活いかそうと、二にの宮みやスズマも一宮シンセンも動いていた。

「大師暗殺、僕の仕し業わざとも噂うわさされているよ」

「あっ、俺おれもそう思う」

「やだよ、そんな野や暮ぼなやり方」

　トエル・タウが真都同盟を嫌っていると、ちょっとした者ならば誰だれもが耳にしていた。

　そのためか、七なな宮みやのトエルが大国同士を争わせるために策を弄ろうしたと、一部では事実のように語られていた。

「本当は歳としだからぶっ倒れただけだろう？　隠さないとまずいから暗殺未み遂すいになっている」

　大師がただ突然に倒れただけでは、この過渡期に思わぬ傷を負って戦いをしなければならなくなるのがスズマだ。だから、暗殺未遂となっている。

　これならば、他国の謀ぼう略りやくであると公言出来て、真都同盟の体制維持が容易に叶かなう。むしろ、傷つけられた大師のためにと組そ織しきの団結が高まる。

　相あい棒ぼうの言葉に頷うなずく小こ柄がらな軍師だが、はっきりとは言えないと表情が曇くもる。

　元々、真都同盟の大師は支援者達の前以外には姿を見せない人間だった。

　他国の要人と会うことはあっても、招くにしろ招かれるにしろ、多くの支援者に囲まれて行動する人物だった。

　実際、関係がない人間には関係がない人間だから、実像が誰だれにも分からない。

　ある意味では、祭り上げられた宮姫達より正体が見えない。世の中には、時にそんな人間がいる。

「これも策略かもね」

「ん？」

「高こう齢れいの指し導どう者しやは昔ほど動けない。だからさ、倒れて人の気を引く」

「謀はかっているのかよ」

「忘れられるのを恐れる人間は何をしでかすか分からないよ」

　病やまいや名めい誉よの負傷を使うことで、動けぬ身でありながら、その存在と健在を逆説的に世に示す。

「そいつを調しらべようとすれば、二にの宮みやスズマの本ほん拠きよ地ちに踏み込むしかないわけだが」

「一いち宮みやシンセンですら踏み込めないね」

　別に戦力的な意味だけではなく、法的にも、床とこに臥ふした一国の指導者をどうこうするのは無理が多いだろう。

「二宮姫ひめを倒せばどうだ？」

「一宮がそうしてくれると助かる」

　スズマの大たい師しは翡ひ翠すい姫の祖そ父ふである。孫娘を捕らえて聞き出せば、多くのことが明白になるかも知れない。だが、難むずかしいと二人ふたりして肩を竦すくめる。

「問題は一宮の姫か」

「二宮を潰つぶすより、四都同どう盟めいの方が問題と思っているようだ。多た分ぶん、あの姫は今回は出ようとはしない」

「狙ねらうとしたら、どこだ？」

　四都同盟に横よこ槍やりを入れるとすればどこからか、問いかけられたトエルは笑った。

「僕なら再び黒こつ騎き団だんをツヅミに南下させる。ツヅミに黒こく曜よう姫ひ殿でん下かを置くことでシンセンによる直接統治への足がかりにするよ」







「おそらく、ツヅミ入りをあの姫は狙ねらいます」

　翡翠姫は泉に身を浸していた。

　冷たい水は恐こわいくらいに澄すんでいて、静かにその姫の下半身から熱ねつを奪うばって行く。

　薄うすい襦じゆ袢ばん一枚だけを着込んだ翡翠姫の足元には繊せん細さいな砂が広がり、水の流れに僅わずかに揺れていた。

　泉の深さは姫が立つ中心部でも、その腰ほどで深くはない。浅い泉が広く広がり、淀よどみない湧わき水みずの流れに水面みなもを揺らしている。

　冷た過ぎる水温のため、あまり生き物がいない泉は静せい謐ひつな佇たたずまいで、目に見える範はん囲いで、そこに生きているのは翡翠の姫だけだった。

　本ほん陣じんがある社しや殿でんの傍かたわらには鎮ちん守じゆの森があり、そこにこの泉があった。

　西せい方ほう山脈は北へ行くほど東に流れ、この東とう和わの中心地帯からもよく見える。そこでの雪が夏には地下水となり、遠く離はなれたこの地に清水となって現れる。

　こうした泉特有の清涼な光景は、東とう和わの人々には霊れい的てきな想像をさせる。祭霊が宿ると、人々は泉と、その恵みで生まれた小さな緑りよく林りんを奉ほうじた。

　チドリの社しや殿でんは、この泉のためにあると言ってもいい。

　そして、その泉で身を清めることが許されるのは、長い修しゆう練れんを積つんだ神僧と呼ばれる者達と、東和の巫女みこである宮みや姫ひめ達だけだった。

　水に濡ぬれて透すけた肌着だけの姿。

　付き従い、泉のほとりで正座する侍じ女じよ達も、不ぶ躾しつけな視し線せんを向けぬよう目を閉じている。

「そうさせぬために、手は打ってありますが万が一もあります。そうなってもいいように、ツヅミへの配はい慮りよは強めましょう」

　この場に幹部達はいない。

　ここでの言葉は、控えて俯うつむく侍女達が伝える役目にある。

　東和の副都を自認するスズマだから、他ほかの姫達よりも指し導どう者しやとしての役割が大きい姫の側そばに控える者は、侍女一人ひとり一人までが高い教養と優すぐれた手腕を持つ。

「理解出来ないのは七なな宮みやの将しよう軍ぐん達です。この時期にツヅミから手を引けば一宮が動くのは危き惧ぐ出来る話。ここで四都同どう盟めいなど急ぐ必要はないでしょうに」

　この姫は一人で語り、自答することが多い。

　独どく裁さい者しやは誰だれにも相そう談だん出来ない。自らの覚悟で物事と向き合わなければならない。価値は自分で見つけ自分で決める。

　それが民衆から選ばれた指導者としてのあり方だ。

　これが出来ない人間には独裁権を持つ資格がない。

　人々に認められ、その支持を受けて一人だけで判断を下せる者だけが、民衆と共にある真の指導者なのだろう。

「四都同盟の成立を急ぐ理由。一いち宮みやと我われ々われが争う隙すきをつくのを優ゆう先せんさせたか、あるいは一宮にツヅミを献けん上じようでもする気か」

　やってきた一宮にツヅミを無血で譲じよう渡として、それを引き替えに四都同盟や自分達の独立の地位を約束させる。

　その考え方もあった。

　七宮カセンの府ふ中ちゆうは、暴ぼう走そうする将軍達を疎うとんじている。彼らの野心が周りからは邪じや魔ま扱いで、ツヅミから手を引くしかないのかも知れない。

　しかし、集められた伝でん聞ぶんでは、七宮側にはそれほど切迫した様よう子すが見えない。一宮もそうした密約がある様子がない。

「今は見えない。それは私だけではないか」

　手を水面みなもに伸ばして、波紋を作る。

　透明な水面に、曇くもり空ぞらから僅わずかに差し込んだ陽ひ射ざしが光を反射する。

「いいでしょう。裏読みし過ぎぬよう、ここは自分の居場所を大事にしましょう」

　禊みそぎの泉、禊ぎの時だった。

　小さな水音を立てて、冷たい水の中を歩く。

　足元で水の流れが盛り上がる感触。

　砂を巻き上げる湧わき水みずの中心が、細い足のすぐ先にあった。

　静かに、翡ひ翠すいの姫ひめは身体からだを折り曲げ、水面のそこへ片手を伸ばす。

　深い深い冷たさが、その指先に触れた。







　鳴なり響ひびく音ね色いろは高く澄すんでいた。

「うわぁ」

「七なな宮みやっ！」

　間抜けな声を出してしまったから、常磐ときわ姫ひめに怒られた。

　慌ててお姫様らしく口を閉じて背筋を伸ばすけれど、遅かったから双ふた子ご姫達にも笑われた。

　ああ、お姫様を長くやるのは難むずかしいな。

　色とりどりの風ふう鈴りんが風に揺れる中、私達は歩いていた。

　三本竹の意い匠しようを使う三さん宮みや常磐姫に合わせたのだろうか、青空の下で歩く私達の左右、朱しゆ色いろに塗られた竹たけ竿ざおが並び、その枝に短たん冊ざく付きの風鈴が揺れていた。

　枝が折れぬよう、薄うすく焼き上げられた陶とう器きの風鈴。

　長くは使えないだろう薄焼きが、脆もろさを感じる澄んだ音を立てて、それがどこまでも続く感じで耳に残る。

　短冊には色紙が使われていて、紙業が盛んなカセン産を私に合わせて使ってくれていた。短冊の色は、緑みどりと水みず色いろが交互で、それぞれの姫ひめ色いろに似せてあった。

「カセンでは玻は璃りの工房が作られたと耳にします」

「硝子ガラスの風鈴はまた音が違いますよね」

　浅あさ黄ぎ姫と萌もえ葱ぎ姫は肩を寄せ合い微笑ほほえむ。

　玻璃細ざい工くは異国流れの技法だ。

　東とう和わでは広まり始めで、裕福な都会のお屋や敷しきでしか使われない。

　双子都市ではまだあまり使われていないのか、こちらに来てからは見かけていない。

「ツヅミが争っていました。そちらとの商あきないは滞とどこおりがちです」

「一いち宮みやと二にの宮みやにも工房がありますが、どちらとの商いも慎重になりませんと」

　どちらから仕入れても、何かと都合が悪そうだ。それで、そうした品が手に入りにくいのだろう。

「見せたい物はこれでしょうか？」

　よく手入れされた緑の庭園を四人で歩いて、私達を出迎えた風ふう鈴りんの小こ径みちは素す敵てきだった。

　綺き麗れいで、優やさしい光景。

　常磐ときわ姫ひめと私を大切に迎え入れてくれたと感じられる。

　だけど、何だか恐こわくなる。

　世の中はきっと動いている。

　ここにいない二人ふたりの姫、テン様もトエ様もそうだし、七なな宮みやの府ふ中ちゆうやツヅミの内部でも何かあると思う。

　そう思えば、この優し過ぎる光景が恐くなる。

　揺れる風鈴の向こう、ちょうど北西の方角、シンセンやスズマがある空に雨雲が広がっているのが見えた。

　こうして集つどっているのが、外から見れば何も意味がないような気がして、もしかして場違いなことをしているのではないかと思えて、手足に力が入りにくい。

「いいえ、私共が出会えたこと」

「その証あかしを見せたいと思いまして」

　お二人は小径を先へと誘い、常磐姫と私は続く。

「つまらん物なら怒るぞ」

　常磐姫が風鈴に目を取られながら、連れ立つ背中に声を掛けるが、返事は軽い笑え顔がおだけだった。

　人払いされた小径、三人の姫達について行く私は、やがて、高く伸びる鉄塔を道行く先に見つけた。

　私達が来るのを待っていたのだろう。鉄塔の下に控えた衛えい兵へいの方々が、何やら大きな布地を抱えて作業するのが目に入る。

「あちらです」

　立ち止まる二人の宮みや姫ひめが、声を揃そろえながら私達に振り返る。

　その先で布地が鉄塔の先に引き上げられ、緩ゆるい風にたなびく。

　旗だと知れた。

　五いつ宮みやと六むつ宮みや、三さん宮みやと七宮、その四つの宮都市の飾り文字が染め抜かれた朱しゆ色いろの旗。

「本当は手の込んだ物を用意したかったのですが」

「急ごしらえで申もうし訳わけありません」

　掲かかげられた旗がはっきり見えるには風が弱過ぎて、それを予想していたお二人が、どちらからともなく絵巻物を手にして、並んで立って広げてみせる。

　旗の図案なのだろう。

　四都同どう盟めい旗と下方に書き込まれた絵に、淡あわく彩さい色しきがされている。

　幟のぼり用ようの図案も隣となりに描かれており、こちらは四人の姫の色で四種類もあるようだ。

「ほう、これは思いつかなかった」

　常磐ときわ姫ひめはこの提案は考えていなかったようで、しきりに感心していた。

　私はトエ様にこうした話もあるかもと言い含められていたので、そんなに驚おどろきはしなかったけれど、こうして目にすると胸に来る感じがした。

「私共は双ふた子ご都市で同どう盟めい旗を普ふ段だんから用いていました」

「これからは、その旗をこうして変えて行きたいと願ねがいます」

　これは素す敵てきなことだと思えたから、私も頷うなずいた。

　何かお姫様らしい言葉をと思ったけれど、ここまではあまり用意していなかったので、どう言えばいいのか少し考えに詰まった。

　上手うまいことを上手いことをと考えていると、絵巻物を覗のぞき込んでいた常磐姫が身を乗り出して唸うなり始めた。

「この筆ふで遣づかい、この色遣いに見覚えがある。高名な絵師の物か？」

　言葉の割に、何か警けい戒かいのある口く調ちようで、私と双子姫は首を傾かしげる。

「ええ、サイ家の紹介で出入りの絵え描かきさんが描いてくれました」

　そう浅あさ黄ぎ姫が口にすれば

「何でも、ツヅミで活かつ躍やくされ将来を嘱しよく望ぼうされる方だそうです」

　萌もえ葱ぎ姫が笑え顔がおで続ける。

　はて、何か、覚えがあるような無いような。

　それに、どうして、常磐姫は難むずかしい顔をしているのだろう。

「会ったのか？　お前達はその絵描きに？」

「ええ、肖像画を描いて貰もらいました」

「今度、お見せしましょうか？」

　私を置いて、三人の姫様達がやりとりしている。

「その者はどんな奴やつだ？」

「大変、楽しい方ですよ」

「ええ、何でか知りませんけど、足首がどうとかおかしなお話を沢たく山さんしてくれました」

　うわぁ、常磐姫がすごい苦にがい顔をしている。

　どうしたのだろう。とても淡あわい色しき彩さいのこの絵は親しみやすくていいと思うのに、何だか雲行きが怪しい。知り合いの絵描きさんの絵みたいで私は好きなんだけど。

「いや、是ぜ非ひ、この絵描きに三さん宮みやからも仕事を頼みたいと思ってな。それで、この者はこの辺に滞たい在ざいしているのかな？」

　何でだろうか、常磐姫が無理に笑っている。

　不ふ思し議ぎそうに二人ふたりの姫は顔を見合わせてから向き直り、いつものように柔らかい笑顔をする。

「いえ、旅立たれました」

「何でも、大都会一いち宮みやシンセンで一旗揚げるとか」







「だからさ、世の中、噓うそばっかなんだけど、僕は地道にここまで腕一本でのし上がったわけよ」

　地べたに広げた絵巻に向かう背は、かなり細い。

「いやあ、ここまで来るのに苦労したよ。薄はつ幸こうの芸術家を襲おそう試し練れんの連続でしたって感じ！」

　細っこい少年は絵筆を振り回しながら、熱ねつ弁べんを振るう。

「これが双ふた子ご姫ひめ！　どうだい、すげえ可か憐れんだろう」

　どうだいと即そつ興きようで描き上げた絵巻物に、若い男達が群がる群がる。

　街酒場の並ぶ大通りの片かた隅すみで、お手製の幟のぼりをあちこちに掲かかげた絵え描かきの名前はエヅ・ヨウトと言うらしい。

『幻の画が伯はくエヅ・ヨウト　シンセン初お目見え』と、その幟に大たい書しよしてあるのだから、多た分ぶん、間違いないだろう。

「いやさあ、新しん興こうのカセンで展てん覧らん会かいもやったんだけどね、戦火に焼かれて、それゃ、散さん々ざんだったよ。だけどね、やっぱり見る人は見る目があるんだ。有力者がどんどん支援してくれて、おかげで東とう和わの宮みや姫ひめ達を何人もこの目にしたわけよ」

　本物の宮姫達を、その目で見てきた旅の絵師として、彼は人気を得ていた。

　書き殴ったような姫ひめ絵えですら、飛ぶように売れて、街角の王者となる日も近い。

「この調ちよう子しでシンセンでも有名になれば、一宮の姫様にお目通りが叶かなうかも」

　群がるお客に笑え顔がおを振りまきながら、エヅは夢想する。

　目指すは東和七姫完全制せい覇は。

　最大の難なん題だいである一宮姫さえ抑えれば、後はなんとでもなる。背中しか見たことのない七なな宮みやの姫には、そのうち会えると、その将しよう軍ぐんや軍師と約束がある。お側そば付きの子供達とも仲良くなっているので、ツテは充分だ。

　残るは二にの宮みや姫だが、あちらは民衆の前によく姿を見せる人ひと柄がらだ。そう難むずかしくはない。

　まずは先立つ物をと、絵描きのエヅは言いたい放題言いながら、やりたい放題に描いた。

　何せ、好き勝手に描いているので手が早い。その軽快さが受けて、とんとん拍子に上手うまく行く。

　落ちぶれたりとはいえ、ここは天下の一宮シンセン都市だ。

　街行く人の数はツヅミでさえ遠く及ばず、財さい布ふの中に眠る財貨も他都市に比べて多い。

　大都市に生きる若者によくあるように、この街に生きる若者には好こう事ず家かが少なくない。

　大枚を持っているわけではないが、彼らは好きな物には気前がいい。一度、名を上げた街角絵師は多くの顧こ客きやくを得る。

　もはや、新進の絵え空そら師しとしてエヅ・ヨウトの地位は不動となりつつある。

「うひゃあ、上手うまく行き過ぎて恐こわいわ、うひゃひゃひゃひゃ」

　硬貨の山を前に大笑いして、それから集まる客を改めて見渡す。

　周りだけではなく、かなり離はなれた裏通りにも彼を窺うかがう人ひと影かげが見えた。随ずい分ぶんと厳いかつい大男達で、そこまで客層が厚くなったかと思うと絵え描かきのエヅは嬉うれしくなった。

　やがて、曇くもり空ぞらが泣き出して、雨が降り始める。

　小こ雨さめだったが、これでは絵が濡ぬれると客が散り始める。

　こちらも慌てて画材を片づけ始めながら、エヅは上じよう機き嫌げんで鼻歌を歌う。

「へへっ、待ってろよ」

　竹たけ駕か籠ごに荷物を纏まとめた少年は、眼まな差ざしを雨空の向こうへ向ける。

　東とう和わのどこよりも豊かで緻ち密みつな街が広がり、重なる屋根の先。

　視し線せんを高く固定すれば、そこに天を衝ついた構造物がある。

　雨空にくすんだ光景に、霞かすみがかった灰の色。

　高く遠く、そびえる塔があった。

　それを囲む館やかたの数々と、豊かな庭園の木々を従える、この旧王都シンセンが誇る白はく亜あの城。

　シンセン城。その奥に東和七なな姫ひめの長女が君くん臨りんする。

　七姫の中で一番、美しいとも時に噂うわさされるが、ほとんど人前に姿を見せないことから、四しの宮みや姫にその地位を奪うばわれた黒こく衣いの宮みや姫ひめ。

「天下は俺おれの物だ！」

　拳こぶしを突き上げて、そこまで行くと心に誓う。

　黒くろ姫ひめの足元まで来たと、手て応ごたえがあった。

　そして、背後で不ふ穏おんな足音がした。







　曇り空は小雨へと変わった。

　黒帽子の姫は、シンセン城の高い塔の見晴台に立っていた。

　かなり階段を昇らなければならないため、あまり誰だれも利用しない場所だった。

　物好きな部類に入るこの姫も、まず滅めつ多たに昇らない。

　ここを訪れるため、この姫にしては軽かろやかな姫装しよう束ぞくだったが、それでも、黒くろ綾あやの夏なつ衣ごろもは東和のどの姫よりも凝こった意い匠しようだった。

　背後に控える騎き士し達の軍服姿が、ひどく慎つつましく見える立ち姿。

「ここからなら、シンセンは見渡せます。ですが、戦地までは見えませんね」

　東南よりには比較的平らな土地が見えるが、それでも起伏の先は白っぽくなって小都市チドリがあるとは判別出来ない。

　ただ、そちらに向かう軍の支援物資を積つんだ隊列が、遠く伸びる街道に見て取れるだけだ。

　東とう和わ一いち宮みや黒こく曜よう。その名を持つ姫ひめは、遥はるか遠くから身近な範はん囲いに視し線せんを落とす。

　広大な敷しき地ちを持つ高台にあるシンセン城とその周辺に広がる有力者達の邸てい宅たく、軍の施し設せつ、それを囲んで発展した街の広がり。

　行き交う人々があまりにも小さく見える高さと距きよ離りで、黒い姫は帽子で雨を弾はじく。

　歪いびつな螺ら旋せん状じように開拓された街並みは広い通りを発ほつ端たんに、邸宅を構える貴族達、軒のきを連ねる商家、市民達の住まいへと繫つながって行く。

　以前、クロハという少女が見下ろしたツヅミの光景とは桁けたが違った。

　一つ一つの建物の規き模ぼが、通りに連なる店の数が、行き交う人々の流れが、全すべて数倍に大きく多い。

　商都として栄えたツヅミで最大の大通りと同程度が、シンセンには十以上もある。

　居住する人々の数もツヅミどころか、東和の半分近くを占めると公称される。

　この街に東和各地から多くの人々が物産が集まる。

　食べるために仕事を求め、夢を見て、どれほど多くの人々がこの地にやってきて、そこで呼吸しているだろうか。戦場となったチドリからも、この大都市に憧あこがれ、やってきた市民も多い。

　強い風が吹き、黒帽子が飛ばぬよう、黒曜姫はその頭を押さえる。飾り細ざい工くと、長い髪が揺れた。

　姫の傍かたわらでは、雨にも負けず旗が強くたなびく。

　一宮シンセンの飾り旗。

　王室仕様の特別に作りが高価な旗がたなびく中、一宮の称号を持つ姫は己おのれを掲かかげた街の広さを、ただ静かに見下ろしていた。
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　　　四節　クラセとマキセ







「七なな宮みやはあの姫ひめ達をどう思う？」

　顔合わせの夜、晩ばん餐さん会かいが終わった後で、常磐ときわ姫は私に問いかけてきた。

　星の夜を天頂に、切り絵細ざい工くを用いた灯とう籠ろうが並ぶ庭園の一角。

　迎えに来た衣い装しよう役やくさんと、そのお手て伝つだい役のヒカゲさんを建物の壁かべ際ぎわへ待たせた私は、常磐姫と二人ふたりだけで灯籠が作る薄うす明あかりの中に立っていた。

「とても心こころ根ねの優やさしい方々だと思います」

　私が知る宮みや姫ひめの中で、一番、穏おだやかで柔らかい方々だった。

　正直、姫装しよう束ぞくが入れ替わってしまうと、どっちがどっちだか区別出来なくなって困るのだけど、不ふ思し議ぎな感じがして楽しかった。

「まあな、それはその通りだ」

　常磐姫は腕組みをして、この方らしく他所よそを向く。

「四つの宮が揃そろう夜会が滞とどこおりなく行われました。これは東とう和わにとって意味があると思います」

　四都同どう盟めいは順風であると、世の人々に示せると思う。

　きっと、トエ様がやるように、サイ家のハルセさん達がその話を全土に広げるのだろう。

　そのために、私はここまで来たし、常磐姫もそうだと思っていた。

　なのに、この方は何かご懸け念ねんがある様よう子すで、私は首を傾かしげてお言葉を待ってみる。

　常磐姫は切り絵細工が貼はり付けられた灯籠に視し線せんを向けていた。

　陽ひが落ちて時が過ぎた夜色に、小さな灯籠が点在する庭園。

　姫二人ふたりで、淡あわい灯あかりを発する光の箱を見つめる。

「これはな、ここだけの話だ」

　影かげを背負う常磐色の姫装束が、ひっそりと言葉を紡つむぎ始める。

「四都同盟は、本当は我わが三さん宮みやと四しの宮みやの連合が進める計画だった」

　淡たん々たんとしたお声に、私はただ耳を澄すませる。

「七なな宮みやカセンを従えた我われ々われの同盟が、やがて、ここまで手を広げる。ここには、私と琥こ珀はくが来る予定だった」

　それが、私との道行きになった。

「お前に不満があるわけではない。だがな、この世の流れは何だろうな」

　誰だれもこうなるとは思っていなかったのかも知れない。この姫達の集まりを明らかに画策していたのは、多た分ぶん、私がよく知るあの方々だけだった。

「あいつら、ここへ向かっているな」

「はい」

　問われた気はしなかったけれど、静かに答えてみる。

「双ふた子ご共はな、四都の繫つながりが大国への牽けん制せいになると信じている。いや、そう願ねがっているのか。我わがナツメはそれを足がかりに国を立て直す」

　私の知る限り、そのお言葉に噓うそはない。

　トエ様だけでなく、テン様もそう言っていたから、そうだと思う。

　あのお二人ふたりは平気で噓をつくけど。

「あいつら、どうする気だ？」

　やっぱり、そう来たか。どう答えたらよろしいのか、ちょっと困ってしまう。

　結局、思いつくまま答えるしかないと思った。

「大国に喧けん嘩かを売るおつもりです」

　天下を取りに行く。そう言われた冬の日を思い出す。

　あのお二人は、一度もあの言葉を撤てつ回かいしていない。悩む様よう子すも全然見えない。

「介入する気か、一いち宮みやと二にの宮みやの争いに」

「どうするかは知りませんが、二国に振り回される東とう和わのあり方を潰つぶしたいとお考えです」

「羨うらやましい」

「はい？」

　何か、今、どう答えていいか分からなくなった。

　私が言葉を失っていると

「無む邪じや気きに天下に逆さからえる気き概がいがな」

　常磐ときわ姫ひめは薄うすく笑えみを作る。

「私達の誰だれも本気で天下を狙ねらっていない。東和各都市は、シンセンが落ちぶれた時に独立と覇は権けんを口にした。口にしなくても、そのそぶりを見せた。だがな、どいつもこいつも時世を窺うかがうと成り行き任せだ」

　それが許せなくて、この方は武家の誇りに拘こだわるのだろうか。

「なのに、お前は一人ひとりでここまで来たな。何なに故ゆえだ？」

　やっと、答えられそうな問いかけをされた。

　だから、私も微笑ほほえんでみる。

「好きにしていいと言われました。あの方々抜きで東和の平和を望むなら、それでもいいと」

「随ずい分ぶんと剛ごう毅きだな」

　何だか呆あきれた横顔。

「多た分ぶん、私がどう動こうと、その先を、あの方々は動かれています」

　追いつけるだろうか、小さな頃ころ、手を伸ばした背中に。寄り道したり、考え込んだりして過ごす私の足で。

「好きか、あいつら？」

「はい」

　笑って頷うなずけば、ふんっと笑われた。

「私は好かん。だから、あいつらには会いたくない」

　そう言って、常磐ときわ姫ひめは私の方に顔を向け、同じようにした私と目を合わす。

「ここから少し距きよ離りを取る。いいか？」

　この人も好きだ。この生き真ま面じ目めな顔。

「お心づかいに感かん謝しやします。そちらもお気を付けて」

　向き合って少しして、二人ふたりして噴ふき出して笑った。

「上手うまく行かないな、あの仲良し姉し妹まいのようには」

「本当に」

　いつの間にか、あの双ふた子ご宮みやのように言葉を紡つむごうとして、全く上手く行かないで、それで二人して笑い合う。

　そんな私達を、切り絵灯どう籠ろうと遠巻きに待っていてくれる方々が見守ってくれた。

　そんな夜が深くなっていった。







　三日経たった。

　その間に戦局が動いていた。

　小都市チドリを包囲する一いち宮みやシンセン軍は二万を超えた。

　都市の市民を護まもると陣じん取どる二にの宮みやスズマ軍は、翡ひ翠すい姫を中心に防ぼう御ぎよの陣を敷しき、これに対抗した。

　突とつ貫かんではあるが、近くの森林から丸太が切り出され、瞬またたく間まに砦とりでが作られるのは、チドリの市民達の協力があったからだ。チドリ側のシンセンへの不満は強く、そして、スズマ側からの資金提供も滞とどこおりなく行われたため、そうした行為は迅じん速そくに行われた。

　何よりも、真しん姫ひめその人がこの地に現れたのが、人々に特別な想おもいを抱かせている。

　真しん都と同どう盟めいスズマは本気であり、この戦いが特別な戦いくさだと誰だれもが口にする。

　そして、住民達への支援物資もスズマから無む償しようで行われていた。

　急速に、人心はスズマ側へと傾いていた。

　その噂うわさがシンセン領土内に飛び火し始めたのが、包囲陣を敷くシンセンの東とう方ほう方面軍指揮官を苛いら立だたせ、包囲を強化しようとする。

　物資の輸ゆ送そう路ろを抑えようと後方に回り込もうとした一軍が、それを待ち受けていたスズマの遊ゆう撃げき隊たいと交戦。

　これに、スズマが大勝したのが、大異変となる。

　歴史的勝利とスズマ側が叫び、東とう軍ぐん殿どのと俗に言われるシンセンの将しよう軍ぐんは色を失った。

「これでは諸しよ公こうに何を言われるか分からん」

　壮年の将軍は野営地の本陣で吐き捨てた。

　東軍の長おさである彼は、シンセン軍の中では意欲的な活動家だった。

　シンセン都市四方の方面軍、その中で二にの宮みやスズマ都市を相手にする東軍の指揮官こそが、一番、割の合わない重責を受け持つ。

　故ゆえに、この役割を担になう者は、シンセン軍内部でも実力が問われる。

　他ほかの方面軍の将軍達より、幾らか若く、能動的な彼だが、この状況は想定内でありながらも手に余る事態だった。

　想定外な戦いではなかった。

　長期の対立が招いた結果である。誰だれもが、こうした対決をどこかで想定していた。

　だが、想定通りに戦えはしなかった。

　向こうもこの戦いを想定して、相応の用意をしていた。

　三万の軍を集めるのに時間が掛かり過ぎていた。演習では迅速に集められるはずの頭数が揃そろえられない。おそらく、兵が集めにくくなるよう真しん都と同どう盟めいの裏工作が行われていた。

　軍費も足りてはいたが、充分とは言いい難がたかった。議ぎ会かいが予算を渋しぶっているのは、スズマを甘く見ているだけではなく、スズマと内通する官かん僚りようも多いからだ。

　シンセン軍としては大国である以上、負けるはずがないと兵達の緊きん張ちよう感かんが弱くもあったし、初戦でそこを衝つくことが大切と、あちらも知っていた。

「次は必ず隙すきは見せません」

「当たり前だ」

　布ふ陣じん図ずを囲む幕ばく僚りように冷れい淡たんに返答する将軍。

　兵達はこれまでの戦いで、これが今までの鞘さや当あてではないと知った。これからは、安定した戦せん闘とうを行うだろう。だが、二度も痛手を負ってから気がつくのでは遅かった。

　この失態が東とう和わ全土に知れ渡れば、シンセンは笑われて、真都同盟は活気づく。それだけで、指揮官としては苦しい。

「四都同盟にまで調ちよう子しに乗られるぞ。このままでは」

　描かれた布陣図の外に繫つながる街道は、辿たどって行けばクラセやマキセに続く。そちらの方にまで、ここでの戦いは影えい響きようを与える大きさがあった。

　そして、これだけは全く想定外だったのが、あちらの異様なまでの士気の高さだった。

　気迫と言った方がいい。力強さとねばり強さを兼ね備えて動く。

　正直、同じような装備で同等の兵力では、シンセンの方が苦しくなるほどだった。

「あやつらは憎しみの力が大きいのでありましょうか」

　副将に言われて頷うなずくが、腹が立つと将しよう軍ぐんの顔が歪ゆがんで

「言われもない謀ぼう略りやくの容よう疑ぎなど知るか」

　苦にが々にがしく吐き捨てる。

　大たい師しを傷つけられた恨みと、あちらの兵達が叫ぶのは聞こえていた。だが、そんな証しよう拠こはないし、少なくとも彼らはそんな謀略に荷か担たんしていなかった。

　もし、大師を亡き者にしようとした者がシンセン側にいるなら、政治家達や貴族の輩やからだろう。

　その可能性はあるが、大きいとはここにいる誰だれも思っていない。

　隣りん国ごくであるスズマはシンセンの政治家や貴族達とも、何らかの繫つながりを持つと、少しでも国政に興きよう味みがある者ならば誰もが知っている。

　隠れ真しん都とと呼ばれる真都同どう盟めいの一員が、シンセン政府内部にも多いのだ。そうそう、隣国の要人暗殺といった謀略は多くはない。

「では、やはり、敵方の背水の陣が大きいと考えます」

　他ほかの者の意見が、この場にいる者達の総意に近かった。

「二にの宮みや姫ひめか」

　大師の孫娘が陣頭に立ち、不退転の決意で兵達の前に姿を晒さらしている。

　これが、兵達にどれほどの活力を与えるか。将軍としても考えるだけで嫌いやになる。

　掲かかげる宮みや姫ひめを守しゆ護ごするため、スズマからも人と物資が莫ばく大だいに動くだろう。

「やはり、我わが方ほうも要人の方に鼓こ舞ぶして頂かなければなりません」

　だが、一いち宮みや姫は動く気がないらしい。むしろ、軍としては、これ以上、宮姫の権威を上げたくないという思おも惑わくがある。

　王室にも宮姫にも、飾りでいて欲しいのは政治家達も同じだ。

　その方面からの圧力も考えれば、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かの出馬は願ねがうことが叶かなわなかった。

「宮姫にご足労は掛けられまい。ここは我われらだけで何とかしなければならない」

　数では勝っている。増援も時間は掛かるが集まる。

　結局、戦いは自分達がやり遂げるしかない。

　そう結けつ論ろんが出る中、将軍は本ほん陣じんの陣幕の端に立つ男に視し線せんを向けた。

「そうであろう、査察官殿？」

　棘とげのある物言いに動じず、声を掛けられた男は姿勢を正して軍式の礼を取る。

「お言葉ながら、我が隊は視察のために派は遣けんされました。査察の権限はありません」

　軍ぐん装そうにしては華か美びな黒服姿で、青年将校がそう告げる。

　若い男だ。精せい悍かんな顔つきと肩幅のある体格が黒の軍服を映はえさせている。

　黒くろ騎き士し。

　東とう和わ一宮姫の親しん衛えい隊たいに所属する者だと、異質な軍装が教えていた。

「では、騎士殿どのはどうお考えかな」

「我わが姫ひめは争いを望まれません。私共、遊ゆう撃げき隊たいはシンセン領内の争いを姫ひ殿でん下かにお伝えするため、そして、二にの宮みや姫が降こう伏ふくする時のため、ここへ派は遣けんされただけです」

　黒こつ騎き団だんは公式には派兵されていない。

　ここに送り込まれた遊撃隊は、この青年を入れて僅わずかに四名である。小隊と呼ぶにもささやかな数だった。

　王室への報告が主任務であり、戦せん闘とうを担当する権限は持ち合わせていない。

「あちらの降伏か」

　苦にがい顔をする将しよう軍ぐん。

　もし宮みや姫ひめのような要人が降伏するならば、親しん衛えい隊たいのような格式を持つ一団が、それを迎えるべきであると、シンセン議ぎ会かいからは指示が出ている。

　その可能性は少ないと、居並ぶ者達の誰だれもが苦笑する。

　客として扱ってはいるが、親衛隊は軍からは疎うとまれている。精せい鋭えいではあるが、泥どろ臭くさい戦場を駆け回るのではなく、姫だの王室のために戦う浮いた存在だったからだ。

「重ねて訊きくが、貴官はこの戦いくさをどう思われる？」

　試す問いかけに、黒くろ騎き士しは不動の姿勢を崩さない。

「東とう和わを乱す輩やからを成せい敗ばいする戦いと認にん識しきしています」

「二宮の造反をか」

「はい、彼らは自治権を与えられておきながら増長する忘ぼう恩おんの徒とです」

「向こうは自力で獲かく得とくした自治権と思っているのだろうがな」

　直ちよつ轄かつの騎士から一いち宮みや姫の公式見解を得て、将軍は頷うなずく。

　こちらにはこちらの正義と名分がある。負ける理由はないと周囲も同意の顔をする。

「貴公らは親衛隊の名に傷が付かぬよう、心がけて随ずい伴はんしたまえ」

　やがて、作戦会議が終わり、それぞれが持ち場へと散り始める。

　陣じん幕まくの端に立っていた騎士の背後、人の動きがあった。

　陽ひの光を受けて布越しに浮かぶ、人ひと影かげのくすんだ色。

「何だ？」

　振り返らずに、直立のまま黒騎士が問いかける。

「二宮が動きました。我が方、左さ翼よくの出城を襲しゆう撃げき」

　後方で、目上の者に対する簡かん単たんな報告が上がった。

　その一報が他ほかにも届いたのだろう。

　散り始めた将軍とその幕ばく僚りようが慌ただしくなるのが、黒騎士の目に入り始める。

　また、この本陣に人が集まり始める。

「けっ、ついに自分達から攻めてきたか」

　背後に控えるのが、自らの配下だから、高級将官達と接していた時と違い、黒騎士の言葉が粗そ雑ざつになる。こちらが地なのだろう、表情も若者らしく崩れ始める。

「三度も遅れは取れん。将しよう軍ぐん達も総力で対抗するぞ」

　今度は大きな戦いくさとなる。

　この攻防に後れを取れば、シンセン軍は苦しい立場になる。

「それが、内通があったようで」

「やめろよ、馬ば鹿か」

　後方からの報告が終わるより早く、行き交う幕ばく僚りよう達が怒りの様よう子すを見せるから、その先が予想出来た。

「出城は開城。お味方は総崩れで敗走しております」

「だあっ、目も当てられないな」

　目を閉じて苦く渋じゆうの顔をする黒くろ騎き士し。

「ご指示を　遊ゆう撃げき長ちよう殿どの」

「二にの宮みやの動きを探れ。出城の占せん拠きよはない。一時撤てつ退たいしているはずだ」

「はっ」

　後方から人ひと影かげが去った。

　一人ひとり、遊撃長の役やく職しよくを持つ騎士は頭を搔かく。

「遊撃隊ったって、小隊にも満たない数でどうしろってんだ。うちのお嬢じよう様さまは」

　ぼやいてから、将軍達からお呼びが掛からないのを確かく認にんして、困り顔の騎士は踵きびすを返した。

　愛馬が待つ馬小屋の方角へと。

「しゃあねえな、俺おれも行くか」

　最後まで、ぼやきながら。







　燃もえさかる炎が、出城として使われていた古い城じよう塞さいを包み込んでいた。

　築ちく百五十年の荒こう城じようで、観かん光こう地ち扱いになっていた建物だったが、よく使用に耐える外観は残していた。

　その中に五百人ほどのシンセン兵が詰めていたが、内部で造反の動きが生まれた。

　元より、この地に駐ちゆう留りゆうしていたシンセン兵の中に、真しん都と同どう盟めいに賛さん同どうする者が多かったのだろう。この戦いに不満を持ち、中央から派は遣けんされた新兵達と対立。

　新しい指揮官を拘こう束そくすると、真都同盟の繫つながりで二宮スズマの軍を呼び込み、瞬またたく間まに開城としてしまった。

　指揮官と城を失い混乱するシンセン兵は、事態が飲み込めぬまま戦せん闘とうに突入し、壊かい滅めつ的てき打だ撃げきを受けて四方へと離り散さんした。

　遠くに燃えさかる火の手を、高台から見つめる翡ひ翠すい姫ひめは沈痛な顔をした。

「シンセンにも犠ぎ牲せい者しやが多いようですね。敵とはいえ、戦いくさはむごいと実感します」

　その傍かたわらで報告に跪ひざまずいた伝令兵は、かなり手傷を負っていた。

　刀傷であろう。右手には血に染まった包帯が巻かれ、その形が歪いびつになっている。

「流血を避けずに戦は出来ません。我われらにはその覚悟があります。向こうも逃げたいならば逃げればよいのです」

　伝令兵は熱あつく語る。

　傷ついた身で役目を果たしている。身も心も熱い熱ねつを持っていた。

「焼いたのは正しい判断です。あそこまで、こちらの布ふ陣じんを延ばすわけには行きません」

　占せん拠きよしても護まもりきれない位置関係であった。

　あの地を護ろうとすれば、数千の兵をそこに割さかなければならなくなる。さらに補給の線せんをそこまで延ばしたならば、必ず隙すきが出来るだろう。

　焼いて向こうの拠点を消失させる。これで、あちらの包ほう囲い網もうは形を崩した。離散した兵を回収し編へん制せいし直すのも楽ではないはずだ。シンセンに与えた痛手は大きい。

「あの者の指示ですか？」

　姫の問いが少し冷えていた。

「はっ、無理をする時ではないと」

　伝令兵が身を平へい伏ふくさせて応じる。

「期待には応こたえてくれているのですね。ならば、今は何も言いますまい」

　この姫ひめにしては憂うれいのある表情でそう呟つぶやくと、翡ひ翠すい姫は法ほう衣いの身体からだを折り曲げて、傍らで平伏する伝令兵の肩に手を触れた。

「ご苦労でした。傷をお見せください。私は医術を学んでおります」

　労いたわりの言葉に、兵は声を失う。

　美しい法衣の姫が、血と汗で汚れた見ず知らずの者に自ら触れてくる等など、彼には思いも寄らないことだった。

「傷ついた方のために学んだことです。この手は苦しまれた方の血に慣なれております」

　噓うそでないと、荒く巻かれた包帯に白い指先が優やさしく触れた。

　伝令兵の瞳ひとみに涙が溢あふれた。







　常磐ときわ姫がシドウ将しよう軍ぐんを伴って出しゆつ立たつされた。

　五いつ宮みや浅あさ黄ぎ姫と一緒に五宮クラセ都市に向かってである。

　私の方は六むつ宮みや萌もえ葱ぎ姫と一緒に、六宮マキセ都市に向かって姫行列をしていた。

　四都同どう盟めいが進む中、友好を市民の方々に示すため、四人の姫は双ふた子ご都市にその姿を見せることが大切だった。

　大おお雑ざつ把ぱに言えば、東と西に分かれる双ふた子ご都市。東にある五いつ宮みやクラセに浅あさ黄ぎ姫ひめが三さん宮みやの常磐ときわ姫を案内し、西にある六むつ宮みやマキセ都市に萌もえ葱ぎ姫が私を案内してくれる。

　それが終われば、双方が出向いて、常磐姫と私が入れ替わる。

　双子都市の中心を、ツヅミで常磐姫と私がやったように、今度は双子姫達と手を振って道行く。

　その話を主に、私は萌葱姫と庭園で語らっていた。

　夏なつ藤ふじの下で向き合ってみると、この方は常磐姫よりかなり小こ柄がらだから、私としては首が疲れなくて楽だった。

「どちらか片方を先にしますと、和が保ちにくくあります」

　同行する予定の萌葱姫は、そう言って面めん倒どうを詫わびると頭を下げてくれた。

　そんなに悪い気がしなかったので、私はお顔を上げて貰もらった。

　お二人ふたりが双子都市の間に些さ細さいな問題も起きないよう、常つねに心がけてこられたのが分かるから、その習ならいに従うのは当然だと思えた。

「そろそろ、お迎えのお二人も当地に到着されるはずですが、少し先での合流となりそうですね」

　テン様とトエ様は急いでいるようだけど、まだ日数が掛かる。

　お会い出来るのはマキセでとなりそうだった。

　姫行列の用意が出来たと、私の侍じ従じゆう長ちようが呼びに来れば、揃そろえて萌葱姫の方にもお迎えが来る。

「この道行きが東とう和わのためになるよう」

「友好が広まりますよう」

　萌葱姫の笑え顔がおに応じてから、それぞれの出迎えに向かって席を立つ。

　だけど、私は侍従長が難むずかしい顔をしているのに気がつく。

「いかがなされましたか？」

　萌葱姫と距きよ離りを取りながら、さりげなく尋たずねてみる。

「二にの宮みやが善戦しているようです」

　争いが大きくなっているとの報しらせで、嫌いやな感触があった。

「油断されませぬよう。東とう征せい殿どのも左さ大だい臣じん殿どのもまだ間に合いません」

　常磐姫達が別行動になった分、心細い面があった。

　萌葱姫は気持ちの良い方だけど、まだ出会って少ししか経たっていない。

「恐こわくなります。私達がこうして手を取り合っているのが、あの方々に無視されているようで」

　黒こく曜よう姫ひ殿でん下かと翡翠姫殿下。

　最大勢力と、それを敵に回して立ち回る一大勢力。

　その戦いが激はげしくなればなるほど、ここでこうしている私達の立場が無くなる気がした。

　わざとだろうか、四都同どう盟めいが無意味と言われている気がする。

　私達が何をしようと、時代の流れは変えられないのだろうか。そんな不安が胸の中に広がりそうになって、ふと後ろを振り返る。

　別れたばかりの萌もえ葱ぎ姫ひめが、同じように報告を受けていたようだ。

　私と目が合って、萌葱姫は躊躇ためらうことなく微笑ほほえんでくれた。

　何か、その笑え顔がおがひどく慣なれた様よう子すだった。

　何となく、この方が、この方達が分かったような気がした。こうして、大国が大きく動く中でも、動じないで微笑む。それが、双ふた子ご姫ひめとしての立たち振ふる舞まいだった。

　すごいんだなと思った。

　ちょっとしか歳としが離はなれていないのに、お姫様がきちんと出来ている。私には出来なくて、いつもトエ様達に助けられているのに。

　弱気にならない微笑みは、とても大人おとなな表情だった。







　燃もえさかる出城を、黒い騎き馬ば兵へいが見下ろしていた。

　近場の小山からである。

　城の規き模ぼは小さい。元々、荒れ地に孤立していた城じよう塞さいだったのだろう。シンセン領域では僻へき地ちになるため、放置されていたような荒城だ。

　既すでにシンセン側の兵は離り散さんし、スズマ側の兵達も引き上げるのが遠目に見えた。

「何だよ、ぼろ負けじゃないか」

　三騎きの遊ゆう撃げき隊たいを従えた遊撃長が舌打ちする。

「シンセンの弱体化がこれほどとは」

　続いた部下の言葉にも驚おどろきがあった。

　倍する兵力がありながら、こうも後おくれを取るとは誰だれも考えなかった事態だ。戦えば必ずシンセンが勝つと言われ続けた東とう和わの構図が崩れていた。

「いや、今だけだ。続ければシンセンが盛り返す。だが、ここでの損そん害がいは大きいぞ」

　遊撃長が戦場跡を検分しながら呻うめく。

　どうもおかしかった。これほどの戦いが展開するのが信じられないと目を凝こらす。

　シンセンの軍は往おう年ねんに比べれば確たしかに弱体化しているだろう。それだけ、長い平和が続いていたのだ。しかし、それは東和のどの都市も同じ話だった。

　士気が高いだけで、スズマがこれほど強さを発揮するとは思えなかった。

「何で、こうなっている？」

　不自然だと呟つぶやきが漏れる遊撃長が、不意に目を見開く。

「何だ、あの見み慣なれぬ旗は？」

　撤てつ退たいするスズマの一軍に、真しん都との旗ではない奇異な旗色があった。

　東とう和わでよく使われる角張った形式ではなく、風に踊る筒型の作りで、色しき彩さいは強い黄き色いろだ。

　挑ちよう発はつ的てきにさえ見える刺し激げき的てきな色。風に踊れば、鳥の翼つばさが広がる様に似ていた。

　さらに目を凝こらせば、その旗を掲かかげる一軍の指揮官らしき人物が中心に居座るのが見つけられた。

　栗くり毛げの軍馬を駆る革かわ鎧よろいを着込んだ若い男に見えた。

　兜かぶとはしていない。体つきはそれほど大きくはないが、騎き馬ばを操あやつる動きに無む駄だがなかった。右の肩には旗はた指さし物もののように槍やりを掲げている。

　それ以上は、ここからでは視認出来ない。

「あれが噂うわさの鳳ほう翼よく旗き団だんか？」

　遊ゆう撃げき長ちようの耳に、真しん姫ひめの親しん衛えい隊たいが精せい鋭えいだけで新たに実働隊を結成したとの報告が出しゆつ立たつ時じにもたらされていた。

　名前だけで、実態の知れない騎き士し団だん。

　一いち宮みやの黒こく曜ようが率いる黒こつ騎き団だんに対抗した、二にの宮みや翡ひ翠すいの最強部隊。

「妙に実戦慣なれしている。ただ者ではあるまい」

　引き上げる部隊に乱れがない。統一感のある編へん制せいがよく見える。

　大勝であっただろうに、勝かち戦いくさに浮き上がる様よう子すがまるでなかった。

　規律の厳きびしい親衛隊で現場指揮官をやってきた遊撃長の経けい験けんが、並の実戦慣れではないと知らせてくれる光景だ。

「この戦いくさ景け色しきを伝えろ。シンセン城まで速すみやかに戻り、我われらが姫にな」

　遊撃長は指揮下の騎士の中で、一番、持久力のある馬を操る男に指示を出す。

「初戦で東とう軍ぐん殿どのは出し抜かれたと。そして、スズマ側に鳳翼旗団らしき部隊を発見。その中心に異国の傭よう兵へいを確かく認にんしたとな」

　指示された者だけでなく、配下の騎士達の誰だれもが顔を見合わせる。

「スズマが、真しん都とが異国と手を組んだと仰おつしやりますか？」

　問いただせば、眼下の敵を見下ろす黒の遊撃長は口元を歪ゆがめた。

「それしか考えられんだろう。しかもな、あれは名の知れた武人だ」

　見下ろした一軍の中心に位置する男は若く見えた。それなのに、周囲に従う騎兵が敬意を持っているのが見て取れる随ずい伴はん形態をしている。

　将しよう軍ぐん。そう呼ばれてもおかしくない高級将官に付き従う様だと、この遊撃長は判断していた。

　そして、その者が掲かかげる槍やり穂ほは陽光を反射していない。実戦で使用され、血ち糊のりで汚れているからだ。

　ただの指揮官ではなく、自ら前ぜん線せんに立つ者の印だった。

「奴やつらの真打ちだろうよ。これは荒れるぞ」

　シンセン内部で政争に明け暮れていた東軍殿では手に余る事態かも知れない。もし、この戦いが泥どろ沼ぬま化かしたならば、拡大する中央の乱れが東とう和わ全土に影えい響きようを与えるだろう。

　その懸け念ねんは、東和の大局を睨にらむ全すべての者が抱く思いであろう。

「どこの誰だれが、ここまでを読んで動いている？」

　遊ゆう撃げき長ちようの口くち惜おしげな言葉は自問で、供回りに向けられた類たぐいではないから、誰も言葉を返さなかった。そして、そうでなかったとしても、この場にいる誰も答えられない問いだった。







「知ってる？　二にの宮みやが秘密の一手」

「異国の流れ者だろう。この春に流れ込んできた北の一軍」

　胡う散さん臭くさい軍師と将しよう軍ぐんは、二人ふたりだけの作戦会かい議ぎをしていた。

「北帝派の最強将軍だそうだ」

「負けたんだろう。中ちゆう原げん戦争で」

「生き残って東和で再起を図る気だよ」

「出てきたの？」

「多た分ぶんね。まだ密偵が戻っていないから何とも言えないけれど、この好戦的な状況は後押しする誰かがいなくては成り立たないよ」

「どうなる？」

「台本は多いよ。あちらも」

「こちらもな」

　宿の一室。

　床ゆかにあぐらを搔かいて座り込み、怪しげな会話を交える二人組。

　向き合う構図の周りには、地図と報告書が山のように積つみ上げられ、無む造ぞう作さに散らかっていた。

　東和各都市の地形図。書き込みが何十にも行われ、使い込まれて傷いたみ気味なそれら。物資に関する記述、動員出来る兵数の推測、財ざい界かいの動き、府ふ中ちゆう組の繫つながり、そして、異国から東和に入る道みち筋すじ。

　二宮スズマ都市が描かれた地図の上方、西せい方ほう山脈が東和上部を東に蛇だ行こうして広がる絵の中に、一本の墨すみ入いれがあった。

　山の裏口。そう横に書き込まれた一本の線せん。

　二宮スズマ都市の繁はん栄えいを支える、中原の僻へき地ちへ繫がった秘密の交易路。

「気がついていなかったなら、一いち宮みやは苦しいぞ」

「まさか、気づいているはずだよ。あの姫ひめはね」

「うちの姫は？」

「知ってたら恐こわいよ」

　けらけらと笑う将しよう軍ぐんは、この宿場名産の濁にごり酒ざけを杯さかずきに注ぐ。

　宿の者が用意した地酒ではなく、自ら土産みやげ物もの屋やに出向いて買い込んだ代しろ物ものだ。

　将軍が出向いた土産物屋には、その兵達が間違いなく押し寄せる。そうした些さ細さいな行為が与える効果を、この将軍はよく知っている。

　人気取り一つとして日ひ頃ごろから欠かすことがない。勝利を積つみ重ねてきた男故ゆえに、小こ細ざい工くもしておかねば風当たりが悪くなると自覚している。

「なあ、次に動くのはどいつだ？」

「次？　そこまでは読めないよ。今なら分かるけどね」

　軍師は指先を地図へと伸ばす。

　置いた二本指。

　赤丸が無造作に書き込まれた都市がそこにあった。

「僕らが来た場所、ツヅミが予定通りに動いているね」







　川風が、その木を揺らしていた。

　桐きりの立つ中庭を男は見ていた。

　旧四しの宮みやツヅミ都市に駐ちゆう屯とんする三さん宮みやナツメ軍の指揮官。それが彼の地位だった。

　一門と与えられた兵を併あわせて、おおよそ二千ほどの兵が直ちよつ轄かつの指揮下にあった。それにツヅミの常じよう駐ちゆう兵へいを三千ほど非常時には動かせる権けん限げんを得ている。

　ナツメとカセン、ツヅミの府ふ中ちゆうが会合して、その権限を彼に与え、ツヅミ都市内部に拠きよ点てんも用意された。

　それが、このツヅミ都市北部に隣りん接せつする軍ぐん施し設せつだった。

　おそらく、ツヅミが順当に潤うるおっていた時期に建けん築ちくされたのだろう。白しろ壁かべと石垣に囲まれた居城で、かなりの面めん積せきを有し、千の兵が寝泊まり出来る備えがあった。

　以前、テン・フオウが造り上げた砦とりでに兵の半分を、残りの半分をここへと分散して、ツヅミの治安に目を光らせる。

　それが、彼に与えられた役目だ。

　場合によっては、他都市からの侵略を防ぐ任も兼ねる要よう職しよくである。

　幸い、ツヅミの民たみは大人おとなしい性質のようで、今は暴ぼう徒との類たぐいも少なく、むしろ、街道を荒らす、ならず者の類が厄やつ介かいな状態だった。

　一いち宮みやと二にの宮みやの争いも遠い。四人の宮みや姫ひめ達が顔合わせをする地も遠く、それらがどうなっているのか、まだ何の報しらせも届くことないツヅミの地。

「それで、一宮は本気なのかな？」

　キリハ・ラサは、傍かたわらで不動の姿勢を崩さない使者に問いかける。

　四方に桐きりの木が立つ拓ひらけた中庭。軍事訓練で兵を動かせる広々とした空間に、キリハと使者だけが立っていた。

　兵達は外回りと夕食の仕込みで忙しい時間だ。

　少し色が付き始めた昼間の空の下、声が届く範はん囲いには誰だれもいない。視界にも、時折、内廊下を行く者が見え隠れするだけだった。

「ご協力頂ければ、我わがシンセンは速すみやかに動きます」

　使者はキリハより少し年配で、顎あご鬚ひげが似合う僧姿の男だった。

　軍属ではないと挨あい拶さつされたが、軍ぐん籍せきを持たないだけで、その筋すじに生きていたのだろう。態度にそうした匂においがする。

「また川下りかね？」

「黒こつ騎き団だんは一度、あれを経けい験けんしました。もう一度やり遂げることは難むずかしくありません」

　楽ではないが出来るはずだと、使者は返答する。

「大国がツヅミを占領すれば、事態は急変する。だが、七なな宮みやもそれは警けい戒かいしているはずだ」

　キリハの言う通りだ。

　テン・フオウはこの地を出しゆつ立たつしたが、七宮カセンには山さん豪ごう将しよう軍ぐんや拝はい東とう将軍が勢力を残している。当然、警戒の指示が出ているだろう。

「彼らも時代を読んでおりましょう」

「ほう」

　七宮の府ふ中ちゆうにも話がされていると、暗に含んだ言葉だった。

　東征将軍テン・フオウと七宮左さ大だい臣じんトエル・タウは勝ち過ぎた。

　勝ち過ぎた故ゆえに疎うとまれる。他勢力だけでなく、身内にもだ。確たしかな約束はなくても、手心を加えるぐらいは誰だれにでもあり得る話だった。

　戦争では、そうした僅わずかな手心が事態を変えることも多い。

「新しん興こう都市を率いて、彼らはここまでやってきた。それが手のひらを返されるのか」

　彼らのために嘆たん息そくする傭よう兵へい将軍に、使者は沈痛な顔をしてみせる。

「哀あわれでしょうが、彼らも若い。こうした挫ざ折せつを経けい験けんして大人おとなになるのやも知れません」

　なにも命まで取ろうというわけではないと、使者の口く調ちようが柔らかい。七宮の将軍達を抹まつ殺さつするのではなく、不在の間に排はい斥せきするだけだと。

　ツヅミが一いち宮みやに抑えられれば、七宮カセン都市は従属の姿勢を取るしかない。

　それでも構わないと考える者は多い。

　既すでに多くの既き得とく権けんを手にしてこれ以上は望まない者が、拡大路ろ線せんな流れを嫌う。膨ふくれ過ぎて破裂すれば、これまでの安定は崩ほう壊かいすると感じているからだ。

「七宮姫ひめはどうなるかな？」

　キリハの問いに、使者は少し当とう惑わくする。

　傀かい儡らいに過ぎない七なな宮みやの姫ひめは、この将しよう軍ぐんとは無む縁えんなはずだった。記き録ろくを辿たどる限り面めん識しきすらない。

「私は四しの宮みや姫に義理を欠いているのでな」

　付け足された言葉が、使者に納得を与えた。

　琥こ珀はく姫を護まもれなかった悔いがあるから、せめて他ほかの姫達にその分の義理立てをしたいと感じるのは宮仕えとして真まっ当とうな話だった。この義理堅さが、傭よう兵へい将軍と不名誉な異い名みようを持ちながら、この男が一ひと角かどの武人として一目置かれている所以ゆえんなのだろう。

「七宮姫には退位して頂くことになりましょう。ですが、穏おん当とうな処置になるのは確かく実じつかと存じます。我わが姫は一度、七宮姫と三さん宮みや姫を認める発言をしております」

　春先にツヅミ介入から撤てつ退たいする時だ。

　宮みや姫ひめとして認める旨むねを示したならば、それなりの地位を許されて隠いん居きよ扱いが順当。

　どれほど厳きびしくても流る罪ざいまでだろう。姉姫であった琥珀姫と同じ地に送られて、肩を寄せ合って生きて行く可能性もある。

　おそらくは、かなり穏便な処置になるはずだった。その方が、他ほかの宮姫を掲かかげた勢力に過剰な反応を呼び起こさせる危険が少ない。何よりも、前年に勝利者側であった空から澄すみ姫が敗北した琥珀姫に対して厳しい処置をしていない事実がある。

「己おのれの行為は己に帰るか」

　争った琥珀姫を苦しめなかったことが、空澄姫が平和の象しよう徴ちようたる宮姫として残した、ほぼ唯一の実じつ績せきであった。それが彼女自身を助けることになる。

「三宮側にも使者は出向いております」

　ナツメ都市も、今の状態は望んだ結果ではない。

　四都同どう盟めいで巻き返しを図る常磐ときわ姫に同どう調ちようせず、適当にカセンやツヅミを質しち草ぐさとして使い、自国の安全を確かく保ほしたいとする考えは少なくない。

　しばらく、キリハは返答せず、使者は沈ちん黙もくして言葉を待った。

　遠くで、ようやく姿を見せ始めた蟬せみの鳴き声と兵卒達が気楽に騒さわぐ声がする。耳を澄すませて、それがどこから響ひびくのか探りたくなる距きよ離り。

「お帰り願ねがいたい」

　少ししてから、キリハが静かに返事を出せば使者は実直な顔をする。

「今は帰ります。次回は、前向きなお返事を頂きたい」

　次があると回答されれば、使者は無事に帰れる。手ぶらでもだ。

　こうした使者である以上、彼も断られて斬きられる可能性は知っているから、キリハの長ちよう刀とうへ視し線せんが固まる。

　帰れという短い言葉が、死体で帰れと同義なこともあるのだ。

「シンセンが東とう和わ再統一を志こころざすのは確たしかでしょう。そして、我が三宮ナツメも遊んでいるわけではない。常磐姫がお帰りになるまで、その足元をお守りするのが留守役の責務であります」

　斬きる気はないと、キリハが腕を組んで、その利き腕を刀から遠ざける。

「それが、七なな宮みやの将しよう軍ぐん達を暴ぼう走そうさせる結果になるとは感じませんか」

　少し安心した様よう子すで、使者は刺し激げきさせぬように声を潜ひそめて問う。

「彼らがどこまで跳はね上がろうと、ここを我われらが抑える限りどうとでもなるでしょう」

　仮にテン・フオウが奇き跡せきを起こして、連れ歩く手勢だけで一いち宮みやや二にの宮みやを派は手でに撃げき破はしたとしても、ここから三さん宮みやナツメ派は対応出来る。

「値を高くつり上げるおつもりか」

「場合によっては、そうなりますか」

　四都同どう盟めいが効力を発揮して、中央に対して充分な抑よく止し力りよくとなるならば、ここで一宮に手を貸すのは危険な行為になる。

　もし、一宮シンセンに手を貸すならば、ここから先をじっくり見み極きわめてからの方が確かく実じつな利益となるだろう。

「お早い決断が大きな財ざいとなりますぞ」

　判断が遅ければ、逆に寝返りに対する評価自体が安くなる。

「こちらも大国の理屈は知っている」

　少しキリハは笑った。

　早く靡なびいた者に高こう禄ろくを与えるのは、それが本当にありがたい小国だ。大国は早く靡いた者に必ずしも特別な価値を見ない。それが当たり前に思えてしまうからだ。

　言葉の意味を理解して、使者も苦笑して見せた。

「後悔されぬよう、ご英断をお待ちしております」

「使者殿どのもお気を付けて帰られるよう。僧そう籍せきにある者といえど、私に会いに来る者は監かん視しされているはず」

　それが、三宮ナツメ側か、七宮カセン側か、キリハは興きよう味みがない。あるいは、このツヅミに根付く勢力かも知れないが、彼は相手にする気がなかった。

「夜より、こうした昼間の方が盲点でしてな」

　使者の笑いに自信があるので、その筋すじにも話が通っているのだろうと、傭よう兵へい将軍は知ることが出来た。

　そうして使者が帰ると、侍じ従じゆうの少年がキリハの下へやってきた。

「次のお客が予定より早く来られました」

　少年は不満のある顔をする。

「今度は二にの宮みやです」

　続けられた一言に、キリハは首を傾かしげる。

「そう名乗ったのかね？」

「目つきで知れます。輝かがやいてます。真しん都との方は」

　それはそうだった。

　改革派を謳うたう組そ織しきが強い団結を持つと、その自負が顔つきや眼まな差ざしに影えい響きようを与える。

　一いち宮みやの使者が、大国出身故ゆえに抑えていても尊大になりやすいのとは好対照なのかも知れない。

　降り注ぐ陽ひが少し夕ゆう色いろを強めていた。それでも、夕食までまだ時があった。

「連れ出されれば厄やつ介かいだな」

　もう少し人目につかぬ場所で会うべきかと、キリハは少年を伴い普ふ段だんは使わない倉庫脇わきへと向かった。そちらに目立たない通用門の一つがある。

　先ほども、今のも公式な使者ではない。私的に非公式で会いたいと申し込まれていた。

　公式な使者が相手ならば、当然、そうした席を設ける。むしろ、向こうが積せつ極きよく的てきに招いてくるだろう。だが、どこもまだその時期ではないと私的な面めん談だんを望む。

「会うべきではありません。無用な疑いを招きます」

　長ちよう刀とうの背を追う少年は、口を尖とがらせて苦言を述べる。

「キリハ様は常磐ときわ姫ひめの信任が篤あついお立場です。それを大事にすべきです」

　少年の言葉は正しい。

　三さん宮みやナツメ軍では、新参者のキリハが重用されるのを好まぬ者が多い。常磐姫とシドウ将しよう軍ぐんが離はなれている今こそが、キリハの失脚を願ねがう者には好こう機きだった。

「君の養父殿より委任状を貰もらっている。近寄ってくる諸しよ勢せい力りよくの思おも惑わくを探れとな」

　初耳だと、少年が言葉を無くして目を丸くする。

「三宮ナツメの将軍方は勇ゆう猛もうな代わりに諜ちよう報ほうに疎うとい。だから、私がここに置かれた。七なな宮みやの懐かい柔じゆうにも大国の要求にも動かぬことを期待されてな」

　名声を尊ぶ名門の出がキリハ・ラサだった。没落した一門のために、彼は不名誉な行いが出来ないとなっている。

　四しの宮みやから三宮へ鞍くら替がえした経けい緯いが、世間の目では度たび重かさなる鞍替えを許さないのだ。

　それでも、絶対ではない。やむにやまれぬ事情は幾らでもある。大国が大侵攻してくれば、彼も言われるまま軍門に下る道しか取れないだろう。

「危険なお役目です」

「その分、報ほう奨しようは前金で貰もらった。一門が三年は楽になる」

　山脈沿いにある僻へき地ちに領地を持つ名門武家が彼らラサ一門だった。暮らし向きは楽ではないから、キリハは一族の男達を連れて、こうして傭よう兵へい稼か業ぎようをやってきた。

　その稼かせぎは、多くが国元へと送られている。

　そして、三宮ナツメも財ざい政せいが苦しく赤字続きの最中にある。大きな報奨が辛つらいのは誰だれにでも分かることだった。

「不義理はせんよ」

　短い言葉が重くて、そこから先は少年が踏み込めない世界だった。だから、少年は立ち止まって、その背中を見送るしかなかった。

　一人ひとりで歩んだ先、頭上で空の青白さが薄うすくなるのをキリハは目にした。

　ほんの僅わずかな時間に、空は色を変える。おそらく、話が終わる頃ころには、はっきりとした赤い空になっている。白い雲は暗い色に染まるだろう。

　その空の下、柏かしわの木が生おい茂っていた。

　使者は二人ふたり、民間人の格好だった。

　キリハを見つけると温和な笑え顔がおを浮かべて、それから、深々と頭を下げてきた。

　一人は油問屋の番頭で、もう一人は真しん都と同どう盟めい地方支部の副ふく監かん督とくを名乗っていた。

「一いち宮みやのお話は蹴けってください」

　挨あい拶さつが終わるやいなや、開口一番、副監督がそう言った。

　他勢力の動きは知っていると、その眼まな差ざしが強く語る。

「そちらもお話があると聞きました」

　キリハは突きつけられた言葉を受け流す。

「失礼しました。まずは私からスズマの提案をお伝えします」

　年長らしい番頭が勇む同志を宥なだめて、一歩前に出た。

「一宮は我われらが抑えます。将しよう軍ぐんには不用意に動かないで欲しいと我らは願ねがっております」

「ほう」

　上手うまい言葉だなと、キリハは声を出した。

　はっきりと協力を要よう請せいされるより、受け入れるのが容易たやすい提案だった。他者に物事を提示するのに慣なれた物言いだ。

「黒くろ姫ひめは動きません。あの姫が動くためには議ぎ会かいの承認が必要です。チドリで我らが善戦している以上、シンセンは黒こつ騎き団だんを送り出せません。兵力分散の愚ぐ策さくは行えないからです」

　王室親しん衛えい隊たいである黒騎団は融ゆう通ずうが利く軍団ではない。派は遣けんには一般兵団を送るより手続きも多い。

「だが、シンセンが兵をこちらに送れば、二にの宮みやは楽になるのではないかな？」

「スズマは不退転の決意でチドリの民たみを護まもります。当然、シンセンは中央だけで手一杯になるでしょう」

　二宮と呼ばれるのはあまり好きではないと、スズマの名前で番頭は語る。風下に立つ響ひびきが不快なのだろう。

「将軍には、このツヅミを安定させることに専念して頂きたいのです。それが戦後のためになるからです」

　戦後のことまで語り始めたのは副監督の方だった。

「戦後、このツヅミと手を組まれるおつもりか？」

　問い返せば、番頭が真まっ直すぐな眼差しで頷うなずく。

「ツヅミに流れる油の半分は真しん都と同どう盟めいが関かかわっております」

　油問屋の番頭らしい言葉に力があった。

　このツヅミも三さん宮みやナツメ、七なな宮みやカセンも油の自給率は高くない。七宮カセン側のトエル・タウは、それを憂うれい生産者の育成を図っているが実益は上がっていない。おそらく、それなりの成果が出るのは五年、十年先だろう。

　ツヅミとの関係は現実的な話だと言げん外がいに告げる番頭に、副ふく監かん督とくが大きく頷うなずく。連れん携けいが出来た二人ふたりには同じ匂においがする。長い付き合いなのだろう。

「ツヅミの治安を任されたのが自分です。職しよく務むは果たしますが、それは身を寄せた三宮ナツメ、同盟である七宮カセンのためです」

　二にの宮みやスズマのためではないと、キリハが答えれば

「何いずれ、それらの力は弱まります」

　副監督が断じる。

「彼らがこの地を離はなれて、夢のような四都同盟を語っている間にも時代は動いています。彼らは時代の流れに取り残され、何れ霧む散さんして行きます」

　副監督が話し続ければ、少しキリハは表情を曇くもらせた。

「私は三宮から禄ろくを頂いております」

　失礼だったと二人が頭を下げるが、前言は撤てつ回かいしない。

　彼らは彼らなりに戦っている。宮みや都と市しが乱立する事態を許せないと考えているのだ。信念は人それぞれだった。

　それから、幾つかの話をした。

　東とう和わ各勢力の実情が細かく語られ、キリハが知らなかった裏の事情も少し出た。スズマは、真都同盟は、かなり手広く働いているのが話から知れる。おそらく、それを教えるための行為だった。

　そうしていると、いつしか空の色が深くなり、お互いの輪りん郭かくに影かげが強くなった。

「ご無理は申しません。ですが、我われ々われとの会見をお忘れなきよう」

　そう告げて、番頭が頭を下げたのが、その日の別れとなった。

　見送りを辞退する二人組の背を見送ると、キリハは一人ひとりで立ち続けた。

　面会を求める者は彼らだけではなかった。こうしたことは、この日だけではなかった。

　会いたいと語る勢力は多い。

　七宮のテンとトエルでさえ、ツヅミ滞たい在ざい時じにはキリハと多くのことを語った。

　五いつ宮みやと六むつ宮みやもサイ家のハルセが一度は出で張ばってきた。宮都市でなくても、さらに力を持つ有力者や勢力は大小様々ある。

「奇妙な感かん慨がいだな」

　一人、己おのれの影が濃こくなっているのを眺めながら呟つぶやく。

「己おのれが世の中の要かなめになったかのようにも思える。これが天下に名が知れると言うことか」

　気がつけば、自分がどう動くかが多くの者に見つめられている。この国の行方ゆくえに自身が影えい響きようを与えるらしいと思い知る日々だった。

「宮みや姫ひめ達もこうして暮らしていたのか」

　見上げていた少女達の立ち姿を思い出せば、笑いたくなると口元が緩ゆるむ。

　争いの中で名を上げるのは、五体に染み込む感覚がある行いだった。

　今は刀を抜かなくても、傭よう兵へい将しよう軍ぐんの名前は一人ひとり歩きして行くらしい。

　先へ進めば進むほど、こうしたことは多いだろう。

　それは、キリハだけではない。テン・フオウやトエル・タウもそうだ。

　東とう和わに残る宮姫達、一いち宮みや黒こく曜よう、二にの宮みや翡ひ翠すい、三さん宮みや常磐ときわ、五いつ宮みや浅あさ黄ぎ、六むつ宮みや萌もえ葱ぎ、七なな宮みや空から澄すみ。不在の四しの宮みや姫だった琥こ珀はくもそうだった。

　己の影かげがどこまで伸びるか、それは姫影よりも遠くまで伸びるのか、そんなことを考えているのがおかしくなる。

　そんなことは、数年前には考えたこともなかった。

「覚悟のある者だけが先へ進めるのか、それとも」

　頭に浮かぶのは、彼を置いて先へ進んだ者達で、それで、苦笑するしかない気分になった。

「浮き名に囚とらわれぬ者か」

　誰だれに聞かせるでもない小さな呟つぶやきは、足元から伸びる影に向けられた言葉。

　蟬せみが鳴く夏の夕暮れ。茜あかね差す景け色しきの中で、その影はまだ長く伸び続けている。

　自身が思っていたより、その影の色は深かった。

[image: ]













　　　五節　湖畔の光景







　目の前に輝かがやく光景があった。

　だから、私はその明るさに目を細めた。

　朝の光に反射する水面みなもが揺れて、私の頰ほおに陽光を照り返す感触がした。

「どうですか？」

　傍かたわらの方に声を掛けられて、ちょっと言葉を探す。

　お姫ひめ様らしい言葉が思いつかなくて、迷ったあげくに

「すごいです」

　すごく単純な言葉しか出せなかった。

　傍らにいる方が、優やさしく笑う声がした。

　私達の目の前にあるのは、広く深い光景だった。

　黎れい湖こ。

　クラセとマキセ、双ふた子ご都市の間には向こう岸が薄うすく霞かすむほど広い湖があった。

　北から南へ、曲まが玉たまの形をした湖はこの地方を豊かに潤うるおしていた。その西側と東側に繁はん栄えいして、今こん日にちまで歩ほ調ちようを揃そろえてきたのが双子都市だった。

　湖こ畔はんに沿う街道から見下ろす光景には、湖に乗り出す小こ舟ぶねも多く漁りようも盛んなのだろう。遠くの岸辺には炊すい事じの煙が立ち並び、そこに人々の活気が目で感じられた。

「この光景が好きなんです」

　その言葉に視し線せんを向ければ、萌もえ立つ草花の色を、その名に冠かんしたお姫様が微笑ほほえんでいた。

　萌もえ葱ぎ姫は、この湖の周りに広がる豊かな草花と契約した宮みや姫ひめで、祭さい祀しの際には泉せん姫ひめと呼ばれ、時には香こう姫ひめと称される。

　柔らかな呼び名の通り、この方が佇たたずむ姿は優しい感じがする。それに、七なな宮みやの私に一番に近い六番目の姫だからだろうか、何だか親しみが湧わきやすい。

「私達は恵まれていたのでしょうね」

　私から湖面へと視線を移動しながら、萌葱姫は言葉を紡つむぐ。

「水争いなど無む縁えんで、食べる物にも困りませんでした。シンセンとスズマの繁栄は、私共に豊かさをもたらしました」

　商都ツヅミの繁栄がカセンとナツメに潤いを与えた。そうした影えい響きようが、中央とクラセとマキセの間にもあったのだと思う。

　そして、そうした流れの中で、ここでも不ふ均きん衡こうが生まれた。

　ツヅミを間にナツメとカセンには格差が生まれた。産業が弱く財ざい政せい的てきに辛つらくなったナツメ、新しん興こう故ゆえにしがらみなく拡大したカセン。ここでは、それは食い止められた。

　この方と姉あね姫ひめである方が手を合わせ肩を揃そろえていたように、クラセとマキセは格差のない社会を志こころざしたと私は修学している。それは、知る限りは上手うまく行ったようだった。

　だけど、それだけで手一杯だったとトエ様が言っていた。

「私共はよろしいのです。湖国として栄え、四し季き世よの日々を過ごして参りました」

　見つめ合えば、この方は静かに微笑ほほえまれる。

　トエ様やテン様のように大きく表情を作らない。常磐ときわ姫のように頑かたくなに振ふる舞まわない。クロハさんのように見通した眼まな差ざしはしない。

　この方と向き合うと、そうした方々の笑え顔がおではなく、琥こ珀はく姫とお別れした時に目にした笑顔を思い出す。

　少し胸の底が深くなる感触。

「一いち宮みやシンセンと真しん都とスズマ。一宮姫と真しん姫ひめの対立は誰だれにも止められませんでした」

　二にの宮みや、二宮姫と呼ばなかったのは、カセンよりも、こちらで真姫の名前が広く使われているからだろうか。私はお言葉に耳を傾ける。

「私達は戦いを望みません。いいえ、戦いと戦いたいと望んでおります」

　四都同どう盟めい。

　東とう和わ四都市が力を合わせる同盟がそれとなる。この方はそうお考えだと語る。

「東和の平和が成り立つ世。平へい成せいこそが私共が目指す世界です」

　見知らぬ響ひびきの言葉。

　見知らぬ地で、出会ったばかりの方から、新しい言葉を耳にする。

　それで、ここまで来たのだと実感する。

　遠くまで来て、カセンの風景が、七なな宮みやの小さなお城が、見み慣なれた景け色しきが遠くなってしまったけれど、今はそれでいいと思えた。

　心細くなって帰りたくもなるけれど、ここまで来たのは意味があると思う。

　だから、私は見つめ返して口を開く。

「お二ふた方かたと会えたことは、好ましい出来事であるとカセンの方々に伝えられると思います」

　頷うなずき合えるのは、素直に嬉うれしい感触だった。

　二人ふたりして、同じように周囲を見渡す。

　湖こ畔はんの反対側、街道沿いに多くの方々が控えて背中を向けていた。

　遠く街道を埋める長い行列は、前にも後ろにも数列ずつ続く宮みや軍ぐん。

　姫役達に不ぶ躾しつけな視し線せんを向けぬよう、こちらを向いているのは、選ばれた近この衛えの方々と身近な供回りの方々だけだった。

　その向こうには、生おい茂る夏の稲いな穂ほが広がっている。豊かな水源に恵まれて、広げられた田畑は東とう和わでも特に美しい田園風景だろう。

「お待たせしますと皆様方に悪いでしょうね」

　萌もえ葱ぎ姫ひめに言われて

「そう思います。それに先に立たれたクラセ行きの方々に追いつかないといけません」

　私が頷うなずく。

　五いつ宮みやクラセに向かうのは五宮浅あさ黄ぎ姫と三さん宮みや常磐ときわ姫御一行だった。

　向こうの方が、少し遠回りに東へ逸それる道行きだから、あちらの方が先に立たれている。

「でも、足が早過ぎましても、そちらのお身内が大変でしょうね」

　萌葱姫は私のお迎えにやってくるテン様達のことを気づかってくれた。

　途中で、うちのお二ふた方かたは合流することになっている。

「いいんです。あの人達はどうなっても」

　つい軽く答えてしまったら、萌葱姫は不ふ思し議ぎそうな顔をされた。

「よろしいのですか？　空から澄すみ姫の後見人と聞き及んでおりますが？」

「いいんですよ。あちらは気ままに生きている方ですから」

　撤てつ回かいするのも何だと思い、正直に思いを伝える。

　こうして、他ほかのお姫様達と話していると、テン様やトエ様がどれほどいい加減な方々か、何か分かってきたような気がした。

　常磐姫も浅黄姫も萌葱姫も、お国のために真ま面じ目めだし、黒こく曜よう姫ひ殿でん下か達も大変な立場にあると思う。

　多た分ぶん、うちのお二人ふたりはろくなことしていない。

　どうせ、私のいないところで好きかってやったり、いつものように将しよう棋ぎ指して胡う散さん臭くさいこと口にして、食べながら書類眺めて、女の人と遊んでたりするんだ。

　ちょっと悪く考え過ぎかと思ったけれど、思い返してみれば、そんな記き憶おくばかりが頭に浮かぶ。

　もしかして、私はとんでもないことを気にしないで受け入れていたのだろうか。そう考えてみたら、いつも衣い装しよう役やくさんがため息していたお気持ちも分かる気がしたりする。

　いや、でも、何だ、その、きっと考えがあってやってるんだとも思う。そう思いたい。

　でも、今回はどんなお考えがあるのか、私はよく知らない。

　何を考えているんだろう、あのお二人は。

「どうなされました？」

　考え込んでしまった私を、萌葱姫が近寄って不思議そうに眺めている。

「いえ、すいません。考えが纏まとまらなくて」

　慌てて謝あやまる私を、萌葱色の姫装しよう束ぞくの方が笑う。

　優やさしい大人おとなの眼まな差ざし。

「楽しい方ですね」

「あっ、はい、面おも白しろい人達だと思います。勝手なことも多いですけど」

「いえ、七なな宮みや様のことです」

「あっ、そうですか？」

　お姉ねえさんな笑え顔がおに、ちょっと言葉に詰まってしまった。

「はい」

　きっと、私が他ほかのお姫ひめ様達よりお子様だからだろう。六むつ宮みやの萌もえ葱ぎ姫は七宮の空から澄すみ姫に優やさしく微笑ほほえまれる。

　クロハさんや常磐ときわ姫とは違う感じが、何か変にくすぐったかった。







　見えてきた光景に、常磐姫は目を細める。

　黎れい湖このほとりに馬車を走らせるのは、浅あさ黄ぎ姫に先せん導どうされる常磐姫の一行だ。

　前後四千にも及ぶ長い姫行列は、萌葱姫と空澄姫一行とほぼ同じ陣じん容ようだ。ただ、こちらの方は三千ほどがシドウ将しよう軍ぐんが指揮する三さん宮みやの兵員だ。その分、少し無骨な感がある。

「きっと五いつ宮みやクラセの皆様方も喜んでくれますわ」

　宮みや姫ひめ用ようの朱しゆ馬ば車しやで、浅黄姫が同席する常磐姫に声を掛ける。

「まあ、それなりにな」

　並んで座る常盤姫は素っ気ない。

「武勇に秀ひいでて清せい廉れんな永なが姫ひめは、我わがクラセでも好ましく思われています」

「七宮の空澄はマキセ行きか」

　双ふた子ご宮みやの双子姫が、それぞれ客人を招く姫行列。既すでに両都市には四都同どう盟めいを象しよう徴ちようする式典と布告されている。

「この組み合わせは色の重ね合わせで決めました。お気に召しませんか？」

「いや、悪くない。私でもそうしただろう」

　常磐緑みどりと水みず浅あさ黄ぎの組み合わせは、萌葱姫と浅黄姫の並ぶ姿に近い。クラセの民たみからも違和感が少なく受け入れられるはずだった。同じように、空そら色いろの名前を持つ空澄姫は萌葱姫と並ぶのが順当な図式だった。

　もっとも、七宮の空澄姫は衣い装しようが多様で、空色といえど白や茜あかね色いろの場合も多いが、それは他国の者が詳しい話ではないだろう。

「ご心配があるようですね？」

　浅黄姫は柔らかく問いかける。答えても答えなくても構わないと、自然体での言葉の響ひびきが言っている。

「六宮は上手うまくやれそうか？　七宮の空澄と」

　ぶっきらぼうと表現したくなる態度に、浅あさ黄ぎ姫ひめは微笑ほほえむ。

「萌もえは素直です。七なな宮みや様と喧けん嘩かするはずはないと思います」

　七宮の空から澄すみ姫は、まだ幼く小さな姫だ。

　挨あい拶さつをして茶席を重ねた限り、浅黄姫から見て悪い印象はなかった。

　温和で生き真ま面じ目めだと誰だれの目にも思える姫だった。

「お前ら、萌とか浅あさとか呼び合っているのか？」

　常磐ときわ姫は笑いそうになって、馴なれ合い過ぎかと耐える。

「ええ、人前ではきちんと呼び合いますが、二人ふたりだけの夜にはそう呼び合います」

「睦むつまじいなぁ、お前らは」

　もう耐えるのは止やめたと、不器用な笑い方をする常磐姫。

「ご懸け念ねんがどのような思いか、お教え願ねがえますか？」

　和なごめたのを見計らい、もう一度、浅黄色の姫が尋たずねた。

　それで、常磐の姫は観かん念ねんしたように目を閉じた。

　クラセの街が近いのだろう。

　よく舗ほ装そうされた道行き、蹄ひづめと車輪が緩ゆるやかな音を立てる中で、少しの沈ちん黙もくをしてから

「七宮の空澄が私は恐こわい」

　常磐姫はそう言った。

　浅黄姫は眉まゆをひそめて、だが、何も言わずに続きを待った。

「幼い姫だ。ちょうどな、妹にすると可愛かわいく思える年の差でな。私はあれを護まもってやりたいとよく思う。葉は桜ざくらの下で出会った時から、あれに悪意を感じたことは一度もない」

　瞳ひとみを閉じて、走行の振動に身を委ゆだねながら常磐姫は続ける。

「多た分ぶんな、あれはもっと幼い頃ころから上だけを見ていた。大人おとな達を見上げていたのだろう。だからだろうか、たまに思うのだ。あれは本当は私達に興きよう味みがないのではないかとな」

　浅黄姫が深刻な顔をする。

「一いち宮みやの黒こく曜ようが名を隠して、私と琥こ珀はくの前に立ったことがある」

　その常磐姫の言葉が、浅黄姫の口を突き動かす。

「私共も、二年ほど前に明らかに偽ぎ名めいであろう高貴な方と語り合ったことがあります。黒髪の少女で、大変に綺き麗れいな方でした」

　二人ふたりの姫は並んで座したまま、深く考えながら言葉を探す。

「あの黒い姫は私にも琥珀にも、ほとんど興味がないようだった。隣りん人じんとしての笑え顔がおは見せたが、東とう和わのための同志としては私達を見ていなかった。実際、私達は目の前のことで手一杯で、中央のことなど知りたいとも思わなかったから、それも仕方ない話だったがな」

「私共も、東和のために友人でありたいと声を掛けられました。ですが、私共にはそれは重過ぎるお声でした。クラセとマキセのために働くことが、私共の全すべてでした。幼い頃も今も、あの方のお誘いには乗れません」

　常磐ときわと琥こ珀はく、浅あさ黄ぎと萌もえ葱ぎ。

　四人の姫ひめは同類な面があった。

　一いち宮みやシンセンと二にの宮みやスズマが対立する時代の中で、それぞれは自分の居場所を護まもろうとしただけだった。その先に、今回の四都同どう盟めいもある。

「七なな宮みやの空から澄すみも、どこかで一宮の影かげと出会っているようだ。言葉の端に、物の捉とらえ方に、あの黒い姫の匂においがする。四都同盟は、空の姫が目指す場所ではないと感じる」

「確たしかですか？」

「問いただしてはいない。単に例の二人ふたり組ぐみの影えい響きようなのかも知れない。ただ私が恐こわいと思うだけだ。今はともかく、何年か先に、あの姫は私達が考えていない場所に立つかも知れない」

「それならば、四都同盟のもう一つの意味が活いきてきましょう」

「七宮カセンの封じ込めか」

　四つの都市が結び合う同盟の締てい結けつは、新しん興こう都市の突出を抑える効果がある。

　大国の力を抑えるだけではない。それを七宮側も知っている。

　常磐姫は瞼まぶたを上げて、ゆっくりとその顔を傍かたわらに向ける。

　小こ柄がらで細い姫と視し線せんを交わす。

「力を合わせましょう。互いのために」

「今は、それが最善だ」

　自分達にとってはそうだと、常磐姫は頷うなずく。そして、他国のことも思う。

「浅黄、奴やつらにとっての最善は、今の状態なのか？」

　一宮と二宮、二つの都市、二人の姫。

　その者達は、ここから何をするのだろうか。

　考えることは山のようにあって、見えないことも多かった。

　その見えないことが見えている者も、どこかにいる。

　一宮の姫、二宮の姫、七宮の姫。三人の姫が何を見ているのか、そんなことを常磐の姫は思い、それから、乗り物酔いで息苦しさを覚えて、外の空気を吸いたいと願ねがった。

　香こうの焚たかれた場の匂においも苦にが手てだった。







　チドリの地で、鳳ほう翼よく旗き団だんが筒つつ旗ばたに風が吹く。

　翡ひ翠すいの姫は居並ぶ兵達の前に、その法ほう衣いに包まれた姿を晒さらした。

　鳳翼旗団はスズマの兵員達と少し装そう飾しよくが違う軍装で、鳳おおとりを模もした肩当ての飾りが目につく。

　兵員は五百ほどが異国流れで、本来の親しん衛えい隊たいであるスズマ兵を支軍として千人ほど従えている。

「この度たびの活かつ躍やく、お見事でした。シンセンの多くがその力に目を剝むいたことでしょう」

　端たん麗れいな従者と近この衛えを背後にした姫ひめが、そう言葉を掛ける先に、兵団を率いる若い将しよう軍ぐんが立っていた。

　褐かつ色しよくの肌は生まれつきではなく、戦地を駆け抜けてきた故ゆえだろう。身体からだは大きい方ではないが、絞り込まれた鋭するどい線せんが歴戦の深みを感じさせる。

　だが、若い印象が強い男だった。

　顔の輪りん郭かく自体は細ほそ面おもてで、強い眼まな差ざしが溢あふれるような力を持っているのが、戦士の様相に反して何か奇妙な印象を与える品があった。

　珍しい若者だった。

　頰ほおに古い傷きず痕あとがあり、そこにも戦争の匂においがする男だが、その傷痕が場違いに思えると、誰だれもが感ずる違和感があった。

　士しでも将しようでもない。兵でも民たみでもない。

　どれにも当てはまらない、異質で尖とがった存在感がある。

「箱庭の戦争だな」

　男が告げた。

　高い声で、少し発音が東とう和わに住む者とは違う。

　中ちゆう原げんの北部で使われる発音だった。

「この程度の戦いくさ、俺おれ抜きでも完勝だ。シンセンがあの程度とはな」

　あざ笑う口く調ちように、翡ひ翠すい姫が目を細める。

「異国の皆様方から見て、シンセンはそれほど脆ぜい弱じやくでありますか？」

　感情を出さない問いに、向き合う若者は笑う。

「数だけだ。将も兵も本当の戦いを知らない。手を汚す戦いを知らないで軍隊をやっていた輩やからだ。俺達ならば五百で五千の兵が討うてる」

　普通、誇張に聞こえる言葉も、この男が口にすれば奇妙な説得力があった。

　背後で整せい然ぜんと直立不動の姿勢を取る直ちよつ轄かつの兵も毅き然ぜんとしている。

　戦いに慣なれた空気が、この若者と背後に並ぶ者達にはあった。

　東和のどこにも、これほど自信に満ちた闘とう争そう感かんを持つ集団はない。一いち宮みやシンセンが誇る黒こつ騎き団だんさえ、精せい鋭えいではあるが品があり過ぎる。

　同じ宮みや姫ひめの親しん衛えい隊たいとはいえ、黒騎団と比べるには異質な兵団であった。

「ヴィイ。その実力は信じますが、過信はなされぬよう。貴方あなた方は異国の民。一度でも敗走すれば補充はありませんよ」

　明らかに東和ではあり得ない名前で呼ばれ、若者は年下の少女を見下ろした。

　十歳ほど、ヴィイと呼ばれる若者の方が年かさだった。

　それでも、呼び捨てにされることに腹は立てない様よう子すで、東和二にの宮みやである少女に興きよう味み深ぶかげな眼まな差ざしを送る。

「翡ひ翠すい、一いち宮みやの援軍が合流する場所を割り出せ。潰つぶす」

　こちらも呼び捨てで、ヴィイは戦せん闘とう指揮官の指示を出す。

「あちらも貴方あなたの名前をそろそろ知る頃ころでしょう。何度も奇き襲しゆうは効きません」

「俺おれの名？　この箱庭な世の中ではどう伝わっているか聞いておこうか」

「北帝の弟」

　手が伸びた。

　法ほう衣いの胸元に伸びて、その整ととのえられた襟えりが無む造ぞう作さに引き寄せられる。

　背伸びする形で、翡翠の姫ひめがその力に従った。

　周囲、姫の背後で、慌てふためき抜刀する近この衛え。一方でヴィイの背後は動かない。こうした荒事が日常的なのだろう。

「考えも無しに、そう呼ぶ人間は親族だろうと血祭りにしてきたのが俺だ」

「ならば、己おのれの道を示しなさい。皇帝とは違う道を人々に理解させなさい。似合う呼び方があるなら、まずは我わが真しん都とスズマがその呼こ称しようを広めて差し上げましょう」

　恫どう喝かつにひるまず、厳きびしい眼差しで向き合えば、姫と見つめ合う若者が鼻で笑う。

「フン、女は嫌いだが、その気き概がいは買うぞ」

　手を放して、何事もなかったように二人ふたりは距きよ離りを取り合う。

　衝しよう突とつの経けい験けんも多いのだろう。二人は淀よどみなく会話を続ける。

「とりあえず、まずは私が貴方が望む名でお呼びして差し上げます」

「破は軍ぐん王おう。国ではその名で呼ばれることが多かった。それでいい」

　若者は姫に背を向けた。

　将しようでも兵でもない。

　中ちゆう原げん、北の皇帝家に生まれ、王の称号を持つ者。

　その背が控えていた部下達の間に消えて行くのを、真しん姫ひめとも呼ばれる少女は静かに見つめて見送った。

　乱れた襟元を直していれば、側近達が駆けつける。

「破軍王だそうです。その名をスズマの全すべての人に伝えなさい。北の王子は我が真都同どう盟めいの麾き下かにあると。スズマの宮みや姫ひめが指揮下にあると」

　何も言わせぬうちに、翡翠姫が命を下す。

「私と彼、姫と王子の力を合わせれば、一宮シンセンとて敵ではありません」

　そう命じられても、側近達は素直に従えないと首を振る。

「しかし、姫ひ殿でん下か。あの者は、やはり我われら真都に仇あだをなす輩やからではありませぬか？」

「凶きよう暴ぼうな猛もう獣じゆうが真都と真姫のお名前に傷を付ける危険があります」

　口々に彼らは危険性を唱となえる。

　確たしかにその可能性は高いだろう。異国の兵は同国民への配はい慮りよを東とう和わに対して持たない。そして、それを率いる者は、道を外はずれた異国の王だ。

「はぐれ王子の力は必要です」

　翡ひ翠すいの姫ひめは、敬礼して去って行く鳳ほう翼よく旗き団だんを見つめながら断じる。

「彼ら亡命者が真しん都とに身を寄せたからこそ、シンセンをこれほど圧倒出来たのです。もし、私共が彼らを受け入れなかったならば、彼らが一いち宮みやの手先となったやも知れません」

　そうなれば、スズマの命運は尽きていたかも知れない。あるいは、あの王子が四都同どう盟めいに手を貸したならば、より事態は混乱したかも知れない。

　中ちゆう原げん戦争の余波は、やり過ごせるほど弱くはない。逆に利用しなければ、東和全体も危あやういと翡翠姫は考える。

「覚悟は決めています。私達は戻り道がない戦いをしているのです」

　真都同盟とは、そうした集団だった。

　四都同盟のような曖あい昧まいな互助関係ではない。

　真実の都による同盟は、揺るぎない意志がなければ成り立たない。指し導どう者しやも参加者も、誰だれもが強い意志を持たなければならない関係だ。

　強い眼まな差ざしで前を見つめる姫に、集まる人々は畏い敬けいの念で膝ひざをついた。







「いい姫じゃねえか」

　破は軍ぐん王おうことヴィイは付き従う将しよう校こう達に笑いかけた。

「あまり無礼は働かぬ方がよろしいかと。我わが兵団はスズマからの支軍に支えられています」

　上級将校は隻せき眼がんで、歴戦の傷が襟えり元もとに見られるような実戦の雄ゆうだった。

　だが、それは指揮官である破軍王の若者も同じだ。

　その左頰ほおには深い刀傷がある。

　古傷で濃こくはないが、おそらく軍ぐん装そうの下にも同じような傷があるだろうと想像させる深さだ。

　実際、翡翠姫へ伸ばした手は傷きず痕あとだらけで、五指が揃そろっているだけましなくらいの荒い手だった。武具を振るい、その手で血を流してきた手だ。

　王、王子と呼ばれる地位を持ちながら、戦いの中に生きていた男の顔が笑う。

「毅き然ぜんと振ふる舞まって、うちの兵にも舐なめられないようにした。あの姫は物分かりがいい」

　あそこで振る舞いを間違えれば、内と外の者が混在する鳳翼旗団は分裂気味になっただろう。

「芝しば居いの約束がおありでしたか」

「約束なんて知らん。その場で出来なかったら切り捨てる。それだけだ」

　それぐらい出来なければ、指導者にはなれない。少なくとも、多くの敵を背負って生きる指導者にはなれないだろうと、この若者は語る。

「俺おれ達の力は高く売るぞ。当分、ここで暮らさねばならない」

「中ちゆう原げん戦争が落ち着くまでですな」

「兄上がエフを討うつまでだ。奴やつさえ死ねばどうとでもなる」

「しかし、北ほく帝ていは病やまいと聞き及びます」

「死ぬかよ、あの暴ぼう君くんが」

　落ち武者集団である周囲を彼は見渡す。

　人種的に東とう和わに生きる者と変わりない者達だった。されど、その顔つきは東和に生きる者よりも精せい悍かんな色が濃こい。戦場を長く経けい験けんした顔だった。それも苦しい戦いをだ。

　無傷で生き残り、この地にやってきた者は一人ひとりもいないだろう。

「こんな箱庭での意味のない争いは、さっさと片づけるぞ」

　笑う顔に冷たい色が浮き上がる。

　東和の争いをあざ笑う瞳ひとみが、ふと表情を和やわらげる。

「そう言えば、ここにあいつがいるらしいぞ」

　頰ほおを指さして、思い出したと口にする。

「テン・フオウ。十五の時、俺の顔に刃やいばを突き立てた、あの馬ば鹿かな成り上がり者だ」







「北帝の実弟ヴィイ。十五の時、俺の手下を皆殺しにした馬鹿王子だ」

　その時の傷だと、テンは袖そでをまくって槍やりの傷きず痕あとを示す。

「君、僕が知らない間に、あんな大物とやり合ったのか？　狂乱の悪あつ鬼きだろう。千人斬ぎりしたとか噂うわさにあるよ」

　トエルが呆あきれれば、テンは飯をかき込む。

　野営地での昼食を二人ふたりで向き合えば、新たな情報にテンがおかしな想おもい出で話をし出した。

「俺もあちこちで手下集めていたからな。そしたら、あの坊っちゃんが同じように手下集めていたんだ。どっちもガキの頃ころから天下の覇は者しやになろうとしていたから、まあ、当然、出会ったら最後の戦いだ」

「勝ったの？」

「俺はね」

　二人して、まずい顔で向き合う。

「強いんだよね」

「強いよ。俺の東和最強の地位もやばい」

　この男だけではない。黒こつ騎き団だんも傭よう兵へい将しよう軍ぐんも東和最強と謳うたわれている。

　混戦模も様ようの中、さらに、また一つ大きな駒こまが増えたと言えるだろう。

「どうするの？」

「俺おれも困っているんだ。本当なら東とう和わで一大勢力を築きずいてから、あいつらがやって来るのを迎むかえ撃うつ予定だったのに、さっさと亡命してきやがった」

「予定通りにはいかないね」

「潰つぶし合って貰もらおうか、一いち宮みやと」

「そうなると楽だけどね」

　そんなことを語り合いながら、二人ふたりして箸はしを進める。

「あっ、いいじゃん、この麦飯」

「うん、そうだね。美味おいしいね」

　おかずにしている塩焼きの鮎あゆもかなりいける。

　いつものように、おかずのいいところを互いに取り合い始めるまで、彼らの怪しげな会話は続けられた。







「逃げて逃げて、東和まで逃げてきた敗はい残ざんの王子が、真実の姫ひめの配下となりましたか」

　昼食の席で、黒こく衣いの姫は香こう草そう入りの卵焼きを切り分けていた。

　シンセン城の奥で早馬の報告に耳を傾ける姫を、向き合う者達は静かに眺めた。

　菱ひし形がたの装飾性が強い食卓は中ちゆう原げんからの輸ゆ入にゆう品ひんで、皮肉にも話題の王子が生まれた地方産の樫かしの木が使われていた。

　そして、今日きようの姫の装しよう束ぞくもまた中原風の衣装だった。黒装束に使われる線せんが、筋すじの通った東和の着物より緩ゆるやかで、生き地じも輸入品が多く使われている。

「元々、東和は中原とは地続き。山々が隔へだてなければ東和もまた彼かの国の一部であったでしょう。ですが、ここは現に東和であります。地続きの中原より、海の向こうにある島国へ憧あこがれました。ここは和の国として成り立っております」

　そう語る先にも黒衣があった。

　同じ年とし頃ごろ、いや、少し年上だろうか、東和古式のしなやかな姫装束で、言葉を発することなく座している。その横にも、また黒衣で、こちらは少し年若く式典用の鮮あざやかな姫装束姿。

　それぞれが、東和一宮の姫が着る姫装束だった。

　容よう貌ぼうもまた、よく似ていた。黒髪も同じ長さで、同じように整ととのえられている。

　綺き麗れいな娘達だった。

　まるで鏡かがみと向かい合うように、あるいは己おのれの肖像画達と向き合うように、東和一宮黒こく曜よう姫ひ殿でん下かと呼ばれる少女が、己の影かげ姫ひめ達に語り続ける。

「この国は分裂しています。我わが一宮シンセン、抵抗する二にの宮みやスズマ、四都同どう盟めい。それぞれ問題を抱え、他都市を疎うとましく思い、血も流しております」

　人形のように綺麗な姫達。一人ひとりだけ、その中で一番に精せい巧こうな姫人形が、切り分けられた卵を口にする。

　一人ひとりだけ美味おいしそうに食べて、それから話を再開する。

「人は食べなければ生きていけません。東とう和わの人々は誰だれもが朝あさ餉げを、昼餉を、そして夕餉を求めます。腐敗を続けて人々に衣食住を保証出来なくなったシンセンが民衆の支持を失ったのは紛まぎれもない事実です。それを受けて各都市が自立しようとした経けい緯いに異常はありません。ですが、そこに異国の介入があってよろしいはずがありません」

　姫ひめの胸元で黒こく曜よう石せきが光を含んで揺れる。

「スズマは外国の力を使い、国家の転てん覆ぷくを謀はかっていると言えます。この線せんで、一いち宮みやと二にの宮みやの関係は収しゆう束そくさせましょう。総力を挙げて真しん都と同どう盟めいを解体。返す刀で、ちょうど近所に集まった四都同盟も解散へ追い込みます」

　そう一人で語ってから、一宮の姫は薄うすく笑った。

「私としましては、これを望みますが、シンセンの方々がこれを望んでいるわけでもないでしょうね」

　初めて、向き合う影かげ姫ひめ達が表情を変えた。

　憂うれいのある眼まな差ざし。

「場合によっては、東和はさらに混乱する事態となるでしょうね」

　笑えみを作る姫と、悲しむ影達。

　一宮の姫達は、そうやって向き合い続けた。







「冗じよう談だんではない。叔父おじ上うえも叔母おば上うえも勝手なことを」

　五いつ宮みやクラセ都市に先行するサイ家筆ひつ頭とうハルセは書類を投げ捨てた。

　クラセ郊外に構えた拠きよ点てんの屋や敷しきで、報告を持ってきた部下達に退室を命ずる。

　冷静になるまで一人になりたかったのだ。

　姫行列を迎える式典の準備に奔ほん走そうしていれば、サイ家内部でも分裂が起きていた。

　報告された書類には二宮スズマに対する支援の動きがあった。直接的ではなかった。間接的に周辺への金と物資の流れが起きている。

　その中に叔父と叔母の姿が見えていた。

　サイ家としては四都同盟が何よりも主しゆ軸じくだった。それでも、方針の一本化には進められなかった。

　四都同盟が上手うまく行かなかった場合はどうするのか。そう言い出す者は叔父夫婦だけではなかった。

　さらにサイ家の中では、一宮周辺に動く者もいる。

　気に入らない話だった。

　筆ひつ頭とうであるハルセが奔走しているのに、それを無視する者がいる。気に入らないが、そうする者にも考えがあるとも理解出来た。

　一いち宮みやとも二にの宮みやとも関係を保っておけば、事態がどうなろうとサイ家は生き残れる。おそらく、それが正しい商家のあり方だった。

　サイ家の持つ商あきないは手広い。双ふた子ご都市クラセとマキセにだけ拘こだわるのは愚おろかな話だった。

　おそらく、ハルセの父が生きていたとしても、同じようにしただろう。父ならば、そう指示を出していたとも確かく信しん出来る。

「だが、父上が中心で行ったことだろうが。あの姉し妹まいを宮みや姫ひめとして擁よう立りつしたのは」

　双子宮に対して、どこの誰だれよりもサイ家の筆頭は責任があるとハルセは感じていた。

　だからこそ、四都同どう盟めいに力を入れていた。

　自らナツメやツヅミに赴おもむき、将しよう軍ぐんや軍師達と会見した。

　多くの他者と付き合ってここまで来た。語り合い、頭を下げ、命令をした。人も資金も動かしてここまで来た。

　それが無視されるのが辛つらいと思うが、泣き言は言えなかった。

　部下達に不安は与えられない。泣き言は誰にも言えなかった。

　四都同盟自体は上手うまく手はずが進んでいる。クラセとマキセの要人達を引き込んだ。ナツメとカセンの府ふ中ちゆう組ぐみとも話を通した。遅れてやってくる七なな宮みやの二人ふたり組ぐみが辿たどり着く前に、枠わく組ぐみの大半を用意出来る。

　一宮と二宮の争いに手出しするのは愚ぐ策さくだとハルセは判断している。

　介入したと事実を残せば、難なん癖くせをつけてくるのが大国とそれに連なる民衆だ。何もしないで、時流を安定させるべきだと彼は考える。

　一宮や二宮のように戦争に力を入れた大国にどんな価値があると言うのか。安定と平和に力を入れない方が悪いのだ。

　幸い、東とう和わ各都市には宮姫があった。

　平和同盟を推し進めることに、これほど有意義な偶ぐう像ぞうはなかった。

　この流れは悪くないはずだった。この流れこそ、父の代から受け継がれた潮ちよう流りゆうだ。

　そして、叔父おじや叔母おばの動きもサイ家のもう一つの顔だった。

　全すべてを統一させることは出来ない。ハルセの力不足というよりも、多くの親族を抱えた家のあり方が多様な顔を持つからだ。

　その中でやりくりして、筋すじの通った家の方針を世間に示すのが、本家の決けつ裁さい権けんを持つ者の職しよく務むだった。

「耐えろ。私は筆頭なのだぞ」

　難むずかしい立場の中、その覚悟を口にすれば、背筋に力が戻る気がした。

　どんな時も、自分で自分に言い聞かせてここまで来た。ここまで利益は少なかったが、立場は護まもってきた。もめ事続きの中で近道も遠回りもして、そのまま前を向いて進んだ。

　少しずつ、ハルセ・サイの名は広まろうとしている。耐え続ければ、忍耐は自信へと繫つながる。

　今の時代が敵ならば、自ら次の時代を用意する。人生を使った商あきない。

　それが、幼い頃ころからの生き方だった。

　誰だれがどう動こうと、ハルセは下を向くわけにはいかなかった。







　夜になれば、明日あしたの打ち合わせがあると衣い装しよう役やくさんに言われた。

　萌もえ葱ぎ姫ひめとの夕食会が終わった後、寝室として用意された部へ屋やに向かう。

　今日きようの宿は王室の別荘を提供された物で、双ふた子ご姫と縁えにしが深い一族の所有物だった。

　双子姫は母方が王室の分家筋なので、他ほかの姫達よりもそうした縁が深い。

　貴族趣しゆ味みと言うのだろうか、彩さい色しき豊かなお部屋は、ちょっと華はなやか過ぎて落ち着かない。今までの色いろ々いろな生活と比べてみれば、七なな宮みやのお城で小さくなっている時が一番気楽だった。

　だけど、割と丈夫な私はどこでも眠れたりする。

　衣装役さんが寝ね間ま着きを用意してくれるから、今日のお姫様はもう終わりだった。

「萌葱姫の方がお身体からだが弱いと耳にしています」

　向かって座る鏡かがみの中、衣装役さんは寝間着姿の私にそう言った。

「ああ、そうですね。食も細い方ですし」

　会食があれば、私と常磐ときわ姫はかなり食べる。だけど、あちらのお二人ふたりは、あまり食べないでお茶ばかり飲んでいた。

　袖そで口ぐちから覗のぞく手首も、白くほっそりとしていて、あちらの方が年上なのに少し心配を覚える程ほどだった。

「この度たびのお顔合わせ、どう思われますか？」

　背中から衣装役さんに言われて、鏡に映る私は少しだけ悩んでから

「争わずにお会い出来て嬉うれしく思います」

　思いつく限り単純に答えた。

　琥こ珀はく姫とも常磐姫とも、争いの先でしかお会い出来なかった。

　クロハさんはともかく、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かや翡ひ翠すい姫とは、まだお会い出来ない。

　そんな中で、お二人と和なごやかに出会えたことは幸せに思えた。

「トエ様達も、賛さん成せいしてくれましたし」

　どういうわけか、トエ様は私が双子都市に出向くことに、ほとんど無条件で賛成してくれた。

　テン様は無名時代に見てきたクラセやマキセの観かん光こう名所がどんな風ふうか身振りを交えて楽しく教えてくれた。

「奇妙な話ですね」

　衣い装しよう役やくさんが私の髪に櫛くしを入れながら、ぽつりと呟つぶやく。

　やっぱりそう言われた。

　私だってそう思うのだから、誰だれだってそう思う。

「常磐ときわ姫ひめも、はっきり口にはされませんが、双ふた子ご宮みやもそうお考えのようです」

　答えてから、私は考え込む。

「普通、テン様はともかく、トエ様は私に同行しますよね？」

　自問を言葉にしてみれば

「ええ、楽しそうに好き勝手喋しやべりますよ。人様の国にまでやって来て」

　衣装役さんが言いたい放題なことを口にする。

「なのに遅れて来る。テン様と一いつ緒しよに手勢を連れて」

　考えれば、ろくなことが思いつかない。

　悪くないことは、たった一つしか思いつかなかった。

「戦いくさ続きのカセンやツヅミから戦争を離はなしているのでしょうか？」

　私がそう言えば、衣装役さんが眉まゆをひそめるのが鏡かがみに映った。

「クラセとマキセを戦場にするおつもりですか」

　四都同どう盟めいがこちらで宣言されるならば、戦いの矛ほこ先さきはツヅミではなく双子都市へと向けられる可能性が高いと思う。七なな宮みやカセンや旧四しの宮みやツヅミにはありがたい話だった。

　だけど、それは双子都市に生きる人々には迷めい惑わくな話だろう。

　でも、考えてみれば、中央からの圧力に私達の地方は翻ほん弄ろうされていたと言える。クラセとマキセは中央相手にのらりくらりとやり過ごした国々だとも話に聞く。

　だから、双子都市を批判する人も多い。人によっては、クラセとマキセが何もしようとしなかったから、東とう和わ西部が中央に狙ねらわれる羽は目めになったと考えるらしい。

　それは、きっと、正しい。

　そして、その言葉に双子姫達は黙だまって従わないだろう。

　クラセとマキセが中央に従属しなかったからこそ、ツヅミ、ナツメ、カセンは中央からの波に吞のまれず、これまでの地位を確かく立りつ出来たと語るはずだった。

　それも、きっと、正しい。

　多た分ぶん、みんな、それぞれ正しい。だって、誰にでも事情があるから。

　東和西部地帯の三都が、それぞれ譲ゆずれない事情を抱えていたように、ここの双子都市にも事情があったと思う。

　一いち宮みやにも二にの宮みやにも、仕方ないことは沢たく山さんあると思う。

　私が考え込んでいると、衣装役さんが表情を和やわらげた。

「近日中に彼らは追いつきます。今は地道に宮姫としての公務を果たされることが大切なのかも知れません」

　悩み過ぎはためにならないと、衣い装しよう役やくさんの声が優やさしい。

　恐こわそうに見えて、この人は優しい。ただ甘えたくなってしまうぐらい。それが少し恐い。

　だから、少し抵抗してみる。

「一いち宮みや様と二にの宮みや様はどうなっているのでしょうか？」

　うちのお二人ふたりが何を企たくらんでいようと、あちらが予想外に動けば、事態がどうなるか誰だれにも知れないこととなる。

「戦っております」

　衣装役さんが無表情に戻って、冷静な口く調ちようでそのまま続ける。

「今、この時も、万の軍勢が動いていると噂うわさになっています」

「夜ですよ？」

　とっさには何のことか分からなかった。

「夜ですから、闇やみに乗じるのでしょう」

　ようやく、夜戦、夜や襲しゆう、そんな言葉が思いついた。







　闇の中に炎が上がった。

　怒ど声せいと悲鳴が響ひびき渡る。

　軍の朝は早い。農家の朝と大差なく、それ故ゆえに早く床とこへと就つかされる。

　まだ深い夜にはなっていなかった。

　夜襲ならば、寝静まった深夜から朝方を狙ねらうのが定じよう石せきだった。

　定石を無視するかのように、その攻めは決行され、炎は瞬またたく間に広がる。

　寄せ手は一宮シンセン軍で、およそ五百騎き。

　騎馬だけでの突とつ撃げき軍ぐんが、チドリ郊外に陣じん取どる二宮スズマ軍の野営地の側面をなぞるように攻め立て、凄せい絶ぜつに火ひ矢やを放っていた。

　悲鳴と怒声が闇夜に響いていた。逃げまどうスズマ側は十倍の五千だ。だが、対応が遅れて、兵馬と武器庫に火の手が上がっていた。

　興こう奮ふんした馬が暴あばれ始めては取り押さえるのは困こん難なんで、鉄器である刀剣が火に包まれれば持ち出せても使用は不可能だった。

　その赤く燃もえ立つ遠景を、遠く砦とりでの櫓やぐらから見つめるのが、シンセンでは東とう軍ぐんと呼ばれる将しよう軍ぐんと、その幕ばく僚りよう達だった。

「ふん、粋いきがった報むくいだ。思い知れ」

　将軍の言葉に左右を固める幕僚も頷うなずく。

「所しよ詮せんは素人しろうとの集まり、速度を用いた攻めには脆もろいですな」

　副官役がもう片方に同意を求める。

「左さ様ようでありますな。速攻は気迫や恨うらみでどうにかなる戦いではありません」

　同等の役やく職しよくを持つ男が頷うなずいた。

　真しん都と同どう盟めいが中心になっているスズマ側は団結力が高い。

　がっぷりと向き合えば、その団結力が他国を圧倒するが、予想外の攻めに対応するには経けい験けん不足な面があった。

　特に騎き馬ばによる夜や襲しゆうの経験はなかった。訓練を積つんだ専門の兵以外が多いから、一度の混乱が致命的になる。

「朝まで寝かせるな。疲ひ弊へいしたところで、我わが方は陣を前に押し出す」

　今こ宵よいは一いつ睡すいもさせないと、将軍は方針を示す。

　朝まで消火に追われて、疲弊したスズマの隙すきを突いて包囲を狭める。

　場合によっては、そのまま勝負を決めに攻めることもあるだろう。

　そこまで行けなくても、確かく実じつに優ゆう勢せいは作れる。

　シンセンからの増ぞう援えんはまだまだ増える。

　それを待たずに形勢を形作れば、シンセン内部のどのような派は閥ばつにも胸を張って成果を示せる。そうなれば、東方軍の指揮官である彼とその幕ばく僚りようの地位は揺るぎない。

　だが、彼らも現場に生きる者だった。そうした内部の都合は二番目、三番目に考えてのことだった。攻めを急いだ理由は他ほかにもある。

「はぐれ王子とやらも、これで押さえ込めるな。騎き士し殿どの」

　問いではなく確認を求める口く調ちようで、後方に控える黒騎士に目をやる将しよう軍ぐん。

　赤い篝かがり火びを脇わきに、遊ゆう撃げき長ちようの役職を持つ軍服姿が直立不動の姿勢を取っていた。

「おそらく、破は軍ぐん王おうの夜襲は牽けん制せい出来たと思われます」

　この作戦は遊撃長の進言だった。

　王室直属、宮みや姫ひめの親しん衛えい隊たいである彼は本来は有効な発言権を持たない。今回は、彼がその目で敵将を確認した経けい緯いが進言の機き会かいを作った。

　若いながらも戦いくさ慣なれした異国の将軍。破軍王の名は少しでも中ちゆう原げんの噂うわさを知る者ならば誰だれもが知っていた。

　東とう和わと違い、本格的な戦争が長く続いた中原で名を馳はせた人物である。

　好きにさせれば取り返しがつかなくなると、誰もが理解していた。

　理解すれば、早急な手を打たなければと軍ぐん議ぎが開かれ、その席で遊撃長が夜襲を警けい戒かいすべきと進言し、こちらから先手を打つべきと軍議を誘ゆう導どうした。

　明日あしたの未明にでも攻められるのではないかと語れば、場は簡かん単たんにこの攻撃へと傾いた。異国の未知なる兵法への不安が大きかったのだろう。そして、昼間の大打撃の埋め合わせを将軍達は模も索さくしていたのだ。

「はぐれ王子が自在に動こうにも、後方が、あの体ていたらくでは迂う闊かつに動けないでしょうな」

　副官が語り、将しよう軍ぐんも頷うなずく。

　鳳ほう翼よく旗き団だんが精せい鋭えいといえど、戦地で孤立すれば苦しくなる。生なま身みの人間には補給と休息が必ず必要になるからだ。死傷者や欠員が出れば、人員の補充も大変だ。

　精鋭を支えるには倍する支軍が必要なのだ。それは一いち宮みやから七なな宮みやまで、どこの宮都市が持つ軍でも同じだった。

「我われら黒こつ騎き団だんが姫ひ殿でん下かの勅ちよく命めいで動けるのも、四つの方面軍が機き能のうしているからです」

　機き嫌げんを取るというよりは、順列をわきまえていると示すために遊ゆう撃げき長ちようが同意する。

　実際、その言葉通りで、もしシンセン軍が弱体ではなく腐敗していたならば、黒騎団はシンセン城の警けい備びだけで手一杯となって身動きが取れないだろう。

　これは他都市にも言えた。七宮のテン・フオウが自在に動けるのも、常つねに支援する軍師が後方に立っているからだ。三さん宮みやナツメのラサ一門も、友好的なシドウ将軍が軍を掌しよう握あくしていなければ多くの活かつ躍やくは望めないだろう。

　遠く火の手の方で、騎兵達が離り脱だつし始めるのが炎の照り返しに蠢うごめいて見えた。

　騎兵は一撃離脱が基本だ。

　体勢を立て直した歩兵に囲まれて、馬を狙ねらわれれば敵地で足を失うからだ。

　だが、その動きが崩れた。

　横手から迫る松明たいまつの群が不意に沸き上がった。

　瞬またたく間まに、騎兵の半なかばが分断される。

「何だ!?」

　将軍が呻うめき、副官達に動揺が走る。

　砦とりで方がたで、その異変に気がついたのは櫓やぐらに陣じん取どる彼らと、その背後に立つ騎士だけだった。

「ちっ、寄せが早い。奴やつらも起きてたな」

　誰だれにも聞こえぬ舌打ちで、遊撃長が悔しがる。

　夜の闇やみ、遠くの出来事だ。

　旗や軍ぐん装そうが炎に綺き麗れいに浮かび上がるわけではないが、騎兵を分断する動きは、また騎兵の早さを有していた。

　鳳翼旗団は間断なく動いていた。おそらく、本当に夜や襲しゆうを仕掛ける予定で準備をしていたのだろう。シンセン軍が撤てつ退たいするよりも早く、この襲撃に対応していた。

「あれでは退ひけませんぞ」

　副官達が口にすれば、騎兵達が混乱する様が目に見えた。

「救援に回らねば」

　予備兵力の騎兵達に出陣を命じる将軍。

　援えん護ごを送らねば奇襲部隊は半数近くを失うだろう。だが、援護が今から走っても大きな効果は望めない距きよ離りでもある。しかし、送らなければ兵達を見殺しにすることとなり、ここに集まるシンセンの全兵士達に動揺と失望が広まる。

「貴公の責任ではない。私が判断したことだ」

　遊ゆう撃げき長ちようの方に視し線せんを一度だけ向けて、将しよう軍ぐんが呟つぶやいた。

「ご判断は間違いなかったと信じております」

　当たり前だが、現場の指揮官として責任を持った言葉だから、遊撃長は頭を下げる。成功の手て柄がらを渡す気はないが、こうした損そん害がいの責任も自分の受け持ちであると告げる将軍の言葉に重みがあった。指揮官が覚悟の決まった態度を見せれば、同じ軍属として潔いさぎよさを感じる。

　嘶いななきと号令で予備の騎き兵へい達が砦とりでから走れば、その様を見送る将軍が砦に残る兵達全すべてに篝かがり火びを盛大に焚たかせるのを指示する。

　帰き還かんを目指す兵達に大きく本陣の所在を報しらせるためと、総兵力の大きさをスズマ側に見せつけて圧力を与えるためである。

　砦中が騒さわがしくなってきた。

　奇き襲しゆうがスズマ側にばれないよう、一般の兵達には普ふ段だん通りの生活をさせていたのが強制的に終わらされ、臨りん戦せんの態勢が整ととのえられて行く。

　騎兵達の損害をどこまで減らせるか、それによって夜襲は相応の成果と言えるようになる。

　完勝は運が向かなければ手に入らないと切り替えれば、まだ状況は悪くはない。

　将軍も幕ばく僚りよう達もそう考え直し、招集された下士官達に指示を下し始める。

　その中で、遠く闇やみに揺れる炎を見つめる遊撃長が唇を嚙かんだ。

　スズマの兵の動きが少し不自然に思えた。

　夜襲に苦しむ者ではなく、割って入った鳳ほう翼よく旗き団だんの数だ。

　当初は大きいと思えたが、その後が続かない。現に乱れたシンセンの騎兵達が体勢を立て直しつつあるのが、炎の照り返しの中に浮かび上がっていた。

「まずい」

　嫌いやな予感がした。

　鳳翼旗団の本隊が、あの地にはいないのではないかと思えた。

　砦の左右を見渡す。

　小山と森に囲まれた地形だ。

　この砦を突とつ貫かんで作り上げたため、小山のこちら側の面は木々が伐ばつ採さいされ、赤茶けた地肌を晒さらす無む惨ざんな様よう子すだった。

　その山にも寝ずの番は送ってある。そして、伐採された小山は隠れる場所もなく見通しに優すぐれている。

　伏ふく兵へいが潜ひそむのは困こん難なんなはずだった。

　仮に隠れていたとしても、切きり株かぶだらけの伐採後は騎馬が走り抜けられる状態ではない。

　将軍達も、遊撃長もそれぐらいは考えて布ふ陣じんしている。

　それでも、あちらに鳳ほう翼よく旗き団だんとはぐれ王子がいないとすれば、その方面ぐらいしか考えられない。

　こちらの後方には補給路とそれを支える一軍がある。側面ならばともかく、後方に回り込まれる可能性はない。

　シンセン軍本陣からの篝かがり火びと月明かりに浮かぶ、周囲の歪いびつな影かげを凝ぎよう視ししして、そのうち、その目が異変を捉とらえ始めた。

　小山と森の向こう側で、薄うすく暗い靄もやが立ち上り始めていた。

　はじめに気がついたのは右側で、すぐに左側にも同じように靄が立ち上る。

　靄が急速に大きくなり、闇やみ夜よの空に浮かぶ灰はい色いろの雲に似てくる。

　それが、下から照らし出されて、下方がほんのりと白い。

「火攻めだ！」

　遠くで名も知らぬ兵の声が上がった。

　小山の方で兵卒達が騒さわぎ出し、将しよう軍ぐん達にもその状況が知れる。

「構うな。森林は伐採してある。ここまで火は届かん」

　将軍が冷静に声を張り上げる。

　そのはずだった。伐採後の荒れ地は敵の進軍を阻はばみ、こちらからの弓ゆみが迎むかえ撃うてば、かなりの数が押し寄せようと壊かい滅めつ出来る。

　だが、遊ゆう撃げき長ちようが首を振る。

「やられた。規き模ぼが違う」

　呻うめくように呟つぶやけば、見る間に左右に広がる炎が燃もえ立つ柱となり、周辺がその色に染まって明るくなる。

　そして、立ち上る煙が膨ぼう大だいになって行く。

　風向きは南風で、一方の煙がこちらの陣じんへと入り込み始める。

　焦こげ臭くさい乾かん燥そうした風に、薄く灰色が混じる。

　劫ごう火かは来ない。だが、煙が蔓まん延えんし始めるのは時間の問題だった。

　炎の広がりが、よくある火攻めという極小な類たぐいではない。

　森一つ焼き尽くすまでの大仕掛けだった。

「馬ば鹿か野郎、山火事じゃねえか」

　こんなことは遊撃長の頭には思い浮かばなかった。

　いや、東とう和わの誰だれの頭にも思い浮かばなかった。

　火攻めを得意としたテン・フオウでさえやらない大火である。

　森林は東和の貴重な財ざい産さんである。材ざい木もくが、薪たきぎが、山が恵む食料が蓄たくわえられた土地だ。

　東和のどの都市でも、小都市チドリにとっても、それは同じだ。

　それを焼き尽くす行為は、東和のどの勢力にも許されない大罪である。

　夏場の乾燥した大気の中、炎と煙の広がりの早さから考えれば、誰だれにも消火出来ない巨大な山火事となるのは間違いなかった。

　まず、三日は燃もえ続ける。

　火が消えるのは、全すべて燃える物が無くなった時だけだった。

　そして、三日三晩、煙の中で生活出来る者など人ではない。この煙が深く蔓まん延えんすれば、朝まで保もたせることも困こん難なんだった。

「畏おそれながら撤てつ退たいの準備を進言します」

　遊ゆう撃げき長ちようが将しよう軍ぐんの側そばに駆け寄り、その場で片かた膝ひざをついた。

　臣しん下かではないが、臨りん戦せんにおける現場指揮官に進言する以上、特別な敬意を示すべきだった。

「消せぬか」

　将軍も幕ばく僚りよう達も状況は理解しつつあった。

　ただ、誰も決断のきっかけを摑つかめなかった。

「この砦とりでは捨てて、関所一つ分の戦術的後退を進言します。立て直して、大軍での巻き返しを図るべきです」

　後方には増援もいる。

　そして、この火は当分消えない。

　これは敵方も進撃出来ない大火となる。

　もはや、人がどうこう出来る状況ではないのだ。突然の豪ごう雨うでも降らなければ、状況の好転は望めない。

「この代価、高くつくぞ」

　将軍はスズマの陣じんを睨にらみ、口くち惜おしげに呟つぶやく。

　あちらでも炎は上がっていた。シンセン兵による所しよ行ぎようだ。

　だが、戦いくさの常じよう識しきからすれば並はずれた代しろ物ものではない。

「いや、これが中ちゆう原げんでの常識なのか」

　自分達を近くの篝かがり火びよりも鮮せん明めいに浮かび上がらせる左右の大火に、将軍が苦く渋じゆうに満ちた顔をする。

「騎き兵へいの帰き還かんは待たない。歩兵達は直ただちに荷物を纏まとめろ。奴やつらに何もやるな。我われらは整せい然ぜんと陣払いする」

　騎兵は元々が早い。歩兵の撤てつ退たい速度をすぐに抜くだろう。

「直ちに。ここは最小の損そん害がいで押さえます」

　副官が命令を受じゆ諾だくして、はせ参じる下士官達を見つけ呼びつける。

　三名ほど、小隊長の軍ぐん装そうで刀を佩はいた者がやってくる。

　駆けつけながら、その者達が腰の刀に手をやるのを遊撃長が見つけた。

　副官が斬きりつけられる寸前、細い刃やいばが炎の照り返しを受け銀光となってそこへ走る。

　下手投げで放たれた手のひらに収まる小さな槍やり穂ほが、音もなく兵達の顔や喉のどに突き刺さる。

　一人ひとりだけ、三人の中で一人だけ、最後方を走っていた者が首をひねって躱かわす。

　その一人の刀が、副官の喉元へ横よこ薙なぎの一いち撃げき。

　血が走るより速く、そこから飛とび退のく兵。

　二投目の銀光がその位置を過ぎて行く中、遊ゆう撃げき長ちようとその兵の目があった。

　知らぬ男の顔を遊撃長は見た。

　尖とがった風ふう貌ぼうで、異国の匂においがする若い男だった。

　シンセンの軍ぐん装そうをしているが、眼光鋭するどい男の容貌はシンセン兵にしては異質だった。

　左頰ほおには古い刀傷。

　突然の異変に気がついた将しよう軍ぐん達が、周辺の兵を呼びながら退しりぞく。

　声も立てずに、刀傷の男が足元で息絶えた仲間の喉元から槍穂を抜き、将軍へと投げつける。

　短い呻うめきが聞こえたかどうか、胸元を押さえて将軍がよろめくが、駆けつけた者達が支えて後退する。

　さらに追う姿勢を見せた刀傷の男に、走り込む遊撃長が迫る。

　彼の腰にも騎き士しらしい刀剣があった。抜き打ちの低い体勢。

　抜き放つ騎士の刀、刀傷の男が振り返りながら打ち下ろす一刀。

　火花を散らし、ひたすらに固く鋭するどい音。

　打ち合った刀が互いに折れて、半なかばから先が遠くへ落ちた。

　声も出さずに、折れた刀を互いに捨てる。

　遊撃長は腰の後ろに右手を差し込み、手に持つのは野の太ぶとい鉈なたの一振り。

　刀傷の男は脇わき差ざしの如ごとく腰に差していた手て斧おの。

　再度、ぶつかり合うのは刀ではなく、その重々しい鉄器。

　火花に続くは、鈍にぶく深い鋼はがねの音。

　折れることなく、互いの腕が衝しよう撃げきで宙に舞まう。

「くっ！」

「ふうっ！」

　弧こを描く動きで衝撃を逃がして、さらに一撃。

　大振りと大振りの、ふざけたぶつかり合いが、お互いの得え物ものごと相手をはじき飛ばした。

　よろけて、その場に膝ひざをつく二人ふたりの男。

　得物は手の中にあった。

　だが、双方がその手を持ち上げられなくなっていた。

　研とぎ澄すまされた刀の打ち合いではない。鈍どん器きにも似た鉈と手斧によるぶつかり合いだった。

　双方の握力が、手首が、肩が衝撃でおかしくなっていた。どちらも利き腕の手首が震ふるえている。

「てめえっ、噂うわさのはぐれ王子か」

　昼間、遠目に見た男に違いないと遊ゆう撃げき長ちようが睨にらみつける。

　刀傷の男が笑った。

「貴様も噂の黒くろ騎き士しか」

　破は軍ぐん王おうヴィイ。それが、この兵へい卒そつの格好をした男の正体だった。

「自ら乗り込むとな」

「東とう軍ぐんとやらの首を手にすれば、まずは勝ちだ」

　いきなりに将しよう軍ぐんの首を狙ねらう。その過か激げきさに遊撃長は笑いたくなった。だが、笑うわけにはいかなかった。目の前の男は本気だった。

　そして、それは実現可能だった。

　ここに、一いち宮みや黒こく曜よう姫ひめに派は遣けんされたシンセン屈指の武芸者がいなければだ。

　ここに黒騎士の姿がなければ、何事もなかったように将軍を殺傷し、追っ手を切り捨て、山火事が生み出す混乱の中に身を隠していただろう。

「まあ、黒騎士を殺しておけばいいか」

　刀傷を歪ゆがめて笑う男に、遊撃長が膝ひざを立てて鉈なたを構える。

　鉈の方が手て斧おのより軽い分、持ち替えは楽だった。

「いきなり、はぐれ王子を斬きり捨てればオレの地位も安あん泰たいだな」

　東とう和わ最強たる黒こつ騎き団だん。その中で要よう職しよくにある者として、この戦果は莫ばく大だいな名声を呼ぶ。

　何せ、相手は東和の大地を焼き、シンセンの兵を数多く殺さつ傷しようし、将軍を暗殺しようとした狼ろう藉ぜき者ものなのだ。

「あんたさ、なんで東和に出しゃばった？」

　衝しよう撃げきからの回復を待ちながら、騎士が問う。

「軍費が底をついて山中を彷徨さまよえば、スズマの近くに道を見つけた」

　同じようにしながら、成り行きだと刀傷の頰ほおが皮肉めいた表情を作る。

「帰れよ。てめえなんざ、東和はいらねえ」

「言葉を慎つつしめ。俺おれも東和如ごときはいらん」

　だから、気にせず焼いていると、はぐれ王子は嘲ちよう笑しようする。

　対決する二人ふたりの周りで、呼び集められた兵達が包囲の輪わを形成しようとする。

　そこへ弓ゆみ矢やが降った。

　左右の炎に巻かれる森の中から、無む造ぞう作さに野の太ぶとい弓が散らばり落ちてくる。

　狙ねらいすました攻撃ではない。

　砦とりで全体に向けて、無む節せつ操そうに数を放った攻撃だった。

　その証しよう拠こに、はぐれ王子の足元に矢が突き刺さる。

　かなりの距きよ離り。強い弓と使い手が揃そろっていなければ、届くことも困こん難なんな攻勢だった。

「残念だが潮しお時どきだな」

　呟つぶやく破は軍ぐん王おうがその身を大きく捩よじらせ、全身を使って得え物ものの投とう擲てきをした。

　大気に唸うなりを上げて飛ぶは、激はげしい回転を持つ手て斧おの。

　真まっ直すぐに遊ゆう撃げき長ちようの顔がん面めんを狙ねらってくる。

　弾はじき返せば手が保もたないと、遊撃長がしゃがみ込んで回かい避ひする隙すきに、身を翻ひるがえした破軍王が砦とりでの城じよう壁へき際ぎわにまで走る。

「黒くろ騎き士し！　面おも白しろかったぞ」

　城壁の向こうへ消える姿。その先には急きゆう勾こう配ばいの丸太組みの柱が下方へと伸びる。

　戦い慣なれた男ならば、それを辿たどり混乱と紫し煙えんの中に紛まぎれるのは難むずかしくないだろう。

　下に兵がいようと、おそらく、丸腰であってもあの男は討うてないと遊撃長は踏んだ。破軍王自身が素手でも、並の兵ならば叩たたき伏せられたからだ。

「畜ちく生しよう、何だよ、あいつ」

　まだ感覚がおかしい握力を気にしながら、彼は己おのれの足元を見た。

　半なかばから折れた刀身に炎を照り返す刀が、二振り無造作に転がっていた。

　片方はシンセンの名工が鍛きたえ上げた名刀で、片方はどこにでもある兵へい卒そつの太刀たちだった。

「冗じよう談だんじゃねえ、あいつは指揮官じゃねえのかよ」

　指揮官として振ふる舞まうことも、命を惜おしまぬ潜せん入にゆう兵へいとして振る舞うことも、同じ一日のうちに同様に行える。そんな男は東とう和わのどこにもいなかった。

「誰だれかあいつ殺せよ。俺おれは嫌いやだぞ、あんな危ないのと戦うの」

　風に乗る煙が目と喉のどを刺し激げきする中、黒い騎士の青年は悪化する状況の中で、己の足元を見つめる。

　四方から炎が作る影かげが、それぞれ重なり合い薄うすく浮かび上がっていた。







「どうなっている！」

　常磐ときわ姫ひめが駆けつけたのは湖こ畔はんで佇たたずむ浅あさ黄ぎ姫の傍かたわらだった。

「山火事です」

　遠く、丘きゆう陵りようの彼方かなたに明るい輝かがやきがあり、夜空の雲に反射していた。

　クラセまでほど近い街道沿いの村落。

　異変に気がついた二人ふたりの姫は北西の空に眼まな差ざしを向ける。

「ただの山火事か？」

　厳きびしい問いかけに、浅黄姫は首を振る。

「人身を乱す黒雲です」

　重い夏雲のように広がる白煙に、映り込んだ炎の赤い揺らめきを浅黄姫は瞳ひとみの中心に据える。

　大火であると、それも、人災であると彼女は理解していた。

「私共の道行き、急がねばなりません」

「あの下が争いのチドリか？」

「この国の行方ゆくえを、あのような無ぶ様ざまな光景にはさせません」

　強い眼まな差ざしと横顔に、常磐ときわ姫ひめは少し押された。

　本ほん拠きよ地ちが遠い常磐姫とは違う切迫した空気が、穏おだやかで小こ柄がらな姫の周りにあった。それで、ここは彼女達が住まう領土なのだと改めて思い知った。

「我われらより、岸向こうの七なな宮みや達の方がよく見える光景だな」

　今は、この姫と同じようにしようと、常磐姫は視し線せんを同じ方向に固定し、浅あさ黄ぎ姫が動くまで共に佇たたずもうとした。

　五いつ宮みやクラセの姫は、自らは一言も口にせず長いことそのままでいた。







　私の側そばで、萌もえ葱ぎ姫が静かに北西部の空を見つめていた。

　一いち宮みやと二にの宮みやの領土がぶつかり合う辺り、小都市チドリがそこにあると聞く。

　幾つかの山と峠とうげの向こうに一宮シンセン都市と二宮スズマ都市があり、そこへ延びる交易路が五宮クラセにも六むつ宮みやマキセにもある。

　私達がツヅミから姫行列を進めてきた道のりより、その直ちよく線せん距きよ離りはかなり近い。

　普通に旅をして、僅わずかに三日から四日ほどの距離。

　カセンがツヅミと向き合う距離よりも近い。

　そして、その勢力は商都ツヅミより大きい。従える周辺の小都市が数多く、影えい響きようを与える領域が多大なのだ。何よりも、大都市が抱える人口は膨ぼう大だいだった。

「浅黄姫や常磐姫もお気づきでしょうね」

　私の言葉に、萌葱姫は小さく頷うなずく。

　宿営の社しや殿でんが低地だったため、私達は朱しゆ馬車で見通しのいい街道にまで出た。

　朱馬車とお供の方々を背後に、遠地での戦火を見つめる萌葱姫は何も喋しやべらなかった。

　湖岸に立つ五宮と六宮の都市。

　六宮マキセの方が、幾分か一宮や二宮に近い。

　東とう和わの中心である大都市の戦いは、こんな遠くからも目に見える。そして、この方はそこに一番近い位置に立っている。

「山向こうでの争いは、何も西せい方ほう山脈の先だけではありません」

　長い沈ちん黙もくの後、深く沈んだ色の姫装しよう束ぞくで萌葱姫が語り始める。

　ただ、私は黙だまってそのお言葉に耳を澄すます。

「絵地図では山脈までも東和と称し、その中心に位置すると言い張るのがシンセン。その傍かたわらで、自由を謳おう歌かして繁はん栄えいを広げたのがスズマであります」

　実際、東とう和わで人が住む領域を地図にすれば、シンセンやスズマは地図の上部に位置する。

　人の住まう範はん囲いで見れば、実はツヅミの少し上辺あたりが東和の中心であるのに、それでは中央政府が名乗りにくいと、旧王都時代に作られた地図ではシンセン都市が中心となっている。

　開拓するすべもない山脈にまで、シンセンは領土権けんを主張し、拡大するスズマもそれに倣ならった。そこに鉱山と林業の価値が見え隠れしていたからだと、トエ様に教えて貰もらったことがある。地下に眠る資源が、また争いの火種にもなったそうだ。

「その争いはクラセとマキセにも及びました。何度も食料を、幾たびも人を、彼らは繰くり返し要求し、近きん隣りんである私達を振り回しました。度たび重かさなったシンセンへの貸し付けは莫ばく大だいで、スズマへの譲じよう歩ほは私共が生まれるよりも遥はるかに昔から続きます」

　淡たん々たんと、怒りも憤いきどおりも見せないで語った姫ひめが、ゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

「この大火もただでは済みません」

　丸焼けになった山々や森が元に戻るのは私達が大人おとなになる頃ころだろうか。それは、テン様達よりも年上な大人なのだろうと思う。

「チドリの方々が困れば周囲にも影えい響きようが生まれます」

　クラセとマキセは、そうした人災が及ぼす異変にも多くの労力を必要としていたのだと、影かげ色いろに染まる姫装しよう束ぞくでその姫は語る。

　ふと、その影の色で黒こく衣いの姫を思い出す。

　夜色の中、東和のどの姫も色を大きく失う。

　影が深い世の中では、この方も私も黒い姫ひ殿でん下かに似た装よそおいになる。

「四都同どう盟めい、お力添えを改めてお願ねがいします」

　東和六むつ宮みや姫が東和七なな宮みや姫へ告げる言葉。

　その言葉に私は頷うなずいて、それから、周囲を見回した。

　街道沿いに並ぶ警けい護ごの方々。

　朱しや馬車の側そばで私達を見守る侍じ従じゆう長ちよう。

　遠くに見える人家では、人々が家々の窓辺に立つ光景が灯あかりを背負う光景で見えた。

　そして、深く眠る湖に上弦の月が揺れていた。

　この湖面が、戦火をそのまま映すことがないよう、私は心の中で願った。

　この湖こ畔はんに映る光景は、幸さち豊かでいて欲しかった。
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　　　六節　時代の階







　翌日のお昼時、六むつ宮みやマキセ都市に入った私は盛大に迎えられた。

　来る途中の町や村落でも、萌もえ葱ぎ姫ひめと私は人々に手を振り、どこでも温かく迎えられた。

　今は、そうした道中の街よりも、遥はるかに大きな市街で、私達は姫行列の中心にいた。

　割れんばかりの歓かん声せいは、常磐ときわ姫と私がツヅミで行った屋や敷しき船ぶねでのそれよりも遥かに大きい。

　ツヅミ都市での私達はよそ者の姫達だった。反発を押さえて行われた同どう盟めいのお披ひ露ろ目めは、歓声にも微妙な匂においが混じっていた。

　だけど、ここでは違った。

　萌葱姫が巫女みこ姫ひめとして人々に深く愛されているからだろう。沿道に立つ人々の笑え顔がおに屈くつ託たくが無く、微笑ほほえみ返す萌葱姫にさらなる歓声が巻き起こる。

　そして、その傍かたわらに立って、片かた袖そでをまくり上げて手を振る私にも人々の笑顔と眼まな差ざしが向けられていた。

　式典用の強めのお化粧と、日ひ除よけの大おお傘がさで夏の陽ひざしから護まもられた私達を、警けい備びの方々越しに人々が見上げている。

　少し照れくさくなるけれど、大傘から垂れ下がる藤ふじの花を象かたどった銀細ざい工くが、その人々の熱あつ過ぎる視し線せんと私達を隔へだてていた。

「すごいですね、六宮様の人気は」

　隣となりに腰掛ける萌葱色の姫ひめ装しよう束ぞくに声を掛ければ、柔らかな笑顔が返され

「七なな宮みや様がお越しくださったのです。皆様方が喜ばないはずありません」

　嬉うれしい言葉をくださった。

　屋根を持たない大きな車は、双ふた子ご姫ひめ達が普ふ段だんから人前に出る時に使われていた物らしく、並んで座る萌葱姫は慣なれた様よう子すだった。

　私達はこれまでの朱しゆ馬車から乗り換えていた。馬の足はお披露目には速過ぎると、用意された車は驚おどろくことに大きな牛ぎつ車しやで、まるで古典にある貴族のように私達は緩ゆるやかに進んでいた。

「馬は兵馬を思わせますから」

　そんな風ふうに笑顔を作る六宮のお姫様は、巫女姫には古式の風ふ情ぜいがある牛車の方が似つかわしいとお考えのようだった。

　そう言われればそんな気もするけれど、何やら変な気持ちもしたりする。

　本当は宮姫は人の担かつぐ御み輿こしで移動するのが正式なのだけれど、今では大切な祭さい祀しの時ぐらいにしか御輿は用いられない。ほとんどの場合で異国風に朱馬車が多く用いられる。

　私としては変な気もするのだけれど、沿道に並ぶ人々はそんなことは気にしていないようだった。慣なれているのだろう。

「人々の安あん寧ねいのために、私共は役目を果たしてきました」

　穏おだやかな表情で語る萌もえ葱ぎ姫ひめは、肩の線せんが優やさしい巫女みこ風の姫装しよう束ぞくがよく似合っていた。多た分ぶん、この方はここマキセだけでなく、クラセでも人々に愛されている。柔らかな物腰の中に、そう確かく信しんさせる風格があった。

　東とう和わ七なな姫ひめの中で、人前に他ほかの誰だれよりも姿を見せているのは、多分、この方達だった。

　祭さい祀しも式典も、お二ふた方かたは積せつ極きよく的てきに参加され、いつもクラセとマキセの発展と調ちよう和わに努めていたと話に聞く。

　東和の巫女姫として、この方達は誰よりも働いていたのかも知れない。一いち宮みやの黒こく曜よう姫ひ殿でん下かや二にの宮みやの翡ひ翠すい姫殿下は、巫女姫としてではなく、象しよう徴ちよう的てき君主として、あるいは指し導どう者しやとして働いているから、宮みや姫ひめが本来担になう巫女役の印象がひどく薄うすい。

　常磐ときわ姫は堅苦しいことを嫌い、琥こ珀はく姫は周囲と確かく執しつがあった。そして、七なな宮みやの空から澄すみ姫は、ボロが出ないようにお城に閉じこもることが多かった。

　そう考えたら、こうしてご一いつ緒しよしているのが嬉うれしくなるし、空澄姫をやっている私としては見習わなければならないと思い直す。

　何せ、空澄姫は突然に東和の中に現れた人で、実際、カセンとツヅミを巡る争い以外に、まともに活かつ躍やくしたことがないのだ。

「四都同どう盟めいがマキセの皆様に受け入れられているようで安心しました」

　人々の笑え顔がおと、その向こうに視し線せんを向けながら私は言った。

　視線の先、六むつ宮みやマキセは綺き麗れいな都市だった。

　ツヅミのように賑にぎやかでお金が掛かった大きな建物が多い街ではなく、よく整せい理りされた同じような長屋仕立ての建物がどこまでも続くような街だ。

　多分、新しん興こうの七宮カセンは都市として造りが粗あらい。商都ツヅミは貧富の差が大きく、大きな建物と小さな建物に差が大きい。

　そうした目に見える歪いびつな部分がマキセの街には少なかった。

　長く安定した成長を続けた街だから、建物は代々受け継がれて整然と並び、それぞれの居場所がはっきりしている。途中で大きな変化があまり無かったことが窺うかがえる落ち着いた街並みには、生おい茂る街がい路ろ樹じゆが似合っていた。

　何世代もの人々が過ごした空気が街の風景にとけ込んでいた。

　人々の姿も小綺麗で、その衣装は姫達に合わせたのか、古くからある淡あわい染色が落ち着いた印象を持っている。新興都市や商都とは違う、たおやかな豊かさを感じる街の色。

　歩きたいと思った。

　特に目的もなく、カラさんになって一人ひとりで建物と建物の間を歩いてみたくなった。ヒカゲさんと二人ふたりで、どこかのお茶屋さんで涼んでみたくなった。

　人垣の向こう、誰だれもいない細い路地を目にした時、そんな風ふうに思った。

　でも、それは出来なかった。

　もし、それが出来るとしたら、四都同どう盟めいが、大国との関係が、目の前にあるお仕事が全すべて終わった時ぐらいだろう。

　夏日陰の路地に落とした視し線せんから、高く上へ顔を上げる。

　上げた視線の先、灰はい色いろの煙が遠くの山々を包んでいた。

　青空の下で広がる夏雲とは違う。すさんだ色の噴ふん煙えんが夏山を包み、下方には黒っぽく強い煙を従えた火の色が見えた。

　チドリへ向かうシンセン側の山沿いが広く燃もえさかり、それは峰を伝ってスズマ側にまで広がっている。

　誰の目にも、クラセにもマキセにも見える光景。

　同じように、シンセンやスズマでも、この光景は人々の目に入っているだろう。

　薄うす青あおい夏空を汚すように、白と言うよりは灰色の煙が山々の間に溜たまり、緩ゆるやかに広がって行く。

　遠くから見れば、何でもない自然の災害にも見えた。

　だけど、その周辺に位置するチドリや村落は大変なことになっている。人々の多くが煙に巻かれ、家々から離はなれて過ごさなければならなくなる。

　まるで、お祭りのように沿道に集まる人々も、その光景とその下で暮らす人々のことを知っている。知っているのに、こうして笑え顔がおで私達を迎えてくれる。

　何なのだろう。

　この距きよ離りは何なのだろう。

　色いろ々いろなことを考えれば、萌もえ葱ぎ姫ひめが私の考え込む顔に気がつく。

「どうなされました？」

　小声で、人々に手を振りながらの問いかけ。

「皆様の期待が恐こわくなりました」

　多た分ぶん、そうだと思う。

　あの暗転の空が広がるのを知っているから、ここに集まる人々は私達に期待している。

　あの空がここまで広がらないよう、ただの夏空が、空から澄すみの空がそのままであるよう、七なな宮みやの空澄姫を迎えてくれている。

　そして、この場を作った六むつ宮みや萌葱姫ひ殿でん下かに人々は感動している。

「きっと、一いち宮みや様や二にの宮みや様をここに迎えるより、七宮様の方が人々に歓かん迎げいされています」

　そう言ってくれると、やっぱり嬉うれしくなる。でも、責任が重い気がした。

　ここまで、私は決められた役をやっていただけだった。

　それでも、すごく重い感触があった。

　空から澄すみ姫ひめという、七人のお姫様の一人ひとりで、慎つつましくしっかり者なお姫様役。悪いことは何もしなくて、ただ綺き麗れいに立って、人々が求めている言葉と振ふる舞まいを示す役。

　それは、とてもとても難むずかしい役で、いつだって私には大変だった。

　ぼうっとした私が知らないこと、出来ないこと、気づかないことは山のようにあって、立派なお姫様はいつだって遠かった。

　生まれつき賢かしこいようなクロハさんに、厳きびしく立つ一いち宮みやのお姫様に憧あこがれた。

　それから、他ほかのお姫様達の立ち振る舞いに憧れた。

　決められた役をやるのは大変だった。その役を多くの人が見つめている。舞ぶ台たいに立つ者の責任は、とてもとても大きい気がした。

　言葉の間違いが、捉とらえ違いが、礼れい節せつの不足が、学び損そこねが、見つめている多くの方々に影えい響きようを与える。

　でも、この役は私がやる役だった。

　途中で、空澄姫が退場してしまう舞台は嫌いやだった。

　舞台にいながら、舞台の袖そでにもう一人の私が立っている気がした。カラさんかカラカラさんか、私自身が空澄姫を見ている気がする。

　きっと、私は、いつまでも空澄姫でありたいと思う反面、空澄姫でない自分とも一いつ緒しよだった。

　この方は、隣となりに立って微笑ほほえまれるお姫様はどうなのだろう。心から、巫女みこ姫ひめなのだろうか、常磐ときわ姫のように近づけば外がい聞ぶんとは違うのだろうか。

　人々に微笑まれるお顔を見つめれば、不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげられる萌もえ葱ぎ姫。

　二人ふたりだけの時も、こうして多くの人に見守られていても、この方は私よりお姫様らしくて、そして、一ひと際きわに柔らかかった。

　それから、私達は六むつ宮みやマキセの中心街に連なる大通りを練り歩き、人々に挨あい拶さつをし続けた。

　行く先々に途と切ぎれなく人垣が続き、人々が溢あふれる沿道には六宮の旗印だけではなく、五いつ宮みやも三さん宮みやも七なな宮みやも旗が掲かかげられていた。

　四都同どう盟めいのお触れは、広く行き渡っているようで、私は少し安心した。

　人々の賛さん意いが得られなければ、宮みや姫ひめ達が顔合わせや式典を行おうと空々しいだけだった。仮に民意が他所よそを向こうと、互いの議ぎ会かいが府ふ中ちゆうが四都同盟を推し進めるだろうとは思うけれど、マキセの人々が喜んでいるならば気持ちが違う。

　色いろ々いろなことを頭に詰め込みながら、私は長い姫行列を終えて、マキセにおける宮姫の居城へと辿たどり着いた。

　萌葱館かん。この方の名前をそのまま戴いただいた場所。

　古式の平屋が、屋根付きの渡り廊下で繫つながる広い宮きゆう殿でん。

　私達が迎えられた離り宮きゆうと似た様式で、古い貴族の邸宅を改かい築ちくした建物だと教えられた。

　驚おどろいたことに、古い建物も広い庭園も、離り宮きゆうの方が手の込んだ立派な造りで、こちらの館やかたの方が一回りも二回りも小さく質素だった。

「お城はこの街に似つかわしくありませんから」

　気持ちが顔に出たのだろう、ここに住まう方は気さくに笑う。

　二人ふたりして牛ぎつ車しやから降りて、萌もえ葱ぎ色いろの旗はた指さし物ものが並ぶ石畳を歩く。

　街がい路ろ樹じゆではなく旗指物の緑みどりに囲まれた二人だけの道。

　お付きの方も警けい護ごの方も前後に姿を見せず、旗指物の切れ間に距離を取って控えているのがちらほらと見えた。

「浅あさ黄ぎ館かんは違うのでしょうか？」

　五いつ宮みやクラセにある浅黄姫の居城について尋たずねれば、妹姫に当たる方は頷うなずかれる。

「あちらの方が十年ほど年月を重ねておりますが、そう大差はありません」

「あちらも浅黄色の旗指物が？」

「はい、ここより涼やかな眺めですよ」

　夏の強い陽ひ射ざしを受ける旗指物に囲まれて、私達は石畳を歩く。

　漆うるし塗ぬりの履はき物ものが立てる音が、からんころんと心地ここち良く響ひびく。

　大勢の人に囲まれたあと、静かな道を自分で歩くのは気持ちがいい。

「幾つかの奉ほう納のうをご一いつ緒しよにしますが、七なな宮みや様の方はご用意がいいでしょうか？」

「はい、衣い装しよう役やくさんが、いえ、控えの者が祭さい祀し用ようの白装束を用意しております」

　六むつ宮みやマキセに奉たてまつられた祭さい霊れいに感かん謝しやを、そして、この地に眠る祖先に感謝をする。本来、巫女みこ姫ひめである私達宮みや姫ひめの為なすべきお役目の中心はこうしたことだった。

　私は六宮の姫ではないけれど、同じ東とう和わの宮姫として、来訪した地では萌葱姫と肩を並べて行事を行う。

　宮姫を名乗る者の務めだった。







「お前と二人で巫女役？」

「お嫌いやですか？」

「それはそうだろう？　お前と比べられるのは嫌だ」

「これも宮姫の務めですよ」

「そこを何とかならんのか？」

「困ったことを仰おつしやいますね」

　浅黄色の旗指物が並ぶ小こ径みち。常磐ときわ緑みどりと水浅黄の姫装束が並び歩く光景が五宮クラセの地にあった。

　五宮クラセの浅黄館は、六宮の萌葱館と大きな違いはなかった。

　意い識しきして、改かい築ちくの時に同じような造りに仕立て直した館やかたは庭園こそ広いが、過剰な装そう飾しよくはほとんど見えず、静かな佇たたずまいを見せていた。

　普ふ段だん、霊れい山ざんの武家屋や敷しきで過ごす常磐ときわ姫ひめからすれば、その侘わびのある光景は好きな範はん囲いだった。

　石畳の間に敷しき詰めた玉たま石いしも、青みがかった素朴な小石で、それほどお金が掛かっていないのも見て取れた。

「離り宮きゆうの贅ぜい沢たくさは落ち着けなかったが、ここは過ごしやすそうだな」

「宮みや姫ひめの任期が終わりましたらクラセへお嫁よめに参りますか？　この館を進呈しますよ」

　からかう言葉に常磐姫は他所よそを向く。

「うちはもっと過ごしやすい」

　高台にある常磐姫の館は夏の風通しが一ひと際きわに良い。逆に雪に囲まれた冬は大変なのだが、雪ゆき景げ色しきを眺めて一杯やるのも悪くなかった。

　他所を眺めてから、警けい護ごの兵達が遠く建物の脇わきに控えるのを旗はた指さし物ものの切れ間に見つけて、常磐姫は目を細める。

「随ずい分ぶんと雅みやびやかな兵だな」

　古式の羽は織おりに水浅黄色の袴はかま姿すがたは実戦的ではなかった。

　武ぶ装そうも片手に立てた薙刀なぎなたと腰に脇わき差ざしだけだった。

　槍やりや太刀たちのような、戦場向きの武装は好まれていないようだった。

「刺し激げきせぬためです」

　短い返答に、常磐姫は頷うなずく。

「なるほどな、城も造らず兵へい卒そつにも力を入れず、一いち宮みやと二にの宮みやに睨にらまれぬようにか」

「隙すきは見せられません。築ちく城じよう一つで、どこに何を言われるか予想がつきません」

「なら、はじめから宮姫を名乗らなければよかろうに」

「三さん宮みや様が、大国に続いて誰だれよりも早く宮の座に就つかれたのをお忘れですか？」

　初めて、浅あさ黄ぎの姫が声と眼まな差ざしに厳きびしさを与えた。

　その手て応ごたえが嬉うれしくて、常磐姫は笑った。柔らか過ぎる物腰が苦にが手てだったから、この表情の変化が好ましく感じられるのだ。

「昔な、ツヅミが宮姫を戴いただくとの噂うわさがナツメにも届いた。選ばれるのは貴族の綺き麗れいな子供だ。先王と血の繫つながりがあるかは微妙な、ただ綺麗な子供だったそうだ」

　石畳の道を半なかばで立ち止まり、二人ふたりの姫は静かに佇たたずむ。顔を合わせることなく、旗指物の並ぶ先をぼんやりと見据えた。

　館に上がる木造の黒い階段と、その向こうに開け放たれた広い座ざ敷しきがあるが、二人の姫は昔話に気を取られ、その光景には興きよう味みを持たなかった。

「こんな夏だった。母上が弟達と行水をして遊んでいた私を呼びつけた。それが始まりだった。ナツメはツヅミに後おくれを取るわけにはいかなかったから、先に旗を掲かかげなければならなかった。琥こ珀はくが即位する七日前に私が姫ひめとなった。本当なら、琥珀が三さん宮みや姫となるはずだった」

　ツヅミは商都として、一いち宮みやと二にの宮みやに次ぐ繁はん栄えいを誇っていた。その先を目指した宮みや姫ひめの擁よう立りつが、隣りん人じんであるナツメを焦あせらせた。

「幼い頃ころから、ツヅミのでかい態度は許せぬと大人おとな達が怒るのを目にしていたからだろうな。私としてはナツメのためになるならと喜んで姫になった。元々、武家屋や敷しきの長女だったから姫をやるのにも慣なれていた」

　そこで、常磐ときわ姫は皮肉だと顔をしかめた。

「ツヅミに一泡吹かせてやったと母上も弟達も大喜び、周囲の大人達も大喜びで、私は常磐の名を背負ったが、その後は四しの宮みやになったツヅミと仲が悪くなるばかりだった。そのうち、クラセとマキセが双ふた子ご宮とか言い出して、何が何だか分からなくなってきた」

「私共は王室の分家に生まれました。一宮の王室とは紛まぎれもなく血けつ縁えん関係にあり、母は先王とも長くお付き合いしておりました。遠方の二国が宮みや都市となれば、より正当な王室に近い者として多くの人々に即位を求められました」

　浅あさ黄ぎ姫も想おもい出でを口にして、常磐姫は肩の力を抜く気になれた。

「そのうちに田舎いなかだと誰だれもが馬ば鹿かにしていたカセンに人が集まっていることに気がついた。ナツメともツヅミとも距きよ離りを取った田舎者が林業で栄えていたのは知っていたが、それも、やがて底をつくと誰もが思っていた。いつの間にか、代々続いた林業を数年で食い潰つぶす荒あら稼かせぎをしでかす山師達がそこにはびこり、いつの間にか、若くして顔役になっていた。ご丁てい寧ねいに紙業だ玻は璃りだの茶畑だの、山のように事業を繰くり広げるそいつらが、七人目の姫だと吐ぬかして、どっかから子供を連れてきた。それで、さらに話がおかしくなった」

「カセンを押さえ込むためにご苦労されたとか」

「ツヅミと我われらだけの関係にカセンが割って入られては困った。それで、最初は敵だったツヅミと手を組む必要が生まれてな。ある時から、琥珀と私は手を取り合えと府ふ中ちゆうに言われたよ。渋しぶ々しぶと顔合わせをしてみれば、相手は戦う理由がどこにも見つからないような清せい楚そな姫だ。私はどうしていいか分からなくなった。琥珀との距離が取れないまま、七なな宮みやカセンと何年も裏で揉もめてな、結局、こちらから手を出す戦争となった」

「手を出さざるを得ない状況に追い込まれたのですね」

「そうだ。我らの七宮侵攻は、奴やつらの見えにくい挑ちよう発はつがあったからだ」

　七宮の右う将しよう軍ぐんと左さ大だい臣じん。常磐姫には好きになれない人間だった。

「それでも、七宮と手を組まれました」

「好き嫌いは言えんよ。うちは貧乏でな」

　今では同どう盟めい関係だ。早くもナツメの鉱山はカセンの商人達と多くの取引を行っている。ツヅミとの関係が干上がっていたナツメ都市にとって、近きん隣りん諸しよ国こくであるカセン都市は重要な取引相手となりつつあった。

「我わが国も、そちらの鉱山と取引したいと願ねがっております」

「あの者もか？」

　視し線せんの先、館やかたへ上がる階段脇わきに若い男が立っていた。

　目が合えば頭を下げる青年は燈とう色いろの装しよう束ぞく。

「そう言えば、サイ家はハルセさんのお嫁よめさんを探しているそうです。三さん宮みや様とハルセさんが結ばれれば、サイ家の財ざいをナツメに使えますよ」

　互いの視線が目の前にある現実へと戻る。

「お前らにあいつは忠節を誓っているぞ。お前らこそ婿むこにしてやれよ」

　宮みや姫ひめが婚こん姻いんを結ぶのは引退した時だ。当分、引退する気はないと常磐ときわ姫は肩を竦すくめる。独り身は楽で、宮姫はやりがいを感じる役だ。

「こちらは二人ふたりおりまして、片方が余ってしまうのは困ります」

「わがまま言うなよ」

　それで、二人の姫は笑い合った。

　その姿を、その会話が届かぬ距きよ離りで青年が眺めていた。

　燈色の青年ハルセには、それがひどく羨うらやましく豊かな光景に見えていた。

　その背後に、北部の灰はい色いろの空が見えていても。







　風向き次第でチドリの街も薄うす霧ぎりのように煙に包まれる。

　夏空に太陽は明るいのに、チドリの街は沈み込み、スズマから出で張ばってきた者達の表情も暗い。

　そんな中、鳳ほう翼よく旗き団だんが帰き陣じんしたのを翡ひ翠すい姫が迎えていた。

「ご苦労でした。あちらの夜や襲しゆうの上を行く攻勢は見事なお手並みです」

　整せい然ぜんと並ぶ兵を背後に、鳳おおとりの肩飾りがある正せい装そう姿の王子がその言葉を受けていた。

　野営地の広場での対面である。

　昼時の強い陽ひ射ざしにも日ひ傘がさを用いない翡翠姫は、現場にある者達と同じ陽光を浴びることを厭いとわなかった。

　その配はい慮りよが分かるから、王子の背後にいる兵達も、姫の背後に控える兵達も感動を覚えていた。東とう和わのどの姫も、ここまで現場に立つ者に配慮はしない。

　そもそも、現場に立とうとはほとんどしない。あえて言えば、三宮の常磐姫はこうした振ふる舞まいをするだろうが、あちらは配慮があるわけではなく気が向くままが多かった。

「客きやく将しようの分際で過ぎた真似まねがあったことをお詫わびします」

　破は軍ぐん王おうともはぐれ王子とも呼ばれる男は丁重に礼を尽くすが、眼まな差ざしに笑いがあった。

「こちらの被害も思いの外ほか少なく、そして、シンセン兵の多くを捕ほ虜りよにしたこと軍の皆様から報告を受けております。その全すべてが破は軍ぐん王おう殿どののご活かつ躍やくが賜たまものでしょう」

　ここまで淡たん々たんと語った翡ひ翠すい姫ひめが、ここから眼まな差ざしを鋭するどくする。

「ですが、この光景は何でしょうか。灰はい色いろに燃もえ上がるあの峰は」

　破軍王の肩の向こうに炎の揺らめく山々と森林が見えた。

　そのもうもうと白煙を上げ灰を巻き上げる様が、ここチドリからはよく見える。

　遠方のクラセやマキセのようにではなく、すぐ間近に折り重なる丘きゆう陵りよう地帯がである。昨日きのう、翡翠の姫が見渡したチドリを囲む光景が一夜で激げき変へんしていた。

　そして、火の勢いは未いまだ止とどまらず、峰を伝って隣となりの山へ林へとも広がっている。それはチドリの人々が所有する山々や造林で、この地を支える財ざい産さんだった。

　こうなった夜から、チドリで山仕事をする者達が、その権けん利り者しや達が数多く翡翠姫に怒りと陳情をぶつけている。

　姫も、その周囲に位置する者も一いつ睡すいもせず、ここまで対応に奔ほん走そうしていた。

　だが、もう誰だれも止められない大火になっていた。何の手の打ちようもなかった。

「火付けは古来より極きよつ刑けいです。貴方あなたはあまりにも大きな過あやまちを犯しました。申し開きはありますか？」

「お言葉でありますが、この程度のことは戦地では日常茶さ飯はん事じです。中ちゆう原げんでは、このチドリ程度の街が一つや二つ丸ごと焼かれることも珍しくはありません。我われ々われは与えられた条件の中で最善を尽くしたことをご理解ください」

　ぱんっと、頰ほおを打つ響ひびき。

　ざわめく王子の後方と、剣の柄つかに手をやる姫の後方。

　平手打ちで動いた顔の向きを元に戻して、はぐれ者の王子は真しん都との姫と向き合う。

「それは異国のやり方です。東とう和わには東和のやり方があります。これよりは東和のやり方を学び取ることを切に願ねがいます」

　固い頰を手の底で打ち払った姫は、痛む右手を胸元に寄せながら言い放つ。

　王子は痛むそぶりも見せず、まるで騎き士しのようにその場に片かた膝ひざをついた。

「淑しゆく女じよのために戦うのも武人のたしなみ。いささか時間が掛かるやも知れませんが、そのお言葉、麾き下かの全軍に伝えましょう」

　芝しば居いがかった態度に眉まゆを寄せて、翡翠の姫は彼を見ろした。

「私共はチドリより撤てつ退たいします。チドリの皆様方には真都スズマでの新しい生活を約束し、彼らの生活を支えることで賠ばい償しようをします。軍が動くのは最後、貴方方も最後となります。それまでの何日か、貴方も煙に涙しながら猛省を願います」

　周囲の山々を丸焼けにされたチドリは生活の基き盤ばんを失う。元々、開かい墾こんが上手うまくいかなくて行き詰まっていた小都市にとって、今回のことは大きな痛手だった。

　森林の再生には十年は軽く掛かる。一いつ時ときならばともかく、長くこの地で暮らすのは困こん難なんになっていた。

「決定でありますか？」

「はい、住民の皆様が荷物を纏まとめています。二日のうちに全すべて送り出します。三日目まで、スズマの皆様、鳳ほう翼よく旗き団だんの皆様がこの地を護まもります」

「御ぎよ意い。仰おおせのままに」

　慇いん懃ぎんに振ふる舞まう王子に、翡ひ翠すいの姫ひめは法ほう衣いを翻ひるがえして背を向けた。

　すぐさま、側近達がその側そばに集まり囲みを形成する。

「住民の皆様と話し合います。貧困層の方々には手厚い保証を約束し、富裕層の方々には歯を食いしばって耐えて貰もらえるよう願ねがいます」

　周りの者が何か言うより早く指示を出して、何人かを強制的に退しりぞかせる。

　残った者達が、はぐれ王子の方を気にしながら、次々と声を上げ始める。

「よくぞ、厳きびしく打ち払いました。鳳翼旗団の者達も真しん姫ひめの勇ましさに驚おどろいておりました」

「この話は兵達からすぐさま人々に伝わり、真姫の名声は大きく広まります」

　そんな風ふうに持ち上げる者もいれば

「しかし、あの男を怒らせては危険です」

「謀む反ほんも起きかねませんぞ。あの者と直属の兵は多くが異国の者。スズマ出身者も多く編へん入にゆうしているとはいえ、真しん都とと真姫に忠誠を尽くされるかは疑問です」

　そんな言葉を語る者も多かった。

　その全てを黙だまって聞き、歩みを止めずに翡翠姫は居住地へ進んだ。

　その厳しい表情に臆おくして、付き従う者達も足を止めて見送ることになる。

　一人ひとりになって、取り巻き達から離はなれると、翡翠姫は立ち止まり小さく息をついた。

「お分かりになりませんか、皆様方？」

　天を仰あおいで、一人で小さく呟つぶやく。

「あの者はチドリは捨てろと明めい確かくな意志を持って大火を起こしたのです。ここでの対たい陣じんは不毛だと、戦場を変えろと暗に言っているのです」

　チドリに領土としての価値は薄うすかった。

　そんなことは承知していたが、民たみが望むから、この地が決戦の場となった。それは、誰だれもが知る現実だった。

　それを嫌ったから、破は軍ぐん王おうは炎を放ち、スズマとシンセンがお互いに攻め込めない状況を作った。山々だけではなく、その間を抜ける街道も焼かれ、あるいは煙に巻かれているのだ。

　シンセン側も攻め込めず、煙の向こうで立たち往おう生じようしているだろう。

　彼は民を説得し避ひ難なんさせる時間までも用意しているのだ。

　戦いくさ慣なれしている。損そん得とくでの切り捨てを躊躇ためらわずに行っている男。その頰ほおを打ち据えた右手が熱あつかった。

　薄うすく笑って殴られた余裕は本物だった。向こうの目は笑っていた。

　女に殴られるのも一いつ興きようだと、その目が語っていた。

「私しか彼を使えないのがスズマの現実ならば、貴方あなたの三さん文もん芝しば居いにも付き合いましょう」

　スズマは、真しん都と同どう盟めいは民衆の熱あつい支持を受ける組そ織しきだ。それ故ゆえに、その上層部には清せい廉れん潔けつ白ぱくな者が多く選ばれる。それ故にこそ、他者の複雑な悪意に鈍どん感かんな面があった。

「破は軍ぐん王おう、北の王子よ。貴方が笑うのは私ですか、真都ですか、それとも」

　見上げた夏空。灰はい色いろの噴ふん煙えんが届かぬ高みは澄すんだ白と青。

「この東とう和わでありますか？」

　その日のうちに翡ひ翠すい姫ひめは真都同盟の名前で住民集会を開き、チドリからの撤てつ収しゆうを提案、夜になる前に、その言葉が全すべての民衆へと広まった。







　一方では、シンセン軍は広がる煙から逃れるように後退を余よ儀ぎなくされていた。

　関所跡地まで後退し、そこで陣を張り野営地とする一万五千の兵。

　後続が全て揃そろえば二万、あるいは三万にも届く大軍も、山火事が沈静化するまではチドリに手出しが出来ない状態だった。

　白い陣じん幕まくに囲まれた野営の本陣で、東方軍の指揮権を持つ将しよう軍ぐんが床しよう几ぎに腰掛けていた。

「三日は収まらないな」

　自然に起きる山火事の経けい験けんから、森林を燃もやし尽くすまで、その程度は掛かると彼は見ていた。燃え尽きるまで沈静化はあり得なかった。仮に雨が降り始めたとしても、豪ごう雨うでもなければ効果は望めないだろう。

　副官を筆ひつ頭とうに、幕ばく僚りようの誰だれもが同じ見解だった。

「傷の方はいかがでありますか？」

「黒くろ騎き士し殿どののおかげで大事ない」

　あの夜、将軍も軽けい装そうとはいえ防具を身につけていた。戦地に赴おもむいた軍人としての備えが、傷を浅くして命を救った。

「はぐれ王子が用いたのは自分の暗器であります。迂う闊かつでありました」

　向き合い起立する黒の軍服姿は、東和で唯一、騎士団を名乗る黒騎団の野戦服だ。活動しやすい軽装だが、騎士らしさが失われるため通常は用いられない。

　あの戦いで、この騎士の替えの軍服も多くが失われたため、こうした出いで立たちをしていた。

「鳳ほう翼よく旗き団だん。あれも騎士団か？」

　将軍に見解を求められ、黒騎団の遊ゆう撃げき長ちようは首を振る。

「東和における騎士は王族の近この衛えであります。一いち宮みやシンセンの象しよう徴ちようたる黒こく曜よう姫ひ殿でん下かのお側そばに立つ者だけが騎士役となります」

　二にの宮みや翡ひ翠すい姫ひめは先王の血ち筋すじを自称しているが、王族であろうとはしない。

　故ゆえに騎き士し団だんではなく、旗き団だんを語っていた。鳳おおとりの旗を掲かかげる兵団と。

　鳳は真しん都との象しよう徴ちようとして用いられることが多い想像上の生き物だ。雄お々おしく何者にも負けない強い精神を表す。

　何者にも屈しない意志を示すのが、凜り々りしき鳳の心であると。

「真都は貴公の予想を大きく上回り、暴ぼう挙きよに出た」

「自分が若じやく輩はいだと痛感する事態でありました。中ちゆう原げんの負け犬と、あの者を侮あなどり過ぎたのが何よりの失態であります」

「負け犬のはぐれ王子が過か酷こくな生き方を示す。自ら刀を振り上げ先兵となるとは、誰だれにも考えられまい」

　二度はないかも知れない。一度だけの奇き襲しゆうに己おのれ自身を使い、ここから先は指揮官に徹てつするのかも知れない。だが、一度の効果が莫ばく大だいだった。

　そのような勇ゆう猛もう果か敢かんで苛か烈れつな敵がいると知れば、シンセン兵も浮き足立つ。

　大国故にシンセンの兵は多いが、戦いくさ働きに貪どん欲よくな者は少ない。苛烈で危険な戦いは好まないと言っていい。大軍を活いかした安全な戦略を選びがちになる。

　士気の落ち込みは激はげしく、陣じん幕まくの向こうで兵達の喧けん騒そうが響ひびいても、好ましい言葉は拾えないだろう。

「東とう軍ぐん殿どのではなく、東とう征せい将しよう軍ぐんならば、奴やつを撃げき退たい出来たか？」

　将軍は笑わないで、無表情にその問いを黒い騎士に向けた。直接に聞こえはしないが、そうした話が兵達の中に蔓まん延えんしている。それを知っているのだろう。

　重たい問いに、青年騎士は少し沈ちん黙もくしてから、慎重に言葉を選んだ。

「はぐれ者同士、東征将軍は北の王子と似たような戦術を選択する面が多々あります。比べようと思われるのもご無理はありませんが、あれらは似た者故ゆえに相あい性しようが悪いやも知れません」

　お互いに隙すきを突いて攻めたがる。そうした者達には無む駄だな乱戦が生まれやすい。生死を賭とした軍同士の戦いで、強引で不ふ確たしかな行いは慎つつしむべきだった。

　もっとも、強引でない戦争などありはしない。強引さに加減があるだけだ。

「三さん宮みやのシドウ殿は一度の不覚があったが、あの若造に二度と好きにはさせていないな」

　一度は仕方ないと、自身に言い聞かせる将軍は顔色が悪かった。

　大軍を預かる者として重責を担になうから、これまでの失策が心身に応こたえている。傷よりも責任感が深い。

「失った将兵の遺い族ぞくに何と詫わびればいいか」

「姫ひ殿でん下かは、この戦いが終わったあとで慰い霊れい祭さいを行われるでしょう。自分からも、我わが方の誰だれもがシンセンの英霊であったと伝えることとなります」

　軍属の戦没者は全すべて英霊だ。ただ、英霊や敵味方に拘こだわることなく、東とう和わ全ての死者を悼いたむのが宮みや姫ひめである。

「貴公は、いや、我わが姫ひ殿でん下かははぐれ王子が真しん都とに与くみした事実を知っておられたのかな？」

　ようやく、本題かと遊ゆう撃げき長ちようの背筋に緊きん張ちようが走る。

　人払いまでされて、一対一で向き合う以上、厳きびしい問いがあるのは覚悟していた。

「自分は敗残兵を率いた北の王子が東とう和わへ亡命したとは耳にしていました。それが二にの宮みやに与したか、あるいは近きん隣りんの五いつ宮みやや六むつ宮みやに流れたかは不明でありました。正直、彼かの者達は一いち宮みやシンセンに亡命するはずと考えておりましたので、二宮に流れるのは盲点でありました」

　一宮シンセンが東和の中心であると、中ちゆう原げんをはじめとした異国にも伝わっていた。ならば、亡命者が頼るのはシンセンが順当である。

「真都がそれほど素す晴ばらしく思えるのか。あの反逆な輩やからが」

　真都同どう盟めいが、二宮スズマが重荷だったから、一宮シンセンの復ふつ権けんが困こん難なんになったと考える者は多い。スズマがシンセンを支えてくれれば、東和に七なな姫ひめが七つの宮みや都市が割かつ拠きよする事態は起きなかった。

「議ぎ会かいの方では彼の者達がシンセンに寝返るよう工作しているとお見受けします」

「政治家達もやることはやっているだろう。七なな宮みやの将しよう軍ぐんや大臣にも声は掛けている。無む論ろん、奴やつらの本拠にもな」

　七宮カセン都市と、旧四しの宮みやツヅミの名を遊撃長は思い浮かべる。

　長ちよう刀とうを肩にした偉い丈じよう夫ふの姿が、ツヅミの夕暮れに重なってである。

「我が姫が黒こつ騎き団だんを南下させると耳にしています」

　ツヅミの制圧が四都同盟を瓦が解かいさせる。そうすれば、一宮シンセンに明めい確かくに逆さからう国は二宮スズマ一つになり、状況は一変するだろう。

　シンセンは総力を挙げてスズマと真都同盟解体に乗り出せることとなり、それが終われば中央政府は盤ばん石じやくになるはずだった。悲ひ願がんである東和再統一は現実的な範はん囲いとなる。

「無理だな」

　将軍の言葉に騎士の口元がほころぶ。

「無理でありますな」

　春に行われたツヅミ介入は、三さん宮みやと七宮の戦いを食い止める大義があったから、一宮姫と黒騎団が動くことが誰だれからも承認された。今回はそれがない。平和のための宮みや姫ひめが、その騎士達が他国の隙すきを突く行為が許される理由はない。

　そして何よりも、制圧はともかく占せん拠きよが困こん難なんだった。

　ツヅミを押さえ続け、カセンとナツメを従えるには大軍の駐ちゆう留りゆうと文官の配属が、その日から必要になる。

　それは、王室親しん衛えい隊たいの分を超えた領域である。仮に黒こく曜よう姫殿下が、その地に降り立ち宮姫として人々に支持されようと統治の持続は困難だった。

「黒こつ騎き団だん派は遣けんの噂うわさは囮おとりだとすれば、府ふ中ちゆうの真意はどこにある？」

「府中の真意は分かりませんが、おおよその動きは手の者が探っております」

　背せ筋すじを伸ばした騎士は、厳げん粛しゆくな顔を見せる。

「我わが黒騎団の動きを他勢力が警けい戒かいしている間に、彼かの地で親シンセン派の旧ツヅミ勢力を動かしています。彼らツヅミ解放戦せん線せんが本命であります」

「既すでに動いているのだな。事態は」

「ツヅミ制圧戦は始まっているでしょう。内部での武ぶ装そう蜂ほう起き、そして、外部からの街道封ふう鎖さ」

「ツヅミは終わったかな」

　その言葉に、騎士は皮肉な顔で他所よそを眺めた。

「傭よう兵へい将しよう軍ぐんが折れてくれれば、そして、テン・フオウが何もしてなければそうなります」







　傭兵将軍と呼ばれるのは、少し面おも映はゆかった。

　武名を天下に知らしめようとすれば、そのような悪者めいた名前も使えたが、本来、キリハ・ラサという男が目指した道ではなかった。

　部下の報告を受けた朝食の席、彼はただ頷うなずいた。

　夜半のうちにツヅミ解放を語る者達が動き出し、都市の内部と外で呼こ応おうした兵団があると、手の者が伝えていた。

　数は多くない。都市内部にはびこるのは百を少し超えるぐらいだ。

　その者達がツヅミの議ぎ会かい、要人を押さえ、守備を一任されているキリハに交渉を迫る予定らしかった。

　一いち宮みやシンセンの姿が見え隠れしていた。

　狙ねらわれている要人の多くが、親シンセン派であり、どうやら、わざと解放軍に捕まる段取りが出来ているらしい。シンセンにやむなく協力する形で、ツヅミは七なな宮みやと三さん宮みやの影えい響きよう下かから脱しようとする算さん段だんがあるようだった。これならば、拘こう束そくにそれほどの人数が掛からない。

　一宮の使者が行った来訪は、このことに逆さからわないようにとの要よう請せいだった。

　キリハから色よい返事は得ていないが、あえて、強行するのが大国のやり方だった。強行してしまえば、大国の予定通りの状況を作れば、多くの者が時勢になびく。

　要人を押さえた直後、都市外がい縁えんに千の軍勢が詰めかけるのが、その仕上げらしい。

　キリハと率いる兵力に勝まさるわけではない。勝るわけではないが、脅おびやかす状況で、キリハの協力を促うながすのが目的だ。

「舐なめられた話だな」

　長ちよう刀とうを手にキリハは席を立ち、部下達を引き連れて兵舎へと向かう。

「おそらく、七宮と三宮にも内通者がおります」

　間かん者じやとして長く働いている部下が、後を追いながら進言する。

　おそらく、その通りだった。

　カセンとナツメからの補給と兵員の入れ替えが滞りがちだった。ツヅミへの戦力投入をどちらも渋しぶっているのだ。

　テンとシドウ、二人ふたりの勇ゆう将しようが遠方へ出向き、その精せい鋭えいを連れて行けば、カセンもナツメも意欲溢あふれる兵が目に見えて減る。そして、水面下では外交戦があった。

「シンセンからも、このツヅミからも多くの金が動いています。三さん宮みやにも七なな宮みやにも」

　その報告はテンやトエルの滞たい在ざい時じから繰くり返されていた。ツヅミから、いや、四都同どう盟めいから手を引きたい者の姿が双方にあった。

　ツヅミでの内ない紛ふんを理由に、話が大きくなり過ぎた四都同盟から手を引きたいと願ねがう者達。

　四都同盟は夢想である。

　まずはツヅミから手を引くことで、大国から睨にらまれないようにする計算がそこにある。

　四都同盟に力を入れている姫ひめ達に諦あきらめさせる理由が、大きくなり過ぎたテン達を押さえる理由が、シンセン派によるツヅミ解放で出来上がる。

　一いち宮みやからの使者がちらつかせた黒こつ騎き団だん派は遣けんはないだろう。だが、この武ぶ装そう蜂ほう起きが成功すれば、シンセンは兵団を送り込み、解放支援に動くだろう。

「私が彼らになびけば、全すべて丸く収まるか」

　兵舎へ向かい、宿舎を出た門の先に、一宮の使者が黒ずくめの装しよう束ぞくで立っていた。

「お返事を頂きに参りました」

　そう告げる男は一人ひとりで、覚悟の決まった顔をしていた。

　斬きられるのも覚悟した顔だ。

「今後も、ツヅミの守しゆ護ご代だいとして将軍には今の地位をお約束します。三宮も七宮も、双ふた子ご宮みやと一いつ緒しよに一宮シンセンに従属する未来しかありません」

　部下を下がらせ立ち止まるキリハは、刀の鞘さやを抜く。

　すぐさま、部下達の一番後ろに控えていた侍じ従じゆうの少年が、その鞘を受け取り、素す早ばやく後退した。

　長く優ゆう美びな刀身が陽光に煌きらめいても、使者は顔色を変えなかった。

「二にの宮みやとの戦いはどうなるのかな？」

　表情を作らないで、傭よう兵へい将軍が問えば

「あちらももう終わります。大人おとなのやり方で」

　使者が少しも恐れずに応こたえた。

「そうだろうな」

　大国は多くの工作を行っている。大軍をぶつけるだけが大国ではない。

「ツヅミのために働くのが、本来の貴方あなたの職しよく務む。ナツメの姫達とは手を切りなされ」

　その言葉に、キリハはこの日初めて笑った。

「そうしよう」

　長ちよう刀とうが片手で振るわれた。

　使者の胸元で薄うすく血の線せんが走る。

　見る間にそれが広がるのを、使者は痛みを堪こらえて見つめた。

「浅手だ。死ぬことはない」

　部下達に視線を送り、キリハは拘こう束そくの指示を出した。

「これで貴方あなたは孤立しますぞ。常磐ときわの姫ひめ達はここへ無事に帰ることが叶かなわぬのですぞ」

　それとも、二にの宮みやスズマの方へ動くのかと、左右から取り押さえられる使者が問いただす。

　キリハはその横を素通りする。切っ先に赤い血を滴したたらせて、長刀を肩に掲かかげて。

「残念だが、一いち宮みやのやることも二宮のやることも、東とう征せい将しよう軍ぐんとその軍師が全すべて看かん破ぱしていた。彼らがここにいないのは迂う闊かつだからではない。不ふ穏おん分子を焙あぶり出すためだ」

　その言葉に使者は目を見開く。

「貴き殿でんは七なな宮みやに寝返っておられるのか？」

　七宮の将軍と軍師が消えて、焙り出た不穏な者。誰だれが、それを斬る役となるのか。このツヅミに、それが出来る有力者は、長刀を背負った傭よう兵へい将軍一人しかいなかった。

「七宮を利用する。シドウ将軍にもその旨むねは伝えてある」

　彼らの手下になったわけではないと、すれ違いざまの言葉。

「何をするおつもりか？」

　キリハは使者の横を通り過ぎてから、二、三歩して立ち止まった。

「ツヅミを解放する。何者の力も借りずにな」

　その言葉に、離はなれて様よう子すを見ていた少年の顔が輝かがやき、使者が顔をしかめる。

「貴殿は英雄にでもなるおつもりか？」

　一宮と二宮の誘いを蹴けり、七宮を利用して、他都市から搾さく取しゆを受けているツヅミを解放した者がいれば、その者は間違いなく英雄となるだろう。

　だが、そんなことは困こん難なんだった。

　キリハが属する三さん宮みやナツメにそれほどの国力はないし、その象しよう徴ちようである姫が七宮姫と共に他都市に赴おもむいているのだ。七宮と不仲になれば、三宮が苦しくなる。

　ラサ一門の独力だけでは、ツヅミ解放とその後の維持は困難を極きわめる。

「英雄を東とう和わが望むならば、それは異国との戦いが起きる時だ」

　あるいは東和に暗君や暴ぼう君くんが君くん臨りんした時だ。一宮シンセンも弱体化しているが立て直しに動いている。二宮スズマは真しん都と同どう盟めいなる支柱を持ち、残りの宮みや都市も宮姫のような民たみ草くさに愛される看かん板ばんを掲かかげていた。力不足は多かったが、目に見える世の敵は少ない。

　英雄が出る幕まくはなかった。

　その時代は七なな姫ひめ戦争の時代ではなく、おそらくは、その次に来る時代だ。中ちゆう原げんが統一され、この地に手出し始める何年か先。

　その時代が来るならは、そこに英雄、英えい傑けつの舞ぶ台たいが生まれるだろう。異国に勝てるか、負けるかは別として、多くの戦記が生まれるはずだった。

「貴き殿でんは何を望まれる？」

　自分を斬きり捨てないのは一いち宮みやシンセンを明めい確かくに敵に回さぬためだと、使者が知った顔をする。

「時代に取り残されぬよう、世の流れを変える」

「それが、誰だれの利益になるとお考えか？」

「東とう和わの利益となるよう働く」

　まだ使者は問いかけを続けたが、キリハは歩き出して、それ以上の問答はしなかった。

　兵舎の前には、既すでに多くの兵が整せい列れつし、キリハの指示を待っていたのだ。







「春の戦いくさ以来、シンセンの伏せていた一味がね、ツヅミ解放戦せん線せんなる寄せ集めの軍を指揮しているようだ。そろそろツヅミで戦が起きる頃ころだね」

　行軍中の七なな宮みや軍では、トエル・タウが旗はた指さし物ものを売うり捌さばいていた。

　来る途中、あちらこちらの宿場町や村落で、彼は商売に汗を流していた。

　四都同どう盟めいを記念する旗指物を手渡された住民達が喜んで仲間達のもとへ帰る後ろ姿を見ながら、隣となりで旗指物の在庫を整理するテン・フオウに話しかけている。

「キリハは思い通りに動くか？」

　何気ない世間話風ふうに語りながら、洗せん濯たく物もののように折りたたまれた旗の生き地じを広げるテン。

　四都同盟と、白地に宮みや姫ひめを象しよう徴ちようする朱しゆの大たい書しよが為なされた旗は、ツヅミで大量生産してきた代しろ物ものだ。適当に急ぎで作らせた旗なので、五いつ宮みやと六むつ宮みやの姫が用意した旗とは意い匠しようが違い、少し間に合わせな野や暮ぼったい造りをしている。

　だが、間に合わせであろうと、これを二に束そく三さん文もんで売り捌きながら行軍すれば、四都同盟を知らしめる宣伝効果が非常に大きかった。

　何せ、兵達に混じり、民衆にこれを売り捌くのは悪あく名みよう高き七宮の二人ふたり組ぐみだ。一目、噂うわさの二人組を見ようと見物に押し寄せる民衆も多かった。

「いらっしゃいませ」

　などと、まるで老舗しにせの番頭のように客達に笑え顔がおを向けるトエルと

「安いよ、安いよ、持ってけ、泥どろ棒ぼう！」

　魚屋の売り子のように笑うテンは、多くの人々の歓かん心しんを手にしていた。

　美しく慎つつましいとされる東とう和わの宮姫達が愛される中で、暗あん躍やくしていると噂される七宮の将しよう軍ぐん達が気安く振ふる舞まう様よう子すは、多くの人々に意外なこととして話題となる。

　たとえ、二人ふたりの周りに厳いかつい大男達が控えていようと、こんなことがあるとは誰だれも考えなかったから、七なな宮みやに対する人々の認にん識しきが大きく変動して行く。

「最大限の譲じよう歩ほを提示したよ。すごい安売りでね。あれで僕らに力を貸してくれなかったら、彼とは戦うしかない」

　客に手渡しで品物を渡し、笑え顔がおを作りながら、トエルは物ぶつ騒そうな言葉を傍かたわらの相あい棒ぼうに向ける。

「あいつ、俺おれを斬きりたいよ」

「そんなの後にして貰もらわないと。今は世界を作り替えることを優ゆう先せんしないとね」

「お前の思い通りに？」

　からかうテンは、遠巻きに彼を見つめる若い村娘達を見つけて、さわやかな笑顔で手を振る。

　興こう奮ふんした女性達の声が甲かん高だかく響ひびく中で、軍師役の男は笑う。

「違うよ。使いやすくするだけだ。この世の誰にもね」

「使いやすくすれば、天下も有益な道具になるか」

「道具にならない天下なんて、手に入れても役に立たないからね」

　二人で笑い合ってから、トエルは四都同どう盟めいの大たい書しよへ視し線せんを落とした。

　この旗はただの宣伝用ではなかった。

　この旗を掲かかげる街や村落は、四都同盟に賛さん意いを示すこととなる。彼らには政治的な認識が無く、流行に乗っただけの気持ちであろうと、この旗が広まれば、そうであるかのように他国に振ふる舞まうことが可能となる。

「テン、この世は使った者勝ちだよ。天下が道具である限りね」

「使いこなせる人間なんていないぞ。天下は生き物だ。馬よりでかい」

　馬のように大きな動物が苦にが手てなトエルの肩を抱いて、テンが大笑いした。

　会話の不ふ穏おんさが届かない距きよ離りで、男同士が仲なか睦むつまじい光景に娘達から悲鳴じみた声が上がり、観かん衆しゆうから笑いが沸き起こった。

「遊び方次第さ」

「だわなぁ」

　人々の声が広がる中で、軍師役と将しよう軍ぐん役やくの遊び人達が馬ば鹿かな言葉を続けた。







　長ちよう刀とうが銀光となり、槍やりを構えた将校が血を噴ふいて倒れた。

　旧四しの宮みやツヅミ都市、南門での武力蜂ほう起きがそこにあった。

　過去形である。

　都市内部での武力蜂起が起きたのは早朝で、ツヅミ議ぎ会かい制圧を狙ねらった旧ツヅミの軍人達が仮かり府ふへの突とつ撃げきを敢かん行こう。

　事前情報を手にしたキリハとラサ一門が、その前に立ちはだかり、流血の末、速すみやかな鎮ちん圧あつが為なされた。これに続く武ぶ装そう蜂ほう起きが各地で起きる予定が、これで全すべて狂わされた。

　恐慌状態で解散する集団も多く、多くが捕ほ縛ばくか地下への潜せん伏ぷくへと流れる。

「次に行くぞ」

　抜き身の長ちよう刀とうをそのままに歩き去るキリハ・ラサに、主だった将しよう兵へいが追従する。

　ここ南門はツヅミ都市内部で最大の武装蜂起が起きた場所だった。百人を超える武装者が南門を制圧し、そこから外部の兵を引き入れようとしたのである。

　だが、それも数刻で鎮ちん圧あつされた。キリハとラサ一門はここに総力を当てた。正せい確かくには、ここへ蜂起の流れが集まるよう誘ゆう導どうして、その精せい鋭えいをぶつけた。

　同時多発な武装蜂起の全てを鎮圧出来ないと知っているから、その出鼻を挫くじくと、残りの同どう調ちよう者しやが南門付近へと集まるように兵を動かしたのだ。

　指し導どう者しや層が集まる部隊を派は手でに潰つぶせば、残りの者は指揮系統と自信を失い霧む散さんせざるを得なくなる。

　思想と生存の全てを賭とした総力戦でない限り、こうした戦いは有効である。命の全てを捧ささげたような兵員は、商都ツヅミ出身者にはごく僅わずかしか見られないから、敵対勢力の多くがこれで沈ちん黙もくする。

「古く色いろ褪あせた旗は取り払え」

　キリハが追従する部下達に告げる。

　この南門の高い城じよう壁へきに多くの旗が立っていた。

　旧四しの宮みやツヅミの旗で、解放戦せん線せんの者達が蜂起時に立てた旗だった。

　それを取り払いに走る部下達。そして、戦いくさの後始末に走る者に混じって、別の旗はた指さし物ものを担かつぐ者が場に現れる。

「全て差し替えろ。ここより、ツヅミはこの新しい旗を用いる」

　まだ小しよう規き模ぼな争いがあると、次の戦地が控えるキリハは将兵を従えて歩き続けた。

　抜き身の長刀を肩に乗せ、その血が家々の窓から争いを見守る市民に見えるよう意い識しきした歩みだ。

　恐怖で縛しばりたいわけではなかったが、威い圧あつしておかなければ治安の維持は難むずかしかった。

　恐ろしい長刀使いが一人ひとり起立するだけで、不ふ穏おんな流れが幾分かは収まる。若き頃ころより剣客として生きたキリハの武名は大きかった。

　長い鞘さやを抱えた侍じ従じゆうの少年が、キリハから何歩か離はなれて彼を見上げていた。

　周辺を見通せる広場の中心に位置する場所で、キリハが立ち止まり、将兵も少年も倣ならって立ち止まる。

　キリハが石造りの南門を見上げれば、付き従う者達も同じようにする。

　青い空を入れた高い視界が出来る。都市外周となるくすんだ色の城壁の上で、旗指物が入れ替わって行く光景が見えた。

　川からの風が、その旗をはためかせる。

　少年が目を見開き、将しよう兵へい達がどよめく。

　続いて、一門ではないツヅミとナツメの一般兵が、家々に閉じこもる人々が、その旗を目にして声を上げる。

　何が起きたのか、誰だれにも分からないと、人々の混乱が周囲に満ちて、侍じ従じゆうの少年も大人おとな達と、キリハ・ラサの背中を交互に見た。

　周囲を見渡すキリハの横顔が見えたが、そこに明めい確かくな表情は見えなかった。

　ただ、高く遠い光景を見つめる眼まな差ざしがそこにあるだけだった。

　だから、少年は言葉を見つけられずに、その視し線せんを追いかけた。

　見み慣なれぬ旗があった。

　旧四しの宮みやツヅミの旗ではなく、三さん宮みやナツメの旗でなく、七なな宮みやカセンの旗でもない。

　ましてや、四都同どう盟めいの旗ではなかった。

　誰にも報しらせずに、傭よう兵へい将軍と呼ばれる男が内密に用意させた旗印だった。

　常磐ときわ緑みどりと水みず浅あさ黄ぎ、萌もえ葱ぎ色いろと空そら色いろ。四つの色の短たん冊ざくを従えて、はためく真新しい旗。

　それは、琥こ珀はく色いろの大旗だった。

　旧四宮ツヅミが使っていたのも四の染め抜きがある琥珀の旗だったが、それよりも濃こい色で、そして、飾り文字が使われていない単色の生き地じだった。代わりに、四つの宮みや姫ひめの色を表した短冊飾りを従えている。

「これよりは、この旗をこの街は掲かかげる」

　独り言のように、キリハが言葉を発した。

「大国にも四都同盟にも、この街は従わない。新たな形勢をここより構こう築ちくする」

　さりげない言葉の重さに周囲が慌てる。

「何と申されますか？　常磐姫を裏切るおつもりですか!?」

　ラサ一門の将兵に混じり、一人ひとり、三宮側から派は遣けんされていた将官が声を上げた。お目付役な立場であるが、これまでキリハともラサ一門とも上手うまくやっていた男だ。

　腰の刀に手をやりかけて、勝てるはずがあるまいと我が慢まんする。

「三宮姫には彗すい星せいを預けている。裏切りはしない」

　銀星と呼ばれる長ちよう刀とうを手に、背高な将軍が懐なつかしそうに目を細めた。常磐姫と道場で過ごした日々を思い出した。そんな顔だった。

　ゆっくりと、キリハは将兵と侍従の少年にその身体からだを向けた。

「この旗の主ぬしは、常磐姫のご友人だ。帰き還かんするあの方のために、この旗は用意された」

　告げる眼まな差ざしが、まるで古い知人を思うように柔らかかった。







　ツヅミ周辺で、ツヅミ解放戦せん線せんを名乗る兵団が弓ゆみを掲げていた。

　内部の同どう調ちよう者しや達が南門を開ければ突入する予定が崩れ、おかしな旗が次々と城門にはためくのを彼らは訝いぶかしんだ。

　内部での蜂ほう起きは失敗したらしい。

　ツヅミの城じよう壁へきは万全ではない。南門に拘こだわらなくても都市内部には攻め込めた。

　残念ながら、その方面には当然の警けい戒かいがある。あえて、手て薄うすになりがちな南門を開放させて虚きよをつく予定が崩れていた。

　だが、逃げるわけにも行かず、その旗を狙ねらって矢を射ようとする千の歩兵団。

　旧四しの宮みやの政せい権けん下かにあって高こう禄ろくを得ていた者達で、ツヅミ陥かん落らくで国を追われた経けい歴れきの持ち主が彼らの大半だった。

　七なな宮みやに与くみすることもなく、三さん宮みやに流れることもなく、ツヅミでの復権を目指す者は少なくなかった。東とう征せい将軍が不在で、元々はツヅミ麾き下かにあったキリハ・ラサが納める今のツヅミこそ、解放の好こう機きであった。

　シンセンからの内密な協力もあった。交渉次第ではスズマとも協力が可能だった。議ぎ会かいを占せん拠きよすれば、ツヅミ軍出身者の多くが寝返るはずだった。

　何よりも、東征将軍がツヅミから追放した旧政権での有力者や財ざい界かい人じんが、彼らの背後に支援者としている。

　ここで大局を覆くつがえせば、時勢は大きく変わるはずだった。四宮ツヅミ再建は、三宮と七宮を追い出した者の仕事であると、彼らと彼らの背後にいる者は自負している。

「弓ゆみ兵へい前にっ！」

　旧四宮で高官にあった指揮官が、揃そろいの悪い兵達に再度の指示を出す。

　寄せ集めだった。調ちよう練れんの不足が誰だれからも見て取れる不揃いな布ふ陣じんだ。

　だからこそ、内部への突入で素す早ばやい占拠を行わなければならないのが、この雲行きが怪しい状況である。

　憎むべきはキリハ・ラサだった。

　東とう征せい将しよう軍ぐん達と馴なれ合い、ナツメの姫ひめに寵ちよう愛あいされていると噂うわさに聞く傭よう兵へい崩れが、シンセンからの誘いさえも断ったらしい。

　シンセンに、大国に逆さからえばどうなるか、傭兵将軍は気がつかないらしい。

　七宮のような怪しげな輩やからが遠地の双ふた子ご都市と手を組んでどうなるか、三宮のような財ざい政せい破は綻たん気味な山の民たみが何の役に立つのか、流れ者の将軍には時勢が見えていないと、この場を指揮する高官は腹を立てる。

　彼はシンセンの使者に告げられていた。

　二にの宮みやスズマとの戦いが早期に終わる秘策が一いち宮みやにあると。

　そうなれば、未み熟じゆくな四都同どう盟めいが太刀たち打うち出来るはずがなかった。

　こちらから出向いた二人ふたりの宮みや姫ひめも東とう征せい将しよう軍ぐん達も、自国へ戻れなくなるだろう。そうなれば、自主独立を取り戻したツヅミが東とう和わ西部地帯を再さい編へんし、新たな次代を担になうこととなる。

　今はシンセンやスズマに敵かなわないだろうが、ツヅミは十年先には必ず以前のような力を取り戻せる。そうした大計が、ツヅミ解放戦せん線せんにはあった。

　それが叶かなわぬならば、せめて一矢と弓を射掛けておく。

　ここは撤てつ退たいするしかないとしても、せめて、四都同どう盟めいの旗を貫つらぬき、解放戦線が存在を市民達に、東和全土に示さなければならなかった。

　素す早ばやい蜂ほう起きと占せん拠きよが望めぬのならば、これから続く解放戦争のため、地道な一歩をここに残しておくことが必要だった。

　しかし、弓兵達の挙動がおかしかった。

　はためく旗に向けて弓矢を高く掲かかげながら、彼らはいつの間にか手を下げてしまう。

「何事であるかっ！」

　怒ど鳴なりつける元高官は、兵達の視線の先を彼らと同じように見上げてみた。

　先ほどから、はためく見み慣なれぬ旗。城門の上には人ひと影かげが見えず、それを護まもろうとする兵の姿は一人ひとりとしていない。

　なのに、何なに故ゆえ、弓兵達が躊躇ためらうのか、凝ぎよう視ししてみて、元高官も気がつく。

　琥こ珀はく色いろの旗だった。

　以前、四しの宮みやだったツヅミが使っていた旗に似ていたが、色合いが濃こく、短たん冊ざくをはじめとした意い匠しようが違う。

　新しい旗だった。

　四都同盟の名前もない。だが、国を示す堂どう々どうとした作りだった。

　問題は、琥珀の色が使われていることだった。

　琥珀色はツヅミの色ではない。そこに掲げられていた人の色だ。

　その色を使うのは、東和の中でただ一人ひとりの宮姫だけのはずなのだ。

「どうしたことだ！　あの旗を使っていい人間はツヅミの中にいないはずだ！」

　古く使い古された四宮の旗ではないのだ。新しく旗を掲げるには、それなりの意味があると誰だれもが困こん惑わくする。

　その時だった。

　後方で敵兵が来らい襲しゆうと金物が打ち鳴らされた。

　誰もが振り返る。

　南の地、緑みどりの丘の上に騎き兵へいが見えた。

　東和では丘は耕地に適さないと、手つかずな土地が多い。

　好まれるのは水の豊かな低地だ。

　その低地にあるツヅミとその外がい縁えんを見下ろす丘に、騎兵に続いて歩兵団が見えた。

　丘の上に布ふ陣じんを見せる新あら手ての兵団に、南門前の解放戦せん線せんは動揺する。

　新手の兵力は丘の上にある以上、その全容は見えない。

　見えるだけでは歩兵が五十ほどで、その前面に十騎きほどの騎兵が陣取っている。

　どこの兵か、解放戦線の誰だれにも理解出来なかった。

　ツヅミから出た別働隊ではなかった。回り込める道は多くないし、ここ何日も出払った一軍は存在しない。七なな宮みやも三さん宮みやも手一杯でツヅミへ回す兵がないと調しらべ上げていた。

　シンセンやスズマの派兵にしては、現れた方角がおかしいし、いささか小しよう規き模ぼに見えた。

「何だ、あちらにも？」

　目を凝こらした元高官が、前に陣取る騎兵が丘の斜面に突き立てる旗を見つけた。

　同じ色だった。

　ツヅミに掲げられたのと同じ色の旗。短たん冊ざく飾かざりも全く同じ意匠。

　紛まぎれもなく、解放戦線とは対立する勢力だと知れた。

「撤てつ収しゆうする。堂々と、慌てることなくこの場を退しりぞく」

　状況を理解した元高官は感情を殺して、味方の兵達に告げた。

　都市内部から傭よう兵へい将しよう軍ぐん達がまとまった兵を繰くり出してくれば、この数では太刀たち打うち出来なかった。それでも、内部抗争が片づくまで一いち矢し報むくいる程度には時間があると踏んでいた。だが、外からの援軍と挟きよう撃げきされれば、どうにもならない状況が目に見えていた。

　都市内部も、丘の上も刺し激げきせぬよう、兵を引き上げ始める解放戦線。

　不安げに指揮官を見上げる兵達に、元高官は首を振る。

「俺おれにもどうなっているか見当がつかない。だが、ここは退ひこう。あの旗が、旗色の意味そのままならば、ここは次まで待つべきだ」

　もしも、旗の色に特別な意味があるならば、ここは退くべきだった。追おい討うちはない。あの旗色は戦いを望まない象しよう徴ちようなのだ。

「しかし、これは奇術か？　誰の仕し業わざだ。ここから先、誰が何をする気だ？」

　青い空の下、掲かかげられた双方の旗を見上げた元高官は呻うめいて、それから、旧四しの宮みやツヅミの旗を、自分達が掲げている旗へ視線を落とした。

　ひどく色いろ褪あせて見えた。







「退きましたな。これもご威い光こうでありますか」

　丘の上では、ラサ一門の青年将校が馬を降りて見けん聞ぶんを後方へと伝えていた。

「何の、彼らとてツヅミの一員だった連中だ。あの旗に弓ゆみは引けんよ」

　そう応じたのは三宮ナツメの紋もんが入った羽は織おりの男で、その横で頷うなずくのは七宮の紋が入った羽織の男だった。

　知る者がいれば、その三名が、それぞれキリハ、シドウ、テンの三将しよう軍ぐん麾き下かで忠勤を尽くしていた上級将校だと看かん破ぱしただろう。

　そして、それを囲む五十から六十の兵も、それぞれの勢力から選出された兵員だ。

　荒事に強い印象よりも、騎き士し的てきな装よそおいが似合う者達で、おそらくは腕よりも品格で選ばれた者達だ。

　その者達が丘の後方を見れば、緩ゆるやかに伸びる古ぼけた農道を上る馬車の姿が見えた。

　上がってくるのは一台だけで、斜面の先では二台の色いろ褪あせた馬車が見えた。

　斜面の下方には遠回りだがツヅミに延びる道がある。

　あえて、丘を上がるのは、ただこの丘の高みからツヅミの全景を見たいためだろう。

　そうする権けん利りと理由が、その馬車に乗る者にはあるから、誰も止めなかった。

　丘の上に布ふ陣じんした軍も、誰だれもが馬を降りて、兜かぶとを傍かたわらに置いてその場に片かた膝ひざをつく。

　兵達が控えて円陣を敷しく中、やがて丘の上に辿たどり着いた馬車の引き戸が従属する者によって開け放たれる。

　誰もが頭こうべを垂れる円陣の中、柔らかな物腰の人ひと影かげが地に降り立った。

　淡あわい桃もも色いろの夏なつ衣ごろもに、琥こ珀はく色いろの帯が鮮あざやかな人影。

　人々が目にしたのは、長い裾すそを翻ひるがえし、柔らかな履はき物ものを履いた足元だけ。

「また戦いくさがありましたか？」

　人々に向けられた声は、穏おだやかで、どこか憂うれいのある娘の声だった。

「はい、ですが、キリハ殿どのが撃げき退たいしたようです。彼かの者の忠節の心は揺るぎないとご信頼頂きたき所しよ存ぞんです」

　鶸ひわ色いろの一族の色をした内着を着込む男が、顔を上げないままで返答した。

「南の地まで、その勇名は届きました。常磐ときわのことも、空から澄すみのことも、そして、このツヅミのことも届きました。好ましいことも、空むなしいことも」

　細い足が進んで、丘の上から、ツヅミの都市を眺めた。

　古い城じよう壁へきに囲まれた大都市だった。

　すぐ近くに青あお緑みどりの深い大河が横たわり、そこから引かれる水路が、硝子ガラス細ざい工くのように陽光を反射し、都市の隅すみ々ずみまで行き渡る。

　新しい建物が増えていた。

　ツヅミの街は、多くの問題を抱えながらも復ふつ興こうしていた。ナツメとカセンからの人の往来が増えた分、より繁はん栄えいを広めている面さえあった。

　一年には満たなかった。この地を離はなれてからの時間は。

　地位を失ったのは、昨年のこの時期に近かったが、その後、しばらくは軟なん禁きんされていた。だからだろうか、一年よりも長く感じられる時間。

　冬の初めにこの地を追われて、夏が盛りになる頃ころ、ここに戻ることとなった。

「東とう和わですね。この光景は間違いなく」

　自分が離はなれた月日にも、ツヅミの街は呼吸を続けていた。

　まるで何事もなかったように街はあって、ここからは陽光に輝かがやいて眩まぶしくさえ見えた。

「多くの者が貴女あなたのご帰き還かんをお待ちしておりました」

　ツヅミ出身者であろうか、将しよう兵へいの一人ひとりが顔を上げて声を発した。

　目元を潤うるませて若い将兵が見上げた先に、一人の少女が立っていた。

　四しの宮みやの紋もんもなく、華はなやかな姫ひめ装しよう束ぞくもなく、ただ柔らかな立ち姿がそこにあった。

「待たなかった者も多いでしょうね」

　薄うすく笑った声で、彼女は俯うつむいた。

「私も帰りたかったわけではありません。あの南の地で私は幸せに暮らしていたのです。もう東和に戻るつもりはありませんでした」

「ツヅミに出直す機き会かいをお与えください」

　誰だれの言葉だろうか、振り返らない少女には判別出来なかった。

　崩れそうな表情を見せないだけで、彼女は精一杯だったのかも知れなかった。







　腕組みして立つ常磐ときわ緑みどりの姫姿。

「ツヅミに対して一いち宮みやが兵を南下させようとしている噂うわさがあると耳にした。シドウ殿どのはどうお考えか？」

　五いつ宮みや浅あさ黄ぎ姫を伴った問いは、三さん宮みや常磐姫が宿しゆく将しようであるシドウ将軍に向けられていた。

　五宮姫の背後には、その情報を持ってきたサイ家のハルセが控えている。

　五宮クラセ、古式の平屋造りが広がる宮みや姫ひめの屋や敷しき。その中庭である。

　色とりどりの錦にしき鯉ごいが泳ぐ人工池を石橋で渡った先、誰だれも寄せ付けない場所で二人ふたりの姫は、それぞれの後見人である男達と語り合っていた。

「それは問題ありません。ツヅミの備えは万全であります。傭よう兵へい将軍殿に全すべてをお任まかせください」

「南下するため、一部の兵がシンセンで招集を受けていると手の者が報しらせて参りました。一宮が両面作戦を決行すれば、その傭兵将軍殿も危あやうくありませんか」

　ハルセ・サイが危き機きを訴えれば、シドウ将軍は首を振る。

「一宮が送れるのは精せい鋭えいではありますまい。二にの宮みやとの闘たたかいが困こん難なんである現状では、並の兵も集まらぬでしょう。このクラセとマキセに三宮の精鋭もおります。七なな宮みやも東とう征せいが参ります。本国から多くの兵を割さくには危険が大き過ぎます」

「されど、将軍。伝え聞くところによると、彼かの傭兵将軍を高こう禄ろくで召し抱えようとする一宮の動きがあるとのこと。一宮が送る兵と彼が手を組めば、事態は変わるのではありませんか？」

　そう懸け念ねんを訴える浅あさ黄ぎ姫ひめに対して、常磐ときわ姫は鼻で笑う。

「あれは頼もしい男だ。裏切ることはあるまい」

　そう言ってから、別の心配があると常磐姫は眉まゆを寄せる。

「問題はツヅミの不ふ穏おん分子だ。シンセンの内通者が暴あばれ、そこへ兵を送られればどうなる？」

　武ぶ装そう蜂ほう起きや暴ぼう動どうで都市と市民が疲ひ弊へいすれば、そこに治安維持のためと一いち宮みやシンセン軍が居座る理由が生まれる。迎え撃うとうにも傭よう兵へい将しよう軍ぐんが与えられた兵は大軍ではないのだ。

「それが理由で、七宮の東とう征せいとその軍師は後おくれて参ります」

　はっきりとは言われなくても、姫達もハルセも思い当たることがあった。

　平和の象しよう徴ちようである宮みや姫ひめを送り出した七なな宮みやの二人ふたり組ぐみが、ツヅミ都市で何もしないのは考えにくかった。

「僅わずかの間に多くの者がツヅミを追われました。姫の目が届かぬうちに、ツヅミ内部で不穏分子の大半が処分されたはずです。あの二人組、姫の目が見えぬ場所では悪事も厭いといません」

「ありそうな話だ。そうでなくては、可愛かわいい姫を一人ひとり外には出さぬか」

　毒づく常磐姫だが、気になることは他ほかにもあった。

「まるで、精せい鋭えいが送られない限り心配がいらぬと語るのだな？」

　シドウ将軍の自信は揺らいでいない。まだ知らない策があるかと常磐姫が続く実情を促うながす。

「東征達は六むつ宮みや様のマキセに向かっていますな」

「そうです。萌もえ葱ぎ達はマキセで彼らと合流してから、私共と四都同どう盟めいの式典を行います」

　ここには向かっていないと浅黄姫が割って入り、ここは五いつ宮みやクラセであると強きよう調ちようする。見えない策があるならば明めい確かくにして欲しいと、その眼まな差ざしに気持ちが滲にじむ。

「よろしいでしょう、そろそろ、七宮が何を企たくらんでいるか、交わされた約やく定じようをお知らせする時期でありますな」

　重い口を開こうとする自らの後見人に常磐姫は厳きびしい目を向ける。

「奴やつらと裏で連つるんでいるのか？」

「彼らの提案を一つ吞のみました。此こ度たびの同盟のためになると、残された者が他国に内密で動いておりました」

「私に黙だまってか？」

　叔父おじと姪めいの関係がある。常磐姫としては、シドウ将軍にだけは騙だまされたくないとの思いがあるから、声に尖とがった響ひびきが混じる。

「どうなるか様よう子す見みをしておりました。お二ふた方かたもご存じでしょうが、七宮の二人組を信任するのは無む謀ぼうであります。そうですな、サイ家の筆ひつ頭とう殿どの？」

　話を向けられてハルセも大きく頷うなずく。

「私も彼らを一ひと欠片かけらも信じてはおりません。利害が確実に一致する取引以外はです。時が満ちるまで口こう外がい出来ない約定も多々ありましょう」

　四都同どう盟めいが明めい確かくな輪りん郭かくを持つまでハルセ自身がそうだった。

　ハルセの援えん護ごがある言葉を受けて、シドウ将しよう軍ぐんは二人ふたりの姫ひめに語り始める。

「トエル・タウの話では、まだ七なな宮みやの姫にも知らされていない策が行われているはずです。東とう和わの形勢を固める一手が、南からの来らい賓ひんによって」







　清められた若木の枝を交換し、私達は儀ぎ式しきを終えた。

「東和七宮はここにおります」

　六むつ宮みやマキセの祭さい祀し場じようは白い石畳が広がる高台にあった。カセンやツヅミの祭祀場より古いけれど、石畳に使われた石材はもっと良質だった。

　高台にあるのは東和のどこにでもある光景だったが、この六宮マキセは都会なのだろう。

「五いつ宮みや様と六宮様が手を取り合ったように、七宮もまた宮みや姫ひめの一人ひとりとして手を取り合う責務を果たしに参りました。私共東和の宮姫は争うために擁よう立りつされたのではありません。東和各都市が互いに向き合うために擁立されたのです」

　私は出しゆつ立たつ前まえにトエ様に与えられた台本をそのまま語っていた。

　人前で喋しやべる時、空から澄すみ姫は用意された台本通りに喋っている。全部ではないけれど、ほとんどがそうだった。

　台本に文句があるならば、台本を読み合わせた時に言えばいい。後から文句を並べても間に合わないから、そうしなさいとトエ様に言われている。

　たいてい、トエ様の用意する台本はもっともで、私はあまり文句がなかった。

　今回もそうだった。

　一いつ緒しよに立つ萌もえ葱ぎ姫とその府ふ中ちゆうから出された提案を、侍じ従じゆう団だんの方々が少し織おり交ぜるだけで台本は他都市の祭典でも使えた。

「ここに祖そ霊れいを祀まつりましょう。二人の宮姫が名前と、皆様方のお心で、東和の地を切り開いた先祖の御み霊たまが永久とわに健すこやかにありますよう」

　萌葱姫が謳うたうように語る。

　東和七姫の中でも特に多く人前に立つのが双ふた子ご宮みやなこの方々だった。こうして並んでみると、この方が立つ姿は優ゆう雅がだった。

　綺き麗れいに立ち、綺麗な声で、姫の顔と役をやり遂げる。

　ちょっと憧あこがれる。もしかしたら、東和七姫の中で、双子宮と呼ばれる浅あさ黄ぎ姫と萌葱姫が誰だれよりも宮姫らしいのかも知れない。

　祭礼の鈴が鳴なり響ひびく。

　私達を遠巻きに囲んだ人々が鈴を鳴らしていた。

　マキセの神僧と、萌葱姫を支持する市民の方々だった。

　鈴の鳴なり響ひびく光景の中で、私は萌もえ葱ぎ姫ひめと手を合わせて並び立つ。

「我われら宮みや姫ひめが手を取り合いますのは、東とう和わ七つの都市が融ゆう和わする未来のためであります」

「争いを続ければ、祖そ霊れいも悲しみ、天も地も荒れるでしょう」

　六むつ宮みやの萌葱姫が語り、七なな宮みやの私が続ける。

　この地の祖霊と自然に挨あい拶さつをする祭さい祀しは、これからの道を示しつつ人々への挨拶と組み合わされる。本来の宮姫はあまりやらない行為だ。年始の挨拶ぐらいでしか、宮姫は指針を祭祀の場で語りはしない。

　東和が荒れて、宮都市の代弁者となった宮姫の責務が大きくなった今だから、こんなやり方が人々からも府ふ中ちゆうからも求められる。

「あのように我らは争いません。チドリで争う悲しき者達に宮都市と宮姫がどのように振ふる舞まうべきか、これより四人の宮が示しましょう」

　萌葱姫が北西で燃もえ上がる山火事を示す。

　まだ沈静化はないと、その灰はい色いろ混じりの白煙が人々の誰にも見える。

「三さん宮みや様と五いつ宮みや様がクラセで同じようにしておりましょう。我ら四人は、これより四都の協和を語り合い、皆様方にその有り様を伝えましょう」

　二人の姫が揃そろって人々に頭を下げて、空から澄すみ姫のお披ひ露ろ目めを兼ねたマキセでの小さな祭祀が終わっていった。

　空澄姫が六宮マキセの人々に承認されて、常磐ときわ姫が五宮クラセで承認される。

　その先に、黎れい湖この縁へりに沿って双ふた子ご都市の真ん中にある大祭祀場で四都同どう盟めいの正式表明と式典が行われる。

　それは、ここから二日先の予定だった。







　一いち宮みやシンセン、シンセン城の玉ぎよく座ざの間で閣かく議ぎが行われていた。

　議題はシンセンとスズマの間で行われているチドリの争そう奪だつ戦せんだった。

　山火事が拡大し、誰だれにも止められなかった戦場について議ぎ論ろんが交わされていた。

　東とう軍ぐんの責任問題、増援の遅れ、あるいはチドリを政治的に押さえられなかった行政の問題が取りざたされ、この事態の収しゆう拾しゆうに誰もが眉み間けんにしわを寄せていた。

　ツヅミへの派兵は、その中で放置されることが決定した。

　現地で蜂ほう起きしたツヅミ解放戦せん線せんの者には悪いが、一宮シンセンはチドリの問題が大きくなったために、大だい規き模ぼな派兵は見合わせるしかなくなっていた。

　それが、痛手になる。

　一宮シンセンと中央政府を信じて、武ぶ装そう蜂起までした者達が放置されたのだ。ツヅミ解放戦線が怒りを覚えているのは間違いなかった。そして、シンセン軍内部でも、招集されながら派兵がうやむやになった兵の士気が落ちていた。

　どちらも苦悩する事態だったが、チドリで後おくれを取ることに比べれば小さかった。ツヅミは次の機き会かいに大軍を派兵すれば回復が望めた。招集した兵達はチドリに回せば使い道が出てくるからごまかしが通じる。

　しかし、チドリは違う。

　二にの宮みやスズマに領土と人民を取られるわけにはいかなかった。一度でも、そのような敗戦が起きれば中央政府たるシンセンの存在価値が東とう和わ全土に疑われる。

　絶対に勝たなければならないと息巻く者が多かった。それなのに、多くの者が首を振った。

　既すでに損そん害がいが大きく、チドリの小さな領土には釣り合わない軍費が失われていた。そして、その地を支える山々が燃もえ尽きるのは確かく実じつで、事実上、チドリは大きく荒廃していた。

　スズマの勢力から取り戻したとして、チドリ再建には膨ぼう大だいな時間と投資を行わなければならないのが、政界に連なる者全すべての頭に浮かび上がる現実だった。

　王室の代表者である宮みや姫ひめを鎮ちん座ざさせる会かい議ぎだ。格式が求められる故ゆえに、軍属であろうと出席者の全てが政界とも通じていた。

　早急な解決策はないと誰もが苦悩する中で、さりげなく一つの提案が示された。

　スズマとの政治的解決を図る提案だった。

　そうした閣かく議ぎが続く中で、玉ぎよく座ざに当たる朱しゆの席は物静かだった。

　朱色の座には、黒い姫ひめ装しよう束ぞくがなかった。

　東和一いち宮みやの姫は、気分が優すぐれぬと、この閣議に出席することを拒こばんでいた。







　二宮スズマと真しん都と同どう盟めいが掲かかげる姫は、チドリの民たみを率いて後退する自軍を見送っていた。

　滞たい在ざいの地としている社しや殿でんの張り出しから見下ろす光景は、ひどく痛ましかった。

　住すみ慣なれた街を追われて、見知らぬ土地へと徒歩で旅立つ数千の民が街道を去って行く長い行列は、真しん姫ひめの胸を締しめ付ける光景だ。

　許せなかった。

　この光景が、この光景を見下ろす自分が許せなかった。

　この戦いは彼ら住民の願ねがいから起きた。

　一宮シンセンの悪政が招いたチドリの行き詰まりが発ほつ端たんであり、助けようとした二宮スズマが使った傭よう兵へいが大火を招いた。

　チドリの民は悪くなかった。彼らは市民として、農民として暮らし、その生活苦の中でスズマと真都同盟を頼ってきたのだ。彼らを救うのが、真実の都を広める真都同盟の使命であった。その結果がこれだった。

　風向きが悪く、焦こげ臭くさい臭においがここまで届く。

　長く吸い続ければ呼吸器をやられる濁にごった空気が、チドリ全域を埋め尽くしていた。

　山々の方で燃もえ落ちる木が枝を落とし、崩れ倒れる乾いた音が耳に届く。

　この事態を招いたのがスズマ軍の正規兵ならば、厳げん格かくに処分を下すところだった。だが、それは出来なかった。

　これをやったのは破は軍ぐん王おう。北の王子だ。客きやく将しようとしてスズマが受け入れた将軍である。仮にも異国の王族であり、簡かん単たんに処分を下せる部下ではなかった。

　許せないのが、これを行った張本人がそれを知っていることだ。

　戦いくさを知っている歴戦の将軍がスズマには必要だった。一いち宮みやと渡り合うには相応の人材が必要なのだ。スズマは傭よう兵へい将軍キリハを勧誘した。三さん宮みやのシドウ将軍にも歩み寄った。ついでに七なな宮みやのテン・フオウまで取り込もうとした。

　キリハもシドウも忠義の士として他都市へ動こうとしなかった。七宮のテンは、どうしたことか真しん都と同どう盟めいを毛嫌いする狸たぬき軍師の言いなりだった。

　東とう和わにめぼしい将がいなければ、異国からの亡命者を迎え入れるしかなかった。

　有能な武将だった。

　武芸も統率も際きわ立だち、中ちゆう原げんから連れてきた将兵も実戦慣れした強つわ者ものだけで構成されていた。

　しかし、薄うす笑わらいを浮かべ、過剰に動こうとするのが、はぐれ王子の気性だった。

　その挙げ句がこの様だった。

　このままではシンセンを追い払おうとも、スズマと真都の名声が地に落ちる。そう感じるが、明めい確かくな打開策が思いつかなかった。

　こうして苦悩するうちにも、勝手な行動が起きているやも知れない。一宮が増援を増やしているかも知れない。そして、のんきな四人の姫ひめ達は談だん笑しようしているやも知れなかった。

「ここは退ひけない。ですが、護まもるべき民衆は難なん民みんとなってこの地を去ってしまった」

　一人ひとり、息を吐く。

　領土を狙ねらったわけではなかった。チドリは一宮と二にの宮みやの間に点在する小都市の一つで、睨にらみ合いや争いの絶えぬ地であったが、肥ひ沃よくでも街道の要所でもなかったのだ。

　ただシンセンを倒し、無能者達の圧政に苦しむ民衆の願ねがいを叶かなえたかった。それが、民衆を苦しめ、真都の夢を追う勇ゆう敢かんな兵達に死傷者を出した。

「退けば四都の姫達が調ちよう子しに乗り、何をしでかすか分からない。そして、シンセンは勝利者として振ふる舞まうでしょう」

　そう一人続ける翡ひ翠すい姫の手中には、朱しゆ色いろの巻物が握られていた。

　五いつ宮みやと六むつ宮みやの姫が連名で送ってきた雅みやびな公式書簡だった。宮みや姫ひめだけが使う桜さくら色いろの紙にはスズマに四都同盟への協力を求めていた。

　二宮姫の名で四都同盟に賛さん成せいを示して欲しいとの願いが連ねられている。

「冗談ではありません。彼女達に真都同盟参加を求めた私の手を何度打ち払ったのですか、クラセとマキセは」

　真しん都と同どう盟めいの一員になろうとせずに、逆に勝手な同盟を求めてくる双ふた子ご宮みや。そして、その背後には三さん宮みや姫ひめと七なな宮みや姫が動いていた。

　五いつ宮みやと六むつ宮みやは大国に従おうとしない。それは素す晴ばらしかった。自主独立の精神は成せい熟じゆくした大人おとなの精神だ。しかし、大国と戦おうともしないで、自国の独立を護まもろうとする姿勢が人の道を外はずれている。

　四都同盟の相互保証、互助関係は宮都市が独立を脅おびやかされぬよう手を取り合う仕組みだ。

　主に経済を中心とした流通で助け合い、戦争となれば兵や矢や銭せんを戦地となった都市へ送り、助け合うのが主な活動内容である。

「これのどこに、改革の未来がありますか、東とう和わ再さい編へんの大計が見て取れますか」

　一人ひとり、ただ一人で彼女は自らに語りかける。

　千も二千も、常つねにこうして一人思考を重ね続け、ここまでの道を走ってきた。

　誰だれかに問われた時、何者かと向き合った時、一歩も退かずに戦えるように研けん鑽さんと修練を重ねて、その上で人々と向き合う実じつ践せんを積つみ重ねて月日を過ごした。

　旧王都シンセンは東和の宿しゆく痾あとなり、この混乱の時代を生んだ。

　だからこそ、シンセンを倒し真実の都を建設する道が東和改革、輝かがやける新世界たる真しん統とう和わとなる。

　戦い続ける先にしか未来はなかった。

　しかし、戦いが生む被害には空むなしさを覚えずにはいられなかった。

　やがて、人払いされた張り出しを支える支柱に、灰はい色いろの影かげが現れた。

「何事ですか？」

　特別な合図があるのだろう。隠おん密みつの技法を用いたままの影に翡ひ翠すい姫が問う。

「七宮の増援がマキセへ明日あしたには到着します」

「随ずい分ぶんとゆっくりと動いたのですね」

　まるで、シンセンとスズマが争うのを見越した動きだった。潰つぶし合わせている間に彼らは悠ゆう々ゆうと四都同盟を宣言し、争う大国を東和の笑い草にする気だと思えた。

　それが気に入らなかった。

　まるで、二にの宮みやスズマと真都同盟が、双子宮と三宮や七宮の同盟を護まもるために一いち宮みやを押さえているようにも現状は捉とらえられる。真都を目指す若者達が血と汗を流す中で、一滴の血も流さずに平和を語る四人の姫達。それを操あやつる議ぎ会かいと府中の二つの院。サイ家を始めとする財ざい界かいに、山師のように蠢しゆん動どうする七宮の二人ふたり組ぐみ。

　何もかもが不ふ愉ゆ快かいに思えた。

「それと、北の王子ですが、馬を走らせて地形を見て回っております」

　戦場を用意しようとする動きだった。

　彼はチドリを捨てて、もっと戦いやすい縄なわ張ばりを探していた。山火事が収まった後でシンセン軍をこちら側に引き込んで合かつ戦せんを行おうとする気だ。

「勝てば全すべて丸く収まると考えているのでしょうね」

　シンセン軍を撃げき退たいし、その実力を見せつけることで四都同どう盟めいをも威い圧あつし、自在に黙もく殺さつする。

　テン・フオウやシドウ将しよう軍ぐんも彼は打ち倒すつもりだ。

　可能かも知れないと、翡ひ翠すい姫ひめも真しん都と同盟の幹部達も考えていた。

　保証はなかったが、中ちゆう原げんの兵を引き連れた勇将の自信に揺らぎは見えなかった。

　その考えが危険だと、翡翠姫は小さく首を振った。

　チドリにも近づきかねない山々を焦こがす炎がその証しよう拠こだった。この所しよ行ぎようを間近に見て安易な賭かけは行えなかった。

「最後に本国からの伝令があります」

　翡翠姫の法ほう衣いの肩が引ひき締しまった。

　真都同盟の本ほん拠きよ地ち、二にの宮みやスズマと呼ばれる宮みや都市からの伝令は何よりも重い。

「大たい師しに何かあったのですか？」

「ご安心を。大師は持ち直されて、今では危険を脱されたとのことです」

　法衣の肩に安あん堵どの柔らかさが生じる。

　大師の容態に急変があれば、真都同盟は悲しみにくれる。戦いくさの行方ゆくえもどうなるか予測出来なくなると思われた。

「大師は病びよう床しようにありながらも、この事態を変えるためにシンセンに使者を送りました。今いま頃ごろ、シンセン議ぎ会かいは揉もめているはずです」

　一いつ瞬しゆん、その言葉に翡翠姫が嫌けん悪おの表情を持った。一瞬だ。支柱の陰かげで姫と視し線せんを合わせぬ報告者にその表情は見えない。

「では、かねてよりの方策が用いられるのですね」

　抑え気味の声に、少し怒りがあった。

　望まぬ道だった。

　現実的な道だったが、好まない道だ。

　戦って切り開く未来とは別の道を大師は選択した。

「大師からのお言葉であります。一いち宮みやを真都の一員にせよと」

　告げられし言葉に、山火事の向こうへ姫は視線を向けた。

　一宮シンセン都市。旧王都として長く東とう和わに君くん臨りんした古都と、それに連なる巨大な勢力が、暗雲の先に存在している。

「了解しました」

　覚悟はしたと、その眼まな差ざしが鋭するどくなった。

「これより翡翠は、無益な争いを収めて宮みや姫ひめとしてその責務を果たしましょう」
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　　　七節　未来の絵図







　日付が変わって、ようやくテン様とトエ様がマキセまでやって来た。

　萌もえ葱ぎ姫ひめと二人ふたりで、整せい列れつする七なな宮みやの兵千人を従えたお二ふた方かたを出迎えた。

　少し曇くもり気味だったおかげで、夏の昼間にしては暑さも辛つらくなかった。

　広い兵舎を借り受けて、その施し設せつが持つ広場での挨あい拶さつは、まずは六むつ宮みや姫である萌葱姫がマキセの歓かん迎げいを示した。

　階きざはしの上、大戸が開け放たれた日陰の屋内から行われた挨拶だから、外に立ち並ぶ兵の方々には薄うす暗ぐらくて萌葱姫も、その隣となりに立つ私もはっきりは見えないようだった。

　式典、祭典以外、宮みや姫ひめはあまりはっきりと顔を人前に晒さらさない。巫み女こ役やくだから、人前に出過ぎると御ご利り益やく感かんが減ってしまうとか、そんな理由があるらしい。

　他国の姫を間近に見るのは初めてなのだろう。七宮からはるばるやってきた兵の方々は不ふ思し議ぎそうにしながらも感かん銘めいした顔をしていた。続いて私も同どう盟めいの話し合いが上手うまくいっていることを伝え、そして、私の帰路を護まもるために迎えに来てくれたことに感かん謝しやの言葉を伝えた。

　兵の方々は、いつになく静かに耳を澄すましてくれた。七なな宮みや姫ひめである空から澄すみ姫が特に人前に出ないこともあり、宮みや姫ひめが二人ふたりも並ぶのが珍しい光景だと思えたのだろう。

　それから、東とう征せい将しよう軍ぐんテン・フオウの名前で、クラセやマキセで節度を持って任に当たるとの宣言が行われた。

　そこまでは良かった。

　そこで、早馬が広場の外で嘶いななくのが聞こえて、それから、萌もえ葱ぎ姫のもとへ急使が届く。

「たいしたことではありません」

　そう微笑ほほえんで、その場は何事もなく済ます萌葱姫が、挨あい拶さつから引き上げる時、私と二人きりで舞ぶ台たいの袖そで口ぐちに入るなり表情を硬くしていた。

「二にの宮みやが撤てつ退たいの準備を始めたそうです」

　私の方を見ないで告げられた言葉が、私の胸に重く響ひびく。

　私が何か言葉にするより早く、萌葱姫の唇が次の言葉を紡つむぐ。

「さらに、一いち宮みやの方でも撤退準備が布告されたようです」

　言葉を探そうとして、私は何が何だか分からないで首を振る。

　チドリを巡る戦争が収まるのはいいことだと思う。でも、ここまで大事になった戦いが急に終結されるのは不自然だった。

「停戦合意があったのでしょうか？」

　何とかこれだけ口にしてみれば、萌葱姫が難むずかしい顔で頷うなずいた。

「講こう和わの使節が、別の道を通してスズマとシンセンの間で動いていたようです」

　戦争をしながら、その陰で講和の使節が動く。よくあることだとトエ様が前に教えてくれた。

　昨年から今年ことしの春まで、カセンでもツヅミでもナツメでも、何度もそんな動きがあったらしい。ハルセさんが財ざい界かいの名で動いていたように、軍隊以外で多くの方が動いているのを想像してみる。

「これより先に何があるのか、あちらの方々はどうお考えでしょうか？」

　整せい列れつする軍の最前列と、その一つ後ろに控える私の将軍と軍師に萌葱姫が視し線せんを流された。

「こ、これから訊きいてみます」

　情けない声を出した私に、六むつ宮みやの姫は一いつ瞬しゆんだけ不ふ思し議ぎそうな表情を浮かべて、それから、この方らしい顔をした。

　柔らかな笑え顔がお。その頰ほおに触れてみたくなるくらいに。

「何も知らされていなかったのですね」

　問いではなく、納得の言葉で頷かれる。

「はい、私は好きにして構わないと言われました。どなたとお会いしても、どこへ行こうと」

　だから、私はどこの方々とも笑い合った。手を取り合って、肩を並べた。

　常磐ときわ姫とも、浅あさ黄ぎ姫とも、萌葱姫とも。

　争う大国、一いち宮みやと二みの宮みやの黒こく曜よう姫ひ殿でん下かや翡ひ翠すい姫殿下のお二ふた方かた以外とは様々な言葉を交わした。

「あの方達は、私の右う府ふと左府は、私が望む道を拒こばまれません。多た分ぶん、私が何をしようと、ご自分達の好きな方向へ話を持って行かれます」

　自分で言っていて笑いそうになった。

　どうも、私はテン様やトエ様が好きらしい。いい人か悪い人かは二の次で、あの方々が調ちよう子しよく笑っているのが好きらしい。

「うちの府ふ中ちゆうも同じような類たぐいかも知れませんが、そちらは度が過ぎませんか？」

　辛つらいことを言われた。多分、その通りだから言葉に詰まる。

「えっと、多分、そうだと思いますが、それを止めるのが私の役割なのだと思います。私はお飾りな姫ひめですけれど、幸い、東とう和わはそのお飾りを大事にされています」

　そうだと思う。

　東和七なな姫ひめ。黒曜、翡翠、常磐ときわ、琥こ珀はく、浅あさ黄ぎ、萌もえ葱ぎ、そして空から澄すみ。

　私達、東和七姫は色いろ々いろな思おも惑わくで生まれたけれど、きっと、それには意味があると思う。

　私はその光景が好きだった。

　恐こわい将しよう軍ぐんや偉いお爺じいさんが立つ世の中よりも、あるいは何か特別な啓示で選ばれた王様が治める世の中よりも、黒曜姫殿下やこの目の前の方が存在する世界が好きだった。

　私達の思い通りに世の中は動かないけれど、私達に気ままな自由は少ないけれど、宮みや姫ひめ達が人々に求められているなら、その光景が好きになれた。

　曖あい昧まいでも、弱くても、立っていられるなら立っていたい。

　宮姫が手を取り合って、微笑ほほえみ語り合うことが、少しでも東和のためになるなら、この世の中が綺き麗れいでたおやかになるなら、その光景の端っこに私も立っていたかった。

「七なな宮みや様、いえ、空澄姫殿下」

　両の手をお腹なかの前で重ね合わせ、東和六むつ宮みや萌葱姫殿下が私と向き合う。

　私も同じようにする。

「浅黄からも早馬が参りました。常磐姫と二人ふたりでシドウ様から私共が知らなかったツヅミでの新たな動きを教えて頂いたようです」

　穏おだやかだけれど、真まっ直すぐで生き真ま面じ目めなお顔。

　六宮マキセの姫らしい立ち姿に少し見とれてしまい、お話の内容がよく理解出来ないまま、そのお言葉を続けて耳にして行く。

「おそらく、空澄姫殿下のお二人も同じ内容をこれから貴女あなたに語るでしょう。東和に再び七人の姫が揃そろったことを」

「はあ？」

　間抜けな声を出しながら、私は言葉の意味を反はん芻すうする。

　何の話か考えがまとまらない。七人の姫が揃うって、どこでそんなことになるのだろう。

　そんな私を見つめて、萌もえ葱ぎ色いろの姫ひめがおかしそうに噴ふき出した。

「ようやく、私にも七なな宮みやの形が見えて参りました。貴女あなたのそんな顔が見たくて、あの二人ふたりは貴女を担かついでいるのでしょうね」

　何だか知らないけど笑われた。

　どこへ行っても私は笑われるらしい。

　困ったなという気持ちと、それでもいいかと思う気持ちが半分ずつ。

　そんな私に、萌葱姫の眼まな差ざしが細められる。

「これより先、東とう和わがどうなるか私共にはまだ見えません。そして、他ほかの国が描く未来の絵図も、貴女のお二人が目指す先も私共には計り知れません。ですが、ここから先にどのような絵図が広がろうと、私と浅あさ黄ぎは貴女に好意を持ちましょう。貴女が今のまま、そのお心のままでいられるならば、その不ふ思し議ぎそうな瞳ひとみで世界を見つめているならば、その目に映る私共も変わらぬ立ち姿であるよう心がけましょう」

　東和六むつ宮みや萌葱姫ひ殿でん下かの微笑ほほえみは、どこまでもどこまでも柔らかかった。

　堪たまらなくなるくらいに、その柔らかさが心の中に入ってきた。

　私は良いお返事が思いつかなくて、ただただ頭を下げて感かん謝しやした。

　それくらいしか、今の私には出来なかった。

　そんな私の手を、萌葱色の袖そで先さきから伸びた手が、そっと包み込んだ。

　初めて私は、萌葱色の姫と直じかに触れ合った。それは、とても柔らかな感触だった。




「冗じよう談だんではない！」

　常磐ときわ姫は立腹していた。

　あてがわれた客室で浅黄姫と二人で向き合えば、こちらは思し案あんの顔を浮かべていた。

　広い客室は、普ふ段だんは萌葱姫が滞たい在ざいした時に使われる部へ屋やのようで、質素で清せい潔けつな部屋だった。

　異国流れの色いろ硝子ガラスの花か瓶びんに挿さされた紫むらさき竜りん胆どうを見つめる浅黄姫は慎重であろうと、曲げた左手の人差し指をその口元に当てている。

「この期ごに及んで冗談ではないぞ。何がツヅミ解放だ！　今いま更さら、あの地をどうしようというのか！　私に内ない緒しよで七宮も、うちの執政院も！」

　激げつ高こうする常磐姫が一息つくのを見計らい、竜胆の強い色を見つめたまま浅黄姫が指先を口元から離はなす。

「四都同どう盟めいを語りながら、ツヅミの宮みや都市復帰を認める七宮カセン。これは三さん宮みやナツメの手て柄がらとしましょう。三宮様が強引な七宮を説き伏せたことにすれば、ナツメとツヅミにあるわだかまりも軽減されるはずです」

「ふんっ、爺じいどもは、もうそう動いているだろうな。ツヅミに貸しを作らねば我わが三宮ナツメは借しやく財ざいが多過ぎるからな」

　東とう和わの宮みや都市の中で、一番に収益が少ないのが三さん宮みやナツメ都市だ。山間部に位置する地理条件が、どうしても経済基き盤ばんを小さくする。

「今回の五いつ宮みや、六むつ宮みやへの訪問もな、実を申せば苦しい出費だった。どうやって、ここまでの旅費を稼かせいだか浅あさ黄ぎは知っているか？」

「存じませぬが？」

「七なな宮みやの兵をよく見ろ。どいつもこいつも真新しい太刀たちや具ぐ足そくを身に纏まとっている。竹の紋もんが入ったナツメの鉄製品だ」

　鉱山を背後に抱える三宮ナツメの輸ゆ出しゆつ品ひんには、どうしても武具の類たぐいが多くなる。ツヅミの軍が解体状態であるならば、その取引先は限られてしまう。

　そして、新しん興こう都市七宮カセンはナツメ鉱山の上客となった。

「戦争になればなるほど、皮肉なことに我わが国くには財ざい政せいが潤うるおう。七宮と手を組んで、ツヅミを従えて戦うほどな」

　それが、知らないうちに拡大していた。

　七宮はツヅミを四しの宮みや都市として回復させようと画策していた。そして、それを打診されたシドウ将しよう軍ぐんやキリハ、三宮の執政院と呼ばれる議ぎ会かいは黙もく認にんをしていた。

　三宮ナツメの常磐ときわ姫ひ殿でん下かを差し置いてだ。

　あずかり知らないところで世の中が動いていた。

　その中心がどこだかよく見えないのが、常磐姫を苛いら立だたせる。

「七宮の二人ふたり組ぐみか、それともツヅミの見えない連中か、我が府ふ中ちゆうか、本当にツヅミ解放を願ねがう者はどこのどいつだ？」

「ツヅミ占領は難むずかしいと、東とう征せい将軍が都合のいい放ほう棄きを狙ねらったのではないでしょうか。早い解放で、ツヅミに恩を売るために」

「ツヅミが裏切ったらどうする？」

「そのために、七宮姫を三宮様に預けていたのかも知れません。その間に、ツヅミ内部で多くの有力者が放ほう逐ちくされたようです」

　ハルセからの報告はそうなっていた。都合の悪い人間は全すべて処分して、そこに四宮新政府を承認する。

「まるで傀かい儡らい国家ではないか！」

「まるでではなく、その通りでしょう。それでも、おそらくは一年や二年しか有効利用出来ないでしょうね」

　ツヅミが国力を回復すれば、七宮カセンの思い通りに動かせるほど小さな力ではなかった。

　長くない未来において、七宮も三宮も新しい四宮ツヅミを押さえられなくなるだろう。商都ツヅミは人の往来も激はげしい。再建が進めば、有力者の顔ぶれが変わって行くのに大きな時間は必要なかった。

　そこまで一国を管理出来る勢力は、東とう和わでは一いち宮みやシンセンか二にの宮みやスズマほどの国力を持つ国だけだった。事実上、商都ツヅミは東和第三位の国力があったのだ。

「ツヅミを解放して、そのう、なんだ、宮みや都市として扱うには」

「そこに宮みや姫ひめが必要となります。呼び戻したようですね。東和の華はな姫ひめを」

　興こう奮ふん気味だった常磐ときわ姫がここで声を無くして、その様よう子すを花から視し線せんを動かした浅あさ黄ぎ姫が見つめた。

「望まれていたはずです。三さん宮みや常磐姫が誰だれよりも、東和四しの宮みや琥こ珀はく姫ひ殿でん下かのご帰き還かんを」

「そうだが、そうだが、このような形では、あれが不ふ憫びんだ。今度は七なな宮みやに利用される。私はあれに借りがある。あれを泣かせる真似まねはするわけにはいかない」

　困り顔の常磐姫を、浅黄姫が穏おだやかに見つめた。

「三宮様にそうしたお心があるように、四宮様もお考えがあって呼び出しに応じられたと考えます。ただ七宮のいいなりになるために戻ったのではありますまい。何よりも、四宮姫の側そばには三宮様と四宮様を繫つなぐ殿との方がたがおります」

　キリハ・ラサのことを思い出せば、常磐姫は部へ屋やの隅すみに立てかけられた彼女の守り刀へ視線を向ける。

　姫色に合わせた鞘さやが包むのは、長く優ゆう美びな刀だった。

　銘めいは彗すい星せい。傭よう兵へい将しよう軍ぐんが振るう長ちよう刀とうと、拵こしらえが僅わずかに違うだけの一刀。

「キリハもな、七宮と連つるむとは一言も言わなかった。私には何も知らされなかった。許せ、浅黄、私は何も知らなかった」

「七宮様も何も知らされていないと考えます。大人おとなの方々も、思い通りに行くかどうかが見えていないのだと思います。だから、私達に知らされないことが多いのだと思えば、誰だれかや何かを責める気はあまり起きません」

　双ふた子ご宮みやも知らされないままで事態の変化に向き合うことが多いと、浅黄色の姫が笑って小首を傾かしげる。

「迷っていたのかな、キリハも、叔父おじ上うえも、爺じい達も」

「誰もが迷っているのかも知れません。今の東和で、少しも迷われていないのは、お二人ふたりだけかも知れません」

「お前らか？」

　気を取り直そうと、常磐姫が茶ちや化かす物言いをした。

「一宮様と二宮様です」

　笑うのかと、常磐姫は思ったが浅黄姫は笑わなかった。

　だから、常磐姫は腕を組んで生き真ま面じ目めな顔をした。

「七宮がツヅミを操あやつったのは一宮と二宮が動く先を見ているためか？」

「思えば、四都同どう盟めいだけでは力不足と考える者がいても不ふ思し議ぎありません。最終的には五都市の力を合わせなければならないと、七なな宮みや様の将しよう軍ぐん達は考えたのでしょう」

　そう告げる浅あさ黄ぎ姫ひめに、常磐ときわ姫は少し驚おどろく顔をした。

「そのいい方、お前も、お前らも考えていたのか、ツヅミの宮みや都市復帰を」

　だから、ツヅミに関する問題が起きようと、動じた様よう子すがないのかと問いかける眼まな差ざしを向ければ、浅黄姫は微笑ほほえんだ。

「私共は一いち宮みや様と二にの宮みや様が争うのを近くで見て育ちました」

　両親が争う姿を見て育った子供は多くのことを考える。兄弟や親族が争う姿でも、そうした光景を見て育った者は多くのことを感じる。

　それが、双ふた子ご宮みやの立っていた場所だった。

　見えている世界は同じでも、立つ場所によって見える光景は違ってくる。

　その中で、描く未来はどこまでが似ていて、どこまでが違うのか。

　隣りん国ごくの姫だった琥こ珀はく姫や空から澄すみ姫と行き違いがあった常磐の姫は、柔らかに微笑む浅黄色の姫を見つめながら、そんなことを考えた。







「至急、軍を退ひけと指示が出ました」

　跪ひざまずく急使からの伝令を、馬上で受けたのは破は軍ぐん王おうを自称する男だった。

「そろそろ、火が消えるぞ」

　破軍王の背後で、あらかた燃もえ尽きた黒い森がくすぶっていた。

　火付けになれているのだろう。どの程度燃え広がるのか、どこで終わるのか計算が出来た男は薄うす笑わらいで急使を見下ろす。

「我わがスズマは和わ睦ぼくを申し込むシンセンを許すことになったと姫ひ殿でん下かからの声明が発表されました。此こ度たびの戦いは我われらの勝利であります」

「チドリはどうなる？」

　小こ馬ば鹿かにした口く調ちようで、破軍王の口元が笑いを作る。

「はっ、チドリは全ぜん権けんを真しん都と同どう盟めいへ委任されることが本決まりとのこと。シンセンはこの地を我らに委ゆだねて全面撤てつ退たいとなります」

「ふん、焦しよう土どの寸すん土どが収しゆう穫かくか」

　焼き払った張本人があざ笑う。

「姫殿下におかれましては、今後の協きよう議ぎのため破軍王殿どののスズマへの帰き還かんを要よう請せいしておられます」

「止よせよ、俺おれは戦場以外に興きよう味みはない。遊軍として好きにさせて貰もらうぞ」

　使者を捨て置いて、馬を歩かせる破軍王。

　すぐにその周りを旗本の騎き兵へい団だんが取り囲む。

「王よ、これはどうしたことですか」

「我われらの戦いはどうなります？」

　説明を求める配下の者に、北の王子は気さくに笑う。

「一いち宮みやと二にの宮みやが和わ睦ぼくするそうだ。死しに損ぞこないの大たい師しがびびってな、俺おれ達に内ない緒しよで取引をしたようだ。寸すん土どと引き替えに大金をはたいたらしい。俺達は用済みだから寝てろと言ってきた」

　軽く言い放つ表情に曇くもりはない。

「我らを引き上げさせて、取引の道具にする気ですか？」

「スズマめっ、何と卑ひ劣れつな」

　熱あつくなった部下の言葉にも、その主あるじは表情を変えなかった。

「最初から、その腹だったな。一宮を全滅させるつもりなら、チドリでの戦いをこうも長引かせなかった。シンセンに力を見せつけてから手を組むのが狙ねらいだったようだな」

　どうでもいいと、笑いながら馬を進める。

　周囲には緑みどりの麦むぎ穂ほが広がっていた。

　チドリの住民が育てた穀こく倉そう地帯だ。

　裕福ではなかったが、チドリにも相当な農地があった。

　ほぼ手つかずな穀物が秋になれば実ると、破は軍ぐん王おうが笑えみを浮かべて眺める。

「東とう和わには多くの食料がある。この地が蓄たくわえる財ざいを持ち帰れば、俺達が中ちゆう原げんに覇はを唱となえるのも遠い未来ではない」

　この国がどうなろうと構わないと、彼は笑う。

　だから好きに暴あばれる。焼き尽くしても構わないと過か激げきに振ふる舞まう。

　二宮スズマも真しん都と同どう盟めいも、その眼中には入ってない。

　無む論ろん、一宮シンセンも他ほかの都市もどうでもいいと、その顔が笑っていた。

「狸たぬきの遊びに付き合ってられるか」

　そんな言葉を口にするから、部下達も笑う。彼らも、東和に骨を埋める予定はなかった。せいぜいが、一年ぐらい滞たい在ざいしてやってもいいとしか考えていない。亡命者というより、出で稼かせぎに来た傭よう兵へい団だんだと本人達は思っていた。

「しかし、真しん姫ひめも王を操あやつろうとは身みの程ほど知らずですな」

「子狸には子狸の生き方がある。あいつらには好きにさせてやれ。俺は王だ。王は厳げん粛しゆくに生き、厳粛に死ぬ。何者も真の王者の前には無力なのだ」

　最後まで、はぐれ者の王子は笑い続けた。

　その頭上で、長い炎上が呼び起こしたのだろう、灰はい色いろの雲が広がり始め、やがて、ぽつりぽつりと雨音が立ち始めた。







　一いち宮みやシンセン側でも慌ただしく人々が動いていた。

　二にの宮みやスズマとの和わ睦ぼくが成立するため、この戦いは何だったのかと嘆なげく者も多ければ、この戦いが終わったことを喜ぶ兵達も多かった。

　一番に多いのは、黙もく々もくと撤てつ退たい準備に勤いそしむ者達だった。

　現場は考えるより早く手足を動かさなければならなかった。

　正規兵として長く軍ぐん役えきにある者ほど、考えるのを後回しにして、まずは指示された職しよく務むを全うすることを優ゆう先せんする。軍人と言うよりは、職業人の習性だった。

　雨が降り始めた空を眺めて、陣じんの端で佇たたずむ遊ゆう撃げき長ちようはその中で浮いていた。

　どこの部隊にも属さぬ立場故ゆえ、撤退準備で受け持つ場所もなく、居場所らしい居場所も見つからなければ隅すみで小さくなるしかなかった。

「やれやれ、戦いたくはないと言ったがね、よりによって二宮と手を組むかよ」

　ぼやく遊撃長の両肩には、支給されたばかりの真新しい軍刀が黒くろ鞘さやに収まって担かつがれていた。

　一宮シンセンの議ぎ会かいはスズマが講こう和わを申し込んできたと発表し、それを受け入れる姿勢を示していた。

　チドリの地に一時的な自治を認め、そこに真しん都と同どう盟めいが参加することを期限付きで認めると政策方針を進めている。

　奇妙なことに、一宮も二宮も、講和を申し込んだのは相手の方だと口にして、どこに真実があるのか見えにくくなっていた。

　要職にある遊撃長でさえもそうなのだから、一いつ兵ぺい卒そつや市民にはもっと理解出来ないことが多いはずだった。

「逆さからう奴やつが多いか少ないか」

　戦ってきた相手である。一宮シンセンと二宮スズマは誰だれもが知る仇きゆう敵てき同士であり、この陣にも多くの死傷者の姿があった。

　時折、目の前を運ばれる負傷者にはシンセンまで保もたない重傷者も見えた。涙を流し同行するのは同郷の者か。

　この陣を指揮する東とう軍ぐん殿どのでさえ、手傷を負い、危あやうく命を落としかねなかったのだ。

「上の思い通りに現場は動かねえ。これは荒れるぞ」

　互いに憎しみが、確かく執しつがある二つの勢力だ。上の号令通りに軍と民たみが従えるのか。従わせることが出来たとして、その不ふ確たしかな繫つながりが真に有益かどうか。

　この陣の中にも、指揮官に抗議する者も多いだろう。

　指揮官である東軍殿もこの決定に不服があるだろう。だが、大きな痛手を受けた東軍殿には上層部に逆らう力が残っていない。おそらくは、国に帰れば傷の療りよう養ようを理由に役職を失うこととなる。

　もう少し痛手を受けていれば、その流れが変わっていたかも知れない。あるいは、東軍殿が討うたれていれば、一いち宮みやシンセンとその軍は激はげしい怒りで二にの宮みやスズマを退しりぞけたかも知れない。

　そう思えば、東とう軍ぐん殿どのの危き機きを救った自分は判断を間違っていたかとも思える。

　すぐに思い直す。あの時、はぐれ者の王子を斬きり捨てれば全すべて上手うまくいったのだ。向こうの士気を激げき減げんさせ、シンセン主しゆ導どうで世の中は動いていただろう。

「賭かけに負けたかな」

　ここに彼を配置したのは黒くろ姫ひめであり、あの王子を取り立てたのは真しん姫ひめである。どちらも二人ふたりといない貴重な人材を用いて対たい峙じした。

　二人の姫の危険な賭けは、真姫の勝利に終わった。

　この連合は一宮シンセンが二宮スズマを対等に近い形で認めることになる。

　圧倒的であったはずの方が、その優ゆう位いを多く失うのだ。

　嫌いやだ嫌だと首を振って、行く場所を探してふらつく黒くろ騎き士し。

　その目が、行き交う軍属の中に見み慣なれぬ人ひと影かげを見つける。

　道案内らしい将しよう校こうと夫婦らしい初老の男女を先頭に、従じゆう者しやらしい男ばかりが十人ほどの一団だった。

「はよ、来やぁて」

　せっかちな印象がある方言で後方を急せかす先頭の男は小こ柄がらだが、その中では一番年かさで地位のある人物らしい。

　血と汗が空気に混じる陣じんの中を、商人らしき身なりで堂どう々どうと闊かつ歩ぽしていた。

　方言からクラセとマキセ方面の一群を連想する遊ゆう撃げき長ちようは立ち止まって、その一行が通り過ぎて行くのを眺めた。

「あらあら、田舎いなか言葉は駄だ目めですよ」

　たしなめる妻らしき婦人も年配で、色こそ地味だが場違いな着物姿が陣中で目立っていた。

「何言うとりゃあす、お家の大事だがね」

「貴方あなたは興こう奮ふんすると地が出るのを直さないと。サイ家の名折れになりますよ」

　そこまで言われて、仕方ないと顔をしかめる男が、立ち止まった脇わきをすり抜けるのを眺めていれば、婦人の方が騎士への礼で会え釈しやくをしていた。

　知らない顔だが、上流社会の匂においがする笑えみがあった。

「絵え描かきぃ、行こみゃあて、いや、急ぐぞ。儂わしらはシンセンとスズマを繫つなぐ大役を担になっておるのだぞ」

　方言を押さえながら、一団の最後方でうろちょろしている細い影に声を掛ける男。

　妙に声が大きかったのは、遊撃長や周りで作業に当たる兵達を意い識しきしていたのかも知れない。

「あのう、これは一体、どうしたことでしょうか？」

　一同の最後尾で、先頭の男とは見事に正反対な、か細い声が上がる。

　竹たけ駕か籠ごを背中に担かついだ細い少年が遊撃長の目に映る。

　困った顔であちこちに笑え顔がおを振りまいて、何をどうしようかと迷った無む駄だな動きがやたら目につく少年。年とし頃ごろは十代の半ばを少し過ぎたぐらいだろうか。

　竹たけ駕か籠ごには筆やら折りたたみの画が架かが詰め込まれていて、男の言葉通りに少年の生なり業わいが画業だと示していた。

「ほら、お会いしたいと言っていたでしょう。東とう和わのお姫ひめ様と。私達が会わせて差し上げますわ。ちょうど、向こうのお姫様が他ほかの姫の肖像を見たいと言っておりますからね」

　婦人に優やさしく諭さとされる絵え描かきの少年が、とぼとぼ歩くのを遊ゆう撃げき長ちようは見送った。

「ううっ、こんなはずじゃなかったのに」

　物ぶつ騒そうな場所に連れてこられて嘆なげく呟つぶやきを耳にして、遊撃長は刀剣を担かついだままで器用に頭を搔かいた。

「あいつ、ツヅミの絵描きか？」

　見覚えがある気がしたが、別に親しい相手ではなかった。

　夫妻はサイ家の有力者らしい。絵描きの方は宮みや都市を渡り歩いている若手の絵え空そら師し。話からすれば、火が収まればチドリに向かい、翡ひ翠すい姫と面めん談だんするのだろう。

　サイ家は同どう盟めいの仲介に、絵描きは真しん姫ひめに他の姫の容よう貌ぼうを伝える役らしい。

　思えば、宮みや姫ひめ達はお互いの顔を知らないことも多い。

　ツヅミに在留していた絵描きならば、何人かの姫を直じかに目にしているのだろう。

「出世の道か、苦く難なんの道か、若いのに可哀かわい想そうに」

　戦争と政争の中に巻き込まれれば、若い絵描きの人生がどうなるかは不明だった。上手うまく立ち回れば明るい将来があるだろうが、二にの宮みやの真姫や一いち宮みやの黒くろ姫ひめと関かかわり合うのは危険も多いだろう。

　騎き士しなどという厄やつ介かいな立場にある者として、姫達に振り回される男の一人ひとりとして、その前途を憂うれいてやりたくなる。

　それから、サイ家がここでも動いているのを警けい戒かいする。

　四都同盟にサイ家筆ひつ頭とうのハルセ・サイが奔ほん走そうしている。それなのに、サイ家の有力者は一宮から二宮へと橋渡しに動いている。

　別にサイ家だけが二面的に動いているわけではないだろう。どこも利益を得るため、そして、生き残るために多くの矛む盾じゆんを抱えて動いている。

　これから始まる一宮と二宮の結けつ託たくもそうだった。

「四都同盟を潰つぶすための中央大連合か」

　旧王都にして最大勢力である一宮シンセンが、真しん都と同盟を持ち副都を自認する二宮スズマと手を組む中央の一大勢力。

　その総力は、単純に考えても四都同盟に倍する。

　だが、しかしと、黒い騎士は渋しぶい顔をする。

「なあ、姫ひめさんよ」

　灰はい色いろの空に向かって、一人ひとり呟つぶやく。

「あんたが一番嫌いやがる時代が来るぞ。いいのかよ、この連立政せい権けんは真しん都との思い通りな世の中へ続いて行くぞ」







　一いち宮みやシンセン都市、シンセン城の朱しゆ座ざに座る姫は、平へい伏ふくする臣しん下かを見下ろしていた。

「私に会えと仰おつしやりますか、二にの宮みや姫と」

　冷たい色の声に、臣下の多くが厳きびしい顔をする。

「スズマは半世紀に亘わたる敵意を押さえ、この一宮シンセンに歩み寄ろうとしております。我われ々われは、彼らに対して王者の貫かん禄ろくで接してやらなければなりません」

　臣下の礼を尽くす議ぎ長ちようだが、その言葉は既すでに決定していることを伝える響ひびきを有していた。

　二宮スズマの大たい師しが、シンセンとの和わ睦ぼくを提案した。そして、四都同どう盟めいという共通の敵に立ち向かおうと、さらに提案されし閣議を、この姫は欠席したのだ。

　欠席した者に、決定権はあり得ない。

　受け入れを拒こばむことは許されないと、長く一宮シンセンの有力者であった議長が有無を言わせぬ態度を取る。

　欠席しなくても、宮姫に決定権は与えられていないが、それは今に始まったことではなかった。そして、この流れが止められないと知っているから、黒い姫はわざと欠席をした。

　飾りのない閣議で出席者達が全すべての責任を背負う気があるのかと議会に覚悟を求めた。その結果がこれだ。

「この譲じよう歩ほ、一宮シンセンの威い厳げんを損そこなうことになりますよ」

　感情を込めない姫の言葉に、議長は同じように感情を込めない眼まな差ざしを向ける。

「我わが姫が此こ度たびの惨さん事じを憂うれいて、あえて、国民のために折れたことは、多くの人々にその深い愛国心を想像させましょう」

「皆様方の愛国心が国民に伝わることが大切ですよ。宮みや姫ひめが国を愛するのは当然のことです」

「無む論ろんであります。我ら政治家は全すべて国を愛しております」

　睨にらみ合うには、お互いに感情のこもらない声と眼差しだった。

　既に決定しているのだ。

　ただ足りないのは承認だけだ。

　宮姫は女王ではない。承認者だ。

　政策方針を打ち出すのは議会と政治家である。

「私は一宮シンセンを離はなれません。どうしても、会えというならば、真しん姫ひめにここへ来させなさい。それが出来なければ、顔合わせは当分見合わせとします」

　決定権を持たぬ姫ひめが出来ることは、形の整ととのえ方を提示することぐらいだった。

「当然であります。二にの宮みや姫にその覚悟があるならば、このシンセンまで来いと私の政治生命を賭かけて一いつ喝かつしてやりましょう」

　承認を得たと喜ぶ議ぎ長ちようと、その他諸もろ々もろが安あん堵どする空気の中で、不ふ機き嫌げんそうな黒くろ姫ひめは朱しゆ座ざを立った。

　礼を取って見送る者達に背を向けて、長大な黒こく衣いが王室専用の扉の向こうへ消える。

　消えた先の通路、ただ一人ひとりで待っていたのは騎き団だん長ちようだった。

「まずいことになりましたな」

「ええ、大変ですよ。議長は何も分かっていません」

　肩を竦すくめる黒こく曜よう姫ひ殿でん下かは、ようやく感情のある声を発した。

　呆あきれた声である。

「二宮が永年の夢はシンセン打倒が名目でしたが、それは最後の理想です。彼らが段階的に現実的に望んでいたのは、一いち宮みやシンセンと手を組んだ東とう和わ中央政府の樹じゆ立りつです」

　そんなことは、議長達もよく知っていた。それでも、手を組まなければならないと議会は判断した。

　四都同どう盟めいを潰つぶさなければ、彼らが二宮スズマ以上の脅きよう威いになると判断した。それが表向きの理由である。

「隣りん国ごくと戦うよりも、遠くの国と戦う方が傷も遺い恨こんも少なく済みますからね」

　二宮スズマとは対立していても、多くの商工での関係があった。

　チドリを巡る戦いでスズマとの関係が凍結されれば、債さい務むが著いちじるしい一宮シンセン都市の財ざい政せいが間違いなく破は綻たんした。ねじ伏せようにも、真しん都とのねばり強さは東和随ずい一いちである。

　それに比較して、四都同盟との戦いならば、勝利と利益が見込めた。

　ツヅミを押さえれば七なな宮みやカセンと三さん宮みやナツメも押さえ込める。

　そして、穏おだやかな宮みや姫ひめ達を掲かかげた双ふた子ご都市はそれほど強くも好戦的でもない。二宮スズマと戦い続けるよりも、確かく実じつに楽に見えたのが議会の判断だ。

「議長にも遠征の困こん難なんがご理解頂ければと悔やまれます」

　一度はツヅミまで侵攻した騎士団の団長としては、遠地に布ふ陣じんし続ける苦労を文官達に分からせたいと思えてならない。

「そちらではありませんよ。議長が分かっていないのは」

　黒の姫がため息をついて、それから苦笑した。

「真しん姫ひめは来ますよ。呼べば明日あしたにでもここまで来ます。私としては、間違っても呼ばないよう釘くぎを刺したつもりだったのに逆効果になってしまいました」

「まさか、ここは、あの者達にとって最大の敵地でありますぞ」

　身の危険を考えれば、当然、向こうが断る提案だった。仮に来訪があるとしても、それは関係が深くなった何年か先になるのが普通だった。

「あちらも真しん姫ひめを名乗っております。それだけの覚悟がありますよ。この黒こく曜ようと差し違えても真しん都との未来を切り開く覚悟がね」

　何なに故ゆえか、そんな物ぶつ騒そうなことを口にしながら、東とう和わ一いち宮みや黒曜の名を持つ少女は、不ふ思し議ぎなくらい楽しそうに笑った。

　まるで、決けつ闘とうを楽しむ武芸者のように。







「よっ、元気か」

「やあ、久しぶり」

　どうしてこの人達は楽しそうに笑うのだろう。

　世の中、大変なのが本当に分かっているのだろうか。

　そうは思うのだけれど、困ったことに、この人達は私より遥はるかに世の中を知っている。

「ツヅミは、ツヅミはどうなってるんですか?!」

　余計なことを言い出される前に問いつめる私。ようやく、東和七姫が再び揃そろうということが何を示しているか分かってきたから、ちょっと興こう奮ふんしてしまう。

「さあ」

「まだ報告が届いていないよ」

　私が与えられているお部へ屋やで、テン様とトエ様はにこにこしている。

　部屋の中には他ほかに、私の後ろでため息をついている衣い装しよう役やくさんと、その横でぼんやり立っているヒカゲさんだけだった。

　興奮気味の私をテン様が楽しそうに眺めて、トエ様が緑りよく茶ちやが欲しいとか言い出すから、もうどうしていいのやら。

「ほらほら、これ売り歩いたんだ。いやあ、飛ぶように売れて売れて」

　手作りっぽい四都同どう盟めいの旗を広げて喜ぶテン様のことは諦あきらめよう。この人はこういう人だから。まだトエ様の方が何とかなりそうな気がする。

　それで、トエ様の方に視し線せんを向けると

「ほらほら、帰りはこれを売うり捌さばこうと思うんだ」

　五都同盟と大たい書しよされた幟のぼりの試作品を見せびらかすトエ様が楽しそうだった。

　いいのか、これで？　この人達は本当に将しよう軍ぐんとか大臣なのか？

　四都同盟をあれだけ語っておいて、今度は五都とか、人として間違っていないだろうか。しかも、それを二重に売り捌こうとしている。

「姫様、もう帰りましょう。この人達はここに捨てて」

　真ま面じ目めな顔で衣装役さんが言ってくれたから、ようやく、お二人ふたりが遊ぶのを止やめた。

「ちぇっ、お堅かたいねえ」

「さて、何から話そうか」

　ふてくされるテン様を横にして、トエ様がいつもの顔で面おも白しろそうに私を見つめた。

　ちょっと、久しぶりに見るその顔がちょっと嬉うれしい。

　トエ様の顔で、トエ様の口く調ちようなのが、何だか懐なつかしいくらいに思える。

　多た分ぶん、知らない人と多くお会いした後だから、よく知っている人との距きよ離りが気持ちを落ち着かせるのだと思う。

「琥こ珀はくは呼び戻したよ。予定通りなら、キリハ殿どのが迎え入れて、今いま頃ごろは新生四しの宮みやツヅミが宣言されている。彼女の敵になりそうな権けん力りよく者しやは出来うる限り潰つぶしておいたから問題はないよ」

　やっぱり、あの方が東とう和わに、それもツヅミに戻っている。

　そうトエ様の口で語られると、他ほかの人から教えられるのとは違う感触が胸に宿る。

　困ったことに、私はこの人から教えて貰もらう時に一番安心してしまう。

　私の知っている人の中で、この人が一番噓うそをつくと知っているのに、それでも、私はトエ様から聞くと安心してしまう。

「あの方が望まれたのですか？」

「彼女には頼んだ。ツヅミが駄だ目めになりそうだから、一夏でもいいから戻って欲しいとね。僕が直接会ったわけじゃないから、彼女がどんな思いで承しよう諾だくしたかは知らないよ。使者の話では、極ごく短い間なら了解してくれたらしい」

「短いのですか？」

「南でね、彼女を追いかけて入植した者達と上手うまくやっていたらしい。あまり、東和の争いに関かかわりたくないようだ」

　もう東和とは離はなれた暮らしがある。あの方にとって大切なことで、それが嬉しく思える反面、遠く感じられて淋さびしい気持ちも生まれた。

　私でさえそうなのだから、複雑な思いが強い常磐ときわ姫ひめはどんなお気持ちで、この話を耳にするのだろう。ちょっと、色いろ々いろなことが頭に浮かぶ。

「まだどうなっているのか詳細が届いていない。でもね、ツヅミが再さい編へんされて正式に四都同どう盟めいに加入してくれれば、これで五都同盟が生まれる。そうなるよう、僕は仕組んできた。ぶっちゃけね、四都同盟では一いち宮みや二にの宮みやの連合には勝てないんだよ。四宮ツヅミの財ざいと交易路、大河、全すべてを用いないと不利過ぎるんだ」

「連合？　ただの和わ睦ぼくではないのですか？」

　そんな話は知らない。

　一宮と二宮は長く争っている仇きゆう敵てき同士だ。手を組むなんて私に考えられなかった。だって、ここから、まだその戦火が目に見える。

　東和の争いは、本当はあそこが中心なのだ。私達やツヅミじゃない。

「やるよ、一いち宮みやは仕方なく、二にの宮みやは大望のため、大国同士で新しい中央勢力を作り出そうとしている。本当のことを言うとね、一宮と二宮はいつ手を組んでも不ふ思し議ぎがなかったんだ。それは十年ぐらい前からね。今までの何年かは、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かが一人ひとりで抵抗していた」

「あの方がですか？」

　私にとって特別な方。黒帽子と黒こく衣いが頭の中に浮かぶ。

「彼女は二宮の手を借りずに東とう和わの再さい編へんを果たしたかった。二宮の力を借りることでシンセンが中央政府としての自尊と自覚を失うことが危険だと本能的に知っていたんだよ」

　だからだろうか、あの方は私に来ないかと声を掛けた。中央と地方の新しい関係を望まれていた。東和再編のために、自分だけで動いていた。

　だけど、私はそのお誘いを断ってしまった。

　そして、他ほかの姫ひめ達もそれぞれ別の動きをしていると思う。

　誰だれもあの方の側そばに立たなかった。

　その結果、二宮姫が一宮姫の前に立とうとしている。

　恐こわくなった。私は間違っていたのだろうか。私達のやっていることが、大きな流れに搔かき消されそうな気がした。

「好きにはさせないよ。誰の好きにもね」

　前髪を搔き上げて、トエ様は癖くせのある表情で笑う。

　この人らしい顔で、私にとっていつもの光景。カラさんの時もカラカラさんの時も、私の前でトエ様はトエ様の顔で笑う。

「そんでさ、カラ、お前は他の姫と仲良くやってんのか？」

　こんな風ふうに横からテン様が口出ししてくるのも、私にとっては、いつもの慣なれた感じ。

「えっと、大変に優やさしくして貰もらっています。常磐ときわ姫は勿もち論ろん、浅あさ黄ぎ姫も萌もえ葱ぎ姫も立派なお姫様でした」

　正直に言った。私はお会いした誰とも争いたくない。このまま、手を取り合いたかった。

「んじゃあやるか」

「そうだね。派は手でに同どう盟めい式典をやって、大国に揺さぶりを掛けよう」

　二人ふたりして悪わる巧だくみな顔をされる。やたら楽しそうで困る光景。

　私の背後で衣い装しよう役やくさんが深くため息をついていた。

　何となく、最近、衣装役さんのお気持ちがよく分かる気がしてきた。

　出会ったお姫様達が真ま面じ目めな方だったからだろうか、この方々がとても危ないような気が今いま頃ごろになってしてきた。

　今いま更さら、遅いとは思うけど。

「ここから、どうなって行くのですか？」

　私は楽しそうにしているトエ様に尋たずねた。

　トエ様はいつものように笑って

「大連合を潰つぶすよ。そうしないと世の中、あっちの思い通りになってしまうからね」

「どうやって？」

　思わず訊きいてしまう。

「三さん宮みやには期待していないけれど、新生四しの宮みやツヅミ、五いつ宮みやクラセとこの六むつ宮みやマキセには期待している。この国々が持つ財ざいを全すべて使って勝負する」

「あのう、七なな宮みやの財は？」

　自分達のお金を使わないで戦争しようとするのはどうだろうか。いや、まあ、戦争はどんな戦争も悪いんだろうけれど、人のお金で戦うのは特に悪くないだろうか。

「無いぞ」

　横からテン様。

「うん、無い」

　頷うなずくトエ様。

　何でか知らないけれど、どういうわけか双ふた子ご姫ひめのように連れん携けいの取れたお二人ふたりは両の手のひらを上に向けて、空からっぽな仕し草ぐさをした。

「ここまで来るのに全部お金使っちゃった」

「三年先まで予算使い込んであるから、もう自分達だけで戦争なんて出来ないよ」

　なんでそうなるの？

　今まで、かなり派は手でにお金を使ってこなかったかな、この方々は。特にテン様。

　声が出ない私は、同意を求めて、後ろを振り返った。

　衣い装しよう役やくさんが、気の毒そうに私を見つめていた。それとヒカゲさんが姿を消していた。よりによって、こんな時に隠おん密みつに長たけなくてもいいのに。

「カラ、一度、言ったよね。戦争には思ったよりお金が掛かるって」

　優やさしいトエ様のお言葉だけど、そんな昔のことは忘れたいと思う。あれは、もしかして、この人なりに深いお言葉だったのだろうか。これまで全然気がつかなかった。

「何なら、五年先まで使い込むか。そうすればある程度は何とかなるぞ」

　全力で首を振りたくなったけれど、重たい古式結ゆいの髪が暴あばれるので我が慢まんする。

　どうしよう、こんなでは、この後、萌もえ葱ぎ姫達とお会いした時、私はどんな顔をすればいいのだろう。常磐ときわ姫にも怒られそうだ。

　何となく、何となくこれまで上手うまく行き過ぎじゃないかと思っていた。思っていたけど、こんなことで行き詰まるとは思わなかった。

　もっと劇げき的てきな戦いや大異変が起きるんじゃないかと、そんな心配ばかりしていた。

　こんな調ちよう子しでは、今度、クロハさんに、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かにお会いする時があればどうしていいのやら。この前は大おお見み得えを切ったのに、とてもまずいと思う。

　困った私の顔が面おも白しろいのか、テン様が大笑いして、トエ様が苦笑じみた顔をして、衣い装しよう役やくさんが色いろ々いろと複雑な顔をする。ヒカゲさんはどこへ行ったのやら。

　困ったことに、こんなに困っているのに、私はこの中で立っていて、こうして困っているのが何だか心地ここち良くなってしまう。

　だから、いつの間にか笑いそうになって私は我が慢まんした。

　我慢したけれど、結局、いつの間にか一いつ緒しよになって笑ってしまった。

　なかなか、私には立派なお姫ひめ様の役は難むずかしくて、こうして、テン様とトエ様が楽しそうにしているのを見ているだけで幸せになってしまう。

　こんな時、私は空から澄すみ姫なのだろうか、カラさんなのだろうか、カラカラさんなのだろうか。

　それとも、もう一役、自分の中にあるのだろうか。

　まだ自分のことなのに分からないことが沢たく山さんあって、それが永年ずつと不ふ思し議ぎに思えた。

　空澄の月が終わって行く頃ころ、こんな風ふうに私達は過ごしていた。







「腹黒い。トエル・タウだけは信用出来ない」

　ハルセ・サイは嘆なげいていた。

　彼がツヅミまで出向いて四都同どう盟めいを語った時、確たしかにトエル・タウはツヅミを同盟に入れない方がいいと自ら語っていた。

　その裏で、ツヅミの宮みや都市復帰を画策していた。

　四都同盟を五都同盟にする手て柄がらを、この時期に自分達の来訪に会わせて用意していた。

　必死で四都を繫つないでいたサイ家の手柄が霞かすみかねない策だ。

　しかし、この報しらせがなければ、大国同士の連合に四都同盟は尻しりすぼみになりかねなかった。

「読んでいたのか、一いち宮みやと二にの宮みやが手を組む事態を」

　ハルセも一宮と二宮を信用してはいなかった。危き機きになれば大国が手を組むことも考えてはいた。だが、チドリでの争いが大きくなった今になって、手のひらを返す行為が起きるのは予測出来なかった。

　部下を各地へ派は遣けんさせる指示を出し、屋や敷しきの階に腰掛けて、彼は唇を嚙かんだ。

　嚙ませ犬になるわけにはいかなかった。むしろ、トエルを嚙ませ犬にしなければ、豪ごう商しようサイ家筆ひつ頭とうの名前が泣く。

「甘いのか、俺おれは」

　私と己おのれを呼ぶ男が、意い識しきして俺と口にする。

　七なな宮みやはツヅミを解放したことで名誉と権けん勢せいを手に入れるだろう。ツヅミに大きな影えい響きよう力りよくを持つ以上、同盟の中で巨大な発言権を持つ。だが、ここは彼らの領内ではない。

　このクラセとマキセの客人だった。

　自由にはさせたくなかった。ここでの彼らの兵は六千ほど。クラセとマキセは本国であるから、それぞれ二万余りの兵を自在に用意出来る。

　ナツメは三千だが、この異変で増援を送ってくるはずだった。

　その合算兵力は五万を超える。

　しかし、対する一いち宮みやは十万を用意出来る。二にの宮みやも一国で五万は軽く用意出来る。場合によっては、併あわせて二十万の軍勢が用意出来るのかも知れない。

「まずいか」

　吐き捨てたくなる。

　七なな宮みやよりも、目の前の一宮と二宮が大き過ぎる。

　七宮カセンからも三さん宮みやナツメからも、新生四しの宮みやツヅミからも援えん護ごが必要だった。トエルやテンを抑えるのは後回しにすべき課か題だいだった。

　一人ひとりで悩んでも、道は見えなかった。

　それでも、一人で彼は悩む。

　父母は死んだ。実の弟は彼の地位を狙ねらい血の闘とう争そうを仕掛けた末に帰らぬ身となった。残りの弟達も妹達も遠ざけた。叔父おじ達は一宮や二宮に身を寄せ、財ざい界かいでは勢力争いが激はげしい。

　友はいなかった。幼い頃ころならばともかく、誰だれもついて来られない領域に彼は立っていた。戦う相手だけが多い。

　それでも、勝ち続ければ明日あしたがあるはずだった。

　苦しい時期を乗り越えれば、休める時も手に入るはずだった。

　時に、全すべてを捨ててどこか遠くへ行きたいと思う。そんな思いに意味がないと自分を笑い、夏の空を見上げた。

　夕立が降るだろう灰はい色いろの空が見えた。

　この雨で、ようやく山火事は沈静化するかも知れない。

　雨が降って、その後で一宮シンセンと二宮スズマの連合への話し合いが本格化する。それから、彼らは何を要求するのだろう。

　東とう和わ各都市を許さないと解体に乗り出すか、それとも、許してやるからと従属を要求するか、何いずれにしろ、双ふた子ご都市は真っ先に狙ねらわれるだろう。

　信用出来なくても、七宮とは手を組まなければならなかった。

「戦うしかない、現実と」

　己おのれに言い聞かせる。ここまで、二十二年こうして生きてきた。

　生き残ってきた自分を信じるしか、自分が自分にしてやれることはなかった。

　家のために、己のために、二人ふたりの姫のために、自分に戦いを言い聞かせる。

　ふと、視界に線せんが走り、ささやかな音を立てて地面に落ちた。

　同じことが、視界のあちこちで続く。

　雨が降ってきた。

　空の灰はい色いろが深くなり、やがて、大粒の雨音が周囲に広がる。

　しばらく、その雨音に耳を澄すました。

　この雨が止やめば、事態はまた一つ動くだろう。夕立で済むのか、夜まで降るのかは、彼には判別出来ない。

　止まなければいいのにと、口の中だけで呟つぶやいて雨の音に耳を澄ます。

　まるで楽曲に耳を澄ます聴ちよう衆しゆうのように、青年は一人ひとり、その場で腰を休め続けた。







　深い夜になっていた。

　夏の長い夕暮れが終わり、それでも、まだ空気が生暖かい夜。

　篝かがり火びに囲まれた祭さい殿でん。その最奥に鎮ちん座ざする緑みどりの庭園を武人が一人で歩いていた。

　桂かつらと楓かえでが並ぶ苑えん路ろには白い玉たま石いしが敷しき詰められていて、具ぐ足そくの足元で音を立てる。

　人払いされた庭園は、ここの主あるじ以外、何者をも拒こばんで夜を迎えていた。

　主が入園したのは昼下がりで、今は深夜へと近づいている。

　そんな時刻まで、ここの主は一人で過ごしていた。

　誰だれとも会いたくないと、このツヅミの街に入って以来、その主はここに閉じこもり、何もしないで時を過ごしていた。

　朝までこうしていたいのかも知れない。

　そうさせたいと思うが、要人を一人にさせておけるほど、このツヅミの治安は万全ではなかった。

　背に長ちよう刀とうを担かついだ武人は、部下も連れずに一人だけで主の姿を捜して歩く。

　一人時を過ごす主のために、一人で夏虫が鳴く夜道を歩いた。

　やがて、玉石の苑路が終わる先に、白い人ひと影かげが見えた。

　苑路の終わりは、石せき英えいの石畳が遠景に広がる広場であった。

　飛び石のように、白い石畳に碧へき玉ぎよくの石版が点在し、それが図形を象かたどっていた。

　揺らいで曲がる螺ら旋せんの構造。閉じられた階段の模も様よう。

　その中心、螺旋状に広がる階段が始まり結んだ中心に、白い人影があった。

　桜さくら色いろの肩掛けを羽は織おり、白い姫ひめ装しよう束ぞくと琥こ珀はく色いろの帯を纏まとった人影は、迎えが来たことに興きよう味みを示さずに佇たたずんでいた。

　篝火と星明かりに、ただ佇む姿がひっそりと浮かんでいた。

　苑路の終わりで立ち止まり、長刀の武人は何も言わないで立っていた。

　この先は祭さい祀しに携わる者以外が踏み込めない聖域だった。

　大河の祭さい霊れいが祀まつられ、このツヅミ都市の中ちゆう枢すうとして鎮ちん座ざする場所だ。

　ここに眠る祭さい霊れいは祖霊と結ばれ、ツヅミの地を守しゆ護ごすると、もう百年以上に長く伝えられている。

　今は、ただ静かに時が流れていた。

　寝静まるツヅミの街は静かで、この庭園はさらに静かだった。

　言葉を無くしたように、主あるじと武人は何も言わないで佇たたずみ続けた。

　夏虫の鳴き声が鈴のようになる中、篝かがり火びの浮かべる庭園の光景にとけ込む二つの人ひと影かげ。

　長い間、長い間、その光景は動かないで、その間に音もなかった。

　どれほど時が過ぎたのか、姫ひめ装しよう束ぞくの人影が、ゆっくりと空を見上げた。

　星空があった。

　暗い夜空に星が多く、月はひどく欠けていた。

　この地では満天の空に、豊かな星明かりが瞬またたいていた。他都市に降る雨がまるで噓うそのように。

「どこの地でも空はありますね」

　少女の声で呟つぶやきがあり、武人が無言で頷うなずいた。

「南の地にも、随ずい分ぶんと後おくれてですが、東とう和わの模も様ようが届いて参りました。星ほし姫ひめのこと、真しん姫ひめのこと、双ふた子ご姫のこと、空そら姫ひめのこと、それに永なが姫ひめのこと」

　逆に南からは何も届かなかった。

　東和の各宮みや都市は自分達のことで手一杯で、南のことまで気が回らなかった。

　そこに一人ひとり流された者のことも、誰だれの耳にも届かなかった。

　それなのに、こうして呼び出された。

「ここで、私は幼い頃ころ、水みな姫ひめとして契約しました。宮姫の座を降りても、その契約を破は棄きする儀ぎ式しきは行いませんでした。それが、ここでもう一度、宮姫をやれと言われる含みだったとは思いませんでした」

　七なな宮みやの二人ふたり組ぐみは、琥こ珀はく色いろの姫がここに立つことを望んだ。追放しておきながら、時が巡り場が整ととのえば呼び戻したのだ。

「ここで常磐ときわと空から澄すみ姫が手を取り合い、今では浅あさ黄ぎ姫や萌もえ葱ぎ姫とも結ばれようとしている。私が四しの宮みや姫であった頃には、そんな光景は望めませんでした」

　ほんの少し前はそうだった。それとも、いつの間にか遠くなったのだろうか、その頃は。

「東和がどうなるか、誰が知っていると思われますか？」

　初めて、琥珀色の姫が武人へ問いを向ける。

　武人は長ちよう刀とうを脇わきに置きながら、その場に片かた膝ひざをつく。

「誰もが幾つかの絵図を描いておりましょう。宮姫達も、軍人も、政治家も、商人も、民たみ草くさも、あるいは異国の者も絵図を持っていましょう。それが今の模様となって、やがて、次の時代の模様を形作るでしょう」

　多くの色が混じり合い、多くの事情が交こう錯さくした先に、東和の明日あしたがあると武人は語った。

「星ほし姫ひめは染まりませんよね。黒ですから。そして、真しん姫ひめも」

　黒は染められない色だ。対する真姫は澄すんだ鉱石の名前を持っている。これも、色を変えることが叶かなわないだろう。

　残る姫達はどうかと、星空から武人へ姫の視し線せんが降りた。

「世の流れに逆さからっております。抵抗する者が世の中にはおります」

　四人の姫は大国の連合に従属しないと、集結して手を取り合っていた。

　多くの者達がその様よう子すを見守っている。

　それは、東とう和わ各都市だけではなく、南の地や、山脈の向こうでもだ。

　この先を考えれば、誰だれも何もしないのならば簡かん単たんだった。

　一いち宮みやと二にの宮みやが作る大連立政せい権けんが東和に大号令し、各宮みや都市がその存在を許し、力の差に折れれば、全すべてが簡単な構造に見えた。

　それが嫌いやだと、大国との許す許さないの要よう請せいによる関係に逆らうのが、四つの宮都市だった。

　その中に、四しの宮みやツヅミが加入すれば、東和の模も様ようは大きく変わるかも知れなかった。

　力の多くを失ったツヅミだが、その位置する場所は要所で、経済力はまだ三さん宮みやや七なな宮みやを上回っている。

　そして、姫の前には不ふ遇ぐうな立場で戦い続けた勇ゆう将しようが跪ひざまずいていた。

　この武人は時と場所を手に入れれば、名将になるかも知れない。それも、今は誰も知らない先にある。

　桜さくら色いろの羽は織おりの肩が、深呼吸の動きで上下する。

「よろしいでしょう、三み月つきだけなら宮みや姫ひめとして返り咲きましょう。桜の花が季節外はずれに咲くように、冬になるまで東和におりましょう」

　東和四宮琥こ珀はく姫。

　その名を持つ者が、この少女だった。

「そのご英断、姫ひ殿でん下かが後悔すること無きよう、ツヅミと同どう盟めいであるナツメとカセンが働きましょう」

　武人の陣じん羽ば織おりには三宮ナツメの紋がある。

　それでも、この男はこの地を任まかされて、四宮の旗を掲かかげることが許されるただ一人ひとりの将であった。

　三宮ナツメに籍せきを置こうと、彼が四宮姫の下で戦うことを非ひ難なんする者はいない。

　むしろ、その光景が多くの者に望まれていた。

　二つの都市を繫つなぐ架け橋を、この男に望む者が多かった。

「キリハ将軍、貴方あなたも私も、これより先の東和の模様の一つになるのかも知れませんね」

　敵は大きい。そして、味方もどこまで味方か見えにくい時代だった。

「何者かの思い通りにならないよう、我わが銀ぎん星せいを振るいます」

　傭よう兵へい将しよう軍ぐんという物ぶつ騒そうな呼び方を避けた美しい姫ひめに、長ちよう刀とうの武人は力強く頷うなずいた。

「立ち止まらずに先を急いだ者達に追いつけるよう心がけましょう」

　琥こ珀はく姫はそう告げて、ただ優やさしく微笑ほほえんだ。

　この地へ降り立ってから初めて見せる、心からの微笑みだった。
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　　　終節　辿り着く先







　東とう和わの四都市が直前に新生ツヅミを加えた同どう盟めい関係を宣言したのは高たか夏なつの最初の日だった。

　四人の姫が集つどうクラセとマキセ、それをツヅミから祝福する四しの宮みや琥珀姫。

　その宣言が東和の多くの人々に好意的に認知される中、シンセンとスズマの連立政せい権けんが中央政府の新しい時代を宣言し。これに対抗した。

　情勢が見えない中で、各勢力は多彩な動きを見せていた。

　その情景の一つが、シンセン城の奥深く、玉ぎよく座ざの間への道にあった。

　深い朱しゆの絨じゆう毯たんが敷しかれた道を歩くのは、翡ひ翠すいの宝玉をあしらった法ほう衣いの姿。

　黒くろ壁かべと深しん紅くの激はげしい色しき彩さいで彩いろどられた城内は、来訪者を迎えるには色が強過ぎる彩さい色しきだった。

　足元の朱色が一番大人おとなしく見える道の左右には、威い圧あつ的てきな儀ぎ式しき用よう甲かつ冑ちゆうに身を包んだ黒くろ騎き士しが整せい列れつしていた。

　儀式用なのだろうが、雅みやびで優ゆう美びな諸もろ刃はの刀を手にした黒騎士の群が無言で立ち並ぶ中、堂どう々どうと法衣の姫が足を進める。

　法ほう衣いの姫ひめにとって、ここは敵対勢力の本ほん拠きよ地ちだった。黒こつ騎き団だんと呼ばれる黒騎士達は暴ぼう虐ぎやくの象しよう徴ちようであった。

　一いち瞥べつもせずに、彼女はその道を進んだ。騎士が刃やいばを振るえば自身の死は免まぬがれない道が続く中で、一度も振り返らずに、一度も怯おびえることなく、たった一人ひとりで歩き続けた。

　従じゆう者しや役やくは、この玉ぎよく座ざの間の一つ前の部へ屋やに置いてきた。ただ一人で歩く道は端たん正せいに整ととのえられていたけれど、出迎えの音おん曲ぎよく一つ、取り次ぎの声一つ聞こえない孤独な道だった。

　それでも、一人で恐れず歩き続ければ、その先に玉座となる朱しゆ椅い子すが見えた。

　その椅子に腰掛けた高い位置から、騎士の作った道とその中を歩く法衣の姿を見下ろす者が見えた。玉座の全すべてを認にん識しき出来る距きよ離りで、法衣の少女が立ち止まった。

　何も言わずに玉座に座る黒こく衣いの姫を見つめていた。

　騎士達も言葉を発することなく、まるで彫像のように動かない中、沈ちん黙もくの時間が生まれた。

　互いの容よう貌ぼうと姫装しよう束ぞくの意い匠しようがよく見える距離で向き合う黒衣と法衣。

　それは東とう和わの宮みや姫ひめを示す装束で、姫色は漆しつ黒こくと深ふか緑みどり。

　それぞれの名前と同じ宝玉が、それぞれの胸元で光を持っている。

「初めましてとしておきましょうか」

　長い沈黙の後、玉座で黒こく曜よう石せきの名前を持つ少女が言葉を発する。

「一度、ゆっくりとお話ししたいと願ねがっておりました」

　翡ひ翠すいの宝玉の名前を持つ少女が応じる。

「何しに来ました。この一いち宮みやシンセンに？」

　東和で一番目に数えられる姫が問う。

「貴女あなたを倒すためにここへ参りました」

　東和で二番目に数えられる姫が強い眼まな差ざしを向ける。

　宣戦布告な言葉にも、騎士達は動かない。同じように黒い姫も動かない。

「私が消えれば時代は変わりますか？」

「貴女がどうなろうと時代は変わります。その先にある世界が私の世界です」

　大連合の締てい結けつに向けた顔合わせだった。

　それでも、向き合う二人ふたりの姫達に笑え顔がおは無かった。

　凍りついたような冷たい時間が流れて、やがて、玉座から黒衣の姫が立ち上がった。

　地に足をつけて、二人の姫は見つめ合う。

「よくここまで来ました。褒ほめて差し上げましょう」

　東和一宮黒曜の名を持つ少女が告げた。

「よく逃げずに居ました。褒めて差し上げましょう」

　東和二にの宮みや翡翠の名を持つ少女が告げた。

　互いの言葉に、申し合わせたように互いが笑う。少しも隙すきを見せぬ眼差しで。

　その日、一いち宮みやシンセンと二にの宮みやスズマは長い敵対関係に終止符を打ち、東とう和わの中央政府として連立政せい権けんを発ほつ足そくした。
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　　　あとがき




　ほとんどの読者の皆様、お待たせしました。

　忘れた頃ころにやってくる『七なな姫ひめ物語　第五章　東とう和わの模様』をお届けします。

　もはや恒例ではありますが、お待たせしてすいませんでした。

　今回は、今までで一番長く読者の皆様をお待たせしてしまいました。

　全すべて作者が実力不足で先に進めなかったためでして、悪いのは高たか野の一人ひとりであります。読者の皆様にも関係者にも、この場を借りて謝しや罪ざいさせて頂きます。いつもいつもゴメンなさい。

　お待たせした割に作者自身は成長してません。

　ただ、内容はかなり詰め込んであります。

　詰め込み過ぎぐらいの作品の方が高野は好きなのですが、読者の皆様にはいかがでしょうか。

　よろしければ、この第五章もお付き合いください。

　カラはいつものように笑っています。

　他ほかの連中も、懲こりずに元気です。懲りない人間が好きで書いてます。

　出来ましたら、読者の皆様も懲りないで、この本を手にとってやってください。

　物語は大詰めです。

　次には東和七姫の物語が大方は決着する予定です。纏まとめ上げる自信はちょっとしかありませんが、予定ではそうなってます。

　もうちょっと、皆様がこのお話に付き合ってくださったら、とても嬉うれしいです。




　さて、いつもお待たせしてばかりで、読者の皆様にはご迷惑ばかり掛けています。

　ファンレターにもあまりお答え出来ていません。

　そこで、登場人物も増えてきたところですし、主なキャラクターの整せい理りをしながら、ちょっとネタばらしとか裏話とかやりたいと考えました。

　少しでも、ここまで五冊も本を読んでくれた皆様へのサービスになれば幸いです。




テン・フオウとトエル・タウ　東とう征せい将しよう軍ぐんと七宮左さ大だい臣じん　右う府ふと左府

　二人ふたり揃そろって野心家です。高野の周りには野心家が一人もいませんでした。十代半ばから作家を目指して一人でやりくりしていた時、こいつらが無邪気に世界征服を企たくらむのが、とても嬉しかった思いがあります。こいつらには、いつまでも懲りないでいて欲しいです。




衣い装しよう役やくさん

　密ひそかに、作者の理想の女性像がかなり入ってます。きっと、すぐ捨てられますが好きです。




ヒカゲ

　ファンレターを頂きますと、どうしたことか、彼が一番人気だったりします。先日、古い知人に会った時も「ニンジャ君をもっと活かつ躍やくさせてよ」みたいなことを言われました。

　今回、彼が襲おそい来る各国の最強ニンジャ軍団と壮絶な死し闘とうを繰くり広げ、ばったばったと斬きり捨てて、何事も無かったようにおやつを食べに帰るストーリを考えました。ページの都合でカットしましたが、きっと、今巻の最後に彼が姿を消したのも戦いの続きがあったからですね。




キリハ・ラサ　傭よう兵へい将しよう軍ぐん

　ある意味で力のあるカラでしょうか。力でテンに勝てるとしたら、カラはどうするか。力で時代を変えられる立場にあった時、空から澄すみはどうするか。その道が、少しこの人の中にあります。




エヅ・ヨウト　絵え描かき

　カラが頻ひん繁ぱんに外を出歩くわけにはいかないので、庶民の立場から世界を見ている登場人物が欲しいと考え、二巻から彼を設定しました。書いていて非常に楽です。なにせ、こいつだけは蹴けっても殴ってもいいんです。ただ、ここまで便利に使い過ぎましたので、今回は安易に頼らないよう気をつけました。彼が大都会を彷徨さまようシーンは見たかったので、その辺は残念でした。




ハルセ・サイ　春はる瀬せ彩さい

　人生、空回りばかりしていますが、彼には幸せになって貰もらいたいです。実は、今回は彼が主役に近い位置に立つ予定だったのですが、展開を早めるため彼のお話は大幅カットされてしまいました。絵描きや双ふた子ご姫ひめと彼が向き合うシーンは優やさしい光景だったと思います。




ヴィイ　　破は軍ぐん王おう　はぐれ王子　北の王子

　テンやトエルと同じく、十五、六の時に作った悪の王子様です。高たか野のが何だかんだと失敗しながらも大人おとなの年ねん齢れいになったように、負け続けても大人になった人間を書きたいと出しました。




東とう和わ一いち宮みや黒こく曜よう姫ひ殿でん下か　クロハ　黒くろ姫ひめ　星ほし姫ひめ

　作者にとって、理想の悪（？）の美少女像がかなり入ってます。本当は七なな姫ひめ物語と同時進行で、この子と遊ゆう撃げき長ちようが主役の現代物を書きたかったのですが、まだ形になっていません。




東和二にの宮みや翡ひ翠すい姫殿下　真しん姫ひめ　時とき姫ひめ

　見てのとおり、作者にとって特別な子です。どう書くか、いつも苦しんでいますが、この子に関して手加減はしていません。次は、この子と空澄が出会うはずです。




東とう和わ三さん宮みや常磐ときわ姫ひ殿でん下か　永なが姫ひめ

　東和七なな姫ひめで一番、普通のお姉ちゃんな気がしています。弟や後こう輩はいの面めん倒どうを見るのが好きな長女タイプでしょうか。この子を真ん中にして絵え描かきと組ませると楽しいです。




東和四しの宮みや琥こ珀はく姫殿下　華はな姫ひめ

　東和七姫で一番、普通のお嬢じようさんだったのではないでしょうか。以前は、カラがこの子を見つめていました。今は、この子がカラ達を見つめています。




東和五いつ宮みや浅あさ黄ぎ姫殿下　水みな姫ひめ

東和六むつ宮みや萌もえ葱ぎ姫殿下　香こう姫ひめ

　この巻では、この子達が作者の予想よりも、しっかりしてくれて助かりました。ふわふわした連中という常磐の評は正しいです。ですが、彼女達は東和七姫で一番真ま面じ目めに本来の宮みや姫ひめ役をこなしています。実は、この二人ふたりに任せておけば東和はかなり平和だったと思います。絵的にも、作者がイメージした東和の巫女みこ姫ひめ像そのままです。




東和七なな宮みや空から澄すみ姫殿下　空そら姫ひめ　カラスミ　カラカラ　カラ　カラさん

　このお話は、この子のためにここまで書きました。

　この子が、じっと世界を見つめている姿のために、七姫物語をやって来ました。

　この子の目に映る東和が、テンとトエルが、黒こく曜ようや常磐達が、世界と人々が、それぞれに豊かであるよう表現出来たなら、このお話は大団円に繫つながって行くと感じてここまで来ました。

　最後まで、変わらずカラが笑っていられたら、この物語は広がりのある豊かさを持てると思います。

　カラは元気です。

　どうか、カラがいつまでも笑え顔がおでいられるよう、また皆様のお力を貸してください。

　ご一読、ありがとうございました。


高たか野の和わたる　
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高たか野の 和わたる

名古屋出身。最近、図書館に一年ぐらい籠もって本の勉強をしたいと切に願ってます。そんな時間があったら、ついゲームとかやっちゃいそうですが。
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イラスト／尾お谷たにおさむ

兵庫県出身。小さい頃から宮崎駿氏の映画が大好きで、絵にもいろいろと影響を受けている。好きな俳優はナタリー・ポートマンとリバー・フェニックス。好きな飲み物は紅茶。イラスト以外に風景画なども描いたりする。
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七なな姫ひめ物もの語がたり 第だい五ご章しょう




東とう和わの模も様よう








高たか野の 和わたる
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